
　　知の市場（シラバス） 継続新規

科目No。 科目名 副題

連携機関名 水準 上級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

№ 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1

2

3

4

5

6

２０１６年度後期

労働安全衛生法の改正で作業場における化学物質のリスク評価が義務化された。暴露濃度の実測だけでなく数理モデルによる推算を組合せた評価が重要であり、それには人材を育成する必要がある。講義と教科
書の勉強だけでは、野球を楽しむのにボールもバットもなくルールを学んで済ますことに近い。推算モデル等を実際に使って、ボールとバットを使いこなす力を身につける必要がある。いわゆる直接暴露（作業者・消
費者暴露）に限定していくつかの推算モデルの演習とデモを行う。欧米で開発され無料公開されている数理モデルを自分のパソコンにダウンロードしての演習とインターネット上のシステムのデモで理解を深める。参
加者は、自分のパソコンを無線でインターネットに接続できる環境を備えることが望ましい。

講義概要

TRA (ECETOC） REACHのために各種の暴露推算システムが開発されている。初期評価用のTargeted Risk Assessmentは、国内でも活用シス
テムが公開されている。ここでは簡単に解説とデモをした後、TRA・Stoffenmanager・ARTを比較検討したRiedmannら(2015)の
論文を詳しく紹介する。

American Industrial Hygiene Association は、作業に伴う室内濃度を推算するアルゴリズムの教科書を出版してきた。そこで開
発された完全拡散モデル・近接場/遠隔場モデル・乱流拡散モデル等をスプレッドシートで計算し、濃度の時間変化をグラフ表
示するシステムを公開している。

共催講座UT115b 化学物質リスク評価（演習）２ 作業者暴露推算モデルを中心に

花井リスク研究所
火曜日14：10～17：15

（２講義集中）
東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛）)

IH Mod （AIHA)

 2016/10/4

 
2016/10/18

 2016/11/1

はじめに
暴露評価の重要性
なぜモデルか
統計処理

化学物質のリスク評価には暴露量の評価が欠かせないが、実際には暴露評価が看過されることが多い。まずその重要性を確
認したい。リスクは基本的に未来の問題の判断だから、実測だけでなく、数理モデルを使った推算による見通しが不可欠であ
る。測定と推算に付随する不確実性の考察に必要な統計処理の基本を解説する。
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花井 荘輔 花井 荘輔 花井リスク研究所
放送大学

文京学習セ
ンター

ART
（TNO等）

上記のSSAモデルの別の形としてART(Advanced REACH Tool）が開発されている。Stoffenmanagerと同様に、いくつかのパラ
メータのスコアの組合せで数値化する。得られた濃度分布をベイズ解析の事前分布とし、実測値を組合せた事後分布で推算
の精度を上げる点が特徴である。

消費者暴露

オランダのTNOを中心にいわゆるSSA(Structured Subjective Assessment）の推算システムが開発されている。具体的作業に
関する測定値のデータベースと専門家の判断から導出したいくつかの観点のスコアと実測濃度とを結びつけて解析する。モデ
ルはインターネット上で公開されている。

 
2016/11/15

 
2016/11/29

 
2016/12/13

 
2016/12/27

 2017/1/10

作業者暴露

ChemSteer（US EPA)
米国のEPAは、TSCAの実施のために多くの暴露推算モデルを開発し公開している。1980年代の経験的モデルがある。
ChemSTEERは、作業者の暴露量と環境への排出量を推算するためのシステムであり、OSHAその他で開発された多くの推算
モデルが搭載されている。

Stoffenmanager
（TNO等）

おわりに
その他のモデル  BMD
まとめ

動物実験データからNOAEL相当の影響量を統計的に推定する手法であるBMD（Benchmark Dose）法が注目を浴びている。こ
こ数年の発がん性と非発がん性の評価を統一しようという動きの中で重要な役割を占める。原理と簡単な事例を紹介する。最
後に、作業者暴露評価のありかたをまとめて議論する。

ConsExpo（RIVM)  その他
化学物質を使用する消費者の暴露評価には、多種多様でバラツキの多い使用状況を推定しなければならない。オランダの
RIVMは1990年代から推算ソフトを開発し、使用状況データとともに公開してきた。欧州の業界団体では、業種に特化したソフト
を開発している。代表的なものを取り上げる。



拠点
（開講機関）

ョナルの心得

きない。
ッショナルとは何か」を考え、「如何した

で体験してもらう。それによって各個人々々が楽しい豊かな

東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛））

経営研究所
ｙＳｙｍｐｈｏｎｙ代表

達 走を

下條佑一

放送大学
 東京文京学
習センター

B1F多目的講
義室２

下條佑一

２０１６年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 UＴ８１ 科目名 プロ２ フェッショナル論 副題 楽しく豊かな人生を創造するプロフェシ

連携機関名 放送大学 水準 中級 教室定員 15人 配信定員 0 講義日時
金曜日14：10～１7：15

(2講義集中）

科目概要(300字)

天然資源が相対的に殆んどない日本が世界トップクラスの繁栄を達成したのは何故だろうか。それは日本の国民が「よく」働いたからである。逆に言うと、このことが無ければこの国の繁栄は維持で
「よく」働くとは、単に勤勉に多くの時間を働くことではない。何の仕事をするにせよ「プロフェッショナル」に仕事をするということである。全ての仕事に共通する「プロフェ
らプロフェッショナルな仕事をすることができるか」を考える。さらにその一端を演習により実践して受講者自身でそれを継続的に実行できる入口ま
人生を創造し過ごすことに繋がることを目指している。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

プロフェッショナル
基礎理論

の
1 プロフェッショナルとは何か

誰でも「プロフェッショナル」と言えるような人間になりたいと思ってい
何かのイメージを明確に描いておく必要がある。「プロフェッショナル
かうべき先のイメージを明確にする。

るであろう
」とは何か

必要な
プロフェッ

。その為に
を論じて、個

系的に構築
の内

ある。
後個人々

この技
研鑽

、この「よ
の「よい

技（わざ）を
ショナルな

」である場合
方

この技
研鑽

こには達成
に役立つ「

。これに

は相応の
のツボを紹

的両側面

と「気力
る場

夢の実現
総合的に活
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人々々の

されて始め
特に、目標

受講生にこ
々が自分で

（わざ）の実
し技（わざ）
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感という喜
問題解決・課

各
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稽古が必要
介し、その

は誇張して
から論理的

」でる。気が
合でも「気力

」ということ
用して Dr
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日々の努力

て効果的・
達成の為の

の技（わざ
研鑽し技（

践をして
を上達でき

と自体は意
構築する技
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為の技（わ

の場合物事
「システム

践をして
を上達でき

びがある。
題達成の

人の夢の
豊かな人生

である。受
後個人々々

もし過ぎるこ
に考察し、其

萎えると体
」を維持向

になる。そし
eam Plannn
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が向

効率
論理

）の実
わざ）

もらう。
るよう

外に
（わ

る
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2016/4/1

2016/4/15

2016/5/13

2016/7/15

をシ
思考」と

もらう。
るよう

この問
技（わ

実現
がえら

講生
が自

とは
れを

2016/6/24

2016/7/8

力をも
上す

て延
ing と

2016/5/27

2016/6/10

2
如何にした
ナルな仕事

らプロフェッショ
ができるか

プロのスポーツ選手は、もてる身体能力を充分成果に結び付ける為に
に、知的仕事をしている人（例えば企業で働いている人）の殆んどは
明確にしていない。それらの技（わざ）を理論的に明確にする。

プロフェッショナル
基本技（わざ）

3
プロフェッシ
する為の技

ョナルな仕事を
（わざ）体系

プロフェッショナルは仕事の目標をもっている。その目標達成の為の
的に目標を達成することが出来る。その施策体系を技（わざ）体系と
構造をデカルトの著書「方法序説」にある「因果律」を使って紹介する

施策は体
して紹介する。そ
。

ある。受講生に
4

技（わざ）「
演習

分解と統合」の
技（わざ）「分解と統合」の理論は単純だが、その実践はやや複雑で
その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で
になるための助走を提供する。

5
「『「よい』と
か」を考える

はどういうこと
技（わざ）

プロフェッショナルは何のしごとであれ「よい」仕事をしなければならな
明確にされない場合が多い。従って仕事の成果も中途半端に成り勝
ざ）を紹介する。

、その

い。然るに
ちである。こ

6
「『「よい』と
か」を考える
習

はどういうこと
技（わざ）の演

技（わざ）「『「よい』とはどういうことか」の理論は単純だが、その実践はやや複雑で
践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し
を 達 き う な 助走を提供すを上 できるようになるための助 提供する。

の
7 技（わざ）「システム思考」

プロフェッショナルの仕事の成果は、「新たに構築されたシステム（含
ステマティックに考える方法論が役に立つ。システムを効果的・効率
して紹介する。

：やり方）
的に構築する考え

い。受講生に
8

技（わざ）「
の演習

システム思考」
技（わざ）「システム思考」の要諦は単純だが、その実践は簡単ではな
その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で
になるための助走を提供する。

9
問題解決・
（わざ）

課題達成の技
プロフェッショナルの仕事の多くは問題解決・課題達成の連続である
題解決・課題達成のプロセス自体を論理的に構築し初期の目標を達
ざ）」を紹介する。

。そしてそ
成する為

の習熟に
を研く上で10

問題解決・
（わざ）の演

課題達成の技
習

この技（わざ）は色々な技（わざ）の複合体として成り立っている故、そ
にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）
分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

11 時間に関する技（わざ）
時間は命そのものでる。即ち時間の消費は命の投資である。従って
ない。長期に亘りプロフェッショナルな仕事をする為の時間の生産性
実行する技（わざ）を提供する。

その生産性の大切さ
を量的・質

体力」
はない。如何な12 「気」高める技（わざ）

プロフェッショナルが間断なくよい仕事をする為に根本的に必須の元手は「
損なわれる。ストレスの多い状況下では気力の充実の継続は簡単で
る為の幾つかの技（わざ）を、それらを実践するためのツボと共に紹介する。

プロフェッショナル
理論と技（わざ）の

13
Ｄｒｅａｍ Ｐｌ
人生のプロ

ａｎｎｎｉｎｇ と
フェッショナル

ある領域でプロフェッショナルを目指すということは別の見方をすれ
いては人生のプロフェッショナルを目指すことになる。これまでの講義
人生のプロフェッショナルを論ずる。

具体的姿を現す。受講者に
挑戦してもらう

ば、それは「
の知識を

の
応用

14
「Ｄｒｅａｍ Ｐ
生のプロフ
演習

ｌａｎｎｎｉｎｇ と人
ェッショナル」の

この一見抽象的なテーマも、これまでの講義で得た知識を総動員すると
計画の策定と人生のプロフェッショナルのイメージを描き出すことに
れるとの思いを高める。

15 「わくわく」の原理
プロフェッショナルな仕事を続ける為の最強の牽引力は毎日続く「ワ
「結果」得られるとの現実もあるが、寧ろよい仕事をする為の「要因」
理的に確認し全講義のまとめとする。

クワク感」ではないだろうか。これは仕事の成功の
であるとの見方がより有効である。その考えを論



拠点
開講機関）

位を維持し、約1兆4千億円の出荷額を誇るものづくり
がら内外に大きく羽ばたく企業の歴史、概要、技術な

埼玉・狭山
（狭山商工会議所、狭山市）

役

２０１６年度前 　　知の市場（期 シラバス） 　 継続

科目No. 共催講座 YB611 科目名b 狭山を学ぶ　企業編b 副題 狭山を彩るものづくり企業シリーズb　－狭山工業団地エリア編－

連携機関名
狭山商工

狭山
会議所
市

水準 中級 教室定員 40名 配信定員 0名 講義日時
（

木曜日18：30～20：30

科目概要(300字)
狭山市は、人口約16万人を擁し、豊かな緑の中に2つの工業団地を抱える首都圏を彩る中核都市である。1982年以降、狭山市の製造品出荷額は県内第1
の都市である。こうした狭山の地が育んできたにもかかわらず日頃触れる機会の少ないものづくりの精神と技術や経営について、狭山市の特性を活かしな
どを広く紹介する。その中で、本科目で昭和40年代に埼玉県企業局により造成された狭山工業団地とその周辺企業の活動を紹介する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに・開校式 1
ものづくりに
方･考え方

おける物の見 国内外の伝統的文化･生活とその環境から生まれた工夫･アイデ
の融合がもたらす物の見方･考え方について論じる。

ィアを検証しつつ、伝

一な粒子径
ＦＲＰ人造
、様々な用

ンのビリヤ
魅力とキュ

木材は温
紹介する。

端の技術を
成功はない

ば成らな
於いての人

、具体的
割と重要

車・テレビ
に電子線の

故となった。
定外の状

価を紹介す

M　LCDを含

地の企業
を探る。

た。その企業

精神を注ぎ
」に選定さ

品の今後

ワールドワ
に次世代研
品の技術

統的技術

制御技術
大理石用低

途展開に

ードキュー
ースティッ

度・湿度に
また、芝浦

駆使する
ことを技術

いところの
間関係を

な現場の解
性を論じる

塔をはじめ
同分野へ

一方、産業
況でも事故
る。

めた液晶

の活動の

の経営や

、バランス
れた。その

の展望とN

イドプレー
究開発を

開発につい

と近代的技
2016/4/14 長谷川秀夫 分析産業人ネット　委員

術

ものづくり企業の
と経営－事例研
狭山工業団地エ
企業－

2
「人間関係に
～より良い人
より良い仕事

ついての考察」
間関係を築き、
をする為に～

「人間観」の講義を通じ、その「人間観」が、最も、生かされる、生
関係」と考え、「人間関係」に引き続き、「人間関係」をテーマとして
紹介する。

かさなけれ
、職場に

一つが「人
中心に改め 2016/4/21 花形　聰

COM電子開発　代表取締
役会長

間
て

3
ポリマー微粒
発と用途展開

子材料の開
１９８３年に新素材として開発に着手したポリマー微粒子材料に
の複合化技術、表面改質技術について解説し、電子写真用トナ
具・化粧品用、光拡散用、電子ペーパー用途など微粉体材料の

ついて、均
ー添加剤、
機能と性質

と異種材料
収縮剤、

ついて講義
2016/4/28 川瀬　進 綜研化学　特別顧問

と
文

す

4
クラッシックギ
ける情熱と技

ター製造にか
術

クラッシックギターは世界各地から目的に合った木材を輸入して
るのでシーズニングと工房内の温湿度管理が工作精度のカギと
共同研究から得られた成果についても言及する。

制作する。
なることを

よって伸縮
工業大学 2016/5/12 櫻井正樹 河野ギター　代表取締役

す
との

技術
究：

5
創業から成長
未来

そして現在・
創業以来最先端の技術を目指して進んできた83年間を経て到達
業部の現状とその苦難の道について紹介する。技術者の苦悩の
る。

した最先
陰にしか

光通信機器
者が熱く語 2016/5/19 大島文彦

七星科学研究所
開発センター長

事

リア
6

ビリヤード競
術と歴史術と歴史

技の魅力と技
ビリヤードキュースティックの高級ブランド「MUSASHI」を持つアダ
造し続け40年。その創業と歴史そして未来を語る。また、ビリヤー
を紹介するを紹介する。

ムジャパ
ド競技の

スティックを
ク製造の技 2016/5/26 高平睦生

アダムジャパン　代表取締
役

製
術

7
創業･歴史・
て未来へ

精密技術･そし
間野庫之助が立川で創業以来、社会に貢献する精密部品製造に
さな一流企業」を目指し経営を続け、2006年に「元気なものづくり
の移転の決断そして未来について経営者が語る。

一貫して
企業300社

の取れた
歴史と狭 2016/6/2 林　愛子 マノ精工　代表取締役

「小
山へ

8
水晶デバイス
技術

に見る成長と 狭山事業所の生産品目と主な用途、水晶製品の技術と製造、そ
ものについて、未来に向けて紹介する。

して水晶製 DKが目指
2016/6/9 小林恒夫

日本電波工業
技術管理部

狭山市産業
労働センター
栗原博文

狭山市産業
労働センター

多目的ス
す

9
新商品開発
ついて

の取り組みに
八千代工業は2020年のありたい姿として「卓越した技術と特徴あ
とを掲げている。研究開発力の強化は必要不可欠であると考え
設した。「先進技術と革新商品の継続的創造」を目的として取り組

る製品で
2012年6月

む新規商

ヤーになる
行う部門を
て紹介す

2016/6/16 （未定） 八千代工業

ペース（1階）
」こ
新

る。

ものづくり企業の
開発と起業ー事
究：　インキュベー
ン　　　　入居企業

10
工学シュミレ
界
～構造解析

ーションの世

を中心に～

産業界の動向と対比させながら構造解析の発展の歴史を観察す
しながら、産業界におけるコンピュータを利用した工学シュミレー

る。そして
ションの役

析事例を
。

2016/6/23 山縣延樹 エイシーティー　代表
紹介

11
半導体製造
用

と電子線の応
IC・LSI等と称される半導体デバイスはパソコンだけでなく、携帯電
りのあらゆる道具に用いられている。半導体の製造工程を解説す
て述べる。また、レナ・システムズでの電子線技術について紹介

話・自動
るととも

する。

とする身の
の応用につ 2016/6/30 松岡玄也 レナ・システムズ　代表

回
い

研究
例研

シ
12

これから注目
険性評価」にョ

される「熱危
ついて

2011年3月11日の東日本大震災で福島第一原子力発電所は未
現場にも発火・爆発の危険性が潜んでいる。これらの危険性を把
うにするのが化学物質の熱危険性評価である。身近な例から熱

曽有の事
握して、想

危険性評

分野の製
が起きな 2016/7/7 金子崎良 パルメトリクス　代表

造
いよ

ー

13 液晶ディスプレー
産業でも家庭でも、現代の生活にすっかり定着した液晶ディスプ
開発及び販路開拓についてご紹介する。

レー。FIL ディスプレ
2016/7/14 野呂道次 クローバージャパン　代表

ーの

14 未来への挑戦
レーザーを応用した光学製品の研究と開発を長年にわたって手
節を紹介する。

掛けてき 技術開発
2016/7/21 服部義次 ツクモ工学 代表

の苦

まとめ・ものづくり
の ポテンシャル

地
と今

域
後

15
狭山市の産
み　将来に

業の強みと弱
向けての方向性

狭山市には多くの企業が存在するが、その大きな部分をになる狭
析し、将来に向けての方向性そして地域として日本としての産業

山工業団
の方向性

強み・弱み
2016/7/28 森下　正

明治大学政治経済学部教
授

を分



拠点

髙島一昭

もうり動物病院毛利　崇

動物臨床医学研究所

、急速な変化に対応不能な面もあ

鳥取・倉吉
（動物臨床医学研究所）

水谷雄一郎

小笠原淳子

久野由博

わ

ファレン
スルーム

２０１６年度前 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続新規

科目No. 共催講座ZY222m 科目名 動物臨床医学事例研究 副題 臨床現場に有用な症例検討のあり方１m

連携機関名 動物臨床医学研究所 水準 上級 教室定員 ８０名 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

日曜4講義　9:30ｰ11:00、
11:10ｰ12:40、13:40ｰ
15:10、15:20ｰ16:50

科目概要(300字)
動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き物的要素があり
る。この科目では、後期に先がけて臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、獣医系大学学生、動物看護師に限る。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

教育

1
獣医学が社
割　　第1部

会に果たす役

獣医学分野の職域は、非常に多岐に亘る。同じ獣医師でも、その
や団体でどのような活動をし、今後、どうあるべきかを模索するこ

を実施す

仕事の内
とは重要

変化してし

る。

容は大き
である。

。小規模な

位（骨端

る。

る。

る。

えられる。
繋がる場

まう。内視

く異なる。獣

動物病院

・骨幹端・骨

それらを確
合もある。

医師が個

2016/4/17

人

2
獣医学が社会に果たす役
割　　第2部

山根義久

症例検討（１）

3 外科的疾患の検討（１）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

4 内科的疾患の検討（１）
他複数名

消化器 5
内視鏡検査
高めるために

の診断精度を 内視鏡検査は低侵襲で実施可能な検査であるが手技によって診
率を上げるために必要なことについて整理して概説する。

断精度が

る

を実施す

鏡で診断

におけるそ

効

IT機器関連 6
個人動物病
るIT機器活用るIT機器活用

院で導入でき 近年発達するIT機器の中には動物病院運用に非常に効果的なものがあ
れらの活用例を紹介する。れらの活用例を紹介する。

症例検討（２）

7 外科的疾患の検討（２）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

2016/5/15

伯耆しあ
せの郷２Ｆ大
会議室又は
動物臨床医
学研究所３Ｆ

8 内科的疾患の検討（２）
他複数名

山根　剛

動物臨床医学研究所

血液

9
非再生性貧
ちんと鑑別し

血の原因をき
よう　　第1部 再生像を伴わない貧血すなわち非再生性貧血の原因には多くの

ることは、治療法の選択、予後判定に重要であり、さらに基礎疾
髄検査が必要なことが多く、骨髄像を見極める眼が必要である。

を実施す

病態が考
患の診断に

実に鑑別
診断には骨

カン

す

10
非再生性貧血の原因をき
ちんと鑑別しよう　　第2部

山陽動物医療センター下田哲也

症例検討（３）

11 外科的疾患の検討（３）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

2016/7/24

12 内科的疾患の検討（３）
他複数名

動物臨床医学研究所

整形外科 13 犬・猫の大腿骨骨折
犬・猫の大腿骨骨折における術前計画・アプローチ・固定法につ
注意点と特徴に重点をおいて解説する。

いて骨折部

を実施す

幹）ごとの
櫻田　晃 さくらだ動物病院

症例検討（４）

14 外科的疾患の検討（４）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

2016/8/28

15 内科的疾患の検討（４）

動物臨床医学研究所
他複数名



拠点
（開講機関）

いるのか、またその中で専門機関、特に国立感染症研

東京・戸山
（国立感染症研究所）

伝播メカニズムや予防法についても解説する

２０１６年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続新規

科目No. 共催講座PT211 科目名c 感染症総合管理1c 副題 感染症との闘いー現在問題となっている感染症ー

連携機関名 国立感染症研究所 水準 中級 教室定員 35 配信定員 0 講義日時 火曜日　18:30〜20:30

科目概要(300字)
感染症の発症メカニズムおよび過去・現在・未来に問題となる感染症をわかりやすく解説する。それとともに、感染症に対して人類がどのように闘って
究所（感染研）が果たしている機能についても解説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論

1 感染症序論
感染症とは何かを概説し、我が国及び諸外国で問題となっている感染
微生物を生物学的観点から解説し、当科目の導入部とする。

症の全体

新は目覚ま
型・薬剤耐
に応用さ

。特に、人体

像を紹介す

取扱いに関
。

うなものが
ついても解説する

ある。感染
染症等の

大きな規模
小板減少症
る．

である。突然
ることがある

拡大してい
染したと予測
て紹介する

起こす病原
病原体の

ウイルスや
と最近の

HTLV-1関連
V-1感染者（
療を中心に

菌が原因と
療現場で
て概説する

生虫感染症

材を原因と
引き起こす
概説する。

しく、ヒトのゲ
性・病原性

れた具体例

病理の面か

る。また、感

わるバイオ

あり、国内

症サーベイ
具体例を用

で流行し，1
候群と呼ば

の高熱で
。今後のデ

る。2007年
されている

。

体である。
注意すべき

ロタウイル
研究内容を

脊髄症（
キャリア）か
最近の知見

なる病気とし
は対応に苦

。

の概要を説

する集団食
病原性細菌

。

染症の原
2016/4/5 倉根　一郎

国立感染症研究所
所長

因

2 感染症の発症機講
感染症がどのように起こるのかの発症機構をヒトおよび病原体側から
等の画像を用いて目で見て理解を深める。

解説する ら人体の
2016/4/12 高橋　健太

国立感染症研究所
感染病理部研究官

組織

3
バイオセーフ
バイオセキュ

ティと
リティ

感染症の検査や研究においては病原体等の取扱いは必須であり、病
びバイオセキュリティの理念や実践、また、関係する規則などについ

原体等の
て概説する

セーフティ
2016/4/19 棚林　清

国立感染症研究所
バイオセーフティ管理室長

およ

4
国際的な感
染症サーベ

染症危機と感
イランス

感染症に国境はない。迅速な対応の為感染症危機に対する監視体
か、感染症危機探知のための国内の仕組み、国際的な枠組みについ
する。

制が重要で
て、新興感

ランスとはな
いながら解 2016/4/26 大石　和徳

国立感染症研究所
感染症疫学センター長

に
説

5 病原体ゲノム

昨今の次世代シークエンス技術（Next-Generation Sequencing: NGS
ちろん、高度な感染症診断へも応用されている。ゲノム情報は病原体
な情報を一度に提示してくれる可用性・継続性の高い情報源であり、

）による革
の種・遺伝
感染症対策

ノム解読は
といった複
を用いて概

2016/5/10 黒田　誠
国立感染症研究所
病原体ゲノム解析研究セン
ター長

も
合的
説す

各論

6 媒介昆虫と感染症

る
昆虫（蚊、ダニ、ハエ等）を媒介として病原体がヒトに感染する感染症
問題になっているのか その現状を紹介する また 伝播メカニズム問題になっているのか、その現状を紹介する。また、

にはどのよ
や予防法に

国外でどの
2016/5/17 沢辺　京子

国立感染症研究所
昆虫医科学部部長

程度

昆虫医科学部部長

7 重篤な真菌感染症
真菌は俗にカビと呼ばれており、日常生活で遭遇する身近な微生物
ゆる水虫）がしられているが、生命を脅かす重篤な真菌感染症が増え
い。ヒトに病気を起こす真菌の種類や性質と、代表的な真菌がおこす

である。真
ており、医
病気につい

て白鮮（い
慮する場合 2016/5/24 宮崎　義継

国立感染症研究所
真菌部部長

わ
も多

8 寄生虫と感染症
我が国で問題となっている寄生虫感染症及び発展途上国で問題とな
た、海外に出かけるときの予防対策上、留意すべき点についても紹介

っている寄
する。

明する。ま
2016/5/31

永宗　喜三
郎

国立感染症研究所
寄生動物部室長

国立感染症
研究所

戸山庁舎
倉根　一郎

9 細菌性食中毒
我が国に於ける細菌性食中毒としては、腸管出血性大腸菌により汚
憶に新しいが、サルモネラ、腸炎ビブリオ、カンピロバクター等、他に
性食中毒の発生状況を紹介し、個々の病原性細菌による発症機序等

染された食
も食中毒を

について

中毒事例が
は多い。細 2016/6/7 森田　昌知

国立感染症研究所
細菌第一部主任研究官

会議室
記

菌

10 ウイルス性食中毒
ノロウイルスは、ウイルス性食中毒の原因ウイルスとして広く知られて
食中毒の原因となる事が明らかにされている。これらのウイルスの一
イルス性食中毒予防、治療薬、ワクチン等について考える。

いる。サポ
般的な知識

スもウイル
紹介し乍ら 2016/6/14 片山　和彦

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

ス性
、ウ

11
ヒトT細胞白
型（HTLV-1

血病ウイルス1
）

ヒトT細胞白血病ウイルス1型（HTLV-1）は成人T細胞白血病・リンパ
びHTLV-1ぶどう膜炎（HU）などの関連疾患を引き起こす。これらの疾
が、キャリアの大部分は無症状である。HTLV-1感染症について診断

腫（ATL）、
患はHTL
、予防、治

HAM/TSP）お
ら発症する
を交え解説

2016/6/21 大隈　和
国立感染症研究所
血液・安全性研究部室長

よ

す

12 ウイルス性出血熱
1976年に初めて発生が確認されたエボラ出血熱は，2014−15年に西
者が死亡した．一方，日本でも致命率が約30％のウイルス感染症,重
流行している．これらのウイルス性出血熱の流行の背景と対策につい

る アフリカで
症熱性血
て解説す

万人を超え
れる感染症 2016/6/28 西條　政幸

国立感染症研究所
ウイルス第一部部長

る患
が

13 デング熱
デング熱は、世界的には最も大きな流行を起こしている蚊媒介ウイル
くは関節痛、筋肉痛、頭痛を伴う。解熱傾向とともに、出血傾向を呈し
生に備えて、実験室診断法に関して病気との関係について詳述する

ス感染症
重症化す

。

発症し、その
ング熱国内 2016/7/5 高崎　智彦

国立感染症研究所
ウイルス第一部室長

多
発

14 MERS
MERSコロナウイルスは、2012年にサウジアラビアで見つかった重症
辺のヒトコブラクダに風邪の病原体として蔓延している。最新の知見
か、日本ではどのような対策がとられているのかを解説する。

肺炎を引き
を元に、この

アラビア半島
ポイントは何 2016/7/12 松山　州徳

国立感染症研究所
ウイルス第三部室長

周

15 性感染症/エイズ
エイズは、1981年に突如現れ、だれも予測できない規模で世界中に
HIV感染者数は推計約3200万人であり、これまでに既に約6000万人
の疫学、ウイルス学、発症病理等を説明し乍ら、最新の治療法と予防

その感染を
のヒトが感
法につい

末の世界中
。エイズと 2016/7/19 村上　努

国立感染症研究所
エイズ研究センター室長

の
HIV



拠点
開講機関）

東京・同志社大学東京オフィス
(東洋システム)

西 美緒 ソニー社友

必須のデバイスとなっている。「ケータイも電池がなけれ
きている。日本企業はマテリアル・サ

に関しても周辺との軋轢を超えるために大きな努力を要した。
紹介しつつ、新規ビジネス創出に至るまでの

２０１６年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座ＢＴ515 科目名 社会技術革新学事例研 副題 リチウムイオン二次電池開発の歴史に見る技術革新の成否の要因究1

連携機関名 社会技術革新学会 水準 中級 教室定員 100 配信定員 0 講義日時
（

金曜日18：00～19：30

科目概要(300字)

リチウムイオン２次電池（ＬＩＢ）の用途は、オーディオ・ヴィジュアル機器を嚆矢とし、パソコン、携帯電話用へと拡大し、いまでは、モバイル機器にとって
ば唯の箱」と言われる所以である。さらに、昨今は電動自動車用電源や定置型電池としての検討も進み、新たな用途の拡大に伴い、ＬＩＢ への要求や課題が多岐に渡って
イエンスの理論を現実的な技術に展開することによって、ＬＩＢ を世界で初めて開発することに成功した。こうしたＬＩＢ 創出には、R&D マネジメント
こうした経験を踏まえて、LIB 実用化に至るまでに遭遇した課題を、技術的なものにとどまらず、研究開発管理上の問題、さらには経営上の問題にも視点を置いて
課題やその克服方法について論じる。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

リチウムイオン電
開発の歴史

1 過去～登場
ＬＩＢ は 1991 年に世界で初めてソニーにより市場導入された。ＬＩＢ 開
成功に至ったかを、材料技術（正極、負極、、電解液、セパレーターなど

発はどのよ
）およびＲ

モンド、更に
果や理論

うになされ
＆Ｄ マネジ

型機器から
まれると共に
は果たすべ

ネルギー密
る場合の課

登場、安全性
ストＬＩＢの可

して高容量
いて紹介す

池の実用
進歩や多

開発の歴史

発されてお
データが必

する。

孔膜が使用
、LIBの充放
術等を実例

電解液の固
また、電解

で重要な役
優れたサ

いて紹介す

への関心が
イオン電池
特性、安全

る。変動を吸
て紹介する

は結晶の黒
計算などを

、どのような
メントの面

自動車、更
、新しい形

き役割など

度化の技術
題とそれを

問題、後発
能性も含

が期待でき
る。

化、リチウム
様化など解
について紹

り、用途に
要である

されている
電変換効率
を挙げなが

体化があ
液の溶媒成

割を果たし
イクル特性や
る。

大変高まっ
は他の電池
性能に関し

収する手段
。

困難を克服
から検証す 2016/4/15

2016/4/22

して
る。

池
2 現在

の

市場導入以来、およそ 20 年経過した現在の ＬＩＢ は、当時と比較して
度特性などにおいて大きな進歩を遂げた。現在ではノート型パソコン、
欠のものとなっている。それらの改善はどのようにしてなされたのかを

、エネルギー密度、サイクル特性、負荷特性、温
携帯電話などのモバイル機器の電源として不可
、主として材料面から考察する。

3 将来
蓄電池に対する社会の要望はますます強くなっている。大成功を収め
の大型電池へと、その応用の期待が広がる中で、既存のLIBの更なる
の開発競争も盛んになっている。未来にむけた蓄電池の開発理念や現

たLIBが小
発展が望

状、更に

には電力貯
態を持つ蓄
を紹介する

2016/5/13 内本 善晴 京都大学
蔵用
電池
。

4 ポストLIB
約 20 年間、世界をリードしてきた日本の LIB であるが、ＥＶ 用など大
など、新たな局面を迎えている。今後のＬＩＢの方向性と各種提案され
紹介する。

型電池の
ているポ

国の追い上
めて将来像 2016/5/20 射場 英紀 トヨタ自動車

げ
を

LIBを支える材料
割と開発秘話

5 正極材
様々な酸化物をリチウムイオン電池に適応するための課題、新技術、
する。また、従来の正極材料の高容量化技術として、　充電電圧を高め
技術を紹介する。

更なる高エ
て使用す

動向等を
解決するた 2016/5/27 薮内 直明 東京電機大学

解説
めの

6 炭素系負極
炭素材料には、一次元のポリアセチレン、二次元のグラフェン、三次元
など様々な形態を示す。それら各種炭素材料の充放電曲線やＬｉ-ＮＭ
の充放電機構を記述し 用途に応じた炭素材料の選択指針を紹介するの充放電機構を記述し、用途に応じた炭素材料の選択指針を紹介する

のダイヤ
Ｒの測定結

。

鉛、非晶質
用いて、それ 2016/6/10 永井 愛作 永井技術事務所

炭素
ぞれ

7 非炭素系負極
多様化する電池・電源システムに対応するため炭素系負極材料に代わ
高耐久。長寿命な金属酸化物系材料について材料設計から電池性能

る材料と
と課題につ

る合金系材
2016/6/17 山田 将之 日立マクセル

料や

の役
8 電解液

リチウムイオン電池が登場する以前のリチウム電池開発の発端、リチ
池化の失敗などの経緯を説明し、リチウムイオン電池が成功した理由
来のポストリチウムイオン電池の可能性について、電解液材料の視点

ウム一次電
やその後の
から研究

電池の二次
説する。また
介する。

2016/6/24 安倍 武志 京都大学
西 美緒

永井 愛作

電
、将

同志社大学
東京オフィス

9 セパレータ
LIB用セパレータは、異常時に電池反応を停止する機能を持つポリエチ
リエチレン材料を薄膜・高度強化する技術、微多孔化する技術を解説
命、安全性等に及ぼすセパレータの性能と機能、最近の機能材料との

レン微多
すると共に
複合化技

。古くて新し
、サイクル

ら紹介する
2016/7/8 河野 公一

東レバッテリー
セパレータフィルム

いポ
寿
。

10 ポリマー電池
安全性や電解液の耐漏液性を含めた電池全体の信頼性を向上させる
から既に10数年経つポリマーゲル電解質電池の商品化技術について
リマー電解質および無機固体電解質の実用化への可能性についても

技術として
紹介する。
考察する。

る。実用化開
分を含まな 2016/7/15 中島 薫 元 ソニー

始
いポ

11 バインダーと導電助剤
ＬＩＢに使用される導電助剤やバインダーは、その使用量が少ない割に
非常に厳しい環境下で使用され、電極圧密化や、高速な巻回操作にも
にも貢献している。こうした用途に使用される各種の導電助剤やバイン

電池の中
耐え、且つ
ダーにつ

ている。化学
電池の安 2016/7/22 永井 愛作 永井技術事務所

的に
全性

12 電池評価システム
LIBは技術の進歩により携帯端末機器などの民生用から車載、定置用
が行われ、特に信頼性を重視する車載用となると、膨大且つ長期間を
法について、何が重要かを紹介する。

と幅広く開
要する評価

応じ様々な
。それらの評 2016/7/29 丹野諭 東洋システム

評価
価方

LIBの将来と産業
望

13 ｘEVへの応用と安全性規格
世界的なエネルギー・環境問題への懸念から、ＥＶやＨＥＶ等の高性能
技術を支える核心の一つは高性能二次電池の出現と性能向上であり
く異なる際立った特性を顕している。環境車両適用に必要とされる二次

環境車輌
、リチウム
電池の諸

ています。
と比較し、ま
て紹介する

2016/8/5 野口 実 本田技術研究所
最新
った

。

の
14 ESSへの応用

展 再生可能エネルギーの普及に伴い、発電量の変動が大きな課題となっ
テム(ESS)の活用が検討されている。そのESSを市場での課題や将来

てきてい
性等につい

として蓄電
2016/8/12 高見 則雄 東芝

シス

15 最新のLIB市場情報 LiBの市場の変化、日本、韓国、中国の関係、ビジネスモデルの違いなどを紹介 2016/8/19 稲垣 佐知也 矢野経済研究所



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 持続可能な社会とは

2 現在社会の問題点

3 契約に伴う消費者被害 丸山琴野
国民生活センター
相談情報部

4
無料で格安という勧誘によ
る消費者被害

小笠原むつ
み

消費生活センター

5 林千弘 消費生活アドバイザー

島
消費生活アドバイザー

社会や環境にも配慮した消費、すなわち「持続可能（サステナブル）な消費」にはどのようなものがあるか、あるいはどの
ようにすれば実現できるかという観点から、最近の消費者トラブル事例について紹介し、受講者全員で考察する。

２０１６年度前期

共催講座CT543 サステナブル消費論 今後の持続可能な社会で消費者はどのようにあるべきかを考える

サステナビリティ
消費者会議

土曜日１３：００～１７：１０
東京・お茶の水女子大学

（お茶の水女子大学ライフワールドウオッチセンター）

21世紀に入り、日本は長期的な経済不振に加え、グローバル化、情報化、少子高齢化による急速な社会構造変化が進展し、地球環境やエネルギー・資源問題を含めた消費をめぐる社会問題が山積している。
消費生活は、大量生産・大量消費・大量廃棄の時代から、購入、使用、廃棄、再生の各場面において、社会、経済、環境等に与える影響を考慮した選択と行動が求められる「持続可能な消費」の時代へと変化
しつつある。消費者は公正かつ持続可能な「消費者市民社会」の構築に積極的に参画することが求められる。行政や企業に寄せられる様々な消費者トラブル事例から、持続可能な消費に向けての課題や消費
者、企業、行政の協働、消費者の意識・行動はどうあるべきか、どんなことから始めればよいのか、などについて受講者とともに考察する。

講義概要(150字以内)

持続可能な社会と
消費者の関係

私たちの社会や環境は未来の世代に引き継げるのか、多様な社会問題や環境問題などの事例を基に、消費者が社会
の一員として、より良い社会を未来世代に引き継ぐために、持続可能な社会を目指してどのような行動をするべきか、ま
た企業や行政はどうあるべきかを、受講者とともに検討する。

2016/4/16 古谷由紀子
わたしたちは”安い””よい品質””安全・安心”などを理由に商品を選んでいるが、大量消費・大量廃棄という生活自体の
問題点は何か。さらに持続可能な社会に向け、消費者、企業、行政はどのような取組みをしており、そこにはどのような
課題があるかなどについて、受講者とともに引き続き検討し、当科目の導入とする。

2016/4/23

表示は必要な情報を
知るための大切な権利

消費者トラブル事例の
背景と問題点の考察

サステナビリティ消費者会
議、経営倫理実践研究セ
ンター

電子レンジの表示に関するアンケート調査結果や「まぜるな危険」などの消費財の注意表示の事例等を参考に、安全と
表示の関係を考察し、事故に遭わない自律した消費者となるためにすべきことについて受講者と共に検討する。

2016/5/7

契約を発端にした金銭的被害や怪我などの身体的被害の最近の消費者問題を事例に、その背景や被害に遭わないた
めにはどうしたらよいかなどを、受講者全員で考察する。

6 大島昌子
消費生活アドバイザ
（元花王）

7 古谷由紀子
経営倫理実践研究セン
ター

8
小笠原むつ

み
消費生活センター

9

10

11

12

13

14

2016/5/14

消費者市民社会と
消費者

国際的な動きと
消費者教育推進法

持続可能性に向けて多様な主体による合意形成を目指すマルチステークホルダー・プロセスや企業のCSRにおけるス
テークホルダーとの協働が重要視されている。企業のCSRの基準としても活用されている「ISO 26000（組織の社会的責
任に関する手引き）」（2010年発行）なども参考に、これらの仕組みの意義を考察する。

2016/5/21
2012年施行の「消費者教育推進法」では消費者が「消費者市民社会」構築に主体的に参画するための消費者教育、
2015年9月国連で採択された「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」では、先進国も途上国も、そして政府も企業も消費者も一
緒に、持続可能な社会にむけて取組むことが求められている。国際的な動きと日本の状況について解説する。

サステナビリティ消費者会
議、経営倫理実践研究セ
ンター

まとめと討論
消費者市民チェックリスト
の検討・作成

今まで、皆で学び、考えたことの総まとめとして、消費者啓発資料として「持続可能な消費のための消費者市民チェックリ
スト」を、グループに分かれて作り、グループごとに成果発表を行う。

2016/6/4

2016/5/28

古谷由紀子

消費者の役割 消費者にできること
消費者の権利と責任、消費者団体の役割と責任について、エシカル（倫理的）消費、フェアトレード（公正貿易）などの事
例を紹介し、それらを基に、消費者が果たすべき役割の重要性について討論する。

古谷由紀子
他全講師

サステナビリティ
消費者会議

企業活動事例の考察
企業のCSR活動と
スレークホルダー
との協働

将来の安全・安心な社会のために、企業はどんな活動をしているのか、消費者はどのような企業のどのような商品・サー
ビスを選びつつ、使って暮らすのがよいのか、企業の活動事例を企業担当者からの講義、サステナビリティレポート、パ
ンフレット、ＨＰ等を教材に、消費者の立場、企業の立場、さらに行政の立場で考察する。

お茶の水女子
大学

生活本館124
号室（第1講義

室）

古谷由紀子
大島　昌子



拠点
（開講機関）

東京・茗荷谷
（化学工学会SCE・Net）

間と多くの議論を要する。現場の現状を幅広い視点から理解し
。第１部で原子力と放射能の基礎事項を再確認する。第２部で
部毎に分割受講可。）

亀山　雅司

岡村　章

日本技術士会原子力・

２０１６年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続新規

科目No. 関連講座VT465 科目名b 原子力・放射能基礎論 副題b 原子力と放射線の今を考える

連携機関名 化学工学会SCE・Net 水準 基礎 教室定員 50名 配信定員 ― 講義日時
土曜日 13：00～17:10

（2講義集中）

科目概要(300字)
福島第一原発事故以来５年を経過した。直後の混乱状態から脱したものの、まだ根本解決への道筋が見えない状態にある。解決には、長い時
た上で、対策について議論していく姿勢が重要である。事故の影響と収束への道筋を考えるために、原子力の体系的な知識と情報を提供する
放射能の健康影響、福島原発の事故原因と新規制基準との関連や福島原発廃炉に関わる論点を整理し今後の方向性を探る。(２部編成で、各

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

第
１
部

基礎講義

1
原子力・放
化学

射能の物理と 原子や原子核の構造、周期表、人体と地球の組成、核種表、放射性
は大差があること、放射線の種類と特徴、放射線の呼称と物理・化学
た時起こることなど、原子力と放射能に関わる物理と化学の基礎を学

同位体、原
の単位、強
ぶ。

する。放射
する放射線

実効線量を
るまでの、防

子核崩壊、
い放射線と

原子炉の様
エネルギー

線の種類、
と福島で問題

状況につい
どのような

。

応、リスク評
る。これら安

としての処
、高レベル

は、起こり

影響、分離技
いて触れる

なく、易しい
よる放射能

容易でない

。

解が重要で
事故の発生

強さ、汚染
ている情報

求めて放射線
護の原則や

化学反応と核
は、放射線

式や火力と
との比較や

性質（空気中
になってい

て紹介する
日本の法令

価、法令規
全確保策の

理処分まで
廃棄物の処

うる事故の想

術を解説
。その他、ス

理論物理的
被ばくとそ

社会的、技術

ある。福島
を防止でき

水問題、廃炉
を、分かりや

反応の違
が物体にあ 郷　茂夫 SCE-Net

いに
たっ

2 放射線測定の基礎
放射線測定の基礎を学び、併せて放射線測定器を使った測定実習を
距離）並びに定義（法令との違い）について整理する。自然界に存在
いや測定の方法について理解を深める。

、水中で進
る放射線の 青山　敬

日本技術士会原子力・
放射線部会

2016/5/14
む
違

3
放射線の健
護

康影響と防 放射線が人体に及ぼす影響と防護についての基礎知識を学ぶ。吸収
る話から始めて、一般生活上の被ばくに対する線量制限1ｍＳｖ を設
る。その中で、生活環境をとりまく放射能環境の歴史についても述べ

線量から
定するに至
る。

発の種類と
以外の他の

防護に役
対策を解説 谷田貝 文夫

早稲田大学・学習院大
学

立て
す

4 核分裂と原子力発電
核分裂反応の特徴や問題点、原子力発電のしくみについて学ぶ。原
解説する。原子炉燃料の構造など基礎的事項について学ぶ。原子力
動向について紹介する動向について紹介する。

の違いにつ
海外の原子 桑江 良明

日本技術士会原子力・
放射線部会、SCE-Net

2016/5/21
いて
力

放射線部会、

5 核燃料サイクルの現状
ウラン資源探査、燃料製造、原子炉での燃焼、資料後の再処理、な
クルを紹介する。使用済燃料は、直接処分と再処理処分の２方式が
について解説する。

らびに廃棄物
ある。これら

取り上げる。
保、もう一つ

の核燃料サ
理処分の体 河田 東海夫 日本原子力学会

イ
系

6 原子力発電の安全性
原子力発電の安全がどのように確保されてきているか２つの視点を
一つは短期、長期のメンテナンスによる原子力発電設備の信頼性確
いて１F事故前と今の安全対策（法令も含めて）について述べる。

定と対策に

2016/5/28

つ

第
2
部

実践講義

7
福島原発の
（オンサイト

現況
の状況）

１Fの事故後の経過、国と現場の体制、現況（設備、施設など）、場内
題、廃炉工程、現地作業と時間、などについて、国、東電関係機関か
える。

、健康への
応状況につ

の放射能の
ら公表され 横堀　仁

放射線部会、SCE-Net

お茶の水女 郷　茂夫

の技術的問
すく整理して伝

8
トリチウム
セシウム以
処理）

問題（ヨウ素、
外の放射能

トリチウムを含む汚染水の問題について、トリチウムの発生源、性質
原発での状況と対応方針を知る。またトリチウムに関する、世界の対
どヨウ素、セシウム以外の放射能処理について述べる。

し、現在の福
トロンチウ 郷　茂夫 SCE-Net

2016/6/4
子大学 横堀　仁島

ムな

9
除染と廃棄
（オフサイト

物処理
の状況）

環境省が主導している、避難区域や汚染状況重点調査区域における
した２次廃棄物の処理処分の見通しについて述べる。また、避難区域
基づいて実施されたかなど、オフサイトにおける事故後の現状につい

除染の進捗
での避難が
て解説する

と対策の理
今後、同様の

。除染によ
や国の基準 河田 東海夫 日本原子力学会

り発
に

10
福島第一原
因と新規制

発事故の原
基準

原子炉の再稼働の是非の議論には、福島第一原発事故原因の究明
はなぜ起きたのか、事故を踏まえて策定された新規制基準により、
考える。

第一原発事
るのかつい 岡村　章

日本技術士会原子力・
放射線部会、SCE-Net

2016/6/11
故
て

11
低線量・低
の健康影響

線量率被ばく 低線量・低線量率放射線の健康影響について、生物学的観点からの
評価をするモデル（LNTも含めて）に基づいた話もする。過去の原子
の結果についても解説する。

、緊急時対
に重要であ

話だけでは
力事故などに

観点から
れらの疫学 谷田貝 文夫

早稲田大学・学習院大
学

リスク
調査

12
原発の安全
海外との比

確保対策－
較

事故の反省を踏まえ、我が国では、原発の安全確保対策（安全設備
ている。国際的な孤立化を招くことがないように海外動向の把握は常
て、海外（欧州、米国）との比較において考える。

制）が強化さ
現状につ

2016/6/25

2016/6/18
れ

い

13
これからの
選択肢

エネルギーの 利用可能なエネルギー源の種類と長所、短所、特に、自然エネルギ
をおこない、これからのエネルギーの選択肢について検討する。
また、将来の原子力エネルギーに係る技術開発の進捗や話題テーマ

を図る。
を行う。

ーの普及が

を解説する
亀山　雅司

日本技術士会原子力・
放射線部会、SCE-Net

的背景の整理

14
補足講義と
カッション

総合ディス 講義全体を振り返り、学んだこと、考えたことを表面化して成果の定着
(1) 聴講生より受けた質問、意見の中で重要部分について補足講義
(2) 講師、聴講生一体となり、総合的なディスカッションを行う。

亀山　雅司、
他



　　知の市場（シラバス） 継続新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 100 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1
開講にあたって/東日本大
震災5年の検証

2016/4/7 安部　誠治

2
巨大災害としての東日本
大震災

2016/4/14 河田　惠昭

3
東日本大震災における液
状化被害

2016/4/21 小山　倫史

4
次の大震災に備えるための
津波防災の課題と取り組み

2016/4/28 高橋　智幸

5
東日本大震災５年　災害報
道の課題と革新

2016/5/12 近藤　誠司

6
交通機関の復興とインフラ
整備の課題

2016/5/19 西村　弘

全１５回の本講座のねらいを説明する。併せて、全15回の講義の総論として、５年になろうとしている東日本大震災の
復旧・復興の状況をデータ的に概観し、その到達点を確認する。さらに残された課題についても言及する。

被災地の道路や鉄道は、おおむね復旧した。しかし、そこには相違があり、鉄道では線区ごとに特徴がある。バスなど
の地域交通は生活再建のために必要だが、集中復興期間が終われば、新たな課題が待っている。それらは被災地の

状 どま ず 本 将来 交通政策 を す 「東 本が あ

東日本大震災から５年が経過し、災害報道のあり方に関しても様々な課題が浮き彫りになってきた。風化や風評、報
道の量や質の偏りは、そのごく一例である。一方で、課題を克服するための“新たな挑戦”も、現場で展開されはじめ
ている。具体的な事例をふまえて、情報学の分野で、本震災から何を汲み取るべきか考える。

東日本大震災の発災時、復旧・復興過程で問題となるうる諸点を指摘した。約５年経過した現在、それらがどうなった
かを実証的に示す。その典型的な事例は津波防波堤の建設である。これを含めて、当時懸念したことが、どうなった
かを明らかにし、併せて、わが国の災害対策が防災から減災・縮災に変わりつつあることを示す。

東日大震災では東北から関東にかけて広範囲で液状化が発生し、液状化が起こりやすい低地や埋立地の面積が広
い関東地方、特に東京湾岸における被害は甚大であった。なぜ、震源から離れた地域でこれほどの被害が発生した
のか、これまでの液状化被害と何が違ったのかについて、液状化発生のメカニズムを踏まえ詳細に解説する。

東日本大震災では甚大な津波被害が発生し、それまでの津波防災の多くの問題点が明らかになった。南海トラフや千
島海溝、日本海遠縁部において巨大津波の発生が危惧されている現状を踏まえ、従来の津波防災の課題を整理し、
今後の津波防災のあり方を考えるとともに、震災後に取り組まれている津波防災研究を紹介する。

2016年度前期

講義概要(150字)

関連講座LE472ｃ

関西大学

関西大学は、2010年4月に、社会安全学部及び大学院社会安全研究科を開設した。この学部・大学院は、安全・安心な社会実現のための政策科学としての社会安全学の構築・体系化に取り組んでいる。本学部は、東日本大
震災の発生から1年たった2012年2月に、ミネルヴァ書房から『検証　東日本大震災』を上梓し、復旧・復興の課題を明らかにした。そして、2016年春、そのフォローアップとして東日本大震災の5年を検証する『東日本大震災　復
旧・復興5年の検証』を公刊する。本講座では、同書の執筆陣が講師となって、東日本大震災の残された諸問題を検証し、併せて今後発生が懸念される首都直下地震など巨大災害へ備えるための政策課題を明らかにする。

木曜日 １８：００～２０：００
東京・関西大学東京センター

（関西大学）

  東日本大震災　復旧・復興５年の検証  社会安全学ｃ

整備の課題

7
東日本大震災がグローバル
企業の経営戦略に及ぼした
影響

2016/5/26 亀井　克之

8 住宅再建と地域復興 2016/6/2 越山　健治

9 被災者支援の法制度 2016/6/9  山崎　栄一

10
大震災被災者に対する健
康支援活動

2016/6/16 高鳥毛敏雄

11
災害ボランティアをめぐる
課題

2016/6/23 菅　磨志保

12 東日本大震災と保険 2016/6/30 桑名　謹三

13
原発事故による社会経済
問題への消費者・市民の
対応

2016/7/7 広瀬　幸雄

14 原発災害と安全の思想 2016/7/14 辛島　恵美子

まとめ 15
福島第一原発事故と新原
子力安全規制/終了あいさ
つ

2016/7/21 小澤　守

工学・社会医学・社会
学・経済学・法学・心理
学

現状にとどまらず、日本の将来の交通政策課題を示す。「東北から日本が見える」、のである。

福島原発事故は、消費者や市民の意識や行動にどのような影響を与えたのか。消費者の福島県産食料品の買い控
えはなぜ継続しているのか。また、高レベル放射性廃棄物地層処分政策への市民の態度は変化したのか。事故前後
で実施した社会調査の結果をもとにして、消費者・市民の意識や行動の変化やその原因について考える。

東日本大震災に企業はどのように対応したのか。リスク管理やBCPはどのように機能したのか。その結果、経営戦略
に至る企業経営にどのような影響が及ぼされたのか。理論的な考察と事例研究に基づいて検証する。

東日本大震災における住宅再建は地域再建と密接に関係している。津浪による面的被害は従来の広域火災に匹敵
する激甚性を有し、その復興過程はまさに地域再建そのものである。しかしそこには数々の課題が山積している。本
講義では、これまでの災害復興と比較しながら、現在の地域再建過程が抱える課題について論究する。

東日本大震災5年の現時点における被災者支援の状況と残された課題を明らかにするとともに、今後起こりうる大災
害の被災者支援に寄与できうる提言を行う。具体的には、震災関連死の防止、震災関連死の認定に関する裁判、み
なし仮設住宅、在宅被災者、被災者支援と相談業務などを取り上げる予定である。

大震災被災者に対する健康支援活動は、阪神淡路大震災が起点となりその体制が整えられてきた。東日本大震災で
は、その成果を踏まえて十全な被災者支援ができるはずだった。しかし、大津波による自治体機能の破壊や原発災害
の発生などにより、現実には被災者の健康支援は新たな問題を突きつけられた。その現状と課題について紹介する。

東日本大震災による損害に対して支払われた保険金の額が公開されていない保険について、誰でもアクセス可能な
データを用いて、その支払保険金の額を推定する。その結果より、震災からの復興に保険がどの程度貢献できたの
か、さらに、今後震災が発生した場合に、保険を有効活用するために何が必要なのかを分析・評価する。

東日本大震災では、規模の大きさや被害の複合性から、従来の枠組みを超えた対応が求められ、新たな層の参加も
得ながら支援活動が展開されてきた。その5年間の経緯を、各種調査に基づいてマクロな視点から概観すると共に、こ
の震災で見られた特筆すべき活動と、今回の経験を踏まえて検討されている活動体制を紹介する。

関西大学社会安全学部
関西大学

東京センター
会議室

安部誠治
関西大学社
会安全学部

福島原発事故を受けて我が国の原子力規制体制と規制基準が大きく変更され、技術的要件については国際整合性
が取れたかに見える。しかしその一方で、基本的理念や安全文化、規制システムなどに関してさまざまな課題や問題
が残されている。これらの問題は、原発特有というよりもすべての安全問題に共通する事項でもある。

福島第一原発事故は、世界の人々に大きな衝撃を与えた。脱原発の道を一度は選択しながら、延期を決めたドイツ政
府だったが、この事故の報を受け、素早くその政策を撤回し、予定通りの道を歩むことを決意して、世界の人々を驚か
せた。そうした動きと比較しながら、日本社会の安全の図り方について考えていく。



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 水準 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 農薬の必要性

農薬取締法 2
農薬登録の仕組みと
登録実態

食品中 残留農薬に

食料の安定的かつ持続的な生産と高品質化を目指す農薬のリスク管理と管理の実際農薬論1

２０１６年度前期

講義概要

関連講座UT434

日本植物防疫協会

地球レベルでの気候変動や人口の爆発的な増加に伴い食料の不足が懸念されている。このような状況において農作物への病害虫や雑草による損失を可能な限り抑制していくことが求められており、それらの
制御剤としての農薬の使用が不可欠になっている。一方、農薬は生理活性物質でもあり使用方法が適切でない場合には、ヒトの健康や生態系に大きな影響を及ぼす。そのため、科学的な根拠に基づいて各種
の行政的施策が整備されリスク管理が実施されている。農薬使用の歴史や行政の取り組み状況を概説するとともに、農薬に関する安全性の確保に向けた解決方法を紹介する。

木曜日14：10～17：15
（２講義集中）

東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛）)

我が国の農薬使用は、農薬取締法に基づく農薬登録が必須である。本法は農薬の製造、販売、流通、使用等、全てを規
制するもので、提出された薬効、薬害、物理的・化学的性状、毒性（ヒト及び生物に対する）、残留性等の各種試験結果
が審査されて農薬登録される。その仕組みを紹介する。

我が国での病害虫防除は江戸時代の鯨油が最初と記録されている。科学技術の進歩に伴い農薬効果の向上や毒性軽
減等の各種改良が行われてきたが、様々な負の影響も指摘されている。現在、化学肥料や化学合成農薬の使用を低減
する環境保全型農業が推進されているが、化学農薬及び生物農薬の位置づけを概説する。

食品中の残留農薬は食品衛生法で規制される。各種動物試験の結果に基づき毒性評価されて 慢性毒性に係わる一

2016/4/14

3
食品中の残留農薬に
係わる規制

4
残留農薬の分析方法と
残留実態

5
土壌中における農薬の
動態

6
水系及び大気中における
農薬の動態

生態影響評価 7 生物に対する影響と規制

影響軽減技術 8 環境に配慮した農薬使用

日本植物防疫協会
理事長

食品の安全性評価

環境動態評価
環境に拡散した農薬の水系や大気での動態は、ヒトへの健康影響や生態影響にも密接に関連する。特に、水田用農薬
の河川等水域への流出を抑制する方策が重要であり、また、一般消費者からは、空中散布された農薬の大気への拡散
に懸念が示されている。研究成果と行政的な取り組み状況を紹介する。

分析機器の発展により分析感度や精度等が高まっている。農薬残留分析においても高感度のGC/MS、LC/MS等が導
入され、作物からの抽出、精製、機器分析と一連の分析方法に目覚ましい進歩が認められる。国内農産物及び輸入農
産物中の残留農薬が調査されており、その実態と残留基準について比較する。

施用された農薬の多くは土壌中に落下することから、土壌中での挙動、吸着、地下浸透、分解等の動態に関する研究蓄
積は多い。また、過去に使用された（現在は失効）農薬が土壌中に長期残留し作物に吸収される報告もあるが、現在の
農薬の土壌残留性は総じて低い。最近、改訂された土壌残留試験についても紹介する。

上路　雅子放送大学東
京学習セン

ター

上路　雅子

農薬の生物に対する影響は、各種農薬の化学構造や作用機構、さらに環境的要因によって大きく異なる。これまでも水
産動植物への被害防止に向けた行政施策が講じられてきたが、暴露量（水中での濃度）と水産動植物に対する急性毒
性からなるリスク評価が導入され、農薬登録保留基準が順次設定されている。

農薬効果を的確に発揮するためには製剤及び施用法技術が重要である。また、これらの技術は、食品衛生法での一律
基準導入で課題になった作物残留性や、環境負荷の低減にも大きく貢献する。各種規制により農薬の安全性は格段に
高まったが、なお残された問題点について概説する。

食品中の残留農薬は食品衛生法で規制される。各種動物試験の結果に基づき毒性評価されて、慢性毒性に係わる
日摂取許容量（ＡＤＩ）、作物残留基準、さらに作物への農薬使用基準が設定される。近年、単回暴露による毒性影響に
係る急性参照用量（ＡＲｆＤ）が導入された。これらの設定方法について概説する。

2016/4/21

2016/4/28

2016/5/12



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30人 配信定員 0人 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1
化学物質総合管理におけ
る原理・原則

2016/5/25

2 規制と管理と経営 2016/6/1

3
化学物質総合管理 - 確立
された世界の枠組み -

2016/6/8

２０１６年度前期

講義概要(150字以内)

関連講座UT139

ケミカルリスク研究所

化学物質管理に係る日本の規制法群が今や世界の通例となっている「化学物質総合管理」の法律体系と大きく乖離していることおよびそのような現況にある原因と対策に関して論説する。具体的には、化学物
質総合管理の原理・原則などを概観したあと、化学物質管理の適正化に係る一連の国際協調活動や国際的な慣行として定着している管理制度を解説しつつそれに対する日本政府の対応の不備の実態を明ら
かにする。加えて、それを是正するためには日本の統治システムの前近代的な旧弊からの脱却が必要であることなどを指摘する。（教材として、講師の著書である「化学物質総合管理‐鎖国から脱出し、官主導
の旧弊から脱却するため‐」（仮題）を使用する。）

水曜日15：00～17：00
東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛）)

鎖国状態から脱出し、官主導の旧弊から脱却して民主体の管理を実現する化学物質総合管理論１

はじめに 増田　優
化学物質総合経営研究所
（化学生物総合管理学会）

40年間に及ぶ国際的な論議の積みあげの中で形成された化学物質総合管理の概念とその原理・原則について解説して
導入部とする。

これまで政府が適切に対応していない化学物質総合管理に係る一連の国際協調活動の経過について、OECDの１９７０
年代の理事会決議から2006年のICCMの行動計画 (SAICM) に至る国際合意の内容と関連国際機関の取組みの状況に
ついて概説する そして 関係省庁の対応に潜む日本の統治システムの問題点について論考する

化学物質のもたらすリスクをどのように制御するかを例題にしながら規制と管理と経営の意味と意義の違いを論じる。

された世界の枠組み

　 4
管理の適正化に向けた国
際協調活動に対する日本
政府の対応

2016/6/15

5
国際整合性に欠ける日本
の化学物質審査規制法

2016/6/22 星川欣孝
ケミカルリスク研究所
（化学生物総合管理学会）

6
欧米等の化学物質総合管
理法制と独立行政監視機
関等との係わり

2016/6/29

7
日米の法律見直し過程と
比較して分かる日本の統
治システムの問題点

2016/7/6

8
国際的に整合する化学物
質総合管理法制への変革
の提案

2016/7/13

放送大学東
京学習セン

ター

国際的枠組みと日本
の対応のあり方

　
星川欣孝

現在進行中のアメリカ連邦議会におけるTSCAの修正に係る取組みと2009年5月の日本の化審法の改正の取組みを比
較し、加えて、2000年前後にOECDの規制政策委員会が行った日本の規制の質に関する審査の結果を参照しつつ、日
本の法律の見直し過程に潜む欠陥について論考する。

化学物質総合管理の法整備は、OECDの加盟国に限らず、最近では中国、台湾などアジア諸国でも急速に進展してい
る。ところが政府は、２００９年５月の化審法改正の附帯決議に対して検討する気配すら示していない。このような国民の
窮状の打開に寄与するため２０１２年に提案した化学物質総合管理法要綱案の規定事項の概要と考え方について概説
する。

ついて概説する。そして、関係省庁の対応に潜む日本の統治システムの問題点について論考する。

アメリカ、カナダ、オーストラリアおよびEU における化学物質総合管理法規に共通的な管理制度とそれら法規の導入修
正に係る政府等の取組みを経年的に概観して、それぞれの統治システムにおいて独立行政監視機関等の関与を明らか
にする。そして、日本の統治システムを検証してそのような仕組みの必要性を提言する。

OECDの１９７０年代の理事会決議および１９９２年のUNCEDの行動計画（アジェンダ２１）とそれに続くICCMの行動計画
は、OECDの化学物質総合管理を世界に普及させる一連の国際協調活動であった。しかし日本はこれらの国際合意に適
切に対応できず、未だに化学物質総合管理法制を整備できていない。その結果、最近では当事者の主体的管理や産業
競争力の脆弱性が示唆されるため、国際合意への対応のあり方について論考する。

日本の化審法は、所管省庁の資料でアメリカの有害物質管理法 (TSCA)、EU のREACH規則などと対比されることが多
い。しかし、それらが規定する管理制度などを比較して化審法が特定有害物質を取り締まる時代遅れの法規にすぎない
ことを指摘する。そして、２００９年５月の改正時の附帯決議などに呼応して総合的かつ統一的な総合管理法制を整備す
べきことを提言する。



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1
ポリマー製造のための触媒
と重合反応の基礎

2016/4/13 今井　昭夫 元・住友化学

2
汎用プラスチックの工業的
製造方法

2016/4/20 宮崎　耕造 住化ｽﾀｲﾛﾝﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ

3
汎用プラスチック高性能化
のための構造設計

2016/4/27 細田　覚

ポリマーを作る

プラスチック・ゴムの

２０１６年度前期

関連講座CT527 プラスチック・ゴム概論 社会で活用されているプラスチック、ゴムの基礎から応用までを理解する

お茶の水女子大学
ライフワールドウオッチセンター

水曜日　18:30～20:30
東京・お茶の水女子大学

（お茶の水女子大学ライフワールドウオッチセンター）

1950年代終盤に勃興した日本の石油化学産業、特に高分子産業は、高度経済成長期に大きくその生産能力を伸ばすとともに、川下産業との間での日本特有の摺合せ技術によって着実に国際競争力をも身につ
けてきた。また高分子材料は重合触媒から最終製品に至る長いバリューチェーンの要所で多くの産業を生み出し、育ててきた。21世紀になって、高分子材料の開発を取り巻く環境は大きく変わろうとしているが、今
一度ここまでの高分子産業を構成する要素技術の歩みを振り返るとともに新しい動きを掴み、将来を展望する。本科目は高分子に関する触媒、製造プロセス、基本物性、加工技術、製品設計など要素技術をベー
スに構成し、初心者にも理解しやすい講義としている。

講義概要(150字以内)

汎用プラスチック（ポリエチレン、ポリプロピレン）やゴムを製造するためには過酸化物、Ziegler-Natta触媒、メタロセンなど
の有機金属錯体触媒などが利用され、これらの触媒を使ってラジカル重合、遷移金属配位重合、リビングアニオン重合な
ど様々な重合法が用いられる。触媒と重合の基本と将来動向について述べる。

汎用プラスチックは同じ原料から作っても、その構造は触媒や製造条件によって異なり、構造が異なることによって、例え
ば機械的強度などが異なる。ポリエチレン、ポリプロピレンについての構造物性相関に関する基本的な検討と、そこから
の高性能化の方向性について解説する。

石油化学工業の成長期に各社とも革新的な製造法開発に力を注ぎ、ほぼ現在の製造法を確立した。同時に商品としての
ポリマーはその用途に応じた設計を求められ、多くの分野の研究者・技術者が成果を競った。その競争の渦の中で揉ま
れ、サウジアラビアの大型プラントに到達した一技術屋の歩みを紹介する。

4
ゴムの構造制御による高性
能製品開発

2016/5/11 今井　昭夫

5
ポリマー加工による高性能
化と高機能製品開発

2016/5/18 細田　覚

6
材料、製品をコンピューター
を使って設計する

2016/5/25 石田　雅也 住友化学

プラスチック・ゴムを使
う

7 高分子製品長持ちの科学 2016/6/1

ポリマー材料・製品の
研究開発

8 R&Dテーマの発掘と展開 2016/6/8

プラスチック ゴムの
基礎

プラスチック製品を作
る

プラスチック・ゴム製品には安全で、長く安心して使用できることが求められるため、メーカーは種々の方法で材料・製品の
耐久性能を評価している。空気中での熱や光による酸化、放射線や繰り返し応力など、各種劣化要因の作用と安定剤と
の関係、劣化の極初期を捉える化学発光による評価法等について解説する。

製品寿命の短期化、社会ニーズの多様化、その変化の速さなど、21世紀になって企業のR&Dを取り巻く環境はそれまでと
は大きく変化している。この状況の中で次のテーマを探索し、選択し、事業化まで進めるために必要な、アイデア創出の工
夫やテーマのマネジメント、オープンイノベーションなどの方策について解説する。

お茶の水女
子大学

理学部1号館
401号室

細田　覚
工場で生産された樹脂が最終製品になるまでには、必ず加工工程を通る。加工によって、フィルムや容器などの製品の
形が作られ、また目的とする機能を付与される。ポリオレフィンを中心に実際に用いられている種々の成形加工法を紹介
し、加工の工夫による機能製品開発についても解説する。

元・住友化学細田　覚

元・住友化学
省燃費タイヤにおけるウエットグリップ性と ころがり摩擦抵抗のように、相反する性能を同時に満足するための材料設計
は、重合技術に基づく精緻な分子設計や配合技術の集大成である。この製品例に見られるような重合～構造制御～高性
能化というアプローチによる製品開発について解説する。

計算機を用いて分子や高分子材料・製品の設計を行う「計算材料科学」が産業においてどのように発展してきたか、そし
てこの手法が化学産業、高分子産業においてどのような役割を果たしているかを、実例を挙げながら解説する。



拠点 東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛）)

講義による原理の理解、 ②モデルシナリオ・シス
に近い。次の段階として、②モデル演習でボールとバットを使

習センター
花井 荘輔 花井 荘輔 花井リスク研究所

２０１６年度前 　　知の市場（シラ期 バス） 継続新規

科目No。 共催講座UT114b 科目名 化学物質リスク評価２ 副題 必要な情報やデータをどう入手し活用するかを基礎から学ぶ

連携機関名 花井リスク研究所 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

火曜日14：10～17：15
（２講義集中）

科目概要
「リスクに基づく意思決定」が喧伝されるが、その考え方が社会に根付いたとは言えず、事業者の自主管理の取組みも十分ではない。その人材育成には、①教科書と
テムを使った実習、 ③現場での実践による知恵の蓄積 の３段階が考えられる。野球に例えれば、①の座学だけではボールもバットもなく原理を学ぶこと
いこなす力をつける必要がある。前期に概論の講義とモデルのデモ、後期にいわゆる直接暴露（作業者・消費者暴露）に関する推算モデルの演習を行う。

№ 講義 講義概要 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに

1

2

リスク評価概
最近の動向
いろいろなシ
事例

論

ナリオ

本科目の狙いと全体像の把握のために、化学物質の総合安全管理における
を述べる。リスク評価のためには、状況や目的等を記述するシナリオを具体
事例を紹介する。
デモ：CHRIP  e-chemPortal

リスク評価
的に描くこと

と管理の考
が重要であ

魚類の水生
デ

、化学物質
データに基

、法規制・プ

デル・デー

がある。作業

デルを解説

定量的

え方の概要
る。これまで

生物の試験
ルが提案さ

管理の問題
づく意見交換

ロセス内技

タに関する知

者暴露に

する。消費者

に知る必要
発がん性評

と最近の動向
の国内外の

データで代
れている。適

に限られず
による対話

術・終端処理
いわゆる社

見の不足
データの分

ある
関して、実測

濃度及
暴露評価に

 2016/4/5

 2016/4/12

 2016/4/19

が

表

、
を

 2016/6/7

 2016/6/14

 2016/6/21

 2016/5/10

 2016/5/17

会

に

を

び

東京文教学

有害性と暴
の評価の評価

3

4

ヒト健康影響

化学物質はヒトの健康に対して多種多様な有害影響を及ぼす可能性をもつ
あり、閾値ありモデルと閾値なしモデルがある。動物データをヒトへ外挿する
価と非発がん性評価を統一しようとする最近の話題にも触れる。
デモ：BMDS

。量と影響の大きさの関係を
には、不確実性係数の問題がある。

5

6

環境生態影響
データ予測

環境生態リスク評価は、実際に生息する動植物の評価が基本であるが、藻類
させることが多い。リスク評価に必要な多くのデータは不足している場合が多
用性・検証の程度等に留意して使う必要がある。
デモ：ECOSAR

・ミジンコ・
いが、各種の予測モ

露

7

8

暴露評価の重
作業者暴露

要性
「リスク＝有害性×暴露」だが、暴露が看過され有害性のみで議論されること
いは生態系の暴露量を定量的に把握して、有害影響が発現する可能性を評
補完するために重要な推算モデルの原理と事例を述べる。
デモ：IH Mod

が多い。各媒体中の化学物質の動態とヒト
価する必要

放送大学

9

10

環境経由の間
消費者暴露

環境中の化学物質は、多くの媒体(大気・水・土・他)を経てレセプターに至る。
取込み（吸入・経口・経皮)量の推定が問題である。代表的な単一媒体モデル
は、ConsExpo等がある
デモ：EQC  ConsExpo

接暴露
排出量、環境中での分布・分配・分解、
・多媒体モ

判定と管理

11

12

リスクの判定
リスクの管理
リスクベネフ

リスクの指標と判断基準から受容・削減・回避・移転等を検討する。リスク削減
技術等がある。リスクに基づく意思決定には、リスクとベネフィット・コストのバ
経済性分析のいくつかの観点を整理し、事例を紹介する。
デモ：TCEィット解析

手段には
ランスを考慮しなければならない。

13

14

不確実性評価

リスク評価に用いる情報には、集団の体重のようなバラつきによる変動性と
よる不確実性とがある。 これらの定量的解析手法－モンテカルロ法等－を
布状態の表現と確率的解析のための統計解析が不可欠である。
デモ：２D MC

、シナリオ・モ
解説する。より精度の高い評価には、

まとめ

15

16

補足
まとめ

化学物質のリスク評価には、学際的な諸問題が関係する。「リスクに基づく意
社会生活全般にあてはまる。正解を求めることが困難な状況では、利害関係
通した弁証法（正→反→合）的合意形成を追及する必要がある。
デモ：未定

思決定」は
者の情報と



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 オリエンテーション

2

3

4

5

6

7

総論

放送大学 東

経口投与により胃に入った化学物質の大部分は門脈系を介して肝臓に取り込まれる。肝臓での解毒・代謝の過程における肝細胞
障害とそれに伴うバイオマーカの変化について考察する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具
体的病理所見としては、腫大、淡明化、好酸性、好塩基性変化、炎症性細胞浸潤、壊死、肉芽形成,脂肪沈着などを検証する。

肝臓Ⅰ

2006年の国際化学物質管理会議では、「国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ」（SAICM）を採択し、全世界的に「2020年までに化学物質が健康や環境への影響を最小とする方法で使用・生産されるようにすること」
を目指している。このような流れの中で、化学物質のヒト有害性を正しく理解しておくことは、製造者責任として必須となっている。その観点から反復投与毒性試験を理解するために鍵となる病理組織学について、初心者でも理解
出来るように解説する。

講義概要(150字以内)

化学物質規制の社会的背景や最近のトピックスとしてジクロロプロパンによる胆管癌発症と労安法改正など概観しながら、講座の
具体的進め方について紹介する。

２０１６年度後期

共催講座ＵＴ117　 化学物質有害性評価 初心者のための基礎から学ぶ病理学的評価

化学物質リスク評価研究所
金曜日13：10～17：10

（3講義集中）
東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛））

はじめに
基礎的理解として反復投与毒性に係る動物実験法や人体の構造と障害などついて概説する。

　　2016/10/7

2016/10/21

8

9

10

11

12

13 腎臓Ⅱ

14 膀胱

おわりに 15 総合討論

西川　智 西川　智

2016/11/25

2016/12/9

最近の事件事故などを省みながら有害性評価について論じる。加えて、内外の有害性評価に係わる人材の育成のあり方について
論議する。

放送大学 東
京文教学 習セ

ンター

尿中に排泄された化学物質による腎臓障害とそれに伴うバイオマーカの変化について、病理所見として腎盂の変化、変性、壊死、
炎症、などを検証する。

尿中に排泄された化学物質による膀胱障害とそれに伴うバイオマーカの変化について、病理所見として上皮の過形成などを検証
する。

病理学の実際

肝臓Ⅱ

腎臓Ⅰ

肝細胞以外の肝臓の障害について考察する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具
体的な病理所見としては、類洞クッパー細胞の変化：髄外造血、ヘモジデリンリン沈着、そして胆管の変化として胆管増生、炎症性
所見などを検証する。

輸入細動脈から腎臓糸球体に入った化学物質がろ過され更に尿細管において再吸収されることによる腎障害とそれに伴うバイオ
マーカの変化について考察する。
具体的な病理所見としては、尿細管上皮の変化：硝子的・空胞変性、カルシュウム沈着、好塩基性変性、壊死、細胞浸潤、円柱果
粒などを検証する。

化学物質リスク評価研究所2016/11/11



拠点
開講機関）

、具体的な状況を想定しつつ、そのなかで基本的な法理を理
）の考え方を学ぶという方法を試みる。条文を参照しながら説

東京･お茶の水女子大学
（お茶の水女子大学ライフワールドウオッチセンター）

２０１6年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続新規

科目No. 共催講座CT574a 科目名 法学入門a 副題 実践的考察を通じたリーガルマインドの涵養

連携機関名
お茶の水女

ライフワールドウ
子大学

オッチセンター
水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時

（
水曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)
現代人にとって法律の基礎的素養は不可欠である。本講座は、法学の学習経験のない社会人・学生を原則として想定する。法律の学習に際しては
解するよう試みることが望ましい。本講座では、個人の生活の各場面での法律関係をとりあげながら、そのなかで基本的な法律（民法、会社法など
明するので、受講に際しては六法（小型のもの。最新版でなくてもよい）を携行のこと。なお、講義の順序・内容の一部を変更することがある。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 法・法律とは何か
法と法律の概念、社会における規範のなかでの法律の役割、各種の法
について考察する。

律の体系、裁判の役割、民事訴訟の仕組みな
2016/10/5

2016/10/12

2016/10/19

2016/10/26

2016/11/2

2016/11/9

ど

2016/11/16

2016/11/30

2016/12/7

2016/12/14

2016/12/21

2016/1/11

2016/1/18

2016/1/25

2016/2/1

お茶の水女

民法

2
民法の概略
物（動産・不

、
動産）

民法の体系、物権と債権の基礎概念、所有と占有などについて説明する。

3 売買 売買の法理、売買契約の基礎、売買と交換などについて説明する。

4 賃貸借・使用貸借 賃貸借と使用貸借の概念、賃貸借契約の基礎、賃貸借を巡る法律問題などについて説明する。

5 借入れと担保
お金の貸し借り（金銭消費貸借契約、利息制限法など）、担保の役割（人
当権）、譲渡担保などについて説明する。

的担保、物的担保）、代表的な担保権（質権と抵

6 請負・委任・寄託 請負の法理と実際（住宅の建築の例など）、委任の役割と当事者の義務、寄託の法理などについて説明する。

7 契約の法理
各種契約の例を参照しつつ、民法総則の関連部分（意思表示、代理、時
ス、契約の履行、債務不履行、解除など）を考察する。

効など）、契約に関する法理（契約の成立プロセ

8
契約の法理
得、不法行為

（続）、不当利
契約に関する法理の説明に続き、不当利得とは何か、不法行為と損害

弁護士　（元日本興業銀
行取締役証券部長）

賠償責任などについて説明する。 栗原　脩 栗原　脩
子大学

共通講義棟
1号館101番

会社法

9 株式会社の基礎概念
共同で事業を行う場合の組織形態、株式会社の基本原理とその特徴、
いて考察する。

株式会社の設立（手続、法人格の取得）などにつ
教室

10 株式 株式の基本的な仕組みについて説明する。

11 株式会社の機関 株主総会、取締役・取締役会、監査役(会)などについて説明する。

12 資金調達、組織再編 資金調達(増資、社債発行など)、組織再編(合併、会社分割など)について説明する。

金融商品取引法

13 投資と法 金商法の目的、ディスクロージャー制度などについて説明する。

14 投資と法(続) 不公正取引の規制、金融商品取引業者等の規制などについて説明する。

労働法 15 会社と個人 会社の従業員（労働者）としての個人、労働法の意義と体系、労働法における基本的な法理について説明する。



拠点
（開講機関）

、遺伝子組換え技術など
など新たな局面を迎えている。農作物の品種改良

能性を、最新の研究内容を通して紹介する。

東京･お茶の水女子大学
（お茶の水女子大学ライフワールドウオッチセンター）

農業・食品産業技術

田部井豊

農業・食品産業技術
総合研究機構

つ

教室

２０１６年度後 　　知の市場（期 シラバス） 新規

科目No. 共催講座CT234 科目名 生物総合評価管理学 副題 農作物の品種改良が世界を救う

連携機関名
農業・食品

総合研
産業技術
究機構

水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時 金曜日１８：３０～２０：3０

科目概要(300字)
日常食している農作物や畜産物など、多くの先人たちの努力により改良され生産性を向上してきた。近年、多様な生物の全塩基配列の解読や分子生物学的研究の著しい進展を踏まえ
を駆使した新たな農作物などの開発や利用が進みつつある。またカイコも絹生産に留まらず、組換えカイコによる有用物質生産など新産業創出の可能性を示す
が食料生産に果たした役割を俯瞰しながら、植物の品種改良が将来的に人類が直面するであろう食料不足や環境問題の解決の切り札になる可

科目構成 № 講義 講義概要(150字以内) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

品種改良の歴史

1
農耕の起源と
史

品種改良の歴
人類は2万年ほど前から定住生活をはじめ、約1万年前より作物の栽
にまつわる様々なエピソードを交えて、品種改良の歴史を俯瞰する。
遺伝学と本講義の全体について紹介する。

培を始めた。
また、本講座

農耕の起源
のオリエンテ

的に栽培さ
る。

（他の株の
物のイネに

トとデメリッ
ズムととも

とその利用

ほど強い。

対策のコメ
換え農作物

的手法を用

花粉スギの

ニズムや実
しているのか

されており
の成果と遺

を考えなが
ーションと

れている遺

花粉で種子
応用するこ

トがある。メ
に今後の利

の歴史に

そのメカニズ

、ワクチン
の研究の現

いたシミュレ

作出につい

際に症状が
･･・その一

、さらに緑色
伝子組換え

ら、品種改
して、基本的 2016/9/30 田部井豊

農業・食品産業技術
総合研究機構

良
な

2 国内在来種の保存と利用
人々は在来の作物を栽培し、それをもとに品種改良を行ってきた。在
る。

来種の多様性 ついて概説
2016/10/7 大澤良 筑波大学

す

遺伝子組換

3
遺伝子組換え
利用状況

技術と世界的な 遺伝子組換え技術の誕生と植物への利用について紹介するとともに、
作物の実際や、遺伝子組換えパパイアやゴールデンライスの開発につ

現在、世界
いて紹介す

伝子組換え
2016/10/14

2016/10/21

の

え 4
遺伝子組換え
評価と国際的

生物の安全性
動向

遺伝子組換え農作物の商品化には厳しい安全性審査が求められてお
今後、遺伝子組換え農作物を利用するために非組換え農作物との共
スコミュニケーションについて紹介する。

総合研究機構り、その安全性評価システムについて解説する。
存と消費者の理解が必要である。共存とサイエン

田部井豊

5 葉緑体形質転換の可能性
葉緑体形質転換ゲノムへの遺伝子導入には、核への遺伝子導入とは
大量のタンパク質を作れる優秀な植物工場として利用できることである
説する。

異なるメリッ
。そのメカニ

リットとして
用について 2016/10/28 奥崎文子 玉川大学

は
概

新しい育種技術 6
循環選抜とゲ
開く未来開く未来

ノム選抜が切り
未だにトウモロコシの反収は増加している。その主な理由はトウモロコ
あり、常にゲノムがシャッフルされているためであると考えられる。それ
報で優秀な系統を選ぶ選抜方法について紹介する報で優秀な系統を選ぶ選抜方法に いて紹介する。

シは他殖性
を自殖性作

が稔る性質
とと、ゲノム 2016/11/4 田中淳一

農業・食品産業技術
総合研究機構

）で
情

総合研究機構

ゲノム研究 7 ダイズ育種の世界を変えろ
ダイズの品種改良においても、急速にゲノム情報の利用が進められて
づくダイズ育種の方法とその成果について紹介する。

いる。統計 ーションに
2016/11/18 津田麻衣 筑波大学

基

お茶の水女

新しい育種技術 8 無花粉スギを作る
スギ花粉症問題解決のために、無花粉スギの選抜と遺伝子組換え技
に、これまでに林業分野における問題とその取組みを概説する。

術による無 て述べるとと
2016/11/25 小長谷賢一 林木育種センター田部井豊

も
子大学

共通講義棟
1号館101番

遺伝子組換

9 スギ花粉症を治すコメを作る
コメを食べて「スギ花粉症を治す」。花粉症患者の方には夢のような話
の話を交えて紹介する。また植物の形をした薬はどのようにして実用
る。

を、そのメカ
化されようと

軽くなった
部を紹介す 2016/12/2

2016/12/9

2016/12/16

2017/1/6

2017/1/13

2017/1/20

2017/1/27

ど
、

人

え

10
遺伝子組換え
実用化に向け

カイコの開発と
て

2000年にカイコの遺伝子組換え技術が開発されて15年、すでに医薬品
質などを発現する遺伝子組換えカイコの産業が迫っている。これまで
や一般養蚕農家で利用するための規制対応について概説する。

開発に利用
のカイコ育種 河本夏雄

蛍光タンパク
カイコの開発

機能解明 11
ネムリユスリ
その応用

カの乾燥耐性と ネムリユスリカは凄い。乾燥耐性や放射線などの耐性は他の生物で
とともに、利用について概説する。

は見られない
志村幸子

ムを紹介する

遺伝子組換え 12
機能性農作物
利用へ向けた

の開発と商業
課題

遺伝子組換え技術を用いることにより、血圧を低く抑えることのできる
従来の育種では実現できなかった機能性を付与できる。機能性を有す
将来の可能性について考える。

コメや糖尿病
る遺伝子組

を作る植物な
状を紹介し

新しい育種技

13
新しい育種技
及び実用化へ

術の紹介と研究
の取組

新しい育種技術には、ゲノム編集、シスジェネシス、世代促進技術など
技術について解説し、それによって何が作り出され、私たちの暮らしに

多くの技術が含まれた総称となっている。主要な
どのように役立つかを概説する。

術

14
新しい育種技
制問題を考え

術（NPBT）の規
る

ゲノム編集や世代促進技術など、植物におけるNPBTは人工制限酵素
改変が終了したところで、導入された遺伝子を除いて商業利用する。
か？　世界的な議論を紹介しながら、規制の問題を考える。

田部井豊
遺伝子や開花促進遺伝子などを導入し、目的の

この外来遺伝子が除かれた植物はGMOか非GMO

これからの育種 15
世界が直面し
種改良はどの

ている問題に品
ように答えるか

世界的な「気候変動」による新たな病害虫の発生は、今後の農業生産
ある。今後の農業生産の基本的な問題を概観しながら、今後の品種改

上、最も憂慮され対応しなければならない問題で
良を考える。



拠点
（開講機関）

り、当時狭山はお茶の生産地域の北限でもあった。狭山市
る課題や将来への「夢」を示し、現在の狭山茶の

る機会を提供する。

埼玉・狭山
（狭山商工会議所・狭山市）

２０１６年度後 　　知の市場（シラ期 バス） 継続

科目No. 共催講座　YB612b 科目名 狭山を学ぶ　ものづくり 副題 グローバルブランドを目指す狭山茶の全てを学ぶ編b　

連携機関名
狭山商工会議

狭山市茶
所・
業協会

狭山市
水準 中級 教室定員 40名 配信定員 0名 講義日時

火曜日18:30～20:30
実習(講義2・3・8・9）は土曜日

13:30～16:30

科目概要(300字)
狭山市は有名なブランドである「狭山茶」の産地である。狭山茶は狭山丘陵で栽培・生産されるお茶の総称で、江戸時代にはすでに江戸でブランド化されてお
が市政を引くはるか昔から「狭山」という名前を使い、ブランド化してきた狭山茶の魅力を、その歴史と効能から説き起こす。そして、いま生産者を中心に取り組まれてい
姿を明らかにする。これによって、より多くの人々が「狭山茶」を再認識し、今後の狭山茶のブランド力強化につながる。昔は「薬」であった「お茶」を深く良く認識す

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

開講式 1 開講式・狭山とお茶
開講式。古来お茶は中国から伝えられ、江戸時代は関東圏がその栽培の北
からお茶の栽培が盛んで、「市」としての名称も昭和29年に市制を引いた時に
た、現在の産業として、さらに未来に向けての取り組みを本コースで学んでい

限とされて
「狭山市」
く。

きた。狭山市
とした。「狭

により、お茶
生産体験を
業の第1次

はその地
山茶」を歴史

のルーツを
感機能）の

かを振り返

メリカ市場

生産を体
この後半の
付加価値を

は第１次の
の特色を

歴史の中で
る消費拡大

。

てきたが、
る。

度的な国際
して創造し
のです。

ていくべきな

域に位置し
的にとらえ 2016/9/27

狭山市産業労働セ
ンター　　　1階多
目的スペース

（未定） 狭山市
、古く
、ま

体験・狭山茶生産

2 狭山茶はこうして作られる　１

て作られる　２

茶業者の持つ1次産業としての「茶畑」、そこからの収穫後に、いろいろな加工
げ、また、性格を変えてゆく。それら一連の流れを学ぶとともに、お茶の製造
体験は、生産現場である茶畑を視察・考察し、さらに、受講者が自ら茶葉の収
る。

を施す（2
現場の取組
穫を体験

次産業）こと
を見学し、
し、お茶の産

の付加価
行う。特に前

横田泰宏 東阜横田園代表
実習

値を上
半の

１

3 狭山茶はこうし

部分を体験

横田貴弘 東阜横田園
会場：横田園す

2016/10/1

狭山茶の歴史と

4 狭山茶の歴史　１
中国から伝来したといわれる茶が、中世から近世にかけてどのように日本国
代後期に誕生した狭山茶について学ぶ。

内に広まっ

た。食文化
、嗜好・食
くりに活用する

ていったの

くりに活用する

。

りながら、江
2016/10/4

2016/10/11

戸時

5 狭山茶の歴史　２
開国とともに急速に発達した狭山茶の生産について触れるとともに、紅茶や
機械化への取り組み、霜害に強い品種の登場などについて学ぶ。

狭山市産業
労働センター

高橋光昭 前狭山市博物館館長
コーヒーの登場で国内消費に移行していった経過、

効能

6
お茶から始ま
文化と健康づ文化と健康づ

る和食の
くり

日本の伝統的な食文化、和食は、世界の無形遺産として登録されるなど再認
地から食品の機能（人体に対する食品の作用や働き、栄養機能、健康性・生
る和食の色彩 香り 食感を中心に和食の素晴らしさと お茶の存在意義を検証しくり る和食の色彩・香り・食感を中心に和食の素晴らしさと、お茶の存在意義を検証し

識されてき
体調整機能

健康づ健康づ

知り、科学
内、お茶から 2016/10/18 長谷川秀夫 分析産業人ネット　　委員

1階多目的ス
ペース

的見
始ま

7 お茶の効能と文化 「お茶」の食品としての効能や効果、そしてお茶を中心とする文化的活動などを講義する 2016/10/25 大森正司 大妻女子大学　教授

体験・狭山茶生産

8 狭山茶はこうして作られる　３

おいしく

農産物であり生き物である「お茶」の知識を本コースで学んできた。それらを
物である「お茶」のポテンシャルを発揮させ、美味しいお茶を楽しむためのル
の茶葉をいかに加工するか、長い歴史の中で培われてきた加工の仕方によ
体験する。さらに、つくられたお茶の選び方や、より良い楽しみ方を体験する

踏まえ実践
ールを学び
り、茶葉の
。

としてお茶の
実践する。
性格を変え

験し、さらに
体験は、収

横田泰宏 東阜横田園代表
実習

、生き
穫後

狭山市産業
労働センター
栗原博文
神部圭子２

9
狭山茶をさらに
楽しむために

いかに付け

横田貴弘 東阜横田園
会場：横田園るかを

2016/10/29

現在の狭山茶生
その課題

10 狭山地域から世界へ
狭山丘陵で生産される「お茶」＝「狭山茶」を生産販売する事業者として取り
て感じた「世界の中での狭山茶」の可能性を語る。

組む「狭山茶」作りと、ア

ルを決めるの
とにより、そ

山茶」。長い
また、さらな

を積み重ね
性を模索す

年の加速
茶を基軸と
考えていくも

うに展開し

を見た生産
2016/11/1 平岡忠仁 平岡園

者とし

産と
11 良い素材をよい製品に

お茶は第1次産業から第3次産業まで一貫した流れを持つが、製品としてのポ
産段階と、第２次の加工卸の段階の要素が大きい。農産物としての「茶葉」を
茶」に仕上げていくうえでの技術・工夫や日々の課題を語る。

テンシャ
加工するこ

素材として
発揮し、異な 2016/11/8 石田英希 石田園

の生
る「お

12 良い製品の拡大とブランド構築
同一地域で長い間積み重ねられた技術と工夫で生産され、加工され、製品と
るとともにいかに良い商品として地域の人たちや愛好家に流通し、愛飲してい
る工夫や新商品の開発に取り組むか。主に流通面からの「狭山茶」を語る。

なった「狭
ただくか。

ブランド性
のためにい 2016/11/15 植竹利光 清風園狭山市産業

労働センター

を高め
かな

未来に向けての
茶

狭山
13

狭山茶と市民
取組

のおもてなしの
古くからのブランドである「狭山茶」、そして、茶の湯の文化の１つである「おも
味を持たれている日本文化を踏まえながら、狭山市の魅力とおもてなしにつ
を目的に活動している市民団体として、「狭山茶のおもてなし」について皆さん

てなし」、近
いて、狭山
と一緒に

化と、世界か
、発信してい 2016/11/22 中津川人峰 狭山おもてなし計画代表

1階多目的ス
ペース

ら興
くこと

14
狭山茶と狭山
ブランディング

の 日本のブランドとしての「日本茶」、世界の中で日本文化の一つである「日本
若手経営者たちが挑むブランディングプロジェクトを紹介する。

茶」をどのよ のか。狭山
2016/11/29 吉田徹弥

狭山商工会議所青年部
副会長

市の

まとめ 15 まとめ・未来に向けて
本コースでは地域ブランドである「狭山茶」をいろいろな角度から、多くの人・
して、今後の狭山茶の未来を示唆し、お茶の製品としての可能性や、文化と

視点で講義
しての可能

このコースを
2016/12/6 横田泰宏 東阜横田園代表

総括



拠点
開講機関）

する防疫薬と害虫防除技術ー

デング熱などがあり、いずれも蚊媒介性疾病である。マラリ
は、殺虫剤を家屋内に残留処理することやピレスロイド殺

生活を維持するために、不快害虫（nuisance insects）
ドしてきた。このような防疫薬・家庭用殺虫剤など

大阪・千里山
（日本リスクマネジャネットワーク,

後援：関西大学化学生命工学部、日本家庭用殺虫剤工業会)

住友化学

住友化学

ャン
パス

第４学舎
安部　八洲男

住友化学

住友化学

住友化学

２０１６度後 　　知の市場（シラバス）期 継続

科目No. 共催講座ＪＫ１３１ 科目名ｂ  防疫薬総合管理 副題 身近な生活・環境害虫防除ー世界をリード

連携機関名  日本環境動物昆虫学会 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

月曜日１８：１５～２０：１５

科目概要(300字)

熱帯病による死者は、近年でも全世界で年間５００万人に達している。その最大の原因はマラリアで、その他にウエストナイル熱、日本脳炎、黄熱病、
アによる死者は毎年１５０万～２７０万人と報告されており、現在、WHOが中心となってマラリアの死者を半減させる運動を展開している。その手段として
虫剤を含有させた蚊帳などの使用でベクターである蚊を防除することである。一方、都市化が進み、風土病、熱帯病が減少した先進地域では人々の快適な
などを防除することが不可欠になっている。これらの防除にはピレスロイドなどの安全な殺虫剤が使用されており、これらの薬剤開発では日本が常に世界をリー
について、社会的役割、薬剤開発、使用技術の改良、安全性の確保および技術革新などについて解説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

昆虫と人間生活 1 歴史を変えた昆虫たち
昆虫が地球上に現れたのは、約4億年前であり、ヒト（猿人）が誕生した
時から必然的に昆虫類と関わりなら生きてきた。ここでは、昆虫類が歴
例について述べ、昆虫と人間がこれまでにどのように関わってきたか

のは、約５
史上偉大

を解説する

踏まえた殺
。

００万年前
な人物や大
。

ブリが挙げ
らの害虫を

再認識し、
しい使い方

脳炎である
介する主

ている。１
アキャンペ

失をもたらす
する。

質の安全性
れる。ここで
る。

。

国EPA（FIF

効能を最大
表的な家庭

剤による防除
。また、今後

虫剤（防疫薬

といわれる。
きな事件に影

られる。また
中心として、

推進している
について概

が、海外旅行
な感染症を紹

９９８年にWH
ーンが開始さ

という、家屋

に対する意
は、防疫薬が

RA)やEU（E

限に発揮す
用殺虫製剤

を選択し、
どのような薬

ヒトは誕生し
響を与えた 2016/9/12 安部　八洲男

大阪青山大学
健康科学部

た
事

害虫の生態と防

2
衛生害虫の
除策

生態とその防 虫が媒介する感染症はいろいろある。日本で最も有名なのは蚊が媒介
介する感染症にかかるリスクが増大する。近年周辺諸国で流行が見ら

する日本
れる虫が媒

すると虫が
介する。 2016/9/26

2016/10/3

媒

除 3
不快害虫、
の生態とその

その他の害虫
防除

人が生活している環境には衛生害虫以外にもいろいろな害虫がいる。
虫。衣服を食害する衣料害虫など。それから、最近、外国から侵入して
ついて紹介する。

気持ち悪い、臭い、刺されると痛いなどの不快害
来た外来害虫。これらの虫の被害とその対策に

庄野　美徳
生活環境事業部

4 害虫の生態を利用した駆除
食品衛生害虫の代表としては、飲食店の厨房や一般家庭の台所に出
代表としては、家屋・建造物などの木質部を食害するシロアリが挙げら
習性を利用した防除法の考え方や実例を紹介する。

没するゴキ
れる。これ

、家屋害虫の
害虫の生態 2016/10/17 田中　豊一 ダスキン、

家庭用殺虫剤 5
家庭用殺虫
徴と使い方

剤の製剤の特 近年、ＷＨＯは感染症媒介害虫の防除にPrimary Health Care (PHC) 
中心にある家庭用殺虫剤について、製剤・製品の変遷、並びにそれら

の重要性を
の特徴と正

。このPHCの
要を述べる。 2016/10/24 (未定）

日本家庭用殺虫剤工業
会

殺虫剤の化学

6
防疫薬発展
役割役割

の歴史とその 農薬（殺虫剤）使用の歴史を概説し、過去における殺虫剤の問題点お
史とその役割について説明する。農薬の発明・開発・上市の流れにつ史とその役割について説明する。農薬の発明 開発 上市の流れにつ

よびそれを
いても解説するいても解説する

）の発展の
2016/10/31

歴

2016/11/77
世界をリー
ド殺虫剤

ドしたピレスロイ
除虫菊に含まれる殺虫成分（ピレトリン）の安全性を維持しながら構造
昆虫）コントロールに無くてはならない存在となっている。人類にとって
て化学構造の変換および効力の特徴の観点から説明する。またどのよ

森　達哉

関西大学

を改変したピレスロイドは今やベクター（疾病媒介
かけがえのないピレスロイドの発明の経緯につい
うに発明がなされたのかについても解説する。

健康・農業関連事業研究
所

製剤とその利用技

8
製剤化の意
虫製剤の特

義と家庭用殺
徴と使用方法

家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に
で各種製剤が提案されてきている。主として殺虫剤における製剤化の
技術について解説する。

伴い、その
意義と、代

るために、今
に関する基本 2016/11/14

2016/11/21

千里山キ
ま

術

9
その他の製
の特徴と使用

剤と新規製剤
方法

家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に
で各種製剤が提案されてきている。主として殺虫剤における製剤化の
技術について解説する。

３号館
３２０２教室

竹林　禎浩
ベクターコントロール部伴い、その効能を最大限に発揮するために、今ま

意義と、代表的な家庭用殺虫製剤に関する基本

ベクター防除技術 10
世界をリード
ネット（防虫

するオリセット
蚊帳）

マラリアはハマダラカという蚊が媒介し、アフリカにおいて貧困の大きな
り、２０１０年までにマラリアの脅威を半減することを目的としたロールバ
は、防虫蚊帳オリセットネットは感染予防の有力な手段として使用され

原因となっ
ックマラリ

ている。

Oが中心とな
れた。そこで 2016/11/28 庄野　美徳

住友化学
生活環境事業部

木材害虫 11 シロアリ防除
シロアリは真社会的昆虫であり、家屋そのものを食害し大きな経済的
独特の存在である。そのようなシロアリについて紹介しつつ、その防除

・社会的損
方法を解説

害虫の中で
2016/12/5 藤本いづみ

京都大学
生存圏研究所

も

害虫防除の実際 12
薬剤による
題とPCO(害
の取り組み

害虫防除の課
虫防除専門家)

PCO(Pest control operator,害虫防除専門家）がどのような場面で害虫
抱えているのかについて、３０年間害虫防除に携わってきた経験をもと
かについてもPCOの立場からのべる。

防除に薬
に述べる

どのよう課題
剤が望まれ 2016/12/12 池尻　幸雄

イカリ消毒株式会社
技術研究所

を
る

安全性

13 防疫薬の登録
防疫薬の登録について述べる。日本（薬事法、化審法、毒劇法など）を
世界各国の防疫薬登録制度について説明する。

はじめ、米 UBPD)、その
2016/12/19

2017/12/26

他

14 防疫薬の安全性
登録に必要な安全性評価の考え方、急性毒性、遺伝毒性、刺激性、ア
奇形性、繁殖毒性、神経毒性などの試験方と評価上の問題点を解説

レルギー性、亜急性毒性、慢性毒性、発癌性、催
する。

尾崎　圭介
生活環境事業部

総合防除 15 問題点と今後の方向
人々の生活の都市化や、住宅構造、生活様式などの外部環境の変化
から、防疫薬に対するニーズも変化し、それに対応して防疫薬も変革が
日的問題点と今後の方向について考え、総合防除(IPM)の考え方につ

や、化学物
必要とさ

いても述べ

識の増加な
抱えている 2017/1/16 安部　八洲男

大阪青山大学
健康科学部

ど
今



拠点

石橋　博

大阪・千里山
(日本リスクマネジャネットワーク、
後援：関西大学化学生命工学部）

必要があるというメッセージである。人間は誕
ようになってきた。その

してきた化学物質などについて、最新のトピックや身近な関

　２０１６年度後 知の市場（シラバ期 ス） 継続

科目No. 共催講座JK454 科目名  環境基礎論 副題  市民の環境問題入門

連携機関名  日本リスクマネジャネットワーク レベル 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

火曜日１８：１５～２０：１５

科目概要(300字)

２１世紀は環境の世紀といわれている。それは変わらないと思われてきた地球環境が大きく変化し、危機的ともいえる局面を迎え、人間と環境との係わりを根本から考え直す
生以来、自然に働きかけ、生活に必要なものを手に入れてきた。産業革命以降、科学・技術の急速な発展により、生活は便利で快適になったが、他方で自然破壊や環境汚染が進み、人間を脅かす
象徴が地球温暖化問題である。これから環境問題について学ぼうとする市民や勤労者に、生活の土台となる地球、水、大気、土壌について、また生活を豊かに
心事も交え、広く環境問題について講義し、共に考える。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

地球と環境

1 環境問題の歴史 環境問題を考える糸口として、時代の変遷を振り返りながら環境問題の全容を俯瞰

解説する。

る。また、「
り国民運動

し、講義全体

活に悪影響
いる。水質汚

。又、「用地
実践編では

とめとして、社
。

望なビジネス
に原子力発

える。

通して化学

でもある。農
理及び摂取
する。

な交渉が続
削減目標を

。

介する。また

る「越境汚
する。

が交渉の焦
の取り組み

個人のできる

ついて世界の
について解説

住民運動、海
。

生物多様性
」の紹介を通

を概観する

述べ 大気汚染の歴史を

を与えてきた
濁問題を日

及び組織の
、複雑な土

会で問題に

として期待
電へ依存を

物質の環境

作物の栽培
の過程に至

けられてい
提出する。

、日本の法

述べ、大気汚染の歴史を
染への取り

点になって
についてもア
ことについ

歴史的背
する。

外との関係

。 2016/9/27

2016/10/4

2016/10/11

2016/10/18

2016/10/25

2016/11/1

2016/11/8

2016/11/15

2016/11/22

2016/11/29

2016/12/6

2016/12/13

2016/12/20

2017/1/10

2017/1/17

千里山キャン

2 宇宙船地球号（１） 環境問題を考える上で基礎になる地球について知るために大気圏、水圏のしくみを 宮崎　隆介

3 宇宙船地球号（２）
環境問題を考える上で基礎になる地球のしくみのうち、陸圏のしくみにつ
の重要性と現状を森と木の役割や林野庁の進める「木づかい運動」、「
る。

いて解説す
美しい森づく 宇都　英二

」とは何か、そ
じて解説す

公害と環境

4 水質汚濁問題
水質汚染の歴史は産業革命にまで遡る。産業の発展と共に川や海が汚
策の進展で現在では相当改善されてきたがまだ完全ではなく、新しい問
心に、上水道への影響や下水道整備の話を交えて解説する。

れ、人の生
題も起きて 刑部　忠彦

。水質汚濁対
本の状況を中

5 土壌汚染問題
前半の基礎編では、「土壌汚染対策法」の目的を理解し、その施行状況
ト：ＩＳＯ14015」を用いて、事業への影響を決定するプロセスを解説する
リスクマネジメントの実践から、その考え方を事例を交えて解説する。

を概観する
。次に後半の

久保田　俊美
新田　恭司

環境アセスメン
壌汚染問題の

6 大気汚染問題
４大公害裁判の つ「四日市ぜんそく」から道路環境裁判までの概略と企業４大公害裁判の一つ「四日市ぜんそく」から道路環境裁判までの概略と企業
振り返る。次に環境基準が未達成の「光化学オキシダント」の現状と要
る。最近話題の微小粒子状物質（PM2.5）や地球規模の大気汚染への取

行政の取り組みを・行政の取り組みを
因の一つであ

組みも紹介
西村　庄司組み」を紹介す

7 廃棄物処理問題
産業廃棄物と一般廃棄物、不法廃棄、焼却場、廃棄物処理場、ダイオ
処理問題の全般について行政の対応を踏まえながら歴史と現況につい

キシン問題、
て解説する

佐古　勇策
関西大学

など廃棄物

地球温暖化

8 地球温暖化（１）
地球温暖化のもたらす脅威は世界的な共通認識となり、その対策をめ
にはパリで新しい枠組みが決められる予定であり、日本政府も原発再稼
の共通認識をもたらしたIPCCの報告（第５次評価報告書－AR5）につい

ぐって国際的
働を前提に

て概説する
石橋　博宮崎　隆介

る。今年12月
これらの交渉

日本リスクマネジャ
ネットワーク

パス
第４学舎

9 地球温暖化（２）
京都議定書を引き継ぐ新しいＣＯ２削減の枠組みが交渉されている。国
仕組みについてはすでに京都メカニズム等考えだされており、私たち市
る。地球温暖化の現実が待ったなしの状況を迎えている中、地球市民と

別の削減量
民一人一人
して企業、

宮崎　隆介

３号館
３２０２教室

いるが、削減の
イデアはあ

て学ぶ。

化学物質と食

10 化学物質のリスク管理
化審法、PRTR制度、REACHなどの社会的な管理の仕組みを解説し、会
ついて論じる。

員の仕事を
奥村　勝

リスク管理に

11 食の安全・安心
食にまつわるリスクとは、生活に最も身近な環境リスクであり、生命に直
育、或いは加工品の製造・開発の段階に始まり、輸送、防疫、保管、購
て広範囲かつ多面的に発生するリスクについて概説し、対処の仕方に

結する問題
入、更には調
ついても紹介

辻本　晴美
や家畜の飼
るまで、極め

社会の動き

12
最新の環境技術
の紹介

・環境ビジネス
豊かな生活を求めて発生させてきた環境問題をクリアするため、環境ビ
かし、東日本大震災に続く原発事故は、安全神話と地球温暖化解決の
本の環境政策をぐらつかせている。環境技術の果たすべき役割につい

ジネスは有
切り札を御旗
て一緒に考

宇野　健一
されている。し
高めてきた日

13 環境法の動き
各講義で出てくる個別法の話をまとめる観点から、主要な環境法の歴史
化と最新の体系、主な国際法規や海外法規の動向についても紹介する

と概要を紹
。

牧野　薫
律の歴史的変

14 企業の社会的責任（CSR)
市民の側から企業社会との付き合いを考える視点から企業の社会的責
ら、CS・環境会計・ISO認証取得、CSR報告書など企業の社会的責任（

任（CSR)に
CSR)の現状

古沢　啓一
景に触れなが

まとめ 15
持続可能な社会
／低炭素社会）

（循環型社会
を目指して

持続可能な社会を実現するためには現実の困難な課題が多くある。講
題を取り上げ、立場の違いをどう乗り越えればいいか、受講者、講師一

義全体のま
緒に考える

宇都　英二
なっている話



拠点
開講機関）

、急速な変化に対応不能な面もある。

鳥取・倉吉
（動物臨床医学研究所）

小笠原淳子

髙島一昭

髙島一昭

山根　剛

久野由博

山根　剛

伯耆しあわ

山根　剛

水谷雄一郎
動物臨床医学研究所

動物臨床医学研究所

２０１６年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続新規

科目No. 共催講座ZY222n 科目名 動物臨床医学事例研究 副題 臨床現場に有用な症例検討のあり方２n

連携機関名 動物臨床医学研究所 水準 上級 教室定員 ８０名 配信定員 0 講義日時
（

日曜3講義　10:00ｰ11:30、
13:00ｰ14:30、14:40ｰ16:10

科目概要(300字)
動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き物的要素があり
この科目では、後期に先がけて臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、獣医系大学学生、動物看護師に限る。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

消化器 1 猫の黄疸の原因と鑑別
猫における黄疸の原因や病態は様々であり，その鑑別は治療法
疸の鑑別にはCBC，血液化学検査，尿検査などの臨床病理学的
胞診や病理組織検査など多角的な検査がしばしば必要となる。

を実施す

の検討や予
検査，画像

フルオレセ
が異なる。
述べたい

る。

る。

後評価に
検査，さら

る。

る。

る。

解説する。

組織の構

行う。
。

イン染色、
猫はヘル
。

極めて重
には肝生

造、口腔内

要である。
検による細 小出和欣

井笠動物医療センター・小
出動物病院

黄

症例検討（１）

2 外科的疾患の検討（１）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

2016/9/18

3 内科的疾患の検討（１）
他複数名

動物臨床医学研究所

眼科 4 角膜潰瘍の治療
犬の角膜潰瘍では、感染の抑制と涙膜確保は重要である。シル
ラム染色でチェックする。難治性角膜びらん、点状表層性角膜炎
スの感染が重視される。潰瘍の薬物治療、コンタクトレンズ、外科

マー検査、
は、治療法
治療なども

を実施す

病原体のグ
ペスゥイル 山形静夫 山形動物病院

症例検討（２）

5 外科的疾患の検討（２）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

2016/10/30

6 内科的疾患の検討（２）
他複数名

動物臨床医学研究所

動物愛護 7 動物愛護の現状と実践 当財団附属施設アミティエの実践報告と、日本における動物愛護

を実施す

の現状を

2017/1/15

せの郷２Ｆ大
会議室又は
動物臨床医
学研究所３Ｆ
カン

症例検討（３）

8 外科的疾患の検討（３）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

9 内科的疾患の検討（３）
他複数名ファレン

スルーム

循環器 10 小動物の心疾患
犬および猫の心疾患に対する各種検査、診断、治療法などにつ
臨床獣医師として最低限知っておきたい知識・技術をわかりやす

を実施す

いて解説を
く解説する

2017/2/12

症例検討（４）

11 外科的疾患の検討（４）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

12 内科的疾患の検討（４）
他複数名

歯科 13 獣医歯科学の基礎と診断
小動物における歯科治療のための基礎として、歯の発生から萌
断するための器具、各種検査方法について解説する。

を実施す

出、歯と歯周 疾患を診
加藤　郁 加藤どうぶつ病院

症例検討（５）

14 外科的疾患の検討（４）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討

2017/3/26

15 内科的疾患の検討（４）
他複数名

動物臨床医学研究所



拠点
開講機関）

説明する。又、その中で感染症研究の専門機関、特に国立感

東京・戸山
（国立感染症研究所）

２０１６年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続新規

科目No. 共催講座PT211d 科目名 感染症総合管理1d 副題 感染症対策-ワクチンを中心にー

連携機関名 国立感染症研究所 水準 中級 教室定員 35 配信定員 0 講義日時
（

火曜日18：30～20：30

科目概要(300字)
感染症との闘いの為のヒトの生体防御の働き、および感染を予防する為のワクチンの効能、またワクチンの安全がどのように確保されているのかを
染症研究所が果たしている機能についても解説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論

1 感染と宿主免疫
感染（宿主ー病原体関係）における宿主免疫応答とその医療応用に関
基礎知識やワクチン等免疫介入治療・予防に関する応用面を概説する

して、病原体に
。

遭遇した

ケジュール

られる特性

効性のみな
ないという

る。院内感

膜投与型ワ

開発の歴

をおこす。

講じられて

国で開発さ

イルスであ
を紹介する

界的な視点
る諸課題に

り、慢性肝
チンについ

では現在も
食等による

防する為に

場合のヒトの

、副反応等

には違いが
いて紹介する

らず、安全
特殊性につ

染の原因と

クチン、DN

史、効果等を

肺炎球菌ワ

いる結核対

れた水痘ワ

る。近年、欧
。

および日本
ついて説明

炎から肝硬
て概説する。

蔓延してい
感染の危険

果たしてきた

いて紹介する

免疫応答の
2016/9/6 阿戸　学

国立感染症研究所
免疫部部長

2 次世代ワクチンの開発
ワクチンが何故効くのかその原理と投与方法の総論と次世代ワクチンの
等の作用メカニズムと効果、開発状況について紹介する。

候補として粘 Aワクチン
2016/9/13

長谷川　秀
樹

国立感染症研究所
感染病理部部長

3 感染症の予防とワクチン接種
ワクチンで予防可能疾患の国内及び国外の発生状況、我が国の現行ワ
感染症を予防する時のワクチンの重要性を解説する。

クチン接種ス を概説し、
2016/9/20 多屋　馨子

国立感染症研究所
感染症疫学センター室長

4 生物製剤の品質管理
ワクチンは健康な人を対象に予防目的で接種されるものである。である
注意しなければならない。一方、ワクチンは生き物を使って製造、試験し
する。

がゆえに、有
なければなら

性には特に
いても紹介 2016/9/27 加藤　篤

国立感染症研究所
品質保証・管理部長

5 薬剤耐性と院内感染
今日、日本の医療現場では院内感染の事例が報告され、大きな社会問
や院内感染の防止対策について概説する。

題となってい なる微生物
2016/10/4 柴山　恵吾

国立感染症研究所
細菌第二部部長

各論

6 インフルエンザワクチン
通常の季節性インフルエンザとパンデミック・インフルエンザに対するワ
我が国および海外で認可されているワクチンと両ワクチンとの関係およ我が国および海外で認可されているワクチンと両ワクチンとの関係およ

クチンに求め
びワクチン株選定の過程につびワクチン株選定の過程につ

ある。現在
。。 2016/10/11 板村　繁之

国立感染症研究所
インフルエンザウイルス
研究センター室長

7
血液・体液を
る肝炎ウイル

介して感染す
ス

血液・体液を介して感染する肝炎ウイルスとしてB型、C型肝炎ウイルス
原因となるため大きな問題となっている。これらのウイルスの感染リスク

が知られてお
と治療、ワク

変、肝癌の
2016/10/18 加藤　孝宣

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

8 経口感染する肝炎ウイルス
経口感染する肝炎ウイルスとしてA型、E型肝炎ウイルスが知られてお
国でも時に流行が見られる。また、E型肝炎ウイルスはブタなどにも感
れらのウイルスの感染リスクと治療、ワクチンについて概説する。

り、発展途上国
染しており、生

るが、先進
性もある。こ 2016/10/25 石井　孝司

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

阿戸　学

国立感染症
研究所

戸山庁舎

9 DPTワクチン
DPT疾患（ジフテリア・破傷風・百日ぜき）の国内および国外の現状とそ
ンの役割について概説する。

れら疾患を予 DPTワクチ
2016/11/1 蒲池　一成

国立感染症研究所
ウイルス第三部室長

会議室

10 麻疹排除と麻疹ワクチン
麻疹の日本、並びに世界の現状、原因となるウイルスの性状、並びに麻
また、WHOが進める麻疹排除計画についても説明する。

疹ワクチンの 概説する。
2016/11/8 駒瀬　勝啓

国立感染症研究所
ウイルス第三部室長

11
肺炎球菌感
菌ワクチン

染症と肺炎球 肺炎球菌は、小児や高齢者に菌血症・髄膜炎などの侵襲性感染症や肺
小児用、成人用ワクチンがあるが、これらの特徴や臨床効果について概

炎、中耳炎等
説する。

クチンには
2016/11/15 金城　雄樹

国立感染症研究所
真菌部室長

12 結核
結核とはどういう病気か、起因菌の結核菌の特徴およびBCG接種をは
概説する。また、結核菌と近縁ならい菌によるハンセン病についても触

じめとする現在
れる。

策を含めて
2016/11/22 田村　敏生

国立感染症研究所
ハンセン病研究センター
室長

13 水痘等のヘルペスワクチン
水痘・サイトメガロウイルスなどのヘルペス科ウイルスによる各種感染症
状とその効用について紹介する。

および我が クチンの現
2016/11/29 西條　政幸

国立感染症研究所
ウイルス第一部部長

14
世界ポリオ根
オワクチン

絶計画とポリ WHOを中心にポリオ根絶計画が進められているが、その現状と問題点
づいて解説する。とくに、ポリオ根絶最終段階における、ポリオワクチン

について、世
戦略にかかわ

の立場に基
する。 2016/12/6 清水　博之

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

15 ヒトパピローマウイルス
ヒトパピローマウイルス(HPV)は、性行為を介して感染し、子宮頸がんの
に対する感染予防ワクチンが開発され、我が国を含む全世界で導入さ

原因となるウ
れている現状

米にてHPV
2016/12/13 柊元　巌

国立感染症研究所
病原体ゲノム解析研究セ
ンター室長



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 古朝鮮の歴史と文化 2016.10.19 金得永
東京韓国学校　校長
前京畿教育学会 会長

2 三国時代の歴史 2016.10.26 諸惠珍 東京韓国学校教師

3 古代時代の詩文学の変化 2016.11.03 金一男
日韓詩人文学交流会理事
韓国「時調生活」同人
日本「時調の会」理事

4 韓国音楽の遺産 2016.11.09 裵恩卿 東京韓国学校教師

5 韓国教育制度の歴史 2016.11.16 金得永
東京韓国学校　校長
前京畿教育学会 会長

6
高麗の建国と東アジアの情
勢

2016.11.23

趙亨道 東京韓国学校教師

上古時代から日韓併合時代までの音楽の流れを把握し、時代別の代表楽器と朝鮮時代における儒教思想をベースにした
宮廷音楽と庶民音楽を紹介する。また日本の山形県の民謡、最上川舟唄（もがみがわふなうた）と韓国慶尙道の舟唄（ベッ
ノレ）という二つの仕事歌の共通点を探り、比較しながら論じる。

三国時代から近現代までの教育制度の形成と発展過程を、教育理念｢弘益人間｣の実現の観点から論じる。

王建は松岳の豪族出身で禮成江の豪族勢力と連合し成長を遂げ、後に高麗を建国した。彼は高句麗の後継者を自称し、
民心をなだめ、豪族の勢力を懐柔しながら国を強くしていった。10世紀の韓半島の状況は、ある意味現代の東アジアと似
通っているといえる。多角的な比較と推論を通して、総合的に中世の入り口を考察する。

古代韓国の
形成と発展および

文化芸術

２０１６年度後期

共催講座ＫＴ７２４ 韓国学a 韓国の歴史と文化の理解

東京韓国学校 水曜日18：30～20：30
東京・東京韓国学校
（東京韓国学校）

歴史を学ぶ真の目的とは、過去への理解を通じて現在を正しく 認識し、明るい未来を築くことにある。 歴史に対する正しい認識は、現在の私たちが抱えているさまざまな問題や、これから生起するであろう新た
な問題を解決する能力を育み、現在の私たち個々人の生を主体的に歩むための道を明確にするであろう。
韓国の歴史を、古代国家形成と発展過程の特徴、各時代別の歴史的特性と文化芸術などを中心に追いながら、近隣諸国がお互いに影響を与え合いながら発展して来た道のりを確認し、その中で特に韓日両
国の深い歴史文化的関係を中心に考察しようとする。

講義概要(150字)

本講座の意義と韓民族の歴史年表を紹介する。古朝鮮は広く人を利するというの「弘益人間」の精神をもとにしている。桓
檀古記、三国史記などで明らかにした韓民族の移動経路に生じた様々な歴史と文化を論ずる。

韓国の古代歴史を日本とのつながりの中で論じる。
特に、時代劇ドラマ（太王四神記、朱蒙、善德女大王、大王の夢等）を通じて古代社会の神話と社会を紹介する。

制度疲労した朝鮮王朝の排他的支配体制の崩壊と共に、王朝の指導理念であった儒学を背景とする漢詩文学も衰退す
る。植民地支配の中で抵抗文学の性格を帯びて生み出された西洋近代自由詩を受容した新詩運動と、伝統定型詩である
時調の復興運動という韓国の詩文学の新たな二つの潮流を紹介する。

7 高麗から朝鮮へ 2016.11.30

8 韓民族の科学技術 2016.12.07 洪政國
前東京大學敎授
在日韓国科学技術者協会顧問

9 朝鮮の美術 2016.12.14 尹ゴウン

10 韓国伝統舞踊と実技 2016.12.21 朴景蘭

11
「在日」の暮らしや意識の変
化と日本の中の現代韓国文
化

2016.12.28 崔美貴

12 近代国家の概念と歴史 2017.01.11 宋錫鍾 千葉韓国教育院長

13
日韓併合時代の朝鮮近代
文学－植民地留学生、尹東
柱と李光洙

2017.01.18 申玉先 東京韓国学校教師

14
韓流と日韓関係の変化－そ
の以前と以後－

2017.01.25 申景浩
国士舘大学21世紀アジア学
部　教授,韓国日本近代学会
会長

15 韓日二つの祖国を生きる 2017.02.01 河正雄
秀林文化財團理事長
朝鮮大學校名譽美術學博士

東京韓国学校　

趙亨道 東京韓国学校教師

東京韓国学校教師

時代によって目まぐるしく変わってきた日韓関係の動きを、韓流に焦点を合わせて、その前後の変化に着目しながらまとめ
る。政治・外交及び文化にまで大きな影響を及ぼしてきた韓流が、これから日韓関係にどのような影響を与えていくのか、
近年の動向を探る。

在日同胞2世の美術コレクターとして、日本と韓国の美術館にコレクションを寄贈して日韓の架け橋となった浅川伯教と巧
兄弟の精神を韓国と日本に伝えるために毎年開催されている清里銀河塾を紹介しながら、分ち合う心を伝える。

1392年に高麗の武将李成桂太祖が恭譲王を廃して、翌1393年に中国の明から権知朝鮮国事に封ぜられた。朝鮮の歴史
は、国内政治的には、建国から端宗までの王道政治の時代、世祖の王権簒奪から戚臣・勲臣が高官をしめる時代、士林
派による朋党政治、外戚による勢道政治の区分に分けられるが、包括的に朝鮮近世史の流れを紀伝式に紹介する。

日本留学を経験した文人たちの中でも韓国で最も愛されている詩人と小説家であり、韓国近代文学を語るときに欠かすこ
とのできない尹東柱と李光洙について、日本での留学生活に焦点を当てながら代表作を紹介する。韓国の中高生たちが
必ず学ぶ二人の代表作を通して、植民地留学生としての彼らの生活や心情に思いを馳せる。

近現代史の変化

韓国舞踊とは、韓国の伝統文化のもとに作られたすべての舞の総称で、宮中、民俗、仮面、意識、創作舞踊に分類され
る。時代別に舞踊の特徴を考察するとともに、80年代半ばから起きた新舞踊の中から舞い手個人の物語を表現する創作
舞踊の生成背景を紹介しつつメソッドを直接体験する。

韓民族の悠久の歴史の中、様々な背景のもとで科学技術が発展した。それは建築、製紙、鋳物、陶器、印刷、武器、火薬
などの技術に加え、地理、天文、宇宙、数学などの科学、さらに医学や文字など幅広い分野に渡る。李氏朝鮮までの時代
区分に従い、代表的な科学技術を紹介し、歴史的背景や逸話、日本との関係にも触れる。

先人たちの暮らしや美意識を反映した石造、山水画、工芸などの朝鮮王朝時代の美術作品を通して、その持ち味と美しさ
の中に込められた歴史の意味を探る。朝鮮時代以前の美術、朝鮮前中期の美術、美術文化のルネサンスである朝鮮後期
の美術を時代の流れに基づき考察する。

高麗と朝鮮の形成
と移り変わり

戦前より日本に定住する朝鮮半島出身者とその子孫、いわゆる「在日韓国人・朝鮮人」の戦後から現在に至る暮らしと意
識の変化を論じる。また「韓流ブーム」を契機とした「在日」や「韓国」に対する日本人の意識の変化を、「韓流ブーム」以前
と以後を比較しながら検証し、日本の中の現代韓国文化について考察する。

排他的な民族主義を基にした歴史認識が人類の平和を脅かす要因になるとの視点から、韓国や日本などの近代民族国家
について考える。一つの生産単位として専有権を持つ国家体制が最終的には世界大戦に巻き込まれた事実を考えなが
ら、このような悲劇を繰り返さないためにはどのような視点が必要かを考える。

　金得永



拠点
（開講機関）

観点から紹介する。ま

東京・浅草
（日本中央競馬会）

２０１６年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 関連講座 ＨＴ９２１ 科目名 実践競走馬学 副題 馬はどのような生き物か、競馬とサラブレッドの魅力を語る

連携機関名 日本中央競馬会 水準 基礎 教室定員 50 配信定員 0 講義日時
  木曜日 １８：１５～２０：１５
７・８回目は１２：３０～１６：３

０

科目概要(300字)
世界中でスポーツとして、娯楽として楽しまれている競馬には、他のスポーツ競技にはない独特の要素が数多く存在する。それらによって醸しだされる馬の世界、競馬の魅力を様々な
た、競馬の主役であるサラブレッドの生物としての特性を解説し、馬と競馬に対する新たな視点を紹介する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

日本における馬
の歴史と現況の歴史と現況

1 競走馬を観察する 競走馬(サラブレッド)の一生とその生活環境を紹介し、馬の見方や選び方についても解説する

る。馬にも

日常どの

。その蹄に

ても実馬を

して得た知

。 2016/10/6 石丸睦樹
日本中央競馬会馬事部
生産育成対策室

と競
2

競馬の国際
状

馬

化と日本の現
海外の競馬事情と日本の競馬の現状を国際的視野で解説する。 2016/10/13 伊藤　裕

日本中央競馬会国際部
国際企画室

浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ

3
馬とのふれ
技

あいと馬術競 実際に馬とふれあい、馬の持つ温かみを知る。また、馬術競技
る。

と馬の操作法につい 使い解説
2016/10/20 馬事公苑 松本　謙

日本中央競馬会
馬事公苑

す

4 施設面から見た競馬
競馬の舞台である競馬場は、10万人を越えるファンを収容する
環境を提供するための取り組みと馬に対する施設面からの対応

巨大な競
を解説す

技場でもあ
る。

る。競走馬は
。

器官である

人にも快適
2016/10/27 高田順一 日本中央競馬会施設部

な

科学的視点で捉
競走馬

える
5

競走馬の科
競走馬の診

学①
療

サラブレッドはアスリートに例えられ、日々厳しいトレーニングを
理をしているのか、競走馬に特有の病気やその治療についても

行ってい
解説する

ような健康
2016/11/10 桂嶋勇輔

日本中央競馬会馬事部
獣医課

伊藤　幹
管

浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ

6
競走馬の科
競走馬の装

学②
蹄

「蹄なくして馬なし」と言われるように、競走馬にとって蹄は非常
鉄にはどのような意味があるのか、装蹄師の仕事について解説

に重要な
する。

打ち付ける
2016/11/17 川端勝人

日本中央競馬会
競馬学校

蹄

実践編

7

8

馬と競馬の楽しみ方
馬の見方、競走データの捉え方、各種賭式について解説する。
つ、競馬を楽しむ。

これまでの講義を通 識を活用
2016/11/26

しつ
伊藤　幹 日本中央競馬会馬事部東京競馬場



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 100 配信定員 － 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論 1
農業生物資源の利用と技
術開発～遺伝資源と作物
開発の歴史～

2016/9/7 廣近　洋彦

植物ゲノムの研究 2
ｹﾞﾉﾑ情報を活用した作物育
種研究

2016/9/14 山本　敏央

バイオテクノロジーで拓く食料、医療などへの農業生物資源の利用と未来農業生物資源論　1

ゲノム研究が進んで、作物の品種改良の方法がさらに効率化されている。品種改良において重要な遺伝子をどのように
見つけるのか、さらに、見いだした有用な遺伝子をどうやって組み合わせるのか等について、我が国の主要作物である
イネを例に紹介する

私たちは農業からたくさんの恩恵を受けている。イネをはじめとする植物、肉、乳、卵、毛、絹、蜜など動物や昆虫の生産
物を食物や衣類として利用している。農業生物資源研究所で研究している様々な生物の概要とその利用の歴史、それを
支えた技術開発の歩みについて解説する。

２０１６年度後期

講義概要(150字)

関連講座AI233

農業・食品産業技術
総合研究機構

日常食している農作物や畜産物は、多くの先人たちが、何万年もの時間をかけ野生植物や動物を選抜・改良し利用可能にしてきた。近年、イネゲノムの全塩基配列の解読や分子生物学的研究の著しい進展に
より、ゲノム情報や遺伝子組換え技術を利用した新たな農作物や家畜の開発や利用が進みつつある。また、カイコは絹生産のために長く利用されてきたが、最近では遺伝子組換え技術により有用物質生産な
ど、新産業創出の可能性を示す新たな局面を迎えている。農業に利用されてきた生物資源の改良の歴史やこれまでの社会的役割を概説するとともに、世界的な食料問題等の展望や今後の食料戦略などの解
説と、それらの解決を図るための最新の研究内容を紹介する。

水曜日１８：００～１９：３０
茨城・つくば

（農業・食品産業技術総合研究機構）

種研究

3
植物の多様な遺伝資源の
収集と保存

2016/9/21 根本　博

4
突然変異研究へのいざな
い
-放射線による変異創出-

2016/9/28 土師　岳

動物科学の研究 5
動物性タンパク質の供給か
ら医薬分野への貢献まで

2016/10/5 竹中　昭雄

6 遺伝子組換え作物の開発 2016/10/12 髙野　誠

7
カイコの遺伝子組換え利用
-昆虫利用の新展開-

2016/10/19 瀬筒　秀樹

遺伝資源の研究

遺伝子組換えの研究

農業・食品産業技術
総合研究機構

つくば
サイエンス・
インフォメー
ション
センター
大会議室

広報室
都島　美行

農業の近代化とともに少数の作物品種しか栽培されなくなるなど、長い年月をかけて地域で育まれた作物の遺伝的多
様性は急速に失われている。しかし、新たな作物の開発や品種改良には多様性を有する遺伝資源が不可欠である。持
続的に利用できるように遺伝資源源を探索し保存する努力を紹介する。

イネを例に紹介する。

ガンマーフィールドなどでのガンマー線照射によって育成された、耐病性のナシ「ゴールド二十世紀」やリンゴ「放育印
度」、腎臓病患者が利用可能な低蛋白イネ品種、いろいろな色と形のキクやバラ、緑度が維持されるシバ「ウィンター
フィールド」などの品種や、最近のゲノム研究や海外の状況を紹介する。

遺伝子組換え技術を利用した様々な作物開発研究を紹介する。

現在の畜産業が抱える問題の解決、ならびに良質な動物性タンパク質の持続的生産に役立つ最新の研究成果を紹介
する。更に、医薬分野へ貢献する動物研究も紹介する。

近年、カイコの遺伝子組換え技術が開発され、また、ゲノム解読も進んでいる。これらを受けて急速に進みつつあるカイ
コの遺伝子機能解析研究と、新産業創出に向けた利用研究を紹介する。



　　知の市場（シラバス） 継続新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 SDSとは

2 GHSとは

3 GHS分類やSDS作成情報

日本での歴史は四半世紀に満たないが、SDS（安全データシート)とGHS(化学品の分類及び表示に関する世界調和システム)の歴史を遡ると、それは長年にわたる世界の先達の努力の積み重ねの成果である。今
日のSDSとGHSは、こうした蓄積の上に1992年に開催された国連環境開発会議(UNCED)のアジェンダ21第19章の合意を契機に国際的に統一されてきた規範として構築され、今日では世界標準として機能してい
る。しかし、こうして今や必須の要件となったSDSの作成とGHSの分類を世界を視野に入れながら実際に行うことは、容易なことではない。SDSとGHSの歴史を振り返りつつ、これらの実務に携わってきた自らの経
験を踏まえ、さまざまな課題について受講者と共に具体的な解決策を考える。

講義概要(150字以内)
SDS（安全データシート）は、日本において、化学物質排出把握管理促進法（化管法）、労働安全衛生法（安衛法）、毒物劇
物取締法（毒劇法）の3法により作成が義務付けられている。これら3法が要求している項目が微妙に異なっており注意す
る必要がある。SDSの歴史的変遷を踏まえつつSDSに記載する16項目について、記載内容や情報調査の要点を解説す
る。

SDS作成やGHS分類は正確な情報に基づいて行うべきことは言うまでもないことであるが、簡単なことではない。どのよう
な情報が正確なものなのかを判断しなければならない。分類基準について詳細に説明し、インターネットで簡単に入手す
ることができる正確とされている情報源について解説する。

2016/10/5

/ /

総論編

GHSとは「化学品の分類と表示に関する世界調和システム」のことである。GHS分類はGHS国連文章によって規定されて
いるが、各国の実情に応じた対応をすることができる「ビルディングブロックアプローチ」が採用されており、国内対応では
注意が必要となる。GHS分類項目の定義と分類基準について我が国独自の考え方を中心に解説する。併せて、我が国の
化学物質関連法令における対応についても言及する。

２０１６年度後期

関連講座UT116a 　実践化学物質総合管理（演習）２ 　SDS作成とGHS分類の実務を学ぶ

林　浩次
水曜日14：10～17：15

（２講義集中）
東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛）)

4 SDS作成の実際

5 GHS分類の実際

6
GHS分類やSDS作成に係る
情報収集の実務

7

8

放送大学
東京文教学
習センター

林　浩次 林　浩次
知の市場有志

（元 化学物質評価研究機構
安全性評価技術研究所）GHS分類にあたっては、どの情報を採用すべきかの判断が必要になる。やっかいなことに分類基準は国・地域で微妙に

異なっている項目がある。長年にわたるGHS分類作業に携わってきた経験と昨年度の受講者の質問点、疑問点を踏まえ
つつ実際にGHS分類を行う際の留意点について受講者と共に考える。

SDS作成とGHS分類に関す
るQ&A

2016/10/12

2016/10/19

2016/10/26

実務編

総括

SDSは、必要事項を漏れなく簡潔に記載する必要がある。また、最新の情報に基づくことも求められている。長年にわたる
SDS作成作業に携わってきた経験と昨年度の受講者の質問点、疑問点を踏まえつつ実際にSDSを作成する際の留意点
について受講者と共に考える。

SDS作成やGHS分類は正確な情報に基づいて行うべきことは言うまでもないことであるが、限られた時間内に膨大な情報
源から正確な情報を見つけ出すことは容易なことではない。長年の経験を踏まえ実践的な情報収集の方法を紹介する。
また、昨年度の受講者の質問点、疑問点を踏まえつつ具体的な事例について、受講者と共に情報収集の実際を学ぶ。

第１講～第６講の講義で出されたSDSの作成方法、GHS分類方法、情報収集方法などに関する受講者からの様々な質問
点、疑問点について受講者と共に総合的に考える。



拠点

深くかかわる分野であり、ものづくり
リスクを管理することを目指す化学物質総合管理学を

て、化学物質総合管理のイノベーションとの関わりについて
で後半が化学物質総合経営学２である。参考書は、化

東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛））

けながら化学物質管理を付加価値の創造に繋げる道を探る

お茶の水女子大学名誉教
授ライフワールド・ウオッチ

センター客員教授

放送大学
東京文京学
習センター

増田　優 増田　優

２０１6年度後 　　期 新規

科目No. 関連講座UT134a 科目名 化学物質総合経営学１ 副題 健康・環境リスクを巡る国際的な論議を跡づ

連携機関名 増田　優 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

火曜日１４：１０－１７：１５
(２講義集中）

科目概要(300字)

化学物質は生活や社会の隅々に浸透し、健康リスクや環境リスクに止まらず経営リスクや社会リスクをももたらす。そして化学物質のリスク管理は技術革新、制度改革、経営変革と
はこうしたリスクを管理するための規範創りと不即不離の関係にある。開発・生産され社会で広く流通・使用されて排出・廃棄される全過程で化学物質がもたらす
巡る国際的な論議の系譜と基本的な枠組みを、生物や放射性化学物質などがもたらすリスクの管理とも対比しながら解説する。加えて具体的な事例を通し
解説しながら付加価値の創造と持続可能な発展につなげるための化学物質総合経営学の視点を提起し、今後の課題を論じる。 （前半が化学物質総合経営学１
学物質総合経営学－規制から管理そして価値創造へ－(化学物質総合経営研究会/丸善出版/￥5,000/ISBN=978-4-86345-287-9-C3340)
。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに

1
化学物質総合管
社会的規範や科
は何か

理とは何か
学的方法論と

科目の目指すところと講義の進め方について概説する。また、この科目
的方法論とは何かについて概説しつつ、化学物質総合管理（Integrate

ージャー（

の理解の基
d Manageme

曝露）により
い

本となる社
nt of Chemi

どで多様で
在り方につ

化学

学物質の

他の要因に

いて詳述するとともに、

協働していく
い

論じる

の意義を論

論じる

、今日世界

人材

つ、化学
輸入品の増

いて

紹介しながら
、具体的な

とを示す

s制度への参
とを解説

て論じる。

いて詳述するとともに、
て論じる。ま
検証する。

規定される
て概説する。

会的規範とは
caｌｓ）の概念

あるエクスポ
いて社会的

物質のリス
いて論じる

取り上
リスク管理の

よってもた

ことが必須で
て解説する

。

じつつ、化学

。

に定着してい

・組織的基
EAC
論じ

物質の総合
大と国際競
論考する。

、自主管理
研究・開発
。

、第

紹介

加のために
しつつ、日本

た、発癌性を

リスク（現実

何か、科学
を紹介する

ージャーに
規範や科学

ク管理の成
。

げ、技術革
多様な側面

らされるリス

化学物質

ある。この
とともに、そ

物質を総合
スポン

るデータの

盤を強化し
Hの制定以
る。

与

管理が総合
争力の減衰

の経営的な
や生産・販売

1期の科学
その

する。

も、国際的
の化学物質

化学物質
例に、規範

2016/11/29

の

。

的

2016/12/6

2016/12/13

否

新

た
2016/12/30

「化学物質総
合経営学2」と
して2017年4-
6月に開講。

具体的な日程
は2017年1月

に決定。

え

な

的
意

2 リスク原則と安全・安心
企業、労働者、消費者など社会で頻繁に語られ、かつ、政府や大学が政策課題や研究目標とする「安全」や「安心」とは
何か、内外の違いも含めて検証する。また、ハザード（有害性）とエクスポ
危険性）と安全や安心の係わりを論じつつ、化学物質総合管理の基本であるリスク原則につ

健康・環境リスク
合的な管理

の総
3 健康リスクと環境リスク

身近な具体的な事例を通して化学物質の固有の特性であるハザードと
ついて検証しつつ、化学物質がもたらす健康へのリスクや環境へのリス
方法論とのかかわりも含めて論じる。

用途・用法な
クの管理の

化4 リスク管理とイノベーション
化学物質の健康リスクや環境リスクが社会に大きな影響をもたらした具体的な事例として公害などを
や制度改革を通して社会を変革しつつ危機を克服していった歴史を検証しながら、
と総合的なリスク管理における日本の課題を明らかにする。

経営・社会リスク
合的な管理

の総
5

社会の多様なリ
管理の水準と目

スクの
標

生活や社会のあらゆる場面はリスクに満ち溢れている。化学物質がも
クと対比しながら検証し、それぞれのリスクの持つ特徴と重みを明らか
ついて論じる。

には、健康や環境への影響が生じていないにも拘
検証しながら、

たらすリスクを
にしつつ、化学物質のリスク管理が目指す目標に

6 経営リスクと社会リスク
化学物質がもたらすリスクは健康リスクや環境リスクだけではない。時
わらず、膨大な負担が発生することがある。内外で起こった具体的な事例を
が、また、近年世界で急速に進む制度改革が、経営や社会にもたらすリスクの大きさと意味につ

化学物質総合管
基本的枠組み

理の
7 リスク原則と科学

ハザード（有害性）、エクスポージャー（曝露）、リスク（現実の危険性）の意味と特徴につ
的枠組み

ハザ ド（有害性）、 クスポ ジャ （曝露）、リスク（現実の危険性）の意味と特徴につ
総合管理の基本であるリスク原則から導き出される自主管理の重要性
科学（レギュラトリー・サイエンス）が持つ自然科学的側面と人文社会科

つその意味を

などについ
学的側面を

8 社会的枠組みと情報の共有化
リスク原則に則り化学物質を総合管理してゆくために、社会を構成する人々が広く
めに、20世紀の第4四半期以来世界が社会変革を目指して構築してきた社会的な枠組みにつ
の根幹をなす情報の共有と公開のための諸々の仕組みについて紹介しつ

自主管理と価値創

9
自主管理の概念
開

と経営への展
リスク原則など化学物質総合管理の諸原則から導出される自主管理の
管理するための社会制度の中で自主管理がはたす役割を論じる。加え
シブル・ケアを解説しつつ、その中核をなすプロダクト・スチュワードシッ

企業経営上
て、化学産業界の自主管理活動であるレ
プの概念と意味を

論じる。また
論じる。

法律・制度的基盤、

スクや雇用リスクさらには国際競争力に影響を
、世界が目指す2020年目標の達成に向けた日本

人材・組織的側面から多角的に論ずる。

検証しつ

論じる。また

の評価と管理などの順に検証し、
）の概念の確立の過程を

AA・MAN

い

造

10
自主管理の実績
実際

と価値創造の
自主管理が社会制度の変革を先導した事例や付加価値の創造をもたらした事例を
意味を明らかにし、化学物質総合管理の化学物質総合経営への進化を
の過程でのものづくりと規範創りの関係を明らかにし、規範創りの主役が民間であるこ

化学物質総合管
国際展開

11
化学物質総合管
的な論議の系譜

理を巡る国際
（１）

20世紀第4四半期から始まった経済協力開発機構（OECD)の化学物質総合管理に関する論議の系譜を
方法論の確立、第2期の情報の共有化・公開と企業機密の保護、第3期のリスク
義を論じる。また、化学物質総合管理（Integrated Management of Chemicaｌｓ

理の
12

化学物質総合管
的な論議の系譜

理を巡る国際
（２）

1992年の国連環境開発会議アジェンダ21第19章から発し、2002年の持続可能な発展に関する世界首脳会議の宣言や
2006年の国際化学物質管理戦略を経て今日に至る国際論議の意義を
相互受け入れ(MAD)に続く評価・届出の相互受け入れ（MAA・MANs）の重大性を

13
欧米各国やアジ
国際競争力

ア諸国の動向と
国際的課題である2020年目標の達成のため、世界各国は科学的基盤、
化学物質総合管理能力の向上に邁進している。とりわけ、欧州の新しい化学物質総合管理法であるR
来、アジア諸国をはじめ各国で急激に進展している化学物質総合管理法制の整備の状況とその意味を

日本の現状と課題

14
化学物質総合管
と国際競争力

理能力の実相
日本の政府、企業、大学などの各セクターの化学物質総合管理能力の現状を
経営に進化する状況における課題について論じる。また、近年頻発する健康被害、
どの具体的な事例を検証しながらその誘因としてのリスク管理に係る日本国内の制度につ

15
法律体系や行政
今後の課題

体制の特徴と
リスク管理の向上と雇用の維持、また国際競争力に大きな影響を与えるM
潮流である化学物質総合管理に整合する法律体系と行政体制の構築が必須であるこ
管理に関する法律群や関係省庁の現状と特徴を明らかにし克服すべき課題につ

まとめ 16 総合討論
化学物質の総合管理は、健康リスクと環境リスクののみならず経営リ
る。化学物質の総合管理が総合経営に進化している状況を踏まえつつ
の課題とその解決のための道筋を、科学的側面、法律・制度的側面、



拠点
開講機関）

埼玉・狭山元気プラザ
（アダムジャパン、狭山商工会議所、狭山市）

ランドの特徴を紹介。ポケットビリヤード及びキャロムビリ
ドを知ることによって、その理由を解き明かす。

小林　伸明

梶谷 景美
野内　麻聖美

元気プラザ

ジャパン

関根　沙織
（アダムジャ
パン）

日本プロポケットビリ

法

２０１6年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 関連講座 YB612 科目名a 　狭山を学ぶ　ものづく 副題り編a 　世界に羽ばたくビリヤードのすべて

連携機関名
アダムジ

狭山商工
狭山市(元

ャパン
会議所
気大学）

水準 基礎 教室定員 25 配信定員 0 講義日時
（

 水曜日 16:30～18：30
土曜日14：00～16：00

科目概要(300字)
ビリヤードの主要アイテムであるキュースティックとは何なのか。何故、世界中の選手が特定のブランドを選ぶのか。世界中の選手に選ばれるADAMブ
ヤードについてプロ選手の指導のもとで、知識だけではなく実演実習を体験して、ビリヤードを基礎から学ぶとともに生涯スポーツとしてのビリヤー

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 ビリヤードことはじめ
ビリヤードとは何か、競技種目はどのようなものがあるか、日本のビリヤ
るとともに、あわせて世界のビリヤード事情と今後の展望を論じる。

ードの歴史と日本ﾋﾞﾘﾔ

の狙い方を体

続けるもの
なのかを解

」一旦のめり
本当の基礎

ードのキュ
メラで撮られ

ただけで複

るか、だれ

本ランキン

界ランキン

るボールを

アドバイスを

紹介する。そ

、宙を飛ん

る。ビリヤー

ロ選手が目
継を交えて紹

ｰﾄﾞ協会につ

験する。先

づくりのこだ
き明かす。

込んだら二
を紹介する

ースティック
た映像を紹

数のボール

でも楽しめる

グ上位のメ

グトップにつ

体験する。

交えながら

れをする為

だり、ビリヤ

ドの物理的

の前で模範
介する。

いて解説す
2016/9/14 西尾　学 日本ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会

ポケットビリヤード 2 ビリヤードの基礎Ⅰ
ビリヤード台と道具であるキュースティックを使用して、持ち方、構え方、
ドットボール（手球）を真っ直ぐ撞く事に挑戦する。

手球・的球 ずは、白い
2016/9/21 須藤　路久 Office　BiTS

ビリヤードの道具 3
ビリヤードの
ク

キュースティッ ビリヤードの道具であるキュースティックとは何か。40年以上ビリヤード
る。またキュースティックの構造や仕組みについて説明しつつなぜ、木で

キューを作り
ないとだめ

わりを説明す
2016/9/28 関根　沙織 アダムジャパン

ポケットビリヤ

4 ビリヤードの基礎Ⅱ
「何が違う！？」ビリヤードの他とは違う面白さや「罹るのに資格が必要
なくなるビリヤードの不思議な面白さを解説する。また、「これさえ出来れ

な不治の病
ば！」という

度と忘れられ
。 2016/10/5 須藤　路久 Office　BiTS

5 曲球Ⅰ
ポケットビリヤードには「曲球」と呼ばれる特殊な技術を用いた競技があ
ケットインする。その仕組みと面白さを解説する。

り、1回撞い が同時にポ
2016/10/12 長矢　賢治

日本プロポケットビリ
ヤード連盟

ード

6 ビリヤードの基礎Ⅲ
ビリヤードインストラクターのアドバイスを交えながらスリーチャンスで幾
ゲームを紹介する。

つ入れられ ベーシック
2016/10/19 須藤　路久 Office　BiTS

7 世界のポケットビリヤード
ポケットビリヤードのルール、世界のポケットビリヤード大会や裏話を紹
を現した新鋭プロがポケットビリヤードの面白さを解説する。

介する。全日 キメキと頭角
2016/10/26 野内　麻聖美

日本プロポケットビリ
ヤード連盟

講義：狭山市

キャロムビリヤ

8 世界のキャロムビリヤード
キャロムビリヤードのルール、世界のキャロムビリヤード大会や裏話を紹
キャロムビリヤードの面白さを解説する。

介する。世 いたプロが
2016/11/2

2016/11/5

一部実習：ア
ダム

ード

9
キャロムビリ
Ⅰ

ヤードの基礎 キャロムビリヤードに挑戦、ビリヤードテーブルの上を、まるで生き物の
元、ビリヤードのルールと面白さを紹介する。

ように動き回
小林　英明

社屋
日本プロビリヤード連盟

プロ指導の

ポケットビリヤ

10 曲球Ⅱ
1回撞いただけで3個、4個が一辺にポケットインする。ボールがギューン
しみを解説する。

と曲がったり ードの見る楽
2016/11/9 長矢　賢治

日本プロポケットビリ
ヤード連盟

11
根拠のある（
法Ⅰ

E.B.T）練習方 一見もっともらしい話も、確かめてみると実は誤りだったということはよく
の生理的な体の動きとの関係について解説する。

あることであ な面と人間
2016/11/16 須藤　路久 Office　BiTS

ード

12 試合中の見方と考え方
世界で活躍するプロ選手とはどのようなレベルなのか、実際にランキン
また、試合中はどのような事をイメージしプレーをしているのか、分かり

グトップのプ
易い実況中

試合を行う。
2016/11/30

2016/12/713 ビリヤードの世界
眼ではとらえることのできない1/1000秒の世界では何が起こっており、ポ
ル）を撞いた場合の動きはどのように変化しているのか、実演と共にハ

ケットビリヤ
イスピードカ

李　佳
須藤　路久

ヤード連盟/Office　BiTS
で球（ボー
介する。

総復習

14
キャロムビリ
Ⅱ

ヤードの基礎 キャロムビリヤードに挑戦。手玉を撞き、的玉に最低3回クッションに入れ
り口を覚えさえすれば、非常に楽しめるゲームである。その奥の深さを紹

る。プロの
介する。

、基本的な取
2016/12/10 梅田　竜二 日本プロビリヤード連盟

15
根拠のある（
法Ⅱ

E.B.T）練習方 何が正しいのかを探るのではなく、正しいと分かっていることを身につけ
デンス・ベイスド・シンキング＝根拠のある思考）練習方法を解説する。

る練習法を にE.B.T（エビ
2016/12/14 須藤　路久 Office　BiTS


	あC2016UT115b化学物質リスク評価(演習)２ （ 改訂版）
	UT115b化学物質リスク評価（演習）２

	いA2016UT812プロフェッショナル論 (改訂版）
	UT812プロフェッショナル論

	うA2016YB611b狭山を学ぶ企業編ｂ
	YB611b狭山を学ぶ 企業編ｂ

	えA2016ZY222m動物臨床医学事例研究m
	ZY222m動物臨床医学事例研究

	おA2016PT211c感染症総合管理1c
	PT211c感染症総合管理１c

	かA2016BT515社会技術革新学事例研究1
	BT515社会革新学事例研究1

	きA2016CT543サステナブル消費論
	CT543サスティナブル消費論

	くB2016VT465b原子力・放射能基礎論b
	VT465b原子力・放射能基礎論

	けB2016LE472c社会安全学c
	LE472c社会安全学c

	こB2016UT434農薬論1
	UT434農薬のリスク評価とリスク管理

	さB2016UT139化学物質総合管理論１
	UT139化学物質総合管理１

	しB2016CT527プラスチック・ゴム概論
	CT527プラスチック・ゴム概論

	すA2016UT114ｂ化学物質リスク評価２(改訂版）
	UT114b化学物質リスク評価２

	せUT117化学物質有害性評価
	西川さん案のコメント

	そC2016CT574a法学入門a
	CT574a法学入門a

	そそC2016CT234生物総合評価管理学
	CT234生物総合評価管理学

	たC2016YB612b狭山を学ぶものづくり編ｂ
	YB612b狭山を学ぶ　ものづくり編b

	たたC2016JK131b防疫薬総合管理
	JK131ｂ防疫薬総合管理

	ち　環境基礎論
	JK454環境基礎論

	つC2016ZY222n動物臨床医学事例研究n
	ZY222n動物臨床医学事例研究

	てC2016PT211d感染症総合管理1d
	PT211d感染症総合管理1d

	とKT724韓国学a20160519
	KT724韓国学の理解

	なD2016HT921実践競走馬学(最新改訂版)
	HT921実践競走馬学

	にD2016AI233農業生物資源論1
	AI233農業生物資源論1

	ぬD2016UT116a実践化学物質総合管理(演習)２
	UT116a実践化学物質総合管理（演習）２

	ねD2016UT134a化学物質総合経営学1
	UT134a化学物質総合経営学１

	のD2016YB612a狭山を学ぶものづくり編a
	YB612a（2016後期）



UT115b化学物質リスク評価（演習）２

				２０１６年度後期 ネンド コウキ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No。 カモク		共催講座UT115b コウザ				科目名 カモクメイ		化学物質リスク評価（演習）２ エンシュウ								副題 フクダイ		作業者暴露推算モデルを中心に サギョウシャ バクロ スイサン チュウシン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		花井リスク研究所 ハナイ ケンキュウ ジョ				水準 スイジュン		上級 ウエ キュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日14：10～17：15
（２講義集中） カ ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京知の市場・放送大学（協賛）)

				科目概要 カモク ガイヨウ		労働安全衛生法の改正で作業場における化学物質のリスク評価が義務化された。暴露濃度の実測だけでなく数理モデルによる推算を組合せた評価が重要であり、それには人材を育成する必要がある。講義と教科書の勉強だけでは、野球を楽しむのにボールもバットもなくルールを学んで済ますことに近い。推算モデル等を実際に使って、ボールとバットを使いこなす力を身につける必要がある。いわゆる直接暴露（作業者・消費者暴露）に限定していくつかの推算モデルの演習とデモを行う。欧米で開発され無料公開されている数理モデルを自分のパソコンにダウンロードしての演習とインターネット上のシステムのデモで理解を深める。参加者は、自分のパソコンを無線でインターネットに接続できる環境を備えることが望ましい。 ロウドウ アンゼン エイセイ サギョウ バ カガク ブッシツ バクロ ノウド ジッソク スウリ スイサン クミアワ ヒョウカ ジュウヨウ ヒツヨウ コウギ キョウカショ ベンキョウ ヤキュウ タノ ス スイサン トウ ジッサイ ツカ ミ ヒツヨウ ゲンテイ オウベイ カイハツ ムリョウ コウカイ スウリ ジブン エンシュウ ジョウ リカイ フカ サンカシャ ジブン ムセン セツゾク カンキョウ



						№		講義 コウギ		講義概要 コウギ ガイヨウ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		暴露評価の重要性  
なぜモデルか  
統計処理 バクロ ヒョウカ ジュウヨウセイ トウケイ ショリ		化学物質のリスク評価には暴露量の評価が欠かせないが、実際には暴露評価が看過されることが多い。まずその重要性を確認したい。リスクは基本的に未来の問題の判断だから、実測だけでなく、数理モデルを使った推算による見通しが不可欠である。測定と推算に付随する不確実性の考察に必要な統計処理の基本を解説する。 カガク ブッシツ ヒョウカ バクロ リョウ ヒョウカ カ ジッサイ ヒョウカ ジュウヨウ セイ カクニン キホンテキ ミライ モンダイ ハンダン ジッソク スウリ ツカ スイサン ミトオ フカケツ ソクテイ スイサン フズイ フカク コウサツ ヒツヨウ トウケイ ショリ キホン カイセツ																 2016/10/4		放送大学　　　　文京学習センター ホウソウダイガク ブンキョウ ガクシュウ		花井 荘輔		花井 荘輔		花井リスク研究所

						2

				作業者暴露 サギョウシャ バクロ		3		IH Mod （AIHA)		American Industrial Hygiene Association は、作業に伴う室内濃度を推算するアルゴリズムの教科書を出版してきた。そこで開発された完全拡散モデル・近接場/遠隔場モデル・乱流拡散モデル等をスプレッドシートで計算し、濃度の時間変化をグラフ表示するシステムを公開している。 サギョウ トモナ シツ ナイ ノウド スイサン キョウカショ シュッパン カイハツ カンゼン カクサン キンセツ バ エンカク バ ランリュウ カクサン トウ ケイサン ノウド ジカン ヘンカ ヒョウジ コウカイ																 2016/10/18

						4

						5		TRA (ECETOC）
		REACHのために各種の暴露推算システムが開発されている。初期評価用のTargeted Risk Assessmentは、国内でも活用システムが公開されている。ここでは簡単に解説とデモをした後、TRA・Stoffenmanager・ARTを比較検討したRiedmannら(2015)の論文を詳しく紹介する。																 2016/11/1

						6

						7		Stoffenmanager
（TNO等）
 トウ		オランダのTNOを中心にいわゆるSSA(Structured Subjective Assessment）の推算システムが開発されている。具体的作業に関する測定値のデータベースと専門家の判断から導出したいくつかの観点のスコアと実測濃度とを結びつけて解析する。モデルはインターネット上で公開されている。 チュウシン スイサン カイハツ グタイテキ サギョウ カン ソクテイチ センモンカ ハンダン ドウシュツ カンテン ジッソク ノウド ムス カイセキ ジョウ コウカイ																 2016/11/15

						8

						9		ART
（TNO等）  
 トウ		上記のSSAモデルの別の形としてART(Advanced REACH Tool）が開発されている。Stoffenmanagerと同様に、いくつかのパラメータのスコアの組合せで数値化する。得られた濃度分布をベイズ解析の事前分布とし、実測値を組合せた事後分布で推算の精度を上げる点が特徴である。 ジョウキ ベツ カタチ カイハツ ドウヨウ クミアワ スウチカ エ ノウド ブンプ カイセキ ジゼン ブンプ ジッソク チ クミアワ ジゴ ブンプ スイサン セイド ア テン トクチョウ																 2016/11/29

						10

						11		ChemSteer（US EPA)		米国のEPAは、TSCAの実施のために多くの暴露推算モデルを開発し公開している。1980年代の経験的モデルがある。ChemSTEERは、作業者の暴露量と環境への排出量を推算するためのシステムであり、OSHAその他で開発された多くの推算モデルが搭載されている。 ベイコク ジッシ オオ バクロ スイサン カイハツ コウカイ ネン ダイ ケイケンテキ サギョウシャ バクロ リョウ カンキョウ ハイシュツ リョウ スイサン タ カイハツ オオ スイサン トウサイ																 2016/12/13

						12

				消費者暴露 ショウヒシャ バクロ		13		ConsExpo（RIVM)  その他 タ		化学物質を使用する消費者の暴露評価には、多種多様でバラツキの多い使用状況を推定しなければならない。オランダのRIVMは1990年代から推算ソフトを開発し、使用状況データとともに公開してきた。欧州の業界団体では、業種に特化したソフトを開発している。代表的なものを取り上げる。 カガク ブッシツ シヨウ ショウヒシャ バクロ タシュタヨウ オオ シヨウ ジョウキョウ スイテイ ネン ダイ スイサン カイハツ シヨウ ジョウキョウ コウカイ オウシュウ ギョウカイ ダンタイ トッカ カイハツ ダイヒョウテキ ト ア																 2016/12/27

						14

				おわりに		15		その他のモデル  BMD 
まとめ		動物実験データからNOAEL相当の影響量を統計的に推定する手法であるBMD（Benchmark Dose）法が注目を浴びている。ここ数年の発がん性と非発がん性の評価を統一しようという動きの中で重要な役割を占める。原理と簡単な事例を紹介する。最後に、作業者暴露評価のありかたをまとめて議論する。 ホウ チュウモク ア スウネン ハツ セイ ヒ ハツ セイ ヒョウカ トウイツ ウゴ ナカ ジュウヨウ ヤクワリ シ ゲンリ カンタン ジレイ ショウカイ サイゴ サギョウシャ バクロ ヒョウカ ギロン																 2017/1/10

						16




















UT812プロフェッショナル論

				２０１６年度前期 ネンド ゼンキ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 UＴ８１２ キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		プロフェッショナル論 ロン								副題 フクダイ		楽しく豊かな人生を創造するプロフェショナルの心得 タノ ユタ ジンセイ ソウゾウ ココロエ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		放送大学 ホウソウ ダイガク				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		15人 ニン		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		金曜日14：10～１7：15
(2講義集中） キン ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　　（東京知の市場・放送大学（協賛）） トウキョウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		天然資源が相対的に殆んどない日本が世界トップクラスの繁栄を達成したのは何故だろうか。それは日本の国民が「よく」働いたからである。逆に言うと、このことが無ければこの国の繁栄は維持できない。「よく」働くとは、単に勤勉に多くの時間を働くことではない。何の仕事をするにせよ「プロフェッショナル」に仕事をするということである。全ての仕事に共通する「プロフェッショナルとは何か」を考え、「如何したらプロフェッショナルな仕事をすることができるか」を考える。さらにその一端を演習により実践して受講者自身でそれを継続的に実行できる入口まで体験してもらう。それによって各個人々々が楽しい豊かな人生を創造し過ごすことに繋がることを目指している。 モノ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				プロフェッショナルの
基礎理論		1		プロフェッショナルとは何か		誰でも「プロフェッショナル」と言えるような人間になりたいと思っているであろう。その為には「プロフェッショナル」とは何かのイメージを明確に描いておく必要がある。「プロフェッショナル」とは何かを論じて、個人々々の日々の努力が向かうべき先のイメージを明確にする。																4/1/16		放送大学
 東京文京学習センター
B1F多目的講義室２		下條佑一		下條佑一		経営研究所　　　　　　　　　　　　ｙＳｙｍｐｈｏｎｙ代表

						2		如何にしたらプロフェッショナルな仕事ができるか		プロのスポーツ選手は、もてる身体能力を充分成果に結び付ける為に必要な技（わざ）を真剣に稽古している。然るに、知的仕事をしている人（例えば企業で働いている人）の殆んどはプロフェッショナルな成果を生む為の技（わざ）を明確にしていない。それらの技（わざ）を理論的に明確にする。

				プロフェッショナルの
基本技（わざ）　　　      　		3		プロフェッショナルな仕事を
する為の技（わざ）体系 シゴト タメ ワザ タイケイ		プロフェッショナルは仕事の目標をもっている。その目標達成の為の施策は体系的に構築されて始めて効果的・効率的に目標を達成することが出来る。その施策体系を技（わざ）体系として紹介する。その内特に、目標達成の為の論理構造をデカルトの著書「方法序説」にある「因果律」を使って紹介する。 シサク タイケイ ワザ タイケイ ショウカイ トク ロンリ コウゾウ																4/15/16

						4		技（わざ）「分解と統合」の演習		技（わざ）「分解と統合」の理論は単純だが、その実践はやや複雑である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						5		「『「よい』とはどういうことか」を考える技（わざ）		プロフェッショナルは何のしごとであれ「よい」仕事をしなければならない。然るに、この「よい」ということ自体は意外に明確にされない場合が多い。従って仕事の成果も中途半端に成り勝ちである。この「よい」を理論的に構築する技（わざ）を紹介する。																5/13/16

						6		「『「よい』とはどういうことか」を考える技（わざ）の演習		技（わざ）「『「よい』とはどういうことか」の理論は単純だが、その実践はやや複雑である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						7		技（わざ）「システム思考」		プロフェッショナルの仕事の成果は、「新たに構築されたシステム（含：やり方）」である場合も多い。この場合物事をシステマティックに考える方法論が役に立つ。システムを効果的・効率的に構築する考え方を技（わざ）「システム思考」として紹介する。																5/27/16

						8		技（わざ）「システム思考」の演習		技（わざ）「システム思考」の要諦は単純だが、その実践は簡単ではない。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						9		問題解決・課題達成の技（わざ）		プロフェッショナルの仕事の多くは問題解決・課題達成の連続である。そしてそこには達成感という喜びがある。この問題解決・課題達成のプロセス自体を論理的に構築し初期の目標を達成する為に役立つ「問題解決・課題達成の技（わざ）」を紹介する。																6/10/16

						10		問題解決・課題達成の技（わざ）の演習		この技（わざ）は色々な技（わざ）の複合体として成り立っている故、その習熟には相応の稽古が必要である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						11		時間に関する技（わざ）		時間は命そのものでる。即ち時間の消費は命の投資である。従ってその生産性の大切さは誇張してもし過ぎることはない。長期に亘りプロフェッショナルな仕事をする為の時間の生産性を量的・質的両側面から論理的に考察し、其れを実行する技（わざ）を提供する。																6/24/16

						12		「気」高める技（わざ）		プロフェッショナルが間断なくよい仕事をする為に根本的に必須の元手は「体力」と「気力」でる。気が萎えると体力をも損なわれる。ストレスの多い状況下では気力の充実の継続は簡単ではない。如何なる場合でも「気力」を維持向上する為の幾つかの技（わざ）を、それらを実践するためのツボと共に紹介する。

				プロフェッショナルの
理論と技（わざ）の応用		13		Ｄｒｅａｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ と
人生のプロフェッショナル		ある領域でプロフェッショナルを目指すということは別の見方をすれば、それは「夢の実現」ということになる。そして延いては人生のプロフェッショナルを目指すことになる。これまでの講義の知識を総合的に活用して Dream Plannning と 人生のプロフェッショナルを論ずる。																7/8/16

						14		「Ｄｒｅａｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ と人生のプロフェッショナル」の演習 エンシュウ		この一見抽象的なテーマも、これまでの講義で得た知識を総動員すると具体的姿を現す。受講者に各人の夢の実現計画の策定と人生のプロフェッショナルのイメージを描き出すことに挑戦してもらう。これによってより豊かな人生がえられるとの思いを高める。 シャ タカ

						15		「わくわく」の原理		プロフェッショナルな仕事を続ける為の最強の牽引力は毎日続く「ワクワク感」ではないだろうか。これは仕事の成功の「結果」得られるとの現実もあるが、寧ろよい仕事をする為の「要因」であるとの見方がより有効である。その考えを論理的に確認し全講義のまとめとする。																7/15/16




















YB611b狭山を学ぶ 企業編ｂ

				２０１６年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）				　																						継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 YB611b キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン								副題 フクダイ		狭山を彩るものづくり企業シリーズb　－狭山工業団地エリア編－ サヤマ イロド キギョウ サヤマ コウギョウ ダンチ ヘン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		狭山商工会議所
狭山市 サヤマ サヤマシ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		40名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0名 メイ		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日18：30～20：30 モクヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		埼玉・狭山
（狭山商工会議所、狭山市） サイタマ サヤマ サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマシ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		狭山市は、人口約16万人を擁し、豊かな緑の中に2つの工業団地を抱える首都圏を彩る中核都市である。1982年以降、狭山市の製造品出荷額は県内第1位を維持し、約1兆4千億円の出荷額を誇るものづくりの都市である。こうした狭山の地が育んできたにもかかわらず日頃触れる機会の少ないものづくりの精神と技術や経営について、狭山市の特性を活かしながら内外に大きく羽ばたく企業の歴史、概要、技術などを広く紹介する。その中で、本科目で昭和40年代に埼玉県企業局により造成された狭山工業団地とその周辺企業の活動を紹介する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに・開校式 カイコウシキ		1		ものづくりにおける物の見方･考え方 モノ ミカタ カンガ カタ		国内外の伝統的文化･生活とその環境から生まれた工夫･アイディアを検証しつつ、伝統的技術と近代的技術の融合がもたらす物の見方･考え方について論じる。 コクナイガイ デントウテキ ブンカ セイカツ カンキョウ ウ クフウ ケンショウ デントウテキ ギジュツ キンダイテキ ギジュツ ユウゴウ モノ ミカタ カンガ カタ ロン																4/14/16		狭山市産業労働センター
多目的スペース（1階） サヤマシ サンギョウ ロウドウ タモクテキ カイ		狭山市産業　労働センター　　　栗原博文 サヤマシ サンギョウ ロウドウ クリハラ ヒロフミ		長谷川秀夫 ハセガワ ヒデオ		分析産業人ネット　委員 ブンセキ サンギョウ ジン イイン

				ものづくり企業の技術と経営－事例研究：　　　　狭山工業団地エリア　　企業－ サヤマ コウギョウ ダンチ キギョウ		2		「人間関係についての考察」～より良い人間関係を築き、より良い仕事をする為に～		「人間観」の講義を通じ、その「人間観」が、最も、生かされる、生かさなければ成らないところの一つが「人間関係」と考え、「人間関係」に引き続き、「人間関係」をテーマとして、職場に於いての人間関係を中心に改めて紹介する。
 コウギ ツウ カンガ																4/21/16						花形　聰		COM電子開発　代表取締役会長 デンシ カイハツ ダイヒョウ トリシマリヤク カイチョウ

						3		ポリマー微粒子材料の開発と用途展開		１９８３年に新素材として開発に着手したポリマー微粒子材料について、均一な粒子径制御技術と異種材料との複合化技術、表面改質技術について解説し、電子写真用トナー添加剤、ＦＲＰ人造大理石用低収縮剤、文具・化粧品用、光拡散用、電子ペーパー用途など微粉体材料の機能と性質、様々な用途展開について講義する。																4/28/16						川瀬　進 カワセ スス		綜研化学　特別顧問 ソウケンカガク トクベツ コモン

						4		クラッシックギター製造にかける情熱と技術 セイゾウ ジョウネツ ギジュツ		クラッシックギターは世界各地から目的に合った木材を輸入して制作する。木材は温度・湿度によって伸縮するのでシーズニングと工房内の温湿度管理が工作精度のカギとなることを紹介する。また、芝浦工業大学との共同研究から得られた成果についても言及する。 セカイ カクチ モクテキ ア モクザイ ユニュウ セイサク モクザイ オンド シツド シンシュク コウボウ ナイ ド カンリ コウサク セイド ショウカイ シバウラ キョウドウ ケンキュウ エ セイカ ゲンキュウ																5/12/16						櫻井正樹 サクライ マサキ		河野ギター　代表取締役 コウノ

						5		創業から成長そして現在・未来 ソウギョウ セイチョウ ゲンザイ ミライ		創業以来最先端の技術を目指して進んできた83年間を経て到達した最先端の技術を駆使する光通信機器事業部の現状とその苦難の道について紹介する。技術者の苦悩の陰にしか成功はないことを技術者が熱く語る。 サイセンタン ギジュツ メザ スス ネン カン ヘ トウタツ サイセンタン ギジュツ クシ ヒカリツウシン キキ ジギョウ ブ ゲンジョウ クナン ミチ ショウカイ ギジュツシャ クノウ カゲ セイコウ ギジュツシャ アツ カタ																5/19/16						大島文彦 オオシマ フミヒコ		七星科学研究所　　　　　　　　　　　　開発センター長 ナナ ホシ カガク ケンキュウジョ カイハツ チョウ

						6		ビリヤード競技の魅力と技術と歴史 キョウギ ミリョク ギジュツ レキシ		ビリヤードキュースティックの高級ブランド「MUSASHI」を持つアダムジャパンのビリヤードキュースティックを製造し続け40年。その創業と歴史そして未来を語る。また、ビリヤード競技の魅力とキュースティック製造の技術を紹介する。 コウキュウ モ セイゾウ ツヅ ネン ソウギョウ レキシ ミライ カタ キョウギ ミリョク セイゾウ ギジュツ ショウカイ																5/26/16						高平睦生 タカヒラ ムツ ウ		アダムジャパン　代表取締役 ダイヒョウ トリシマリヤク

						7		創業･歴史・精密技術･そして未来へ ソウギョウ レキシ セイミツ ギジュツ ミライ		間野庫之助が立川で創業以来、社会に貢献する精密部品製造に一貫して精神を注ぎ、バランスの取れた「小さな一流企業」を目指し経営を続け、2006年に「元気なものづくり企業300社」に選定された。その歴史と狭山への移転の決断そして未来について経営者が語る。 マノ クラノスケ タチカワ ソウギョウ イライ シャカイ コウケン セイミツ ブヒン セイゾウ イッカン セイシン ソソ ト チイ イチリュウ キギョウ メザ ケイエイ ツヅ ネン ゲンキ キギョウ シャ センテイ レキシ サヤマ イテン ケツダン ミライ ケイエイシャ カタ																6/2/16						林　愛子 ハヤシ アイコ		マノ精工　代表取締役 セイコウ ダイヒョウ トリシマリヤク

						8		水晶デバイスに見る成長と技術 スイショウ ミ セイチョウ ギジュツ		狭山事業所の生産品目と主な用途、水晶製品の技術と製造、そして水晶製品の今後の展望とNDKが目指すものについて、未来に向けて紹介する。 サヤマ ジギョウショ セイサン ヒンモク オモ ヨウト スイショウ セイヒン ギジュツ セイゾウ スイショウ セイヒン コンゴ テンボウ メザ ミライ ム ショウカイ																6/9/16						小林恒夫 コバヤシ ツネオ		日本電波工業　　　　　　　　　　　　　　　技術管理部 ニホン デンパ コウギョウ ギジュツ カンリブ

						9		新商品開発の取り組みについて シンショウヒン カイハツ ト ク		八千代工業は2020年のありたい姿として「卓越した技術と特徴ある製品でワールドワイドプレーヤーになる」ことを掲げている。研究開発力の強化は必要不可欠であると考え2012年6月に次世代研究開発を行う部門を新設した。「先進技術と革新商品の継続的創造」を目的として取り組む新規商品の技術開発について紹介する。 ヤチヨ コウギョウ ネン スガタ タクエツ ギジュツ トクチョウ セイヒン カカ ケンキュウ カイハツリョク キョウカ ヒツヨウ フカケツ カンガ ネン ガツ ジセダイ ケンキュウ カイハツ オコナ ブモン シンセツ センシン ギジュツ カクシン ショウヒン ケイゾクテキ ソウゾウ モクテキ ト ク シンキ ショウヒン ギジュツ カイハツ ショウカイ																6/16/16						（未定） ミテイ		八千代工業 ヤチヨ コウギョウ

				ものづくり企業の研究開発と起業ー事例研究：　インキュベーション　　　　入居企業ー キギョウ ケンキュウ カイハツ キギョウ ジレイ ケンキュウ ニュウキョ キギョウ		10		工学シュミレーションの世界
～構造解析を中心に～ コウガク セカイ コウゾウ カイセキ チュウシン		産業界の動向と対比させながら構造解析の発展の歴史を観察する。そして、具体的な現場の解析事例を紹介しながら、産業界におけるコンピュータを利用した工学シュミレーションの役割と重要性を論じる。 サンギョウカイ ドウコウ タイヒ コウゾウ カイセキ ハッテン レキシ カンサツ グタイテキ ゲンバ カイセキ ジレイ ショウカイ サンギョウカイ リヨウ コウガク ヤクワリ ジュウヨウセイ ロン																6/23/16						山縣延樹 ヤマ ガタ ノブ ジュ		エイシーティー　代表 ダイヒョウ

						11		半導体製造と電子線の応用 ハンドウタイ セイゾウ デンシセン オウヨウ		IC・LSI等と称される半導体デバイスはパソコンだけでなく、携帯電話・自動車・テレビ塔をはじめとする身の回りのあらゆる道具に用いられている。半導体の製造工程を解説するとともに電子線の同分野への応用について述べる。また、レナ・システムズでの電子線技術について紹介する。 トウ ショウ ハンドウタイ ケイタイ デンワ ジドウシャ トウ ミ マワ ドウグ モチ ハンドウタイ セイゾウ コウテイ カイセツ デンシセン ドウブンヤ オウヨウ ノ デンシセン ギジュツ ショウカイ																6/30/16						松岡玄也 マツオカ ゲン ヤ		レナ・システムズ　代表 ダイヒョウ

						12		これから注目される「熱危険性評価」について チュウモク ネツ キケンセイ ヒョウカ		2011年3月11日の東日本大震災で福島第一原子力発電所は未曽有の事故となった。一方、産業分野の製造現場にも発火・爆発の危険性が潜んでいる。これらの危険性を把握して、想定外の状況でも事故が起きないようにするのが化学物質の熱危険性評価である。身近な例から熱危険性評価を紹介する。 ネン ガツ ヒ ヒガシ ニホン ダイシンサイ フクシマ ダイイチ ゲンシリョク ハツデン ショ ミゾウ ジコ イッポウ サンギョウ ブンヤ セイゾウ ゲンバ ハッカ バクハツ キケンセイ ヒソ キケンセイ ハアク ソウテイ ガイ ジョウキョウ ジコ オ カガク ブッシツ ネツ キケンセイ ヒョウカ ミジカ レイ ネツ キケンセイ ヒョウカ ショウカイ																7/7/16						金子崎良 カネコ サキ ヨ		パルメトリクス　代表 ダイヒョウ

						13		液晶ディスプレー エキショウ		産業でも家庭でも、現代の生活にすっかり定着した液晶ディスプレー。FILM　LCDを含めた液晶ディスプレーの開発及び販路開拓についてご紹介する。 サンギョウ カテイ ゲンダイ セイカツ テイチャク エキショウ フク エキショウ カイハツ オヨ ハンロ カイタク ショウカイ																7/14/16						野呂道次 ノロ ミチ ジ		クローバージャパン　代表 ダイヒョウ

						14		未来への挑戦 ミライ チョウセン		レーザーを応用した光学製品の研究と開発を長年にわたって手掛けてきた。その企業の経営や技術開発の苦節を紹介する。 オウヨウ コウガク セイヒン ケンキュウ カイハツ ナガネン テガ キギョウ ケイエイ ギジュツ カイハツ クセツ ショウカイ																7/21/16						服部義次 ハットリ ヨシツグ		ツクモ工学 代表 コウガク ダイヒョウ

				まとめ・ものづくり地域の ポテンシャルと今後 チイキ コンゴ		15		狭山市の産業の強みと弱み　将来に向けての方向性 サヤマシ サンギョウ ツヨ ヨワ ショウライ ム ホウコウセイ		狭山市には多くの企業が存在するが、その大きな部分をになる狭山工業団地の企業の活動の強み・弱みを分析し、将来に向けての方向性そして地域として日本としての産業の方向性を探る。 サヤマシ オオ キギョウ ソンザイ オオ ブブン サヤマ コウギョウ ダンチ キギョウ カツドウ ツヨ ヨワ ブンセキ ショウライ ム ホウコウセイ チイキ ニホン サンギョウ ホウコウセイ サグ																7/28/16						森下　正		明治大学政治経済学部教授



















講師リスト様式

						2014年度講師リスト ネンド コウ シ

		科目No. カモク		共催講座 YB611b				科目名 カモクメイ		狭山を学ぶ　企業編b												副題 フクダイ		狭山を彩るものづくり企業シリーズb　－狭山工業団地エリア編－

		連携機関名 レンケイ キカン メイ		狭山商工会議所
狭山市				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		40名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0名 メイ		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日18：30～20：30				講義場所 コウギ バショ		埼玉・狭山
（狭山商工会議所、狭山市）





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		栗原博文 クリハラ ヒロフミ		ｸﾘﾊﾗﾋﾛﾌﾐ		狭山市産業労働センター サヤマシ サンギョウ ロウドウ				所長 ショチョウ		350-1305		狭山市入間川1-3-3 サヤマシ イルマ ガワ		04-2946-7643		h.kurihara@sayama-sanrou.jp		連携機関 レンケイ キカン

								有・無 アリ ナシ																				取りまとめ講師 ト コウシ

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		長谷川秀夫 ハセガワ ヒデオ		ﾊｾｶﾞﾜﾋﾃﾞｵ		分析産業人ネット ブンセキ サンギョウ ジン				検査分析資格推進委員 ケンサ ブンセキ シカク スイシン イイン		350-1308		狭山市中央3-6　E-104 サヤマシ チュウオウ		04-2959-8471		hasegawa@p1.s-cat.ne.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		花形　聰 ハナ ガタ サトシ		ﾊﾅｶﾞﾀｻﾄｼ		COM電子㈱ デンシ				会長 カイチョウ				日高市下大谷沢8-1 ヒダカシ シタ オオタニ サワ		042-989-8181		hanagata@com-denshi.co.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		林　愛子 ハヤシ アイコ		ﾊﾔｼｱｲｺ		マノ精工㈱ セイコウ				社長 シャチョウ				狭山市広瀬東中原751 サヤマ シ ヒロセ ヒガシ ナカハラ		04-2900-2233		info@mano-seiko.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		櫻井正樹 サクライ マサキ		ｻｸﾗｲﾏｻｷ		㈲河野ギター製作所 コウノ セイサクショ				社長 シャチョウ				狭山市柏原29-1 サヤマシ カシワバラ		04-2953-7708		maskurai@kohno-guitar.org

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		大島文彦 オオシマ フミヒコ		ｵｵｼﾏﾌﾐﾋｺ		㈱七星科学研究所 ナナ ホシ カガク ケンキュウジョ		開発センター カイハツ		センター長 チョウ				狭山市富士見1-15-38 サヤマシ フジミ		04-2950-0123		h-oosima@nanabosi.co.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		高平睦生 タカヒラ ムツ ウ		ﾀｶﾋﾗﾑﾂｦ		㈱アダムジャパン				社長 シャチョウ				狭山市下広瀬744 サヤマシ シモヒロセ		04-2969-6177

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		中村敬佳 ナカムラ ケイ ケイ		ﾅｶﾑﾗﾀｶﾖｼ		㈱チャレンヂ				社長 シャチョウ				狭山市根岸679-1 サヤマシ ネギシ		04-2900-2111		nakamura@vollstrom.co.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		小林恒夫 コバヤシ ツネオ		ｺﾊﾞﾔｼﾂﾈｦ		日本電波㈱ ニホン デンパ				技術企画課長 ギジュツ キカク カ チョウ				狭山市上広瀬1275-2 サヤマシ カミ ヒロセ		04-2900-1321		kobaya3@ndk.com

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		高見澤壮二 タカミザワ ソウ ニ		ﾀｶﾐｻﾞﾜｿｳｼﾞ		八千代工業㈱ ヤチヨ コウギョウ				技術主幹 ギジュツ シュカン		350-1328		狭山市広瀬台2-2-11 サヤマシ ヒロセ ダイ		04-2953-3113		sohji_takamizawa@yachiyo-ind.co.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		山縣延樹 ヤマガタ ノブ キ		ﾔﾏｶﾞﾀﾉﾌﾞｷ		エイシーティ㈱				社長 シャチョウ		350-1328		狭山市広瀬台2-16-15SIC21内 サヤマシ ヒロセ ダイ ナイ		03-6868-7304		yamagata@actact.co.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		松岡玄也 マツオカ ゲン ヤ		ﾏﾂｵｶｹﾞﾝﾔ		㈱レナ・シテムズ				社長 シャチョウ		350-1328		狭山市広瀬台2-16-15SIC21内 サヤマシ ヒロセ ダイ ナイ		04-2946-8930		genya.matsuoka@lena-systems.co.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		金子崎良 カネコ サキ ヨ		ｶﾈｺｻｷﾖｼ		㈱パルメトリクス				社長 シャチョウ		350-1328		狭山市広瀬台2-16-15SIC21内 サヤマシ ヒロセ ダイ ナイ		04-2941-3090		kaneko@palmetrics.co.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		野呂道次 ノロ ミチ ツ		ﾉﾛﾐﾁﾂｸﾞ								350-1328		狭山市広瀬台2-16-15SIC21内 サヤマシ ヒロセ ダイ ナイ				info@cloverjapan.com

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		服部義次 ハットリ ヨシツグ		ﾊｯﾄﾘﾖｼｼﾞ		㈱ツクモ工学 コウガク				社長 シャチョウ		350-1328		狭山市広瀬台2-16-15SIC21内 サヤマシ ヒロセ ダイ ナイ		04-2959-6008		hattori@twin9.co.jp

		2014		YB611b		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン		有・無 アリ ナシ		森下　正 モリシタ タダシ		ﾓﾘｼﾀﾀﾀﾞｼ		明治大学 メイジ ダイガク		政治経済学部 セイジ ケイザイ ガクブ		教授 キョウジュ						090-4179-6418		morisita@kisc.meiji.ac.jp

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ
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ZY222m動物臨床医学事例研究

				２０１６年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		共催講座ZY222m キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		動物臨床医学事例研究m ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ								副題 フクダイ		臨床現場に有用な症例検討のあり方１ リンショウ ゲンバ ユウヨウ ショウレイ ケントウ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		８０名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		日曜4講義　9:30ｰ11:00、11:10ｰ12:40、13:40ｰ15:10、15:20ｰ16:50 ニチ コウギ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		鳥取・倉吉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　（動物臨床医学研究所） トットリ クラヨシ ドウブツリンショウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き物的要素があり、急速な変化に対応不能な面もある。この科目では、後期に先がけて臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、獣医系大学学生、動物看護師に限る。 ドウブツ イリョウ ナカ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				教育 キョウイク		1		獣医学が社会に果たす役割　　第1部 ジュウイ ガク シャカイ ハ ヤクワリ ダイ ブ		獣医学分野の職域は、非常に多岐に亘る。同じ獣医師でも、その仕事の内容は大きく異なる。獣医師が個人や団体でどのような活動をし、今後、どうあるべきかを模索することは重要である。 ジュウイ ガク ブンヤ ショクイキ ヒジョウ タキ ワタ オナ ジュウイシ シゴト ナイヨウ オオ コト ジュウイシ コジン ダンタイ カツドウ コンゴ モサク ジュウヨウ																2016/4/17		伯耆しあわせの郷２Ｆ大会議室又は　　　動物臨床医学研究所３Ｆカンファレンスルーム ホウキ ゴウ ダイ カイギシツ マタ ドウブツリンショウ		山根　剛　		山根義久 ヤマネ ヨシヒサ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

						2		獣医学が社会に果たす役割　　第2部 ジュウイ ガク シャカイ ハ ヤクワリ ダイ ブ

				症例検討（１） ショウレイ ケントウ		3		外科的疾患の検討（１） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						髙島一昭　　　他複数名 タカシマ カズアキ ホカ フクスウメイ

						4		内科的疾患の検討（１） ナイカテキ シッカン ケントウ

				消化器 ショウカキ		5		内視鏡検査の診断精度を高めるために		内視鏡検査は低侵襲で実施可能な検査であるが手技によって診断精度が変化してしまう。内視鏡で診断効率を上げるために必要なことについて整理して概説する。																2016/5/15						毛利　崇 モウリ タカシ		もうり動物病院 ドウブツビョウイン

				IT機器関連		6		個人動物病院で導入できるIT機器活用		近年発達するIT機器の中には動物病院運用に非常に効果的なものがある。小規模な動物病院におけるそれらの活用例を紹介する。

				症例検討（２） ショウレイ ケントウ		7		外科的疾患の検討（２） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						小笠原淳子　　他複数名 オガサワラ ジュンコ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

						8		内科的疾患の検討（２） ナイカテキ シッカン ケントウ

				血液 ケツエキ		9		非再生性貧血の原因をきちんと鑑別しよう　　第1部 ダイ ブ		再生像を伴わない貧血すなわち非再生性貧血の原因には多くの病態が考えられる。それらを確実に鑑別することは、治療法の選択、予後判定に重要であり、さらに基礎疾患の診断に繋がる場合もある。診断には骨髄検査が必要なことが多く、骨髄像を見極める眼が必要である。																2016/7/24						下田哲也 シモダ テツヤ		山陽動物医療センター サンヨウ ドウブツ イリョウ

						10		非再生性貧血の原因をきちんと鑑別しよう　　第2部 ダイ ブ

				症例検討（３） ショウレイ ケントウ		11		外科的疾患の検討（３） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						水谷雄一郎　他複数名 ミズタニ ユウイチロウ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

						12		内科的疾患の検討（３） ナイカテキ シッカン ケントウ

				整形外科		13		犬・猫の大腿骨骨折		犬・猫の大腿骨骨折における術前計画・アプローチ・固定法について骨折部位（骨端・骨幹端・骨幹）ごとの注意点と特徴に重点をおいて解説する。																2016/8/28						櫻田　晃 サクラダ アキラ		さくらだ動物病院 ドウブツビョウイン

				症例検討（４） ショウレイ ケントウ		14		外科的疾患の検討（４） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						久野由博　他複数名 クノ ユウ ヒロシ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

						15		内科的疾患の検討（４） ナイカテキ シッカン ケントウ

















講師リスト様式

						2015年度講師リスト ネンド コウ シ



		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモクメイ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

		2015		1,2		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		山根　義久 ヤマネ ヨシヒサ		ﾔﾏﾈﾖｼﾋｻ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				理事長 リジチョウ		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		3,4		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		髙島　一昭 タカシマ カズアキ		ﾀｶｼﾏｶｽﾞｱｷ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				所長 ショチョウ		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		5,6		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		毛利　崇 モウリ タカシ		ﾓｳﾘﾀｶｼ		もうり動物病院 ドウブツビョウイン				院長 インチョウ		690-0823		島根県松江市西川津町4014　タイムストリーム1F シマネケン マツエシ ニシカワツチョウ		0852-25-9935

		2015		7,8		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		小笠原淳子 オガサワラ ジュンコ		ｵｶﾞｻﾜﾗｼﾞｭﾝｺ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		9,10		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		下田　哲也 シモダ テツヤ		ｼﾓﾀﾞﾃﾂﾔ		山陽動物医療センター サンヨウ ドウブツ イリョウ				院長 インチョウ		709-0821		岡山県赤磐市河本357-1		0869-55-1543

		2015		11,12		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		水谷雄一郎 ミズタニ ユウイチロウ		ﾐｽﾞﾀﾆﾕｳｲﾁﾛｳ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		13		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		櫻田　晃 サクラダ アキラ		ｻｸﾗﾀﾞｱｷﾗ		さくだら動物病院 ドウブツ ビョウイン				院長 インチョウ		732-0009		広島県広島市東区戸坂千足1-6-17-1		082-229-6629

		2015		14,15		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		久野　由博 クノ ユウ ヒロシ		ｸﾉﾖｼﾋﾛ		くのペットクリニック				院長 インチョウ		680-0903		鳥取県鳥取市南隈464 トットリケン トットリシ ミナミ クマ		0857-32-2828

		2015		1		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		小出　和欣 コイデ カズ キン		ｺｲﾃﾞｶｽﾞﾖｼ		井笠動物医療センター・小出動物病院 イ カサ ドウブツ イリョウ コイデ ドウブツ ビョウイン				院長 インチョウ		714-1211		岡山県小田郡矢掛町東三成1236-7		0866-83-1323

		2015		2,3		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		髙島　一昭 タカシマ カズアキ		ﾀｶｼﾏｶｽﾞｱｷ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				所長 ショチョウ		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		4		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		山形　静夫 ヤマガタ シズオ		ﾔﾏｶﾞﾀｼｽﾞｵ		山形動物病院 ヤマガタ ドウブツビョウイン				院長 インチョウ		704-8182		岡山県岡山市東区広谷468-12 オカヤマケン オカヤマシ ヒガシク ヒロ タニ		086-943-8653

		2015		5,6		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		小笠原淳子 オガサワラ ジュンコ		ｵｶﾞｻﾜﾗｼﾞｭﾝｺ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		7		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		髙島　一昭 タカシマ カズアキ		ﾀｶｼﾏｶｽﾞｱｷ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				所長 ショチョウ		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		8,9		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		山根　剛 ヤマネ ツヨシ		ﾔﾏﾈﾂﾖｼ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		683-0804		鳥取県米子市米原5-6-17 トットリケン ヨナゴシ ヨネハラ		0859-32-8082				米子動物医療センター住所 ヨナゴ ドウブツ イリョウ ジュウショ

		2015		10		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		山根　剛 ヤマネ ツヨシ		ﾔﾏﾈﾂﾖｼ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		683-0804		鳥取県米子市米原5-6-17 トットリケン ヨナゴシ ヨネハラ		0859-32-8082				米子動物医療センター住所 ヨナゴ ドウブツ イリョウ ジュウショ

		2015		11,12		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		水谷雄一郎 ミズタニ ユウイチロウ		ﾐｽﾞﾀﾆﾕｳｲﾁﾛｳ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		13		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		加藤　郁 カトウ カオル		ｶﾄｳｶｵﾙ		加藤どうぶつ病院 カトウ ビョウイン				院長 インチョウ		680-0902		鳥取市秋里1168		0857-38-2882

		2015		14,15		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		久野　由博 クノ ユウ ヒロシ		ｸﾉﾖｼﾋﾛ		くのペットクリニック				院長 インチョウ		680-0903		鳥取県鳥取市南隈464 トットリケン トットリシ ミナミ クマ		0857-32-2828












PT211c感染症総合管理１c

				２０１６年度前期 ネンド ゼンキ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		共催講座PT211c				科目名 カモクメイ		感染症総合管理1c カンセンショウ ソウゴウカンリ								副題 フクダイ		感染症との闘いー現在問題となっている感染症ー カンセンショウ タタカ ゲンザイ モンダイ カンセンショウ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		国立感染症研究所 コクリツカンセンショウケンキュウショ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		35		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日　18:30〜20:30 カヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・戸山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立感染症研究所） トウキョウ トヤマ コクリツカンセンショウケンキュウショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		感染症の発症メカニズムおよび過去・現在・未来に問題となる感染症をわかりやすく解説する。それとともに、感染症に対して人類がどのように闘っているのか、またその中で専門機関、特に国立感染症研究所（感染研）が果たしている機能についても解説する。 カンセンショウ ハッショウ カコ ゲンザイ ミライ モンダイ カンセンショウ カイセツ カンセンショウ タイ ジンルイ タタカ ナカ センモンキカン トク コクリツ カンセンケン ハ キノウ カイセツ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				総論 ソウロン		1		感染症序論 カンセンショウジョロン		感染症とは何かを概説し、我が国及び諸外国で問題となっている感染症の全体像を紹介する。また、感染症の原因微生物を生物学的観点から解説し、当科目の導入部とする。 カンセンショウ ナニ ガイセツ ワ クニオヨ ショガイコク モンダイ カンセンショウ ゼンタイゾウ ショウカイ カンセンショウ ゲンインビセイブツ セイブツガクテキ カンテン カイセツ トウ カモク ドウニュウブ																4/5/16		国立感染症
研究所　　　　　　戸山庁舎　　　会議室 コクリツカンセンショウ ケンキュウショ トヤマチョウシャ カイギシツ		倉根　一郎 クラネ イチロウ		倉根　一郎		国立感染症研究所　　　　　所長 コクリツ ショチョウ

						2		感染症の発症機講 カンセンショウホハッショウキジョ コウ		感染症がどのように起こるのかの発症機構をヒトおよび病原体側から解説する。特に、人体病理の面から人体の組織等の画像を用いて目で見て理解を深める。 カンセンショウ オ ハッショウキジョ キコウ ビョウゲンタイ ガワ カイセツ トク ジンタイ ビョウリ メン ジンタイ ソシキ トウ ガゾウ モチ メ ミ リカイ フカ																4/12/16						高橋　健太		国立感染症研究所　　　　　　　感染病理部研究官 コクリツカンセンショウ カンセンビョウリブブチョウ ケンキュウカン

						3		バイオセーフティと
バイオセキュリティ		感染症の検査や研究においては病原体等の取扱いは必須であり、病原体等の取扱いに関わるバイオセーフティおよびバイオセキュリティの理念や実践、また、関係する規則などについて概説する。 カンセン ショウ ケンサ ケンキュウ ビョウゲンタイ トウ トリアツカ ヒッス ビョウゲンタイ トウ トリアツカ カカ リネン ジッセン カンケイ キソク ガイセツ																4/19/16						棚林　清 タナバヤシ キヨシ		国立感染症研究所　　　　　　　バイオセーフティ管理室長 コクリツカンセンショウ カンリシツ カンセンビョウリブブチョウ

						4		国際的な感染症危機と感染症サーベイランス コクサイテキ カンセンショウ キキ カンセンショウ		感染症に国境はない。迅速な対応の為感染症危機に対する監視体制が重要である。感染症サーベイランスとはなにか、感染症危機探知のための国内の仕組み、国際的な枠組みについて、新興感染症等の具体例を用いながら解説する。 カンセンショウ コッキョウ ジンソク タイオウ タメ カンセンショウ キキ タイ カンシタイサク タイセイ ジュウヨウ カンセンショウ カンセンショウ キキ タンチ コクナイ シク コクサイテキ ワクグ シンコウ カンセンショウ トウ グタイテキ レイ モチ カイセツ																4/26/16						大石　和徳 オオイシ カズノリ		国立感染症研究所　　　　　　　感染症疫学センター長 コクリツカンセンショウ カンセンショウジョウホウエキガクブ エキガク シツチョウ

						5		病原体ゲノム ビョウゲンタイ		昨今の次世代シークエンス技術（Next-Generation Sequencing: NGS）による革新は目覚ましく、ヒトのゲノム解読はもちろん、高度な感染症診断へも応用されている。ゲノム情報は病原体の種・遺伝型・薬剤耐性・病原性といった複合的な情報を一度に提示してくれる可用性・継続性の高い情報源であり、感染症対策に応用された具体例を用いて概説する。																5/10/16						黒田　誠 クロダ マコト		国立感染症研究所
病原体ゲノム解析研究センター長

				各論 カクロン		6		媒介昆虫と感染症 バイカイ コンチュウ カンセンショウ		昆虫（蚊、ダニ、ハエ等）を媒介として病原体がヒトに感染する感染症にはどのようなものがあり、国内国外でどの程度問題になっているのか、その現状を紹介する。また、伝播メカニズムや予防法についても解説する。 コンチュウ カ ナド バイカイ ビョウゲンタイ カンセン カンセンショウ コクナイ コクガイ テイド モンダイ ゲンジョウ ショウカイ デンパ ヨボウホウ カイセツ																5/17/16						沢辺　京子 サワベ キョウコ		国立感染症研究所　　　　　　　昆虫医科学部部長 コクリツカンセンショウ コンチュウ イカガクブ コンチュウイカガク カンセンビョウリブブチョウ

						7		重篤な真菌感染症 ジュウトク シンキンカンセンショウ		真菌は俗にカビと呼ばれており、日常生活で遭遇する身近な微生物である。真菌が原因となる病気として白鮮（いわゆる水虫）がしられているが、生命を脅かす重篤な真菌感染症が増えており、医療現場では対応に苦慮する場合も多い。ヒトに病気を起こす真菌の種類や性質と、代表的な真菌がおこす病気について概説する。 シンキン ゾク ヨ ニチジョウセイカツ ソウグウ ミジ チカ ビセイブツ シンキン ゲンイン ビョウキ ハクセンキン ミズムシ セイメイ オビヤ ジュウトク シンキンショウ カンセンショウ フ イリョウゲンバ タイオウ クリョ バアイ オオ ビョウキ オ シンキン シュルイ セイシツ ダイヒョウテキ シンキン ビョウキ ガイセツ																5/24/16						宮崎　義継　　 ミヤザキ ヨシツグ		国立感染症研究所　　　　　　　真菌部部長 シンキンブブチョウ

						8		寄生虫と感染症 キセイチュウ カンセンショウ		我が国で問題となっている寄生虫感染症及び発展途上国で問題となっている寄生虫感染症の概要を説明する。また、海外に出かけるときの予防対策上、留意すべき点についても紹介する。 ワ クニ モンダイ キセイチュウ カンセンショウ オヨ ハッテントジョウコク モンダイ キセイチュウカンセンショウ ガイヨウ セツメイ カイガイ デ ヨボウタイサク ジョウ リュウイ テン テンニツイテモショウカイ																5/31/16						永宗　喜三郎 ナガムネ キサブロウ		国立感染症研究所　　　　　　　寄生動物部室長 キセイドウブツブ ブ シツチョウ

						9		細菌性食中毒 サイキンセイショクチュウドク		我が国に於ける細菌性食中毒としては、腸管出血性大腸菌により汚染された食材を原因とする集団食中毒事例が記憶に新しいが、サルモネラ、腸炎ビブリオ、カンピロバクター等、他にも食中毒を引き起こす病原性細菌は多い。細菌性食中毒の発生状況を紹介し、個々の病原性細菌による発症機序等について概説する。 ワ ク ニオ サイキンセイショクチュウドク チョウカンシュッケツセイ ダイチョウキン オセン ショクザイ ゲンイン シュウダンショクチュウドク ジレイ キオク アタラ チョウエン ナド ホカ ショクチュウドク ヒ オ ビョウゲンセイサイキン オオ サイキンセイ ショクチュウドク ハッセイジョウキョウ ショウカイ ココ ビョウゲンセイ サイキン ハッショウキジョ ナド ガイセツ																6/7/16						森田　昌知 モリタ マサト チ		国立感染症研究所　　　　　　　細菌第一部主任研究官 コクリツカンセンショウ サイキンダイイチ カンセンビョウリブブチョウ シュニンケンキュウカン

						10		ウイルス性食中毒 セイショクチュウドク		ノロウイルスは、ウイルス性食中毒の原因ウイルスとして広く知られている。サポウイルスやロタウイルスもウイルス性食中毒の原因となる事が明らかにされている。これらのウイルスの一般的な知識と最近の研究内容を紹介し乍ら、ウイルス性食中毒予防、治療薬、ワクチン等について考える。 セイ ショクチュウドク ゲンイン ヒロ シ セイショクチュウドク ゲンイン コト アキ イッパンテキ チシキ サイキン ケンキュウナイヨウ ショウカイ ナガ セイ ショクチュウドクヨボウ チリョウヤク ナド カンガ																6/14/16						片山　和彦 カタヤマ カズヒコ		国立感染症研究所　　　　　　　ウイルス第二部室長 コクリツカンセンショウ サイキンダイイチ ニ カンセンビョウリブブチョウ シツチョウ

						11		ヒトT細胞白血病ウイルス1型（HTLV-1）		ヒトT細胞白血病ウイルス1型（HTLV-1）は成人T細胞白血病・リンパ腫（ATL）、HTLV-1関連脊髄症（HAM/TSP）およびHTLV-1ぶどう膜炎（HU）などの関連疾患を引き起こす。これらの疾患はHTLV-1感染者（キャリア）から発症するが、キャリアの大部分は無症状である。HTLV-1感染症について診断、予防、治療を中心に最近の知見を交え解説する。 カンセンショウ シンダン ヨボウ チリョウホウ チュウシン カイセツ																6/21/16						大隈　和		国立感染症研究所　　　　　血液・安全性研究部室長 ケツエキ アンゼン セイ ケンキュウブチョウ

						12		ウイルス性出血熱 セイ シュッケツネツ		1976年に初めて発生が確認されたエボラ出血熱は，2014−15年に西アフリカで大きな規模で流行し，1万人を超える患者が死亡した．一方，日本でも致命率が約30％のウイルス感染症,重症熱性血小板減少症候群と呼ばれる感染症が流行している．これらのウイルス性出血熱の流行の背景と対策について解説する．																6/28/16						西條　政幸 サイジョウ マサユキ		国立感染症研究所　　　　　　　ウイルス第一部部長 イチ ブチョウ

						13		デング熱 ネツ		デング熱は、世界的には最も大きな流行を起こしている蚊媒介ウイルス感染症である。突然の高熱で発症し、その多くは関節痛、筋肉痛、頭痛を伴う。解熱傾向とともに、出血傾向を呈し重症化することがある。今後のデング熱国内発生に備えて、実験室診断法に関して病気との関係について詳述する。																7/5/16						高崎　智彦 タカサキ トモヒコ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第一部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ

						14		MERS		MERSコロナウイルスは、2012年にサウジアラビアで見つかった重症肺炎を引き起こす病原体である。アラビア半島周辺のヒトコブラクダに風邪の病原体として蔓延している。最新の知見を元に、この病原体の注意すべきポイントは何か、日本ではどのような対策がとられているのかを解説する。																7/12/16						松山　州徳 マツヤマ シュウトク トク		国立感染症研究所　　　　　　　ウイルス第三部室長 サン

						15		性感染症/エイズ セイカンセンショウ		エイズは、1981年に突如現れ、だれも予測できない規模で世界中にその感染を拡大している。2007年末の世界中のHIV感染者数は推計約3200万人であり、これまでに既に約6000万人のヒトが感染したと予測されている。エイズとHIVの疫学、ウイルス学、発症病理等を説明し乍ら、最新の治療法と予防法について紹介する。 ネン トツジョ アラワ ヨソク キボ セカイジュウ カンセン カクダイ ネン マツ セカイジュウ カンセンシャスウ スイケイ ヤク マンニン スデ ヤク マンニン カンセン ヨソク エキガク ガク ハッショウビョウリ ナド セツメイ ナガ サイシン チリョウホウ ヨボウホウ ショウカイ																7/19/16						村上　努 ムラカミ ツトム		国立感染症研究所　　　　　　　エイズ研究センター室長 ケンキュウ シツチョウ

















講師リスト様式

						2016年度講師リスト ネンド コウ シ

		科目No. カモク		共催講座PT211c				科目名 カモクメイ		感染症総合管理1c												副題 フクダイ		感染症との闘いー現在問題となっている感染症ー

		連携機関名 レンケイ キカン メイ		国立感染症研究所				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		35		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日　18:30〜20:30				講義場所 コウギ バショ		東京・戸山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立感染症研究所）





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

								有・無 アリ ナシ																				連携機関 レンケイ キカン

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		倉根　一郎		くらね　いちろう		国立感染症研究所 コクリ				所長 ショチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		kurane@nih.go.jp		取りまとめ講師 ト コウシ

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		高橋　健太		たかはし　けんた		国立感染症研究所 コクリ		感染病理部 カンセンビョウリブ		研究官 シュニンケンキュウカン		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		tkenta＠nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		棚林　清		たなばやし　きよし		国立感染症研究所 コクリ		バイオセフティー管理室		室長 シツ ブチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		ktana@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		大石　和徳		おおいし　かずのり		国立感染症研究所 コクリ		感染症疫学センター カンセンショウエキガク		センター長 チョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		oishik@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		黒田　誠		くろだ　まこと		国立感染症研究所 コクリ		病原体ゲノム解析センター ビョウゲンタイ カイセキ		センター長 チョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		makokuro@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		沢辺　京子 サワベキョウト キョウコ		さわべ　　きょうこ		国立感染症研究所 コクリ		昆虫医科学部 コンチュウイカガクブ		部長 ブチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		sawabe@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		宮崎　義継 ミヤザキ ヨシオ ツ		みやざき　　よしつぐ		国立感染症研究所 コクリ		真菌部 シンキンブ		部長 ブチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		ym46@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		永宗　喜三郎 エイソウ キサブロウ		ながむね　　きさぶろう		国立感染症研究所 コクリ		寄生動物部 キセイドウブツブ		室長 シツチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		nagamune@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		森田　昌知 モリタ マサ チ		もりた　　　　まさとも　		国立感染症研究所 コクリ		細菌第一部 サイキンダイイチブ		主任研究官 シュニンケンキュウカン		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		mmorita@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		片山　和彦 カタヤマ カズヒコ		かたやま　　かずひこ		国立感染症研究所 コクリ		ウイルス第二部 ダイニブ		室長 シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		katayama@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		大隈　和		おおくま　かず		国立感染症研究所 コクリ		血液・安全性研究部		室長 シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		kokuma@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		西條　政幸 サイジョウ マサユキ		さいじょう　　まさゆき		国立感染症研究所 コクリ		ウイルス第一部 ダイイチブ		部長 ブチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		msaijo@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		高崎　智彦		たかさき　ともひこ		国立感染症研究所 コクリ		ウイルス第一部		室長 シツ ブチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		takasaki@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		松山　州徳		まつやま　しゅうとく		国立感染症研究所 コクリ		ウイルス第三部		室長 シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		matuyama@nih.go.jp

		2016				感染症総合管理1a カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		村上　努 ムラカミ ツトム		むらかみ　　つとむ		国立感染症研究所 コクリ		エイズ研究センター ケンキュウ		室長 シツチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		imura@nih.go.jp

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ
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シラバス様式(例)

				２０１4年度○期 ネンド キ				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。 シヨウ ハバ タカ ヘンコウ																						新規/継続 シンキ ケイゾク



				科目No. カモク		共催/関連講座○○○ カンレン				科目名 カモクメイ		フォントサイズ１４								副題 フクダイ		フォントサイズ１２

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		フォントサイズ１２				水準 スイジュン		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員 キョウシツ テイイン		フォント　　　サイズ１２		配信定員 ハイシン テイイン		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時 コウギ ニチジ		○曜日○：○～○：○ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		フォントサイズ１２

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		フォントサイズ１２



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				フォントサイズ１１		1		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。） ジ キニュウ イチブ インサツ フカ																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　 コウシ ト シャ ショゾク タダ ト シャ コウシ バアイ ショゾク ショウリャク		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		2		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

















継続科目については、変更点を赤字で記載してください



BT515社会革新学事例研究1

				２０１６年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＢＴ515 コウザ				科目名 カモクメイ		社会技術革新学事例研究1 シャカイ ギジュツ カクシン ガク ジレイ ケンキュウ								副題 フクダイ		リチウムイオン二次電池開発の歴史に見る技術革新の成否の要因 ニジ デンチ カイハツ レキシ ミ ギジュツ カクシン セイヒ ヨウイン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		社会技術革新学会 シャカイ ギジュツ カクシン ガッカイ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		100		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		金曜日18：00～19：30 キン ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・同志社大学東京オフィス
(東洋システム) トウキョウ ドウシシャ ダイガク トウキョウ トウヨウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		リチウムイオン２次電池（ＬＩＢ）の用途は、オーディオ・ヴィジュアル機器を嚆矢とし、パソコン、携帯電話用へと拡大し、いまでは、モバイル機器にとって必須のデバイスとなっている。「ケータイも電池がなければ唯の箱」と言われる所以である。さらに、昨今は電動自動車用電源や定置型電池としての検討も進み、新たな用途の拡大に伴い、ＬＩＢ への要求や課題が多岐に渡ってきている。日本企業はマテリアル・サイエンスの理論を現実的な技術に展開することによって、ＬＩＢ を世界で初めて開発することに成功した。こうしたＬＩＢ 創出には、R&D マネジメントに関しても周辺との軋轢を超えるために大きな努力を要した。こうした経験を踏まえて、LIB 実用化に至るまでに遭遇した課題を、技術的なものにとどまらず、研究開発管理上の問題、さらには経営上の問題にも視点を置いて紹介しつつ、新規ビジネス創出に至るまでの課題やその克服方法について論じる。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				リチウムイオン電池の開発の歴史 デンチ カイハツ レキシ		1		過去～登場 カコ トウジョウ		ＬＩＢ は 1991 年に世界で初めてソニーにより市場導入された。ＬＩＢ 開発はどのようになされ、どのような困難を克服して成功に至ったかを、材料技術（正極、負極、、電解液、セパレーターなど）およびＲ＆Ｄ マネジメントの面から検証する。																4/15/16		同志社大学
東京オフィス ドウシシャ ダイガク トウキョウ		西 美緒
永井 愛作 ニシ ミオ ナガイ アイサク		西 美緒 ニシ ヨシオ		ソニー社友 シャユウ

						2		現在 ゲンザイ		市場導入以来、およそ 20 年経過した現在の ＬＩＢ は、当時と比較して、エネルギー密度、サイクル特性、負荷特性、温度特性などにおいて大きな進歩を遂げた。現在ではノート型パソコン、携帯電話などのモバイル機器の電源として不可欠のものとなっている。それらの改善はどのようにしてなされたのかを、主として材料面から考察する。																4/22/16

						3		将来 ショウライ		蓄電池に対する社会の要望はますます強くなっている。大成功を収めたLIBが小型機器から自動車、更には電力貯蔵用の大型電池へと、その応用の期待が広がる中で、既存のLIBの更なる発展が望まれると共に、新しい形態を持つ蓄電池の開発競争も盛んになっている。未来にむけた蓄電池の開発理念や現状、更には果たすべき役割などを紹介する。 サラ サラ ショウカイ																5/13/16						内本 善晴 ウチ モト ヨシハル		京都大学 キョウト ダイガク

						4		ポストLIB		約 20 年間、世界をリードしてきた日本の LIB であるが、ＥＶ 用など大型電池の登場、安全性問題、後発国の追い上げなど、新たな局面を迎えている。今後のＬＩＢの方向性と各種提案されているポストＬＩＢの可能性も含めて将来像を紹介する。 ショウカイ																5/20/16						射場 英紀 イバ ヒデキ		トヨタ自動車 ジドウシャ

				LIBを支える材料の役割と開発秘話		5		正極材 セイキョクザイ		様々な酸化物をリチウムイオン電池に適応するための課題、新技術、更なる高エネルギー密度化の技術動向等を解説する。また、従来の正極材料の高容量化技術として、　充電電圧を高めて使用する場合の課題とそれを解決するための技術を紹介する。 サマザマ サンカブツ																5/27/16						薮内 直明 ヤブウチ ナオアキ		東京電機大学 トウキョウ デンキ ダイガク

						6		炭素系負極 タンソケイ フキョク		炭素材料には、一次元のポリアセチレン、二次元のグラフェン、三次元のダイヤモンド、更には結晶の黒鉛、非晶質炭素など様々な形態を示す。それら各種炭素材料の充放電曲線やＬｉ-ＮＭＲの測定結果や理論計算などを用いて、それぞれの充放電機構を記述し、用途に応じた炭素材料の選択指針を紹介する。 ショウカイ																6/10/16						永井 愛作 ナガイ アイサク		永井技術事務所 ナガイ ギジュツ ジムショ

						7		非炭素系負極 ヒ タンソケイ フキョク		多様化する電池・電源システムに対応するため炭素系負極材料に代わる材料として高容量が期待できる合金系材料や高耐久。長寿命な金属酸化物系材料について材料設計から電池性能と課題について紹介する。																6/17/16						山田 将之 ヤマダ ショウ ユキ		日立マクセル ヒタチ

						8		電解液 デンカイエキ		リチウムイオン電池が登場する以前のリチウム電池開発の発端、リチウム一次電池の実用化、リチウム電池の二次電池化の失敗などの経緯を説明し、リチウムイオン電池が成功した理由やその後の進歩や多様化など解説する。また、将来のポストリチウムイオン電池の可能性について、電解液材料の視点から研究開発の歴史について紹介する。 ショウカイ																6/24/16						安倍 武志 アベ タケシ		京都大学 キョウト ダイガク

						9		セパレータ		LIB用セパレータは、異常時に電池反応を停止する機能を持つポリエチレン微多孔膜が使用されている。古くて新しいポリエチレン材料を薄膜・高度強化する技術、微多孔化する技術を解説すると共に、LIBの充放電変換効率、サイクル寿命、安全性等に及ぼすセパレータの性能と機能、最近の機能材料との複合化技術等を実例を挙げながら紹介する。 モ トモ ナド ナド																7/8/16						河野 公一		東レバッテリー
セパレータフィルム ヒガシ

						10		ポリマー電池 デンチ		安全性や電解液の耐漏液性を含めた電池全体の信頼性を向上させる技術として電解液の固体化がある。実用化開始から既に10数年経つポリマーゲル電解質電池の商品化技術について紹介する。また、電解液の溶媒成分を含まないポリマー電解質および無機固体電解質の実用化への可能性についても考察する。 ショウカイ																7/15/16						中島 薫 ナカジマ カオル		元 ソニー モト

						11		バインダーと導電助剤 ドウデン ジョザイ		ＬＩＢに使用される導電助剤やバインダーは、その使用量が少ない割に電池の中で重要な役割を果たしている。化学的に非常に厳しい環境下で使用され、電極圧密化や、高速な巻回操作にも耐え、且つ優れたサイクル特性や電池の安全性にも貢献している。こうした用途に使用される各種の導電助剤やバインダーについて紹介する。 ショウカイ																7/22/16						永井 愛作 ナガイ アイサク		永井技術事務所 ナガイ ギジュツ ジムショ

						12		電池評価システム デンチ ヒョウカ		LIBは技術の進歩により携帯端末機器などの民生用から車載、定置用と幅広く開発されており、用途に応じ様々な評価が行われ、特に信頼性を重視する車載用となると、膨大且つ長期間を要する評価データが必要である。それらの評価方法について、何が重要かを紹介する。 カイハツ ヨウト オウ サマザマ オコナ カ ショウカイ																7/29/16						丹野諭 タンノ サトシ		東洋システム トウヨウ

				LIBの将来と産業の展望		13		ｘEVへの応用と安全性規格 オウヨウ アンゼンセイ キカク		世界的なエネルギー・環境問題への懸念から、ＥＶやＨＥＶ等の高性能環境車輌への関心が大変高まっています。最新技術を支える核心の一つは高性能二次電池の出現と性能向上であり、リチウムイオン電池は他の電池と比較し、まったく異なる際立った特性を顕している。環境車両適用に必要とされる二次電池の諸特性、安全性能に関して紹介する。 アンゼン セイノウ ショウカイ																8/5/16						野口 実 ノグチ ミノル		本田技術研究所 ホンダギジュツケンキュウジョ

						14		ESSへの応用 オウヨウ		再生可能エネルギーの普及に伴い、発電量の変動が大きな課題となってきている。変動を吸収する手段として蓄電システム(ESS)の活用が検討されている。そのESSを市場での課題や将来性等について紹介する。 サイセイ カノウ フキュウ トモナ ハツデン リョウ ヘンドウ オオ カダイ ヘンドウ キュウシュウ シュダン チクデン カツヨウ ケントウ シジョウ カダイ ショウライセイナド ショウカイ																8/12/16						高見 則雄 タカミ ノリオ		東芝 トウシバ

						15		最新のLIB市場情報 サイシン シジョウ ジョウホウ		LiBの市場の変化、日本、韓国、中国の関係、ビジネスモデルの違いなどを紹介する。 シジョウ ヘンカ ニホン カンコク チュウゴク カンケイ チガ ショウカイ																8/19/16						稲垣 佐知也 イナガキ サチ ヤ		矢野経済研究所 ヤノ ケイザイ ケンキュウジョ




















CT543サスティナブル消費論

				２０１６年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座CT543 コウザ				科目名 カモクメイ		サステナブル消費論 ショウヒ ロン								副題 フクダイ		今後の持続可能な社会で消費者はどのようにあるべきかを考える コンゴ ジゾク カノウ シャカイ ショウヒシャ カンガ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		サステナビリティ
消費者会議 ショウヒシャ カイギ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		土曜日１３：００～１７：１０ ドヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・お茶の水女子大学
（お茶の水女子大学ライフワールドウオッチセンター） トウキョウ チャ ミズ ジョシ ダイガク チャ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		21世紀に入り、日本は長期的な経済不振に加え、グローバル化、情報化、少子高齢化による急速な社会構造変化が進展し、地球環境やエネルギー・資源問題を含めた消費をめぐる社会問題が山積している。消費生活は、大量生産・大量消費・大量廃棄の時代から、購入、使用、廃棄、再生の各場面において、社会、経済、環境等に与える影響を考慮した選択と行動が求められる「持続可能な消費」の時代へと変化しつつある。消費者は公正かつ持続可能な「消費者市民社会」の構築に積極的に参画することが求められる。行政や企業に寄せられる様々な消費者トラブル事例から、持続可能な消費に向けての課題や消費者、企業、行政の協働、消費者の意識・行動はどうあるべきか、どんなことから始めればよいのか、などについて受講者とともに考察する。 セイキ ハイ ニホン チョウキテキ フシン クワ カ ジョウホウカ ショウシ コウレイ カ シャカイ コウゾウ ヘンカ シンテン チキュウ カンキョウ ショウヒ セイカツ ジダイ センタク コウドウ モト ジゾク カノウ ショウヒ ジダイ ヘンカ シャ コウセイ ショウヒシャ シミン シャカイ コウチク ギョウセイ キギョウ ヨ サマザマ ショウヒシャ ジレイ ジゾク カノウ ショウヒ ム カダイ ショウヒシャ キギョウ ギョウセイ キョウドウ ショウヒシャ イシキ コウドウ ハジ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字以内) コウギ ガイヨウ ジ イナイ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				持続可能な社会と
消費者の関係 ジゾク カノウ シャカイ ショウヒシャ カンケイ		1		持続可能な社会とは ジゾク カノウ シャカイ		私たちの社会や環境は未来の世代に引き継げるのか、多様な社会問題や環境問題などの事例を基に、消費者が社会の一員として、より良い社会を未来世代に引き継ぐために、持続可能な社会を目指してどのような行動をするべきか、また企業や行政はどうあるべきかを、受講者とともに検討する。 ワタシ シャカイ カンキョウ ミライ セダイ ヒ ツ タヨウ シャカイ モンダイ カンキョウ ジレイ モト ショウヒシャ シャカイ イチイン ヨ シャカイ ミライ セダイ ヒ ツ ジゾク カノウ シャカイ メザ コウドウ キギョウ ギョウセイ ケントウ																4/16/16		お茶の水女子大学
生活本館124号室（第1講義室）
 チャ ジョシ ダイガク		古谷由紀子
大島　昌子 フルヤ ユキコ オオシマ マサコ		古谷由紀子 フルヤ ユキコ		サステナビリティ消費者会議、経営倫理実践研究センター ショウヒシャ カイギ ケイエイ リンリ ジッセン ケンキュウ

						2		現在社会の問題点 ゲンザイ シャカイ モンダイテン		わたしたちは”安い””よい品質””安全・安心”などを理由に商品を選んでいるが、大量消費・大量廃棄という生活自体の問題点は何か。さらに持続可能な社会に向け、消費者、企業、行政はどのような取組みをしており、そこにはどのような課題があるかなどについて、受講者とともに引き続き検討し、当科目の導入とする。 ヤス ヒンシツ アンゼン アンシン リユウ ショウヒン エラ タイリョウ ショウヒ タイリョウ ハイキ セイカツ ジタイ モンダイ テン ナニ ジゾク カノウ シャカイ ム ショウヒシャ キギョウ ギョウセイ トリク カダイ トウ カモク ドウニュウ

				消費者トラブル事例の背景と問題点の考察 ショウヒシャ ジレイ ハイケイ モンダイテン コウサツ		3		契約に伴う消費者被害 ケイヤク トモナ ショウヒシャ ヒガイ		契約を発端にした金銭的被害や怪我などの身体的被害の最近の消費者問題を事例に、その背景や被害に遭わないためにはどうしたらよいかなどを、受講者全員で考察する。 キンセンテキ ヒガイ ケガ シンタイテキ ヒガイ サイキン ショウヒ シャ モンダイ ジレイ ハイケイ ヒガイ ア ジュコウシャ ゼンイン コウサツ																4/23/16						丸山琴野 マルヤマ コト ノ		国民生活センター
相談情報部 コクミンセイカツ ソウダン ジョウホウ ブ

						4		無料で格安という勧誘による消費者被害 カンユウ ショウヒシャ ヒガイ		社会や環境にも配慮した消費、すなわち「持続可能（サステナブル）な消費」にはどのようなものがあるか、あるいはどのようにすれば実現できるかという観点から、最近の消費者トラブル事例について紹介し、受講者全員で考察する。 シャカイ カンキョウ ハイリョ ショウヒ ジツゲン カンテン サイキン ショウヒシャ ジレイ ショウカイ ジュコウシャ ゼンイン コウサツ																						小笠原むつみ		消費生活センター ショウヒ セイカツ

						5		表示は必要な情報を
知るための大切な権利 ヒョウジ ヒツヨウ ジョウホウ シ タイセツ ケンリ		電子レンジの表示に関するアンケート調査結果や「まぜるな危険」などの消費財の注意表示の事例等を参考に、安全と表示の関係を考察し、事故に遭わない自律した消費者となるためにすべきことについて受講者と共に検討する。 デンシ ヒョウジ カン チョウサ ケッカ キケン ショウヒ ザイ チュウイ ヒョウジ ジレイ トウ サンコウ コウサツ																5/7/16						林千弘 ハヤシ チヒロ		消費生活アドバイザー ショウヒ セイカツ

						6																										大島昌子		消費生活アドバイザー
（元花王） ショウヒ セイカツ モト カオウ

				企業活動事例の考察 キギョウ カツドウ ジレイ コウサツ		7		企業のCSR活動と
スレークホルダー
との協働 キギョウ カツドウ キョウドウ		将来の安全・安心な社会のために、企業はどんな活動をしているのか、消費者はどのような企業のどのような商品・サービスを選びつつ、使って暮らすのがよいのか、企業の活動事例を企業担当者からの講義、サステナビリティレポート、パンフレット、ＨＰ等を教材に、消費者の立場、企業の立場、さらに行政の立場で考察する。 ショウライ アンゼン アンシン シャカイ キギョウ カツドウ ショウヒシャ キギョウ ショウヒン エラ ツカ ク キギョウ カツドウ ジレイ キギョウ タントウシャ コウギ トウ キョウザイ ショウヒシャ タチバ キギョウ タチバ ギョウセイ タチバ コウサツ																5/14/16						古谷由紀子		経営倫理実践研究センター ケイエイ リンリ ジッセン ケンキュウ

						8																										小笠原むつみ		消費生活センター ショウヒ セイカツ

				消費者市民社会と
消費者 ショウヒシャ シミン シャカイ ショウヒシャ		9		国際的な動きと
消費者教育推進法 コクサイテキ ウゴ ショウヒシャ キョウイク スイシン ホウ		持続可能性に向けて多様な主体による合意形成を目指すマルチステークホルダー・プロセスや企業のCSRにおけるステークホルダーとの協働が重要視されている。企業のCSRの基準としても活用されている「ISO 26000（組織の社会的責任に関する手引き）」（2010年発行）なども参考に、これらの仕組みの意義を考察する。 ジゾク カノウ セイ ム タヨウ シュタイ ゴウイ ケイセイ メザ キギョウ キョウドウ ジュウヨウ シ キギョウ キジュン カツヨウ ネン ハッコウ サンコウ シク イギ コウサツ																5/21/16						古谷由紀子 フルヤ ユキコ		サステナビリティ消費者会議、経営倫理実践研究センター ショウヒシャ カイギ ケイエイ リンリ ジッセン ケンキュウ

						10				2012年施行の「消費者教育推進法」では消費者が「消費者市民社会」構築に主体的に参画するための消費者教育、2015年9月国連で採択された「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」では、先進国も途上国も、そして政府も企業も消費者も一緒に、持続可能な社会にむけて取組むことが求められている。国際的な動きと日本の状況について解説する。 セコウ ショウヒシャ キョウイク センシンコク トジョウコク セイフ キギョウ ショウヒシャ イッショ ジゾク カノウ シャカイ トリク モト カイセツ

				消費者の役割 ショウヒシャ ヤクワリ		11		消費者にできること ショウヒシャ		消費者の権利と責任、消費者団体の役割と責任について、エシカル（倫理的）消費、フェアトレード（公正貿易）などの事例を紹介し、それらを基に、消費者が果たすべき役割の重要性について討論する。
 ショウヒシャ ケンリ セキニン ショウヒシャ ダンタイ ヤクワリ セキニン リンリテキ コウセイ ボウエキ ジレイ ショウカイ モト トウロン																5/28/16						古谷由紀子　　　　他全講師 フルヤ ユキコ ホカ ゼン コウシ		サステナビリティ
消費者会議 ショウヒシャ カイギ

						12

				まとめと討論 トウロン		13		消費者市民チェックリストの検討・作成 ショウヒシャ シミン ケントウ サクセイ		今まで、皆で学び、考えたことの総まとめとして、消費者啓発資料として「持続可能な消費のための消費者市民チェックリスト」を、グループに分かれて作り、グループごとに成果発表を行う。 イマ ミナ マナ カンガ ソウ ショウヒシャ ケイハツ シリョウ ジゾク カノウ ショウヒ ショウヒシャ シミン ワ ツク セイカ ハッピョウ オコナ																6/4/16

						14




















VT465b原子力・放射能基礎論

				２０１６年度前期 ネンド ゼンキ						　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク				関連講座VT465b カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		原子力・放射能基礎論b ノウ キソ ロン								副題 フクダイ		原子力と放射線の今を考える ホウシャセン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ				化学工学会SCE・Net カガク コウガク カイ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		50名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		―		講義日時 コウギ ニチジ		土曜日 13：00～17:10
（2講義集中） ド ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・茗荷谷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（化学工学会SCE・Net） トウキョウ ミョウガダニ カガク コウガク カイ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ				福島第一原発事故以来５年を経過した。直後の混乱状態から脱したものの、まだ根本解決への道筋が見えない状態にある。解決には、長い時間と多くの議論を要する。現場の現状を幅広い視点から理解した上で、対策について議論していく姿勢が重要である。事故の影響と収束への道筋を考えるために、原子力の体系的な知識と情報を提供する。第１部で原子力と放射能の基礎事項を再確認する。第２部で放射能の健康影響、福島原発の事故原因と新規制基準との関連や福島原発廃炉に関わる論点を整理し今後の方向性を探る。(２部編成で、各部毎に分割受講可。）　 ブ ヘンセイ カクブ ゴト ブンカツ ジュコウ カ



				科目構成 カモク コウセイ				№		講義 コウギ		講義概要(150字)　 コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				第１部 ダイ ブ		
基礎講義 キソ コウギ		1		原子力・放射能の物理と化学 ゲンシリョク ホウシャノウ ブツリ カガク		原子や原子核の構造、周期表、人体と地球の組成、核種表、放射性同位体、原子核崩壊、化学反応と核反応の違いには大差があること、放射線の種類と特徴、放射線の呼称と物理・化学の単位、強い放射線とは、放射線が物体にあたった時起こることなど、原子力と放射能に関わる物理と化学の基礎を学ぶ。 ゲンシ ゲンシカク コウゾウ シュウキ ヒョウ カクシュ ヒョウ ホウシャ セイ ドウイタイ ゲンシカク ホウカイ ホウシャセン シュルイ トクチョウ ブツリ カガク ツヨ ホウシャセン ホウシャセン ブッタイ トキ オ ゲンシリョク ホウシャノウ ノウミ カカ ブツリ カガク キソ マナ																2016/5/14		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク		郷　茂夫                                                  横堀　仁 ヨコボリ ジン		郷　茂夫		SCE-Net

								2		放射線測定の基礎 ホウシャセン ソクテイ キソ		放射線測定の基礎を学び、併せて放射線測定器を使った測定実習をする。放射線の種類、性質（空気中、水中で進む距離）並びに定義（法令との違い）について整理する。自然界に存在する放射線と福島で問題になっている放射線の違いや測定の方法について理解を深める。 ホウシャセンオ セン マナ アワ ホウシャセン シュルイ セイシツ ナラ テイギ ホウレイ チガ セイリ フクシマ モンダイ ホウシャセン チガ ソクテイ ホウホウ																						青山　敬 アオヤマ ケイ		日本技術士会原子力・放射線部会

								3		放射線の健康影響と防護 ホウシャセン ケンコウエイキョウ ボウゴ		放射線が人体に及ぼす影響と防護についての基礎知識を学ぶ。吸収線量から実効線量を求めて放射線防護に役立てる話から始めて、一般生活上の被ばくに対する線量制限1ｍＳｖ を設定するに至るまでの、防護の原則や対策を解説する。その中で、生活環境をとりまく放射能環境の歴史についても述べる。 ホウシャセン ジンタイ オヨ エイキョウ ボウゴ キソ チシキ マナ モト ヤクダ ハナシ ハジ イッパン セイカツ ジョウ ヒ タイ センリョウ セイゲン イタ ナカ セイカツ カンキョウ ノ																2016/5/21						谷田貝 文夫		早稲田大学・学習院大学

								4		核分裂と原子力発電 カクブンレツ ゲンシリョク ハツデン		核分裂反応の特徴や問題点、原子力発電のしくみについて学ぶ。原発の種類と原子炉の様式や火力との違いについて解説する。原子炉燃料の構造など基礎的事項について学ぶ。原子力以外の他のエネルギーとの比較や海外の原子力動向について紹介する。 カク テン マナ ゲンパツ シュルイ ゲンシロ ヨウシキ カリョク チガ カイセツ ゲンシロ ネンリョウ キホンコウゾウ キソテキジコウ マナ ゲンシリョクイガイ タ ヒカク カイガイ ゲンシリョク ドウコウ ショウカイ																						桑江 良明		日本技術士会原子力・放射線部会、SCE-Net

								5		核燃料サイクルの現状 カクネンリョウ ゲンジョウ		ウラン資源探査、燃料製造、原子炉での燃焼、資料後の再処理、ならびに廃棄物としての処理処分までの核燃料サイクルを紹介する。使用済燃料は、直接処分と再処理処分の２方式がある。これら、高レベル廃棄物の処理処分の体系について解説する。 タンサ ネンリョウセイゾウ ゲンシロ ネンショウ シリョウゴ サイショリシセツ ハイキブツ ショリショブン カク ネンリョウ ショウカイ シヨウズ ネンリョウオ チョクセツ ハイキショブン サイショリ ショブン ホウシキ コウ ハイキブツ ショリ ショブンオ タイケイ カイセツ																2016/5/28						河田 東海夫		日本原子力学会

								6		原子力発電の安全性 ゲンシリョク ハツデン アンゼン セイ		原子力発電の安全がどのように確保されてきているか２つの視点を取り上げる。
一つは短期、長期のメンテナンスによる原子力発電設備の信頼性確保、もう一つは、起こりうる事故の想定と対策について１F事故前と今の安全対策（法令も含めて）について述べる。																						亀山　雅司		日本技術士会原子力・放射線部会、SCE-Net

				第2部 ダイ ブ		実践講義

 ジッセン コウギ		7		福島原発の現況
（オンサイトの状況） フクシマ ゲンパツ ゲンキョウ ジョウキョウ		１Fの事故後の経過、国と現場の体制、現況（設備、施設など）、場内の放射能の強さ、汚染水問題、廃炉の技術的問題、廃炉工程、現地作業と時間、などについて、国、東電関係機関から公表されている情報を、分かりやすく整理して伝える。 ジコ ゴ ケイカ ゲンキョウ セツビ シセツ ジョウナイ ホウシャノウ ツヨ オセン スイ モンダイ ハイロ ギジュツテキ モンダイ ハイロ コウテイ ゲンチ サギョウ ジカン クニ トウデン カンケイキカン コウヒョウ ジョウホウ ワ セイリ ツタ																2016/6/4						横堀　仁 ヨコボリ ヒトシ

								8		トリチウム問題（ヨウ素、セシウム以外の放射能処理） モンダイ ソ イガイ ホウシャノウショリ		トリチウムを含む汚染水の問題について、トリチウムの発生源、性質、健康への影響、分離技術を解説し、現在の福島原発での状況と対応方針を知る。またトリチウムに関する、世界の対応状況について触れる。その他、ストロンチウムなどヨウ素、セシウム以外の放射能処理について述べる。 フク オセン スイ モンダイ ハッセイゲン セイシツ ケンコウ エイキョウ ブンリ ギジュツ カイセツ ゲンザイ フクシマ ゲンパツ ジョウキョウ タイオウ ホウシン シ カン セカイ タイオウ ジョウキョウ フ タ ソ イガイ ホウシャノウショリ ノ																						郷　茂夫		SCE-Net

								9		除染と廃棄物処理
（オフサイトの状況） ジョセン ハイキブツ ショリ ジョウキョウ		環境省が主導している、避難区域や汚染状況重点調査区域における除染の進捗状況について紹介する。除染により発した２次廃棄物の処理処分の見通しについて述べる。また、避難区域での避難がどのような日本の法令や国の基準に基づいて実施されたかなど、オフサイトにおける事故後の現状について解説する。 カンキョウ ショウ シュドウ ヒナンクイキ オセンジョウキョウ ジュウテンチョウサ クイキ ジョウキョウ ショウカイ ジョセン ハッシシタ ジ ショリ ミトオ ノ ヒナンクイキ ヒナン モト ジッシ ジコゴ ゲンジョウ カイセツ																2016/6/11						河田 東海夫		日本原子力学会

								10		福島第一原発事故の原因と新規制基準 フクシマ ダイ １ ゲンパツ ジコ ゲンイン シンキセイ キジュン		原子炉の再稼働の是非の議論には、福島第一原発事故原因の究明と対策の理解が重要である。福島第一原発事故はなぜ起きたのか、事故を踏まえて策定された新規制基準により、今後、同様の事故の発生を防止できるのかついて考える。 ゲンシロ サイカドウ ゼヒ ギロンイ フクシマダイイチ ゲンパツ ジコゲンイン キュウメイ タイサク リカイ ジュウヨウオ																						岡村　章 オカムラ アキラ		日本技術士会原子力・放射線部会、SCE-Net

								11		低線量・低線量率被ばくの健康影響 テイセンリョウ テイ センリョウリツ ヒ ケンコウ エイキョウ		低線量・低線量率放射線の健康影響について、生物学的観点からの話だけではなく、易しい理論物理的観点からリスク評価をするモデル（LNTも含めて）に基づいた話もする。過去の原子力事故などによる放射能被ばくとそれらの疫学調査の結果についても解説する。 セイブツガクテキ カンテン ハナシ ヤサ リロン ブツリテキ カンテン ヒョウカ フク モト ハナシ カコ ゲンシリョク ジコ																2016/6/18						谷田貝 文夫		早稲田大学・学習院大学

								12		原発の安全確保対策－海外との比較 ゲンパツ アンゼン カクホ タイサク カイガイ ヒカク		事故の反省を踏まえ、我が国では、原発の安全確保対策（安全設備、緊急時対応、リスク評価、法令規制）が強化されている。国際的な孤立化を招くことがないように海外動向の把握は常に重要である。これら安全確保策の現状について、海外（欧州、米国）との比較において考える。　 ジコ ハンセイ フ ワ クニ キョウカ カ カイガイドウコウ ハアク アンゼンカクホサク ゲンジョウ カンガ																						岡村　章 オカムラ アキラ		日本技術士会原子力・放射線部会、SCE-Net

								13		これからのエネルギーの選択肢		利用可能なエネルギー源の種類と長所、短所、特に、自然エネルギーの普及が容易でない社会的、技術的背景の整理をおこない、これからのエネルギーの選択肢について検討する。
また、将来の原子力エネルギーに係る技術開発の進捗や話題テーマを解説する。 ショウライ カカワ ギジュツ カイハツ シンチョク ワダイ カイセツ																2016/6/25						亀山　雅司

								14		補足講義と総合ディスカッション ホソク コウギ ソウゴウ		講義全体を振り返り、学んだこと、考えたことを表面化して成果の定着を図る。
(1) 聴講生より受けた質問、意見の中で重要部分について補足講義を行う。
(2) 講師、聴講生一体となり、総合的なディスカッションを行う。 チョウコウセイ ウ シツモン イケン ナカ ジュウヨウ ブブン ホソク コウギ オコナ コウシ チョウコウセイ イッタイ ソウゴウテキ オコナ																						亀山　雅司、他 ホカ






















































LE472c社会安全学c

				2016年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		関連講座LE472ｃ カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		  社会安全学ｃ シャカイ アンゼン ガク								副題 フクダイ		  東日本大震災　復旧・復興５年の検証 ヒガシ ニホン ダイシンサイ フッキュウ フッコウ ネン ケンショウ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		関西大学 カンセイ ダイガク				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		100		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日 １８：００～２０：００ モク ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・関西大学東京センター　　　　　　　　　　　　　　　　（関西大学） トウキョウ カンセイ ダイガク トウキョウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		関西大学は、2010年4月に、社会安全学部及び大学院社会安全研究科を開設した。この学部・大学院は、安全・安心な社会実現のための政策科学としての社会安全学の構築・体系化に取り組んでいる。本学部は、東日本大震災の発生から1年たった2012年2月に、ミネルヴァ書房から『検証　東日本大震災』を上梓し、復旧・復興の課題を明らかにした。そして、2016年春、そのフォローアップとして東日本大震災の5年を検証する『東日本大震災　復旧・復興5年の検証』を公刊する。本講座では、同書の執筆陣が講師となって、東日本大震災の残された諸問題を検証し、併せて今後発生が懸念される首都直下地震など巨大災害へ備えるための政策課題を明らかにする。 アキ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		開講にあたって/東日本大震災5年の検証 カイコウ ヒガシ ニホン ダイシンサイ ネン ケンショウ		全１５回の本講座のねらいを説明する。併せて、全15回の講義の総論として、５年になろうとしている東日本大震災の復旧・復興の状況をデータ的に概観し、その到達点を確認する。さらに残された課題についても言及する。 ゼン カイ ホン コウザ セツメイ アワ ゼン カイ コウギ ソウロン ネン ヒガシ ニホン ダイシンサイ フッキュウ フッコウ ジョウキョウ テキ ガイカン トウタツ テン カクニン ノコ カダイ ゲンキュウ																4/7/16		関西大学　　　　東京センター会議室 カンセイ ダイガク トウキョウ カイギシツ		安部誠治　      関西大学社会安全学部 アベ セイジ カンサイ ダイガク シャカイ アンゼン ガク ブ		安部　誠治 		関西大学社会安全学部 カンサイ ダイガク シャカイ アンゼン ガクブ

				工学・社会医学・社会学・経済学・法学・心理学 コウガク シャカイ イガク シャカイガク ケイザイガク ホウガク シンリガク		2		巨大災害としての東日本大震災 キョダイ サイガイ ヒガシ ニホン ダイ シンサイ		東日本大震災の発災時、復旧・復興過程で問題となるうる諸点を指摘した。約５年経過した現在、それらがどうなったかを実証的に示す。その典型的な事例は津波防波堤の建設である。これを含めて、当時懸念したことが、どうなったかを明らかにし、併せて、わが国の災害対策が防災から減災・縮災に変わりつつあることを示す。 ハッサイ ショテン ヤク テキ トウジ ケネン アキ アワ																4/14/16						河田　惠昭

						3		東日本大震災における液状化被害 ヒガシ ニホン ダイシンサイ エキジョウカ ヒガイ		東日大震災では東北から関東にかけて広範囲で液状化が発生し、液状化が起こりやすい低地や埋立地の面積が広い関東地方、特に東京湾岸における被害は甚大であった。なぜ、震源から離れた地域でこれほどの被害が発生したのか、これまでの液状化被害と何が違ったのかについて、液状化発生のメカニズムを踏まえ詳細に解説する。																4/21/16						小山　倫史 コヤマ ノリフミ

						4		次の大震災に備えるための津波防災の課題と取り組み ツギ ダイシンサイ ソナ ツナミ ボウサイ カダイ ト ク		東日本大震災では甚大な津波被害が発生し、それまでの津波防災の多くの問題点が明らかになった。南海トラフや千島海溝、日本海遠縁部において巨大津波の発生が危惧されている現状を踏まえ、従来の津波防災の課題を整理し、今後の津波防災のあり方を考えるとともに、震災後に取り組まれている津波防災研究を紹介する。																4/28/16						高橋　智幸 タカハシ トモユキ

						5		東日本大震災５年　災害報道の課題と革新 ヒガシ ニホン ダイシンサイ ネン サイガイ ホウドウ カダイ カクシン		東日本大震災から５年が経過し、災害報道のあり方に関しても様々な課題が浮き彫りになってきた。風化や風評、報道の量や質の偏りは、そのごく一例である。一方で、課題を克服するための“新たな挑戦”も、現場で展開されはじめている。具体的な事例をふまえて、情報学の分野で、本震災から何を汲み取るべきか考える。 カタ																5/12/16						近藤　誠司 コンドウ セイジ

						6		交通機関の復興とインフラ整備の課題 コウツウ キカン フッコウ セイビ カダイ		被災地の道路や鉄道は、おおむね復旧した。しかし、そこには相違があり、鉄道では線区ごとに特徴がある。バスなどの地域交通は生活再建のために必要だが、集中復興期間が終われば、新たな課題が待っている。それらは被災地の現状にとどまらず、日本の将来の交通政策課題を示す。「東北から日本が見える」、のである。																5/19/16						西村　弘 ニシムラ ヒロシ

						7		東日本大震災がグローバル企業の経営戦略に及ぼした影響 ヒガシ ニホン ダイシンサイ キギョウ ケイエイ センリャク オヨ エイキョウ		東日本大震災に企業はどのように対応したのか。リスク管理やBCPはどのように機能したのか。その結果、経営戦略に至る企業経営にどのような影響が及ぼされたのか。理論的な考察と事例研究に基づいて検証する。																5/26/16						亀井　克之 カメイ カツユキ

						8		住宅再建と地域復興 ジュウタク サイケン チイキ フッコウ		東日本大震災における住宅再建は地域再建と密接に関係している。津浪による面的被害は従来の広域火災に匹敵する激甚性を有し、その復興過程はまさに地域再建そのものである。しかしそこには数々の課題が山積している。本講義では、これまでの災害復興と比較しながら、現在の地域再建過程が抱える課題について論究する。																6/2/16						越山　健治 コシヤマ ケンジ

						9		被災者支援の法制度 ヒサイシャ シエン ホウ セイド		東日本大震災5年の現時点における被災者支援の状況と残された課題を明らかにするとともに、今後起こりうる大災害の被災者支援に寄与できうる提言を行う。具体的には、震災関連死の防止、震災関連死の認定に関する裁判、みなし仮設住宅、在宅被災者、被災者支援と相談業務などを取り上げる予定である。																6/9/16						山崎　栄一
 ヤマザキ エイイチ

						10		大震災被災者に対する健康支援活動 ダイシンサイ ヒサイシャ タイ ケンコウ シエン カツドウ		大震災被災者に対する健康支援活動は、阪神淡路大震災が起点となりその体制が整えられてきた。東日本大震災では、その成果を踏まえて十全な被災者支援ができるはずだった。しかし、大津波による自治体機能の破壊や原発災害の発生などにより、現実には被災者の健康支援は新たな問題を突きつけられた。その現状と課題について紹介する。 ジュウゼン ハカイ ハッセイ ゲンジツ モンダイ																6/16/16						高鳥毛敏雄 タカトリ ケ トシオ

						11		災害ボランティアをめぐる課題		東日本大震災では、規模の大きさや被害の複合性から、従来の枠組みを超えた対応が求められ、新たな層の参加も得ながら支援活動が展開されてきた。その5年間の経緯を、各種調査に基づいてマクロな視点から概観すると共に、この震災で見られた特筆すべき活動と、今回の経験を踏まえて検討されている活動体制を紹介する。																6/23/16						菅　磨志保 スガ ミガ シホ

						12		東日本大震災と保険 ヒガシ ニホン ダイシンサイ ホケン		東日本大震災による損害に対して支払われた保険金の額が公開されていない保険について、誰でもアクセス可能なデータを用いて、その支払保険金の額を推定する。その結果より、震災からの復興に保険がどの程度貢献できたのか、さらに、今後震災が発生した場合に、保険を有効活用するために何が必要なのかを分析・評価する。 ハッセイ バアイ																6/30/16						桑名　謹三 クワナ キンゾウ

						13		原発事故による社会経済問題への消費者・市民の対応 ゲンパツ ジコ シャカイ ケイザイ モンダイ ショウヒシャ シミン タイオウ		福島原発事故は、消費者や市民の意識や行動にどのような影響を与えたのか。消費者の福島県産食料品の買い控えはなぜ継続しているのか。また、高レベル放射性廃棄物地層処分政策への市民の態度は変化したのか。事故前後で実施した社会調査の結果をもとにして、消費者・市民の意識や行動の変化やその原因について考える。																7/7/16						広瀬　幸雄 ヒロセ ユキオ

						14		原発災害と安全の思想 ゲンパツ サイガイ アンゼン シソウ		福島第一原発事故は、世界の人々に大きな衝撃を与えた。脱原発の道を一度は選択しながら、延期を決めたドイツ政府だったが、この事故の報を受け、素早くその政策を撤回し、予定通りの道を歩むことを決意して、世界の人々を驚かせた。そうした動きと比較しながら、日本社会の安全の図り方について考えていく。																7/14/16						辛島　恵美子 カラ シマ エミコ

				まとめ		15		福島第一原発事故と新原子力安全規制/終了あいさつ フクシマ ダイイチ ゲンパツ ジコ シン ゲンシリョク アンゼン キセイ シュウリョウ		福島原発事故を受けて我が国の原子力規制体制と規制基準が大きく変更され、技術的要件については国際整合性が取れたかに見える。しかしその一方で、基本的理念や安全文化、規制システムなどに関してさまざまな課題や問題が残されている。これらの問題は、原発特有というよりもすべての安全問題に共通する事項でもある。 カン カダイ																7/21/16						小澤　守 オザワ マモル






















UT434農薬のリスク評価とリスク管理

				２０１６年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座UT434 カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		農薬論1 ノウヤク ロン								副題 フクダイ		食料の安定的かつ持続的な生産と高品質化を目指す農薬のリスク管理と管理の実際 ショクリョウ アンテイ テキ ジゾクテキ セイサン コウヒンシツ カ メザ ノウヤク カンリ カンリ ジッサイ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		日本植物防疫協会				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		水準 スイジュン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日14：10～17：15
（２講義集中） モクヨウビ カヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛）)

				科目概要 カモク ガイヨウ		地球レベルでの気候変動や人口の爆発的な増加に伴い食料の不足が懸念されている。このような状況において農作物への病害虫や雑草による損失を可能な限り抑制していくことが求められており、それらの制御剤としての農薬の使用が不可欠になっている。一方、農薬は生理活性物質でもあり使用方法が適切でない場合には、ヒトの健康や生態系に大きな影響を及ぼす。そのため、科学的な根拠に基づいて各種の行政的施策が整備されリスク管理が実施されている。農薬使用の歴史や行政の取り組み状況を概説するとともに、農薬に関する安全性の確保に向けた解決方法を紹介する。 チキュウ キコウ ヘンドウ ジンコウ バクハツテキ ゾウカ トモナ ショクリョウ フソク ケネン ジョウキョウ ノウサクモツ ビョウガイチュウ ザッソウ ソンシツ カノウ カギ ヨクセイ モト セイギョ ザイ ノウヤク シヨウ フカケツ イッポウ ノウヤク カッセイ ブッシツ シヨウ ホウホウ テキセツ バアイ ケンコウ セイタイケイ オオ エイキョウ オヨ カガクテキ コンキョ モト カクシュ ギョウセイ テキ セサク セイビ カンリ ジッシ ノウヤク シヨウ レキシ ギョウセイ ト ク ジョウキョウ ガイセツ ノウヤク カン アンゼンセイ カクホ ム カイケツ ホウホウ ショウカイ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要 コウギ ガイヨウ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに		1		農薬の必要性 ノウヤク ヒツヨウセイ		我が国での病害虫防除は江戸時代の鯨油が最初と記録されている。科学技術の進歩に伴い農薬効果の向上や毒性軽減等の各種改良が行われてきたが、様々な負の影響も指摘されている。現在、化学肥料や化学合成農薬の使用を低減する環境保全型農業が推進されているが、化学農薬及び生物農薬の位置づけを概説する。 ワ クニ ビョウガイチュウ ボウジョ エド ジダイ ゲイユ サイショ キロク カガク ギジュツ シンポ トモナ ノウヤク コウカ コウジョウ ドクセイ ケイゲン トウ カクシュ カイリョウ オコナ サマザマ フ エイキョウ シテキ ゲンザイ カガク ヒリョウ カガク ゴウセイ ノウヤク シヨウ テイゲン カンキョウ ホゼン ガタ ノウギョウ スイシン カガク ノウヤク オヨ セイブツ ノウヤク イチ ガイセツ																4/14/16		放送大学東京学習センター		上路　雅子

　　　　　　		上路　雅子

　　　　　　		日本植物防疫協会
理事長 ニホン ショクブツ ボウエキ キョウカイ リジチョウ

				農薬取締法 ノウヤク トリシマリホウ		2		農薬登録の仕組みと
登録実態 ノウヤク トウロク シク トウロク ジッタイ		我が国の農薬使用は、農薬取締法に基づく農薬登録が必須である。本法は農薬の製造、販売、流通、使用等、全てを規制するもので、提出された薬効、薬害、物理的・化学的性状、毒性（ヒト及び生物に対する）、残留性等の各種試験結果が審査されて農薬登録される。その仕組みを紹介する。 ワ クニ ノウヤク シヨウ ノウヤク トリシマリホウ モト ノウヤク トウロク ヒッス ホン ホウ ノウヤク セイゾウ ハンバイ リュウツウ シヨウ トウ スベ キセイ テイシュツ ヤク カガクテキ シンサ ノウヤク トウロク シク ショウカイ

				食品の安全性評価 ショクヒン アンゼンセイ ヒョウカ		3		食品中の残留農薬に
係わる規制 ショクヒン チュウ ザンリュウ ノウヤク カカ キセイ		食品中の残留農薬は食品衛生法で規制される。各種動物試験の結果に基づき毒性評価されて、慢性毒性に係わる一日摂取許容量（ＡＤＩ）、作物残留基準、さらに作物への農薬使用基準が設定される。近年、単回暴露による毒性影響に係る急性参照用量（ＡＲｆＤ）が導入された。これらの設定方法について概説する。 ショクヒン チュウ ザンリュウ ノウヤク ショクヒン エイセイホウ キセイ カクシュ ドウブツ シケン ケッカ モト ドクセイ ヒョウカ マンセイ ドクセイ カカ イチニチ セッシュ キョヨウリョウ サクモツ ザンリュウ キジュン サクモツ ノウヤク シヨウ キジュン セッテイ キンネン タン カイ バクロ ドクセイ エイキョウ カカ キュウセイ サンショウ ヨウリョウ ドウニュウ セッテイ ホウホウ ガイセツ																4/21/16

						4		残留農薬の分析方法と
残留実態 ザンリュウ ノウヤク ブンセキ ホウホウ ザンリュウ ジッタイ		分析機器の発展により分析感度や精度等が高まっている。農薬残留分析においても高感度のGC/MS、LC/MS等が導入され、作物からの抽出、精製、機器分析と一連の分析方法に目覚ましい進歩が認められる。国内農産物及び輸入農産物中の残留農薬が調査されており、その実態と残留基準について比較する。 ブンセキ キキ ハッテン ブンセキ カンド セイド ナド タカ ノウヤク ザンリュウ ブンセキ コウカンド トウ ドウニュウ サクモツ チュウシュツ セイセイ キキ ブンセキ イチレン ブンセキ ホウホウ メザ シンポ ミト ノウサンブツ ノウヤク チョウサ

				環境動態評価 カンキョウ ドウタイ ヒョウカ		5		土壌中における農薬の
動態 ドジョウチュウ ノウヤク ドウタイ		施用された農薬の多くは土壌中に落下することから、土壌中での挙動、吸着、地下浸透、分解等の動態に関する研究蓄積は多い。また、過去に使用された（現在は失効）農薬が土壌中に長期残留し作物に吸収される報告もあるが、現在の農薬の土壌残留性は総じて低い。最近、改訂された土壌残留試験についても紹介する。 セ ヨウ ノウヤク オオ ドジョウチュウ ラッカ ドジョウチュウ キョドウ キュウチャク チカ シントウ ブンカイ トウ ドウタイ カン ケンキュウ チクセキ オオ カコ シヨウ ゲンザイ シッコウ ノウヤク ドジョウチュウ チョウキ ゲンザイ ノウヤク ソウ サイキン カイテイ ドジョウ ザンリュウ シケン ショウカイ																4/28/16

						6		水系及び大気中における
農薬の動態 スイケイ オヨ タイキ チュウ ノウヤク ドウタイ		環境に拡散した農薬の水系や大気での動態は、ヒトへの健康影響や生態影響にも密接に関連する。特に、水田用農薬の河川等水域への流出を抑制する方策が重要であり、また、一般消費者からは、空中散布された農薬の大気への拡散に懸念が示されている。研究成果と行政的な取り組み状況を紹介する。 カンキョウ カクサン ノウヤク スイケイ タイキ ドウタイ ケンコウ エイキョウ セイタイ エイキョウ ミッセツ カンレン トク スイデン ヨウ ノウヤク カセン トウ スイイキ リュウシュツ ヨクセイ ホウサク ジュウヨウ イッパン ショウヒシャ クウチュウ サンプ ノウヤク タイキ カクサン ケネン シメ ケンキュウ セイカ ギョウセイ テキ ト ク ジョウキョウ ショウカイ

				生態影響評価 セイタイ エイキョウ ヒョウカ		7		生物に対する影響と規制 セイブツ タイ エイキョウ キセイ		農薬の生物に対する影響は、各種農薬の化学構造や作用機構、さらに環境的要因によって大きく異なる。これまでも水産動植物への被害防止に向けた行政施策が講じられてきたが、暴露量（水中での濃度）と水産動植物に対する急性毒性からなるリスク評価が導入され、農薬登録保留基準が順次設定されている。 ノウヤク セイブツ タイ エイキョウ カクシュ ノウヤク カガク コウゾウ サヨウ キコウ カンキョウ テキ ヨウイン オオ コト スイサン ドウショクブツ ヒガイ ボウシ ム ギョウセイ セサク コウ バクロ リョウ スイチュウ ノウド スイサン ドウショクブツ タイ キュウセイ ドクセイ ヒョウカ ドウニュウ ノウヤク トウロク ホリュウ キジュン ジュンジ セッテイ																5/12/16

				影響軽減技術 エイキョウ ケイゲン ギジュツ		8		環境に配慮した農薬使用 カンキョウ ハイリョ ノウヤク シヨウ		農薬効果を的確に発揮するためには製剤及び施用法技術が重要である。また、これらの技術は、食品衛生法での一律基準導入で課題になった作物残留性や、環境負荷の低減にも大きく貢献する。各種規制により農薬の安全性は格段に高まったが、なお残された問題点について概説する。 ノウヤク コウカ テキカク ハッキ セイザイ オヨ セヨウ ホウ ギジュツ ジュウヨウ ギジュツ ショクヒン エイセイホウ イチリツ キジュン ドウニュウ カダイ サクモツ ザンリュウ セイ カンキョウ フカ テイゲン オオ コウケン カクシュ キセイ ノウヤク アンゼンセイ カクダン タカ ノコ モンダイテン ガイセツ


















UT139化学物質総合管理１

				２０１６年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座UT139 カンレン				科目名 カモクメイ		化学物質総合管理論１ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ロン								副題 フクダイ		鎖国状態から脱出し、官主導の旧弊から脱却して民主体の管理を実現する サコク ジョウタイ ダッシュツ カン シュドウ キュウヘイ ダッキャク タミ シュタイ カンリ ジツゲン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		ケミカルリスク研究所 ケンキュウジョ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30人 ニン		配信定員 ハイシン テイイン		0人 ニン		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日15：00～17：00 スイ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター
（東京知の市場・放送大学（協賛）)

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		化学物質管理に係る日本の規制法群が今や世界の通例となっている「化学物質総合管理」の法律体系と大きく乖離していることおよびそのような現況にある原因と対策に関して論説する。具体的には、化学物質総合管理の原理・原則などを概観したあと、化学物質管理の適正化に係る一連の国際協調活動や国際的な慣行として定着している管理制度を解説しつつそれに対する日本政府の対応の不備の実態を明らかにする。加えて、それを是正するためには日本の統治システムの前近代的な旧弊からの脱却が必要であることなどを指摘する。（教材として、講師の著書である「化学物質総合管理‐鎖国から脱出し、官主導の旧弊から脱却するため‐」（仮題）を使用する。） カガク ブッシツ カンリ カカ キセイ ホウ グン イマ セカイ ツウレイ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ホウリツ タイケイ オオ カイリ ゲンキョウ ゲンイン タイサク カン ロンセツ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ゲンリ ゲンソク ガイカン カガク ブッシツ カンリ テキセイカ カカ コクサイ キョウチョウ カツドウ コクサイテキ カンコウ テイチャク カンリ セイド カイセツ フビ アキ クワ キョウザイ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ サコク ダッシュツ カン シュドウ キュウヘイ ダッキャク カダイ シヨウ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字以内) コウギ ガイヨウ ジ イナイ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに		1		化学物質総合管理における原理・原則 カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ゲンリ ゲンソク		40年間に及ぶ国際的な論議の積みあげの中で形成された化学物質総合管理の概念とその原理・原則について解説して導入部とする。 ネン カン オヨ コクサイ テキ ロンギ ツ ナカ ケイセイ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ガイネン ゲンリ ゲンソク カイセツ ドウニュウ ブ																5/25/16		放送大学東京学習センター ホウソウ ダイガク トウキョウ ガクシュウ		

　　　　　　　　　　　　　星川欣孝　　　　　　 ホシカワ キン コウ		増田　優 マスダ ユウ		化学物質総合経営研究所　　　（化学生物総合管理学会） カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ ケンキュウジョ

						2		規制と管理と経営 キセイ カンリ ケイエイ		化学物質のもたらすリスクをどのように制御するかを例題にしながら規制と管理と経営の意味と意義の違いを論じる。 カガク ブッシツ セイギョ レイダイ キセイ カンリ ケイエイ イミ イギ チガ ロン																6/1/16

						3		化学物質総合管理 - 確立された世界の枠組み - カクリツ セカイ ワクグ		これまで政府が適切に対応していない化学物質総合管理に係る一連の国際協調活動の経過について、OECDの１９７０年代の理事会決議から2006年のICCMの行動計画 (SAICM) に至る国際合意の内容と関連国際機関の取組みの状況について概説する。そして、関係省庁の対応に潜む日本の統治システムの問題点について論考する。 ロンコウ																6/8/16

				　　		4		管理の適正化に向けた国際協調活動に対する日本政府の対応 タイ セイフ		OECDの１９７０年代の理事会決議および１９９２年のUNCEDの行動計画（アジェンダ２１）とそれに続くICCMの行動計画は、OECDの化学物質総合管理を世界に普及させる一連の国際協調活動であった。しかし日本はこれらの国際合意に適切に対応できず、未だに化学物質総合管理法制を整備できていない。その結果、最近では当事者の主体的管理や産業競争力の脆弱性が示唆されるため、国際合意への対応のあり方について論考する。 ロンコウ																6/15/16

				国際的枠組みと日本の対応のあり方 コクサイテキ ワクグ ニホン タイオウ カタ		5		国際整合性に欠ける日本の化学物質審査規制法 コクサイ セイゴウセイ カ ニホン カガク ブッシツ シンサ キセイホウ		日本の化審法は、所管省庁の資料でアメリカの有害物質管理法 (TSCA)、EU のREACH規則などと対比されることが多い。しかし、それらが規定する管理制度などを比較して化審法が特定有害物質を取り締まる時代遅れの法規にすぎないことを指摘する。そして、２００９年５月の改正時の附帯決議などに呼応して総合的かつ統一的な総合管理法制を整備すべきことを提言する。 ニホン カシンホウ ショカン ショウチョウ シリョウ ユウガイ ブッシツ カンリ ホウ キソク タイヒ オオ キテイ カンリ セイド ヒカク カシンホウ トクテイ ユウガイ ブッシツ ト シ ジダイ オク ホウキ シテキ カイセイ ジ フタイ ケツギ コオウ ソウゴウテキ ソウゴウ カンリ ホウ セイ セイビ テイゲン																6/22/16						星川欣孝 ホシカワ キン コウ		ケミカルリスク研究所　　　　　　（化学生物総合管理学会） ケンキュウショ カガク セイブツ ソウゴウ カンリ ガッカイ

						6		欧米等の化学物質総合管理法制と独立行政監視機関等との係わり		アメリカ、カナダ、オーストラリアおよびEU における化学物質総合管理法規に共通的な管理制度とそれら法規の導入修正に係る政府等の取組みを経年的に概観して、それぞれの統治システムにおいて独立行政監視機関等の関与を明らかにする。そして、日本の統治システムを検証してそのような仕組みの必要性を提言する。																6/29/16

						7		日米の法律見直し過程と比較して分かる日本の統治システムの問題点		現在進行中のアメリカ連邦議会におけるTSCAの修正に係る取組みと2009年5月の日本の化審法の改正の取組みを比較し、加えて、2000年前後にOECDの規制政策委員会が行った日本の規制の質に関する審査の結果を参照しつつ、日本の法律の見直し過程に潜む欠陥について論考する。 ゲンザイ シンコウチュウ レンポウ ギカイ シュウセイ カカ トリク ネン ガツ ニホン カシンホウ カイセイ トリク ヒカク クワ ネン ゼンゴ キセイ セイサク イインカイ オコナ ニホン キセイ シツ カン シンサ ケッカ サンショウ ニホン ホウ リツ ミナオ カテイ ヒソ ケッカン ロンコウ																7/6/16

						8		国際的に整合する化学物質総合管理法制への変革の提案		化学物質総合管理の法整備は、OECDの加盟国に限らず、最近では中国、台湾などアジア諸国でも急速に進展している。ところが政府は、２００９年５月の化審法改正の附帯決議に対して検討する気配すら示していない。このような国民の窮状の打開に寄与するため２０１２年に提案した化学物質総合管理法要綱案の規定事項の概要と考え方について概説する。																7/13/16




















シラバス様式(例)

				２０１4年度○期 ネンド キ				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。 シヨウ ハバ タカ ヘンコウ																						新規/継続 シンキ ケイゾク



				科目No. カモク		共催/関連講座○○○ カンレン				科目名 カモクメイ		フォントサイズ１４								副題 フクダイ		フォントサイズ１２

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		フォントサイズ１２				水準 スイジュン		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員 キョウシツ テイイン		フォント　　　サイズ１２		配信定員 ハイシン テイイン		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時 コウギ ニチジ		○曜日○：○～○：○ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		フォントサイズ１２

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		フォントサイズ１２



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				フォントサイズ１１		1		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。） ジ キニュウ イチブ インサツ フカ																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　 コウシ ト シャ ショゾク タダ ト シャ コウシ バアイ ショゾク ショウリャク		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		2		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

















継続科目については、変更点を赤字で記載してください



CT527プラスチック・ゴム概論

				２０１６年度前期 ネンド ゼンキ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座CT527				科目名 カモクメイ		プラスチック・ゴム概論 ガイロン								副題 フクダイ		社会で活用されているプラスチック、ゴムの基礎から応用までを理解する シャカイ カツヨウ キソ オウヨウ リカイ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		お茶の水女子大学
ライフワールドウオッチセンター				水準 スイジュン		中級 チュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日　18:30～20:30 スイヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・お茶の水女子大学
（お茶の水女子大学ライフワールドウオッチセンター） トウキョウ チャ ミズジョシダイガク チャ ミズジョシダイガク

				科目概要 カモク ガイヨウ		1950年代終盤に勃興した日本の石油化学産業、特に高分子産業は、高度経済成長期に大きくその生産能力を伸ばすとともに、川下産業との間での日本特有の摺合せ技術によって着実に国際競争力をも身につけてきた。また高分子材料は重合触媒から最終製品に至る長いバリューチェーンの要所で多くの産業を生み出し、育ててきた。21世紀になって、高分子材料の開発を取り巻く環境は大きく変わろうとしているが、今一度ここまでの高分子産業を構成する要素技術の歩みを振り返るとともに新しい動きを掴み、将来を展望する。本科目は高分子に関する触媒、製造プロセス、基本物性、加工技術、製品設計など要素技術をベースに構成し、初心者にも理解しやすい講義としている。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字以内) コウギ ガイヨウ ジ イナイ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				ポリマーを作る ツク		1		ポリマー製造のための触媒と重合反応の基礎 セイゾウ ショクバイ ジュウゴウ ハンノウ キソ		汎用プラスチック（ポリエチレン、ポリプロピレン）やゴムを製造するためには過酸化物、Ziegler-Natta触媒、メタロセンなどの有機金属錯体触媒などが利用され、これらの触媒を使ってラジカル重合、遷移金属配位重合、リビングアニオン重合など様々な重合法が用いられる。触媒と重合の基本と将来動向について述べる。 ハンヨウ セイゾウ カサンカ ブツ ショクバイ ユウキ キンゾク サクタイ ショクバイ リヨウ ショクバイ ツカ ジュウゴウ センイ キンゾク ハイ イ ジュウゴウ サマザマ ジュウゴウ ホウ モチ ショクバイ ジュウゴウ キホン ショウライ ドウコウ ノ																4/13/16		お茶の水女子大学
理学部1号館401号室 チャ ミズジョシダイガク リガクブ ゴウカン ゴウシツ		細田　覚 ホソダ カク		今井　昭夫 イマイ アキオ		元・住友化学 モト スミトモ カガク

						2		汎用プラスチックの工業的製造方法 ハンヨウ コウギョウテキ セイゾウ ホウホウ		石油化学工業の成長期に各社とも革新的な製造法開発に力を注ぎ、ほぼ現在の製造法を確立した。同時に商品としてのポリマーはその用途に応じた設計を求められ、多くの分野の研究者・技術者が成果を競った。その競争の渦の中で揉まれ、サウジアラビアの大型プラントに到達した一技術屋の歩みを紹介する。																4/20/16						宮崎　耕造 ミヤザキ コウゾウ		住化ｽﾀｲﾛﾝﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ スミカ

				プラスチック・ゴムの
基礎 キソ		3		汎用プラスチック高性能化のための構造設計 ハンヨウ コウセイノウカ コウゾウ セッケイ		汎用プラスチックは同じ原料から作っても、その構造は触媒や製造条件によって異なり、構造が異なることによって、例えば機械的強度などが異なる。ポリエチレン、ポリプロピレンについての構造物性相関に関する基本的な検討と、そこからの高性能化の方向性について解説する。 ハンヨウ オナ ゲンリョウ ツク ジョウケン ケントウ コウセイノウカ ホウコウ セイ カイセツ																4/27/16						細田　覚 ホソダ カク		元・住友化学 モト スミトモ カガク

						4		ゴムの構造制御による高性能製品開発 コウゾウ セイギョ コウ セイヒン カイハツ		省燃費タイヤにおけるウエットグリップ性と ころがり摩擦抵抗のように、相反する性能を同時に満足するための材料設計は、重合技術に基づく精緻な分子設計や配合技術の集大成である。この製品例に見られるような重合～構造制御～高性能化というアプローチによる製品開発について解説する。 テイコウ ザイリョウ モト セイチ ブンシ セッケイ セイヒン レイ ミ ジュウゴウ コウゾウ セイギョ コウセイノウカ カイセツ																5/11/16						今井　昭夫 イマイ アキオ

				プラスチック製品を作る セイヒン ツク		5		ポリマー加工による高性能化と高機能製品開発 カコウ コウセイノウカ コウキノウ セイヒン カイハツ		工場で生産された樹脂が最終製品になるまでには、必ず加工工程を通る。加工によって、フィルムや容器などの製品の形が作られ、また目的とする機能を付与される。ポリオレフィンを中心に実際に用いられている種々の成形加工法を紹介し、加工の工夫による機能製品開発についても解説する。 カコウ クフウ セイヒン カイハツ																5/18/16						細田　覚 ホソダ カク

						6		材料、製品をコンピューターを使って設計する ザイリョウ セイヒン ツカ セッケイ		計算機を用いて分子や高分子材料・製品の設計を行う「計算材料科学」が産業においてどのように発展してきたか、そしてこの手法が化学産業、高分子産業においてどのような役割を果たしているかを、実例を挙げながら解説する。 ケイサンキ モチ ブンシ コウブンシ ザイリョウ セイヒン セッケイ オコナ ケイサン ザイリョウ カガク サンギョウ ハッテン シュホウ カガク サンギョウ コウブンシ サンギョウ ヤクワリ ハ ジツレイ ア カイセツ																5/25/16						石田　雅也 イシダ マサヤ		住友化学 スミトモ カガク

				プラスチック・ゴムを使う ツカ		7		高分子製品長持ちの科学 コウブンシ セイヒン ナガモ カガク		プラスチック・ゴム製品には安全で、長く安心して使用できることが求められるため、メーカーは種々の方法で材料・製品の耐久性能を評価している。空気中での熱や光による酸化、放射線や繰り返し応力など、各種劣化要因の作用と安定剤との関係、劣化の極初期を捉える化学発光による評価法等について解説する。 セイヒン アンゼン ナガ アンシン シヨウ モト シュジュ ホウホウ ザイリョウ セイヒン タイキュウ セイノウ ヒョウカ ヨウイン アンテイザイ カンケイ レッカ キョク ショキ トラ ヒョウカ ホウ トウ																6/1/16						細田　覚 ホソダ カク		元・住友化学 モト スミトモ カガク

				ポリマー材料・製品の
研究開発 ザイリョウ セイヒン ケンキュウ カイハツ		8		R&Dテーマの発掘と展開 ハックツ テンカイ		製品寿命の短期化、社会ニーズの多様化、その変化の速さなど、21世紀になって企業のR&Dを取り巻く環境はそれまでとは大きく変化している。この状況の中で次のテーマを探索し、選択し、事業化まで進めるために必要な、アイデア創出の工夫やテーマのマネジメント、オープンイノベーションなどの方策について解説する。 セイヒン ジュミョウ タンキカ シャカイ タヨウカ ヘンカ ハヤ セイキ キギョウ ト マ カンキョウ オオ ヘンカ ジョウキョウ ナカ ツギ タンサク センタク ジギョウカ スス ヒツヨウ ソウシュツ クフウ ホウサク カイセツ																6/8/16
























UT114b化学物質リスク評価２

				２０１６年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No。 カモク		共催講座UT114b コウザ				科目名 カモクメイ		化学物質リスク評価２								副題 フクダイ		必要な情報やデータをどう入手し活用するかを基礎から学ぶ キソ マナ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		花井リスク研究所 ハナイ ケンキュウ ジョ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日14：10～17：15
（２講義集中） カ ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　　　（東京知の市場・放送大学（協賛）)

				科目概要 カモク ガイヨウ		「リスクに基づく意思決定」が喧伝されるが、その考え方が社会に根付いたとは言えず、事業者の自主管理の取組みも十分ではない。その人材育成には、①教科書と講義による原理の理解、 ②モデルシナリオ・システムを使った実習、 ③現場での実践による知恵の蓄積 の３段階が考えられる。野球に例えれば、①の座学だけではボールもバットもなく原理を学ぶことに近い。次の段階として、②モデル演習でボールとバットを使いこなす力をつける必要がある。前期に概論の講義とモデルのデモ、後期にいわゆる直接暴露（作業者・消費者暴露）に関する推算モデルの演習を行う。 ケンデン ヤキュウ タト ツギ ダンカイ ヒツヨウ キ キ



						№		講義 コウギ		講義概要 コウギ ガイヨウ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		リスク評価概論  
最近の動向  
いろいろなシナリオ
事例 ヒョウカ ガイロン サイキン ドウコウ ジレイ		本科目の狙いと全体像の把握のために、化学物質の総合安全管理におけるリスク評価と管理の考え方の概要と最近の動向を述べる。リスク評価のためには、状況や目的等を記述するシナリオを具体的に描くことが重要である。これまでの国内外の事例を紹介する。
デモ：CHRIP  e-chemPortal サイキン ドウコウ ヒョウカ ジョウキョウ モクテキ トウ グタイテキ エガ ジュウヨウ コクナイガイ ジレイ ショウカイ																 2016/4/5		放送大学　　　東京文教学習センター　　		花井 荘輔		花井 荘輔		花井リスク研究所

						2

				有害性と暴露
の評価 ユウガイセイ バクロ ヒョウカ		3		ヒト健康影響		化学物質はヒトの健康に対して多種多様な有害影響を及ぼす可能性をもつ。量と影響の大きさの関係を定量的に知る必要があり、閾値ありモデルと閾値なしモデルがある。動物データをヒトへ外挿するには、不確実性係数の問題がある。発がん性評価と非発がん性評価を統一しようとする最近の話題にも触れる。
デモ：BMDS ケンコウ タイ エイキョウ シ ハツ セイ ヒョウカ ヒ ハツ セイ ヒョウカ トウイツ サイキン ワダイ フ																 2016/4/12

						4

						5		環境生態影響  
データ予測 カンキョウ セイタイ エイキョウ ヨソク		環境生態リスク評価は、実際に生息する動植物の評価が基本であるが、藻類・ミジンコ・魚類の水生生物の試験データで代表させることが多い。リスク評価に必要な多くのデータは不足している場合が多いが、各種の予測モデルが提案されている。適用性・検証の程度等に留意して使う必要がある。
デモ：ECOSAR
 ヒョウカ ジッサイ ドウショクブツ ヒツヨウ フソク バアイ オオ カクシュ セイ																 2016/4/19

						6

						7		暴露評価の重要性
作業者暴露 バクロ ヒョウカ ジュウヨウセイ サギョウシャ バクロ		「リスク＝有害性×暴露」だが、暴露が看過され有害性のみで議論されることが多い。各媒体中の化学物質の動態とヒトあるいは生態系の暴露量を定量的に把握して、有害影響が発現する可能性を評価する必要がある。作業者暴露に関して、実測を補完するために重要な推算モデルの原理と事例を述べる。
デモ：IH Mod バイタイチュウ カガク ブッシツ セイタイケイ バクロ リョウ ヒツヨウ ジッソク ホカン ジュウヨウ スイサン ゲンリ ジレイ ノ																 2016/5/10

						8

						9		環境経由の間接暴露  
消費者暴露 カンキョウ ケイユ カンセツ バクロ ショウヒシャ バクロ		環境中の化学物質は、多くの媒体(大気・水・土・他)を経てレセプターに至る。排出量、環境中での分布・分配・分解、濃度及び取込み（吸入・経口・経皮)量の推定が問題である。代表的な単一媒体モデル・多媒体モデルを解説する。消費者暴露評価には、ConsExpo等がある
デモ：EQC  ConsExpo オヨ トリコ リョウ ダイヒョウテキ カイセツ ヒョウカ トウ																 2016/5/17

						10

				判定と管理

 ハンテイ カンリ		11		リスクの判定  
リスクの管理  
リスクベネフィット解析 ハンテイ カンリ カイセキ		リスクの指標と判断基準から受容・削減・回避・移転等を検討する。リスク削減手段には、法規制・プロセス内技術・終端処理技術等がある。リスクに基づく意思決定には、リスクとベネフィット・コストのバランスを考慮しなければならない。いわゆる社会経済性分析のいくつかの観点を整理し、事例を紹介する。
デモ：TCE ハンダン キジュン																 2016/6/7

						12

						13		不確実性評価 フカクジツセイ ヒョウカ		リスク評価に用いる情報には、集団の体重のようなバラつきによる変動性と、シナリオ・モデル・データに関する知見の不足による不確実性とがある。 これらの定量的解析手法－モンテカルロ法等－を解説する。より精度の高い評価には、データの分布状態の表現と確率的解析のための統計解析が不可欠である。
デモ：２D MC ジョウホウ チケン カイセキ トウ カイセツ セイド タカ ヒョウカ ブンプ ジョウタイ ヒョウゲン カクリツテキ カイセキ トウケイ カイセキ フカケツ																 2016/6/14

						14

				まとめ		15		補足  
まとめ		化学物質のリスク評価には、学際的な諸問題が関係する。「リスクに基づく意思決定」は、化学物質管理の問題に限られず、社会生活全般にあてはまる。正解を求めることが困難な状況では、利害関係者の情報とデータに基づく意見交換による対話を通した弁証法（正→反→合）的合意形成を追及する必要がある。
デモ：未定 カガク ブッシツ ヒョウカ ガクサイテキ ショモンダイ カンケイ ミテイ																 2016/6/21

						16
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シラバス様式(例)

				２０１4年度○期				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。																						新規/継続



				科目No.		共催/関連講座○○○				科目名		フォントサイズ１４								副題		フォントサイズ１２

				連携機関名		フォントサイズ１２				水準		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員		フォント　　　サイズ１２		配信定員		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時		○曜日○：○～○：○				拠点
（開講機関）		フォントサイズ１２

				科目概要(300字)		フォントサイズ１２



				科目構成		№		講義名		講義概要(150字)																講義日		開講場所		講師名				所属

				フォントサイズ１１		1		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		2		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１



















（「科目No」＋「科目名」）

				２０１６年度後期				　　知の市場（シラバス）																										新規



				科目No.		関連講座ＵＴ117　				科目名		化学物質の有害性評価								副題		初心者の為の基礎から学ぶ病理学的評価

				連携機関名		化学物質リスク評価研究所				水準		中級		教室定員		30名		配信定員		１５名		講義日時		○曜日○：○～○：○				拠点
（開講機関）		フォントサイズ１２

				科目概要(300字)		2006年の国際化学物質管理会議では、「国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ」（SAICM）を採択し、全世界的に「2020年までに化学物質が健康や環境への影響を最小とする方法で使用・生産されるようにすること」を目指している。このような流れの中で、化学メーカーにとって、自社が製造する化学物質のヒト有害性を正しく理解しておくことは、製造者責任として、必須となっている。その観点からこのセミナーでは、病理学が初心者でも理解出来る様に以下のように進めていく。①肝臓・腎臓・膀胱の正常肉眼・組織構造及び機能について人体及びラットのモデルを用い概説する。②国立医薬品食品衛生研究所より公開されている「既存化学物質毒性データベース」より「28日間反復経口投与毒性試験」等を例題にして肝臓・腎臓・膀胱の病理所見毎に分けて各臓器の毒性やそのメカニズム発現を学習し解説する。③該当化合物につき（独）製品評価技術基盤機構より公開されている、SDS/GHSから「健康に対する有害性」の内「特定標的臓器毒性（反復暴露）の分類結果・根拠等を抄読して理解する。




				科目構成		№		講義		講義概要(150字以内)																講義日		開講場所		取纏め者		講師		所属

				オリエンテーション		1		オリエンテーション		化学物質規制の社会的背景、最近のトピックスとしてジクロロプロパンによる胆管癌発症と労安法改正、更に基礎的理解として反復投与の動物実験法、人体の構造及び障害、最後に本セミナーの具体的進め方について概説する																フォント　　　　サイズ１１				西川　智



フォント　　　　サイズ１１　　　　　　		西川　智		化学物質リスク評価研究所

				フォントサイズ１１		2		肝臓Ⅰ		経口投与により胃に入った化学物質の大部分は門脈系を介して肝臓に取り込まれる。肝臓での解毒・代謝の過程に於ける肝細胞障害とそれに伴うバイオマーカの変化について考える（主として肝細胞の変化::腫大、淡明化、好酸性、好塩基性変化、炎症性細胞浸潤、壊死、肉芽形成,脂肪沈着)等々																フォント　　　　サイズ１１						西川　智		化学物質リスク評価研究所

				フォントサイズ１１		3		肝臓Ⅱ		肝細胞以外の肝臓の障害について考える（主として類洞クッパー細胞の変化、髄外造血、ヘモジデリンリン沈着、胆管の変化として胆管増生、炎症性所見）等々																フォント　　　　サイズ１１						西川　智		化学物質リスク評価研究所

				フォントサイズ１１		4		腎臓Ⅰ		輸入細動脈から腎臓糸球体に入った化学物質がろ過され更に尿細管における再吸収による腎障害とそれに伴うバイオマーカの変化について考える（尿細管上皮の変化、硝子的・空胞変性、カルシュウム沈着、好塩基性変性、壊死、細胞浸潤、円柱果粒）等々																フォント　　　　サイズ１１						西川　智		化学物質リスク評価研究所

				フォントサイズ１１		5		腎臓Ⅱ・膀胱		尿中に排泄された化学物質の腎臓・膀胱障害とそれに伴うバイオマーカの変化について考える（腎盂の変化：変性、壊死、炎症、膀胱の変化：上皮の過形成）等々																フォント　　　　サイズ１１						西川　智		化学物質リスク評価研究所

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		放送大学 東京文教学 習センター

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		16		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１



















Guide3-1シラバス様式		




西川さん案のコメント

				２０１６年度後期 ウシ				　　知の市場（シラバス）																										新規



				科目No.		共催講座ＵＴ117　 キョウサイ コウザ				科目名		化学物質有害性評価								副題		初心者のための基礎から学ぶ病理学的評価

				連携機関名		化学物質リスク評価研究所				水準		中級		教室定員		30		配信定員		0		講義日時		金曜日13：10～17：10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3講義集中） キンヨウビ				拠点
（開講機関）		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　（東京知の市場・放送大学（協賛）） トウキョウ ホウソウ ダイガク ブンキョウ ガクシュウ トウキョウ チ イチバ ホウソウ ダイガク キョウサン

				科目概要(300字)		2006年の国際化学物質管理会議では、「国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ」（SAICM）を採択し、全世界的に「2020年までに化学物質が健康や環境への影響を最小とする方法で使用・生産されるようにすること」を目指している。このような流れの中で、化学物質のヒト有害性を正しく理解しておくことは、製造者責任として必須となっている。その観点から反復投与毒性試験を理解するために鍵となる病理組織学について、初心者でも理解出来るように解説する。
 カンテン ハンプク トウヨ ドクセイ シケン リカイ カギ ソシキ カイセツ



				科目構成		№		講義		講義概要(150字以内)																講義日		開講場所		取纏め者		講師		所属

				はじめに		1		オリエンテーション		化学物質規制の社会的背景や最近のトピックスとしてジクロロプロパンによる胆管癌発症と労安法改正など概観しながら、講座の具体的進め方について紹介する。 ガイカン ショウカイ																　　2016/10/7		放送大学 東京文教学 習センター		西川　智		西川　智		化学物質リスク評価研究所

						2		総論 ソウロン		基礎的理解として反復投与毒性に係る動物実験法や人体の構造と障害などついて概説する。
 ドクセイ カカ

						3

				病理学の実際		4		肝臓Ⅰ		経口投与により胃に入った化学物質の大部分は門脈系を介して肝臓に取り込まれる。肝臓での解毒・代謝の過程における肝細胞障害とそれに伴うバイオマーカの変化について考察する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的病理所見としては、腫大、淡明化、好酸性、好塩基性変化、炎症性細胞浸潤、壊死、肉芽形成,脂肪沈着などを検証する。 コウサツ																10/21/16

						5

						6

						7		肝臓Ⅱ		肝細胞以外の肝臓の障害について考察する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的な病理所見としては、類洞クッパー細胞の変化：髄外造血、ヘモジデリンリン沈着、そして胆管の変化として胆管増生、炎症性所見などを検証する。 コウサツ ケンショウ																11/11/16

						8

						9

						10		腎臓Ⅰ		輸入細動脈から腎臓糸球体に入った化学物質がろ過され更に尿細管において再吸収されることによる腎障害とそれに伴うバイオマーカの変化について考察する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具体的な病理所見としては、尿細管上皮の変化：硝子的・空胞変性、カルシュウム沈着、好塩基性変性、壊死、細胞浸潤、円柱果粒などを検証する。 コウサツ ケンショウ																11/25/16

						11

						12

						13		腎臓Ⅱ		尿中に排泄された化学物質による腎臓障害とそれに伴うバイオマーカの変化について、病理所見として腎盂の変化、変性、壊死、炎症、などを検証する。 ショウガイ ビョウリ ショケン ケンショウ																12/9/16

						14		膀胱		尿中に排泄された化学物質による膀胱障害とそれに伴うバイオマーカの変化について、病理所見として上皮の過形成などを検証する。 ケンショウ

				おわりに		15		総合討論 ソウゴウ トウロン		最近の事件事故などを省みながら有害性評価について論じる。加えて、内外の有害性評価に係わる人材の育成のあり方について論議する。 サイキン ジケン ジコ カエリ ユウガイセイ ヒョウカ ロン クワ ナイガイ ユウガイセイ ヒョウカ カカ ジンザイ イクセイ カタ ロンギ




















CT574a法学入門a

				２０１6年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		共催講座CT574a コウザ				科目名 カモクメイ		法学入門a ホウガク ニュウモン								副題 フクダイ		実践的考察を通じたリーガルマインドの涵養 ジッセンテキ コウサツ ツウ カンヨウ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		お茶の水女子大学
ライフワールドウオッチセンター チャ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１８：３０～２０：３０ スイヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京･お茶の水女子大学
（お茶の水女子大学ライフワールドウオッチセンター） チャ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		現代人にとって法律の基礎的素養は不可欠である。本講座は、法学の学習経験のない社会人・学生を原則として想定する。法律の学習に際しては、具体的な状況を想定しつつ、そのなかで基本的な法理を理解するよう試みることが望ましい。本講座では、個人の生活の各場面での法律関係をとりあげながら、そのなかで基本的な法律（民法、会社法など）の考え方を学ぶという方法を試みる。条文を参照しながら説明するので、受講に際しては六法（小型のもの。最新版でなくてもよい）を携行のこと。なお、講義の順序・内容の一部を変更することがある。 ゲンソク



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		法・法律とは何か ホウ ホウリツ ナニ		法と法律の概念、社会における規範のなかでの法律の役割、各種の法律の体系、裁判の役割、民事訴訟の仕組みなどについて考察する。 ホウ ホウリツ ガイネン シャカイ キハン ホウ リツ ヤクワリ カクシュ ホウ リツ タイケイ サイバン ヤクワリ ミンジ ソショウ シク コウサツ																10/5/16		お茶の水女子大学
共通講義棟
1号館101番教室 チャ ミズ ジョシ ダイガク		栗原　脩　 クリハラ オサム		栗原　脩　		弁護士　（元日本興業銀行取締役証券部長） ベンゴシ モト ニホン コウギョウ ギンコウ トリシマリヤク ショウケン ブチョウ

				民法 ミンポウ		2		民法の概略、                                       物（動産・不動産） ミンポウ ガイリャク モノ ドウサン フドウサン		民法の体系、物権と債権の基礎概念、所有と占有などについて説明する。 ミンポウ タイケイ ブッケン サイケン キソ ガイネン ショユウ センユウ セツメイ																10/12/16

						3		売買 バイバイ		売買の法理、売買契約の基礎、売買と交換などについて説明する。																10/19/16

						4		賃貸借・使用貸借 チンタイシャク シヨウ タイシャク		賃貸借と使用貸借の概念、賃貸借契約の基礎、賃貸借を巡る法律問題などについて説明する。 チンタイシャク シヨウ タイシャク ガイネン チンタイシャク ケイヤク キソ チンタイシャク メグ ホウリツ モンダイ セツメイ																10/26/16

						5		借入れと担保 カリイレ タンポ		お金の貸し借り（金銭消費貸借契約、利息制限法など）、担保の役割（人的担保、物的担保）、代表的な担保権（質権と抵当権）、譲渡担保などについて説明する。 カネ カ カ キンセン ショウヒ タイシャク ケイヤク リソク セイゲンホウ タンポ ヤクワリ ジンテキ タンポ ブッテキ タンポ ダイヒョウテキ タンポケン シチケン テイトウケン ジョウト タンポ セツメイ																11/2/16

						6		請負・委任・寄託 ウケオイ イニン キタク		請負の法理と実際（住宅の建築の例など）、委任の役割と当事者の義務、寄託の法理などについて説明する。 ウケオイ ホウリ ジッサイ ジュウタク ケンチク レイ イニン ヤクワリ トウジシャ ギム キタク ホウリ セツメイ																11/9/16

						7		契約の法理 ケイヤク ホウリ		各種契約の例を参照しつつ、民法総則の関連部分（意思表示、代理、時効など）、契約に関する法理（契約の成立プロセス、契約の履行、債務不履行、解除など）を考察する。 カクシュ ケイヤク レイ サンショウ ミンポウ ソウソク カンレン ブブン イシヒョウジ ダイリ ジコウ ケイヤク カン ホウリ ケイヤク セイリツ ケイヤク リコウ サイム フリコウ カイジョ コウサツ																11/16/16

						8		契約の法理（続）、不当利得、不法行為 ケイヤク ホウリ ゾク フトウ リトク フホウ コウイ		契約に関する法理の説明に続き、不当利得とは何か、不法行為と損害賠償責任などについて説明する。 ケイヤク カン ホウリ セツメイ ツヅ フトウ リトク ナニ フホウ コウイ ソンガイ バイショウ セキニン セツメイ																11/30/16

				会社法 カイシャホウ		9		株式会社の基礎概念 カブシキガイシャ キソ ガイネン		共同で事業を行う場合の組織形態、株式会社の基本原理とその特徴、株式会社の設立（手続、法人格の取得）などについて考察する。 キョウドウ ジギョウ オコナ バアイ ソシキ ケイタイ カブシキガイシャ キホン ゲンリ トクチョウ カブシキガイシャ セツリツ テツヅキ ホウジンカク シュトク コウサツ																12/7/16

						10		株式 カブシキ		株式の基本的な仕組みについて説明する。 カブシキ キホンテキ シク セツメイ																12/14/16

						11		株式会社の機関		株主総会、取締役・取締役会、監査役(会)などについて説明する。 カンサヤク カイ セツメイ																12/21/16

						12		資金調達、組織再編 シキン チョウタツ ソシキ サイヘン		資金調達(増資、社債発行など)、組織再編(合併、会社分割など)について説明する。 シキン チョウタツ ゾウシ シャサイ ハッコウ ソシキ サイヘン ガッペイ カイシャ ブンカツ セツメイ																1/11/16

				金融商品取引法 キンユウ ショウヒン トリヒキホウ		13		投資と法 トウシ ホウ		金商法の目的、ディスクロージャー制度などについて説明する。 キンショウホウ モクテキ セイド セツメイ																1/18/16

						14		投資と法(続) トウシ ホウ ゾク		不公正取引の規制、金融商品取引業者等の規制などについて説明する。 フコウセイ トリヒキ キセイ キンユウ ショウヒン トリヒキ ギョウシャ ナド キセイ セツメイ																1/25/16

				労働法 ロウドウホウ		15		会社と個人 カイシャ コジン		会社の従業員（労働者）としての個人、労働法の意義と体系、労働法における基本的な法理について説明する。 カイシャ ジュウギョウイン ロウドウシャ コジン ロウドウホウ イギ タイケイ ロウドウホウ キホンテキ ホウリ セツメイ																2/1/16




















シラバス様式(例)

				２０１4年度○期 ネンド キ				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。 シヨウ ハバ タカ ヘンコウ																						新規/継続 シンキ ケイゾク



				科目No. カモク		共催/関連講座○○○ カンレン				科目名 カモクメイ		フォントサイズ１４								副題 フクダイ		フォントサイズ１２

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		フォントサイズ１２				水準 スイジュン		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員 キョウシツ テイイン		フォント　　　サイズ１２		配信定員 ハイシン テイイン		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時 コウギ ニチジ		○曜日○：○～○：○ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		フォントサイズ１２

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		フォントサイズ１２



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				フォントサイズ１１		1		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。） ジ キニュウ イチブ インサツ フカ																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　 コウシ ト シャ ショゾク タダ ト シャ コウシ バアイ ショゾク ショウリャク		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		2		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

















継続科目については、変更点を赤字で記載してください



CT234生物総合評価管理学

				２０１６年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座CT234 コウザ				科目名 カモクメイ		生物総合評価管理学								副題 フクダイ		農作物の品種改良が世界を救う

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		農業・食品産業技術
総合研究機構				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		金曜日１８：３０～２０：3０ キン ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京･お茶の水女子大学
（お茶の水女子大学ライフワールドウオッチセンター）

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		日常食している農作物や畜産物など、多くの先人たちの努力により改良され生産性を向上してきた。近年、多様な生物の全塩基配列の解読や分子生物学的研究の著しい進展を踏まえ、遺伝子組換え技術などを駆使した新たな農作物などの開発や利用が進みつつある。またカイコも絹生産に留まらず、組換えカイコによる有用物質生産など新産業創出の可能性を示すなど新たな局面を迎えている。農作物の品種改良が食料生産に果たした役割を俯瞰しながら、植物の品種改良が将来的に人類が直面するであろう食料不足や環境問題の解決の切り札になる可能性を、最新の研究内容を通して紹介する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字以内) コウギ ガイヨウ ジ イナイ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				品種改良の歴史 ヒンシュ カイリョウ レキシ		1		農耕の起源と品種改良の歴史 ノウコウ キゲン ヒンシュ カイリョウ レキシ		人類は2万年ほど前から定住生活をはじめ、約1万年前より作物の栽培を始めた。農耕の起源を考えながら、品種改良にまつわる様々なエピソードを交えて、品種改良の歴史を俯瞰する。また、本講座のオリエンテーションとして、基本的な遺伝学と本講義の全体について紹介する。																9/30/16		お茶の水女子大学
共通講義棟
1号館101番教室 チャ		田部井豊		田部井豊 タベイユタカ		農業・食品産業技術
総合研究機構

						2		国内在来種の保存と利用 コクナイ ザイライシュ ホゾン リヨウ		人々は在来の作物を栽培し、それをもとに品種改良を行ってきた。在来種の多様性とその利用の歴史について概説する。																10/7/16						大澤良 オオサワ リョウ		筑波大学 ツクバ ダイガク

				遺伝子組換え イデンシ ク カ		3		遺伝子組換え技術と世界的な利用状況 イデンシ クミカ ギジュツ セカイテキ リヨウ ジョウキョウ		遺伝子組換え技術の誕生と植物への利用について紹介するとともに、現在、世界的に栽培されている遺伝子組換えの作物の実際や、遺伝子組換えパパイアやゴールデンライスの開発について紹介する。																10/14/16						田部井豊 タベイユタカ		農業・食品産業技術
総合研究機構

						4		遺伝子組換え生物の安全性評価と国際的動向 イデンシ クミカ セイブツ アンゼンセイ ヒョウカ コクサイテキ ドウコウ		遺伝子組換え農作物の商品化には厳しい安全性審査が求められており、その安全性評価システムについて解説する。今後、遺伝子組換え農作物を利用するために非組換え農作物との共存と消費者の理解が必要である。共存とサイエンスコミュニケーションについて紹介する。																10/21/16

						5		葉緑体形質転換の可能性 ヨウリョクタイ ケイシツ テンカン カノウセイ		葉緑体形質転換ゲノムへの遺伝子導入には、核への遺伝子導入とは異なるメリットとデメリットがある。メリットとしては大量のタンパク質を作れる優秀な植物工場として利用できることである。そのメカニズムとともに今後の利用について概説する。																10/28/16						奥崎文子 オクザキ アヤコ		玉川大学 タマガワ ダイガク

				新しい育種技術 アタラ イクシュ ギジュツ		6		循環選抜とゲノム選抜が切り開く未来 ジュンカン センバツ センバツ キ ヒラ ミライ		未だにトウモロコシの反収は増加している。その主な理由はトウモロコシは他殖性（他の株の花粉で種子が稔る性質）であり、常にゲノムがシャッフルされているためであると考えられる。それを自殖性作物のイネに応用することと、ゲノム情報で優秀な系統を選ぶ選抜方法について紹介する。																11/4/16						田中淳一 タナカ ジュンイチ		農業・食品産業技術
総合研究機構

				ゲノム研究 ケンキュウ		7		ダイズ育種の世界を変えろ イクシュ セカイ カ		ダイズの品種改良においても、急速にゲノム情報の利用が進められている。統計的手法を用いたシミュレーションに基づくダイズ育種の方法とその成果について紹介する。																11/18/16						津田麻衣 ツダ マイ		筑波大学 ツクバ ダイガク

				新しい育種技術 アタラ イクシュ ギジュツ		8		無花粉スギを作る ムカフン ツク		スギ花粉症問題解決のために、無花粉スギの選抜と遺伝子組換え技術による無花粉スギの作出について述べるとともに、これまでに林業分野における問題とその取組みを概説する。																11/25/16						小長谷賢一 コナガヤ ケンイチ		林木育種センター リンボク イクシュ

				遺伝子組換え イデンシ ク カ		9		スギ花粉症を治すコメを作る カフンショウ ナオ ツク		コメを食べて「スギ花粉症を治す」。花粉症患者の方には夢のような話を、そのメカニズムや実際に症状が軽くなった人の話を交えて紹介する。また植物の形をした薬はどのようにして実用化されようとしているのか･･・その一部を紹介する。																12/2/16						田部井豊 タベイユタカ		農業・食品産業技術
総合研究機構

						10		遺伝子組換えカイコの開発と実用化に向けて イデンシ クミカ カイハツ ジツヨウカ ム		2000年にカイコの遺伝子組換え技術が開発されて15年、すでに医薬品開発に利用されており、さらに緑色蛍光タンパク質などを発現する遺伝子組換えカイコの産業が迫っている。これまでのカイコ育種の成果と遺伝子組換えカイコの開発や一般養蚕農家で利用するための規制対応について概説する。																12/9/16						河本夏雄 コウモト ナツオ

				機能解明 キノウ カイメイ		11		ネムリユスリカの乾燥耐性とその応用 カンソウ タイセイ オウヨウ		ネムリユスリカは凄い。乾燥耐性や放射線などの耐性は他の生物では見られないほど強い。そのメカニズムを紹介するとともに、利用について概説する。																12/16/16						志村幸子 シムラ サチコ

				遺伝子組換え イデンシ ク カ		12		機能性農作物の開発と商業利用へ向けた課題 キノウセイ ノウサクモツ カイハツ ショウギョウ リヨウ ム カダイ		遺伝子組換え技術を用いることにより、血圧を低く抑えることのできるコメや糖尿病対策のコメ、ワクチンを作る植物など従来の育種では実現できなかった機能性を付与できる。機能性を有する遺伝子組換え農作物の研究の現状を紹介し、将来の可能性について考える。																1/6/17						田部井豊 タベイユタカ

				新しい育種技術 アタラ イクシュ ギジュツ		13		新しい育種技術の紹介と研究及び実用化への取組 アタラ イクシュ ギジュツ ショウカイ ケンキュウ オヨ ジツヨウカ トリクミ		新しい育種技術には、ゲノム編集、シスジェネシス、世代促進技術など多くの技術が含まれた総称となっている。主要な技術について解説し、それによって何が作り出され、私たちの暮らしにどのように役立つかを概説する。																1/13/17

						14		新しい育種技術（NPBT）の規制問題を考える キセイ モンダイ カンガ		ゲノム編集や世代促進技術など、植物におけるNPBTは人工制限酵素遺伝子や開花促進遺伝子などを導入し、目的の改変が終了したところで、導入された遺伝子を除いて商業利用する。この外来遺伝子が除かれた植物はGMOか非GMOか？　世界的な議論を紹介しながら、規制の問題を考える。																1/20/17

				これからの育種 イクシュ		15		世界が直面している問題に品種改良はどのように答えるか セカイ チョクメン モンダイ ヒンシュ カイリョウ コタ		世界的な「気候変動」による新たな病害虫の発生は、今後の農業生産上、最も憂慮され対応しなければならない問題である。今後の農業生産の基本的な問題を概観しながら、今後の品種改良を考える。																1/27/17




















YB612b狭山を学ぶ　ものづくり編b

				２０１６年度後期 ネンド ウシ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ツギ ゾク



				科目No. カモク		共催講座　YB612b コウザ				科目名 カモクメイ		狭山を学ぶ　ものづくり編b　 サヤマ マナ ヘン								副題 フクダイ		グローバルブランドを目指す狭山茶の全てを学ぶ メザ サヤマ チャ スベ マナ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		狭山商工会議所・狭山市　　　　　　　　　　　　　　　狭山市茶業協会 サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマシ サヤマ シ チャ ギョウ キョウカイ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		40名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0名 メイ		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日18:30～20:30
実習(講義2・3・8・9）は土曜日      13:30～16:30 カ ヨウビ ジッシュウ コウギ ドヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		埼玉・狭山
（狭山商工会議所・狭山市） サイタマ サヤマ サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマシ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		狭山市は有名なブランドである「狭山茶」の産地である。狭山茶は狭山丘陵で栽培・生産されるお茶の総称で、江戸時代にはすでに江戸でブランド化されており、当時狭山はお茶の生産地域の北限でもあった。狭山市が市政を引くはるか昔から「狭山」という名前を使い、ブランド化してきた狭山茶の魅力を、その歴史と効能から説き起こす。そして、いま生産者を中心に取り組まれている課題や将来への「夢」を示し、現在の狭山茶の姿を明らかにする。これによって、より多くの人々が「狭山茶」を再認識し、今後の狭山茶のブランド力強化につながる。昔は「薬」であった「お茶」を深く良く認識する機会を提供する。 トウジ サヤマ ト オ ショウライ シメ ゲンザイ サヤマ チャ スガタ アキ ヒトビト ニンシキ キカイ テイキョウ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				開講式 カイコウシキ		1		開講式・狭山とお茶 カイコウシキ サヤマ チャ		開講式。古来お茶は中国から伝えられ、江戸時代は関東圏がその栽培の北限とされてきた。狭山市はその地域に位置し、古くからお茶の栽培が盛んで、「市」としての名称も昭和29年に市制を引いた時に「狭山市」とした。「狭山茶」を歴史的にとらえ、また、現在の産業として、さらに未来に向けての取り組みを本コースで学んでいく。																9/27/16		狭山市産業労働センター　　　1階多目的スペース　　　　　 サヤマシ サンギョウ ロウドウ カイ タモクテキ		狭山市産業労働センター　　　　　　　　　　　栗原博文　　　神部圭子 サヤマシ サンギョウ ロウドウ クリハラ ヒロフミ カンベ ケイコ		（未定） ミテイ		狭山市 サヤマ シ

				体験・狭山茶生産１ タイケン サヤマ チャ セイサン		2		狭山茶はこうして作られる　１ サヤマ チャ ツク		茶業者の持つ1次産業としての「茶畑」、そこからの収穫後に、いろいろな加工を施す（2次産業）ことにより、お茶の付加価値を上げ、また、性格を変えてゆく。それら一連の流れを学ぶとともに、お茶の製造現場の取組を見学し、生産体験を行う。特に前半の体験は、生産現場である茶畑を視察・考察し、さらに、受講者が自ら茶葉の収穫を体験し、お茶の産業の第1次部分を体験する。 チャ ギョウシャ モ ジ サンギョウ チャバタケ シュウカク ゴ カコウ ホドコ ジ サンギョウ チャ フカ カチ ア セイカク カ イチレン ナガ マナ チャ セイゾウ ゲンバ トリクミ ケンガク セイサン タイケン オコナ トク ゼンハン タイケン セイサン ゲンバ チャバタケ シサツ コウサツ ジュコウシャ ミズカ チャバ シュウカク タイケン チャ サンギョウ ダイ ジ ブブン タイケン																10/1/16		実習　　　　　　　会場：横田園 ジッシュウ カイジョウ ヨコタ エン				横田泰宏 ヨコタ ヤスヒロ		東阜横田園代表 トウ フ ヨコタ エン ダイヒョウ

						3		狭山茶はこうして作られる　２ サヤマ チャ ツク																								横田貴弘 ヨコタ タカ ヒロ		東阜横田園 トウ フ ヨコタ エン

				狭山茶の歴史と効能 サヤマ チャ レキシ コウノウ		4		狭山茶の歴史　１ サヤマ チャ レキシ		中国から伝来したといわれる茶が、中世から近世にかけてどのように日本国内に広まっていったのかを振り返りながら、江戸時代後期に誕生した狭山茶について学ぶ。 チュウゴク																10/4/16		狭山市産業労働センター　　　1階多目的スペース　　　　　 サヤマシ サンギョウ ロウドウ カイ タモクテキ				高橋光昭 タカハシ ミツアキ		前狭山市博物館館長 ゼン サヤマシ ハクブツカン カンチョウ

						5		狭山茶の歴史　２ サヤマ チャ レキシ		開国とともに急速に発達した狭山茶の生産について触れるとともに、紅茶やコーヒーの登場で国内消費に移行していった経過、機械化への取り組み、霜害に強い品種の登場などについて学ぶ。　																10/11/16

						6		お茶から始まる和食の                 文化と健康づくり チャ ハジ ワショク ブンカ ケンコウ		日本の伝統的な食文化、和食は、世界の無形遺産として登録されるなど再認識されてきた。食文化のルーツを知り、科学的見地から食品の機能（人体に対する食品の作用や働き、栄養機能、健康性・生体調整機能、嗜好・食感機能）の内、お茶から始まる和食の色彩・香り・食感を中心に和食の素晴らしさと、お茶の存在意義を検証し健康づくりに活用する。 ニホン デントウテキ ショクブンカ ワショク セカイ ムケイ イサン トウロク サイニンシキ ショクブンカ シ カガクテキ ケンチ ショクヒン キノウ ジンタイ タイ ショクヒン サヨウ ハタラ エイヨウ キノウ ケンコウセイ セイタイ チョウセイ キノウ シコウ ショッカン キノウ ウチ チャ ハジ ワショク シキサイ ショッカン チュウシン ワショク スバ チャ ソンザイ イギ ケンショウ ケンコウ カツヨウ																10/18/16						長谷川秀夫 ハセガワ ヒデオ		分析産業人ネット　　委員 ブンセキ サンギョウ ジン イイン

						7		お茶の効能と文化 チャ コウノウ ブンカ		「お茶」の食品としての効能や効果、そしてお茶を中心とする文化的活動などを講義する。 チャ ショクヒン コウノウ コウカ チャ チュウシン ブンカ テキ カツドウ コウギ																10/25/16						大森正司 オオモリ ショウジ		大妻女子大学　教授 オオツマ ジョシ ダイガク キョウジュ

				体験・狭山茶生産２ タイケン サヤマ チャ セイサン		8		狭山茶はこうして作られる　３ サヤマ チャ ツク		農産物であり生き物である「お茶」の知識を本コースで学んできた。それらを踏まえ実践としてお茶の生産を体験し、さらに、生き物である「お茶」のポテンシャルを発揮させ、美味しいお茶を楽しむためのルールを学び実践する。この後半の体験は、収穫後の茶葉をいかに加工するか、長い歴史の中で培われてきた加工の仕方により、茶葉の性格を変え付加価値をいかに付けるかを体験する。さらに、つくられたお茶の選び方や、より良い楽しみ方を体験する。 コウハン タイケン シュウカク ゴ チャバ カコウ ナガ レキシ ナカ ツチカ カコウ シカタ チャバ セイカク カ フカ カチ ツ タイケン チャ エラ カタ ヨ タノ カタ タイケン																10/29/16		実習　　　　　　　会場：横田園 ジッシュウ カイジョウ ヨコタ エン				横田泰宏 ヨコタ ヤスヒロ		東阜横田園代表 トウ フ ヨコタ エン ダイヒョウ

						9		狭山茶をさらにおいしく              楽しむために サヤマ チャ タノ																								横田貴弘 ヨコタ タカ ヒロ		東阜横田園 トウ フ ヨコタ エン

				現在の狭山茶生産とその課題 ゲンザイ サヤマ チャ セイサン カダイ		10		狭山地域から世界へ サヤマ チイキ セカイ		狭山丘陵で生産される「お茶」＝「狭山茶」を生産販売する事業者として取り組む「狭山茶」作りと、アメリカ市場を見た生産者として感じた「世界の中での狭山茶」の可能性を語る。																11/1/16		狭山市産業労働センター　　　1階多目的スペース　　　　　				平岡忠仁 ヒラオカ タダシ ジン		平岡園 ヒラオカ エン

						11		良い素材をよい製品に ヨ ソザイ セイヒン		お茶は第1次産業から第3次産業まで一貫した流れを持つが、製品としてのポテンシャルを決めるのは第１次の素材としての生産段階と、第２次の加工卸の段階の要素が大きい。農産物としての「茶葉」を加工することにより、その特色を発揮し、異なる「お茶」に仕上げていくうえでの技術・工夫や日々の課題を語る。 チャ ダイ ジ サンギョウ ダイ ジ サンギョウ イッカン ナガ モ セイヒン キ ダイ ジ ソザイ セイサン ダンカイ ダイ ジ カコウ オロシ ダンカイ ヨウソ オオ ノウサンブツ チャ ハ カコウ トクショク ハッキ コト チャ シア ギジュツ クフウ ヒビ カダイ カタ																11/8/16						石田英希 イシダ ヒデキ		石田園 イシダ エン

						12		良い製品の拡大とブランド構築 ヨ セイヒン カクダイ コウチク		同一地域で長い間積み重ねられた技術と工夫で生産され、加工され、製品となった「狭山茶」。長い歴史の中でブランド性を高めるとともにいかに良い商品として地域の人たちや愛好家に流通し、愛飲していただくか。また、さらなる消費拡大のためにいかなる工夫や新商品の開発に取り組むか。主に流通面からの「狭山茶」を語る。 ドウイツ チイキ ナガ アイダ ツ カサ ギジュツ クフウ セイサン カコウ セイヒン サヤマ チャ ナガ レキシ ナカ セイ タカ ヨ ショウヒン チイキ ヒト アイコウカ リュウツウ アイイン ショウヒ カクダイ クフウ シン ショウヒン カイハツ ト ク オモ リュウツウメン サヤマ チャ カタ																11/15/16						植竹利光 ウエタケ トシミツ		清風園 セイフウ エン

				未来に向けての狭山茶 ミライ ム サヤマ チャ		13		狭山茶と市民のおもてなしの　　取組 サヤマ チャ シミン トリクミ		古くからのブランドである「狭山茶」、そして、茶の湯の文化の１つである「おもてなし」、近年の加速度的な国際化と、世界から興味を持たれている日本文化を踏まえながら、狭山市の魅力とおもてなしについて、狭山茶を基軸として創造し、発信していくことを目的に活動している市民団体として、「狭山茶のおもてなし」について皆さんと一緒に考えていくものです。 フル サヤマ チャ チャ ユ ブンカ キンネン カソクドテキ コクサイカ セカイ キョウミ モ ニホン ブンカ フ サヤマシ ミリョク サヤマ チャ キジク ソウゾウ ハッシン モクテキ カツドウ シミン ダンタイ サヤマ チャ ミナ イッショ カンガ																11/22/16						中津川人峰 ナカツガワ ヒト ミネ		狭山おもてなし計画代表 サヤマ ケイカク ダイヒョウ

						14		狭山茶と狭山の　　　　  　　　　　ブランディング サヤマ チャ サヤマ		日本のブランドとしての「日本茶」、世界の中で日本文化の一つである「日本茶」をどのように展開していくべきなのか。狭山市の若手経営者たちが挑むブランディングプロジェクトを紹介する。																11/29/16						吉田徹弥 ヨシダ テツヤ		狭山商工会議所青年部　　　　副会長 サヤマ ショウコウ カイギショ セイネン ブ フクカイチョウ

				まとめ		15		まとめ・未来に向けて ミライ ム		本コースでは地域ブランドである「狭山茶」をいろいろな角度から、多くの人・視点で講義を積み重ねてきたが、このコースを総括して、今後の狭山茶の未来を示唆し、お茶の製品としての可能性や、文化としての可能性を模索する。 ホン チイキ サヤマ チャ カクド オオ ヒト シテン コウギ ツ カサ ソウカツ コンゴ サヤマ チャ ミライ シサ チャ セイヒン カノウセイ ブンカ カノウセイ モサク																12/6/16						横田泰宏 ヨコタ ヤスヒロ		東阜横田園代表 トウ フ ヨコタ エン ダイヒョウ











講師リスト

						2015年度講師リスト ネンド コウ シ

		科目No. カモク		共催講座　YB612b				科目名 カモクメイ		狭山を学ぶ　ものづくり編b（狭山茶）　												副題 フクダイ		グローバルブランドを目指す狭山茶の全てを学ぶ

		連携機関名 レンケイ キカン メイ		狭山商工会議所・狭山市　　　狭山市茶業協会				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		40名		配信定員 ハイシン テイイン		0名		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日10:00～12:00　　　　実習（10～12）は土曜日				講義場所 コウギ バショ		埼玉・狭山（狭山商工会議所・狭山市）





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		栗原博文 クリハラ ヒロフミ		ｸﾘﾊﾗﾋﾛﾌﾐ		狭山市産業労働センター サヤマシ サンギョウ ロウドウ				所長 ショチョウ				狭山市入間川1-3-3 サヤマシ イルマ ガワ		04-2946-7643		h.kurihara@sayama-sanrou.jp		連携機関 レンケイ キカン

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		神部圭子 カンベ ケイコ		ｶﾝﾍﾞｹｲｺ		狭山市産業労働センター サヤマシ サンギョウ ロウドウ								狭山市入間川1-3-3 サヤマシ イルマ ガワ		04-2946-7643				取りまとめ講師 ト コウシ

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマチャヘン		有・無 アリ ナシ		仲川幸成 ナカガワ ユキナリ		ﾅｶｶﾞﾜﾕｷﾅﾘ		狭山市 サヤマシ				市長 シチョウ				狭山市入間川1-1-1 サヤマシ イルマ ガワ

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		高橋光昭 タカハシ ミツアキ		ﾀｶﾊｼﾐﾂｱｷ		SSCC狭山の歴史講師 サヤマ レキシ コウシ						350-1332		狭山市下奥富1322-2 サヤマシ シモ オクトミ		04-2953-2321		mitsuaki@inter7.jp

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		長谷川秀夫 ハセガワ ヒデオ		ﾊｾｶﾞﾜﾋﾃﾞｦ		NPO法人分析産業人ネット ホウジン ブンセキ サンギョウ ジン				委員 イイン		350-1308		狭山市中央3-6　E-104 サヤマシ チュウオウ		04-2959-8471		hasegawa@p1.s-cat.ne.jp

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		大森正司 オオモリ ショウジ		ｵｵﾓﾘｼｮｳｼﾞ		大妻女子大学 オオツマ ジョシ ダイガク				教授 キョウジュ						090-7193-2954		omori@t3.rim.or.jp

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		平岡忠仁 ヒラオカ タダシ ジン		ﾋﾗｵｶﾀﾀﾞﾋﾄ		平岡園 ヒラオカ エン				代表 ダイヒョウ						090-8565-5625

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		石田英希 イシダ ヒデキ		ｲｼﾀﾞﾋﾃﾞｷ		石田園 イシダ エン				　						04-2959-2677

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		斉藤益弘 サイトウ マ ヒロ		ｻｲﾄｳﾏｽﾋﾛ		斉藤園 サイトウ エン				代表 ダイヒョウ						04-2953-4188

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		横田貴弘 ヨコタ タカヒロ		ﾖｺﾀﾀｶﾋﾛ		横田園 ヨコタ エン				　				狭山市沢12-5 サヤマシ サワ		04-2959-6308

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		横田泰宏 ヨコタ ヤスヒロ		ﾖｺﾀﾔｽﾋﾛ		東阜横田園 トウ フ ヨコタ エン				代表 ダイヒョウ				狭山市沢12-5 サヤマシ サワ		04-2959-6308		yokotaen@comet.ocn.ne.jp

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		吉田徹弥 ヨシダ トオル ヤ		ﾖｼﾀﾞﾃﾂﾔ		㈲アイ電気 デンキ				代表 ダイヒョウ				狭山市柏原2787 サヤマシ カシワバラ		04-2952-3481		tetsuya@netpass.jp

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		中津川人峰 ナカツガワ ヒト ミネ		ﾅｶﾂｶﾞﾜﾋﾄﾈ		狭山ケーブルTV サヤマ

		2015		YB612b		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		植竹利光 ウエタケ トシミツ		ｳｴﾀｹﾄｼﾐﾂ		清風園 セイフウ エン				代表 ダイヒョウ				狭山市水野 サヤマシ ミズノ		04-2959-3055

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ





mailto:h.kurihara@sayama-sanrou.jpmailto:hasegawa@p1.s-cat.ne.jpmailto:mitsuaki@inter7.jp


JK131ｂ防疫薬総合管理

				２０１６度後期 ド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＪＫ１３１ｂ				科目名 カモクメイ		 防疫薬総合管理								副題 フクダイ		身近な生活・環境害虫防除ー世界をリードする防疫薬と害虫防除技術ー

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		 日本環境動物昆虫学会				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		月曜日１８：１５～２０：１５				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		大阪・千里山
（日本リスクマネジャネットワーク,
後援：関西大学化学生命工学部、日本家庭用殺虫剤工業会) オオサカ センリヤマ コウエン カンサイ ダイガク カガク セイメイ コウガク ブ ニホン カテイヨウ サツ チュウ ザイ コウギョウカイ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		熱帯病による死者は、近年でも全世界で年間５００万人に達している。その最大の原因はマラリアで、その他にウエストナイル熱、日本脳炎、黄熱病、デング熱などがあり、いずれも蚊媒介性疾病である。マラリアによる死者は毎年１５０万～２７０万人と報告されており、現在、WHOが中心となってマラリアの死者を半減させる運動を展開している。その手段としては、殺虫剤を家屋内に残留処理することやピレスロイド殺虫剤を含有させた蚊帳などの使用でベクターである蚊を防除することである。一方、都市化が進み、風土病、熱帯病が減少した先進地域では人々の快適な生活を維持するために、不快害虫（nuisance insects）などを防除することが不可欠になっている。これらの防除にはピレスロイドなどの安全な殺虫剤が使用されており、これらの薬剤開発では日本が常に世界をリードしてきた。このような防疫薬・家庭用殺虫剤などについて、社会的役割、薬剤開発、使用技術の改良、安全性の確保および技術革新などについて解説する。 キンネン カテイヨウ サツ チュウ ザイ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				昆虫と人間生活		1		歴史を変えた昆虫たち レキシ カ コンチュウ		昆虫が地球上に現れたのは、約4億年前であり、ヒト（猿人）が誕生したのは、約５００万年前といわれる。ヒトは誕生した時から必然的に昆虫類と関わりなら生きてきた。ここでは、昆虫類が歴史上偉大な人物や大きな事件に影響を与えた事例について述べ、昆虫と人間がこれまでにどのように関わってきたかを解説する。																9/12/16		関西大学
千里山キャンパス
第４学舎       
３号館          
３２０２教室		安部　八洲男		安部　八洲男		大阪青山大学
健康科学部

				害虫の生態と防除		2		衛生害虫の生態とその防除策 エイセイ ガイチュウ セイタイ ボウジョ サク		虫が媒介する感染症はいろいろある。日本で最も有名なのは蚊が媒介する日本脳炎であるが、海外旅行すると虫が媒介する感染症にかかるリスクが増大する。近年周辺諸国で流行が見られる虫が媒介する主な感染症を紹介する。																9/26/16						庄野　美徳 ショウノ ビトク		住友化学　　　　　　　　　　　　　　　　生活環境事業部 スミトモ カガク セイカツ カンキョウ ジギョウ ブ

						3		不快害虫、その他の害虫の生態とその防除 フカイ ガイチュウ タ ガイチュウ セイタイ ボウジョ		人が生活している環境には衛生害虫以外にもいろいろな害虫がいる。気持ち悪い、臭い、刺されると痛いなどの不快害虫。衣服を食害する衣料害虫など。それから、最近、外国から侵入して来た外来害虫。これらの虫の被害とその対策について紹介する。 ヒト セイカツ カンキョウ エイセイ ガイチュウ イガイ ガイチュウ キモ ワル クサ サ イタ フカイ ガイチュウ イフク ショクガイ イリョウ ガイチュウ サイキン ガイコク シンニュウ キ ガイライ ガイチュウ ムシ ヒガイ タイサク ショウカイ																10/3/16

						4		害虫の生態を利用した駆除 ガイチュウ セイタイ リヨウ クジョ		食品衛生害虫の代表としては、飲食店の厨房や一般家庭の台所に出没するゴキブリが挙げられる。また、家屋害虫の代表としては、家屋・建造物などの木質部を食害するシロアリが挙げられる。これらの害虫を中心として、害虫の生態、習性を利用した防除法の考え方や実例を紹介する。 カオク ケンゾウブツ シツ チュウシン ガイチュウ ボウジョ ホウ カンガ カタ レイ																10/17/16						田中　豊一 タナカ トヨカズ		ダスキン

				家庭用殺虫剤 カテイヨウ サツ チュウ ザイ		5		家庭用殺虫剤の製剤の特徴と使い方 カテイヨウ サツ チュウ ザイ セイザイ トクチョウ ツカ カタ		近年、ＷＨＯは感染症媒介害虫の防除にPrimary Health Care (PHC) の重要性を再認識し、推進している。このPHCの中心にある家庭用殺虫剤について、製剤・製品の変遷、並びにそれらの特徴と正しい使い方について概要を述べる。  キンネン カンセンショウ バイカイ ガイチュウ ボウジョ ジュウヨウセイ サイニンシキ スイシン チュウシン カテイヨウ サツ チュウ ザイ セイザイ セイヒン ヘンセン ナラ トクチョウ タダ ツカ カタ ガイヨウ ノ																10/24/16						(未定） ミテイ		日本家庭用殺虫剤工業会 ニホン カテイヨウ サツ チュウ ザイ コウギョウカイ

				殺虫剤の化学		6		防疫薬発展の歴史とその役割 ボウエキ ヤク ハッテン レキシ ヤクワリ		農薬（殺虫剤）使用の歴史を概説し、過去における殺虫剤の問題点およびそれを踏まえた殺虫剤（防疫薬）の発展の歴史とその役割について説明する。農薬の発明・開発・上市の流れについても解説する。																10/31/16						森　達哉		住友化学
健康・農業関連事業研究所

						7		世界をリードしたピレスロイド殺虫剤 セカイ サッチュウザイ		除虫菊に含まれる殺虫成分（ピレトリン）の安全性を維持しながら構造を改変したピレスロイドは今やベクター（疾病媒介昆虫）コントロールに無くてはならない存在となっている。人類にとってかけがえのないピレスロイドの発明の経緯について化学構造の変換および効力の特徴の観点から説明する。またどのように発明がなされたのかについても解説する。																11/7/16

				製剤とその利用技術		8		製剤化の意義と家庭用殺虫製剤の特徴と使用方法 セイザイ カ イギ カテイヨウ サッチュウ セイザイ トクチョウ シヨウ ホウホウ		家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に伴い、その効能を最大限に発揮するために、今まで各種製剤が提案されてきている。主として殺虫剤における製剤化の意義と、代表的な家庭用殺虫製剤に関する基本技術について解説する。																11/14/16						竹林　禎浩		住友化学
ベクターコントロール部

						9		その他の製剤と新規製剤の特徴と使用方法 ホカ シンキ セイザイ		家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に伴い、その効能を最大限に発揮するために、今まで各種製剤が提案されてきている。主として殺虫剤における製剤化の意義と、代表的な家庭用殺虫製剤に関する基本技術について解説する。																11/21/16

				ベクター防除技術		10		世界をリードするオリセットネット（防虫蚊帳） セカイ ボウチュウ カヤ		マラリアはハマダラカという蚊が媒介し、アフリカにおいて貧困の大きな原因となっている。１９９８年にWHOが中心となり、２０１０年までにマラリアの脅威を半減することを目的としたロールバックマラリアキャンペーンが開始された。そこでは、防虫蚊帳オリセットネットは感染予防の有力な手段として使用されている。																11/28/16						庄野　美徳 ショウノ ビトク		住友化学
生活環境事業部

				木材害虫 モクザイ ガイチュウ		11		シロアリ防除 ボウジョ		シロアリは真社会的昆虫であり、家屋そのものを食害し大きな経済的・社会的損失をもたらすという、家屋害虫の中でも独特の存在である。そのようなシロアリについて紹介しつつ、その防除方法を解説する。																12/5/16						藤本いづみ フジモト		京都大学　　　　　　　　　　　　生存圏研究所 キョウト ダイガク セイゾンケン ケンキュウショ

				害虫防除の実際 ガイチュウ ボウジョ ジッサイ		12		薬剤による害虫防除の課題とPCO(害虫防除専門家)の取り組み ヤクザイ ガイチュウ ボウジョ カダイ ト ク		PCO(Pest control operator,害虫防除専門家）がどのような場面で害虫防除に薬剤による防除を選択し、どのよう課題を抱えているのかについて、３０年間害虫防除に携わってきた経験をもとに述べる。また、今後どのような薬剤が望まれるかについてもPCOの立場からのべる。																12/12/16						池尻　幸雄 イケジリ ユキオ		イカリ消毒株式会社　　　　　　　　　　　技術研究所 ショウドク カブシキ カイシャ ギジュツ ケンキュウショ

				安全性		13		防疫薬の登録 ボウエキ クスリ トウロク		防疫薬の登録について述べる。日本（薬事法、化審法、毒劇法など）をはじめ、米国EPA（FIFRA)やEU（EUBPD)、その他世界各国の防疫薬登録制度について説明する。																12/19/16						尾崎　圭介		住友化学
生活環境事業部

						14		防疫薬の安全性 ボウエキ クスリ アンゼンセイ		登録に必要な安全性評価の考え方、急性毒性、遺伝毒性、刺激性、アレルギー性、亜急性毒性、慢性毒性、発癌性、催奇形性、繁殖毒性、神経毒性などの試験方と評価上の問題点を解説する。																12/26/17

				総合防除		15		問題点と今後の方向 モンダイテン コンゴ ホウコウ		人々の生活の都市化や、住宅構造、生活様式などの外部環境の変化や、化学物質の安全性に対する意識の増加などから、防疫薬に対するニーズも変化し、それに対応して防疫薬も変革が必要とされる。ここでは、防疫薬が抱えている今日的問題点と今後の方向について考え、総合防除(IPM)の考え方についても述べる。																1/16/17						安部　八洲男		大阪青山大学
健康科学部




















JK454環境基礎論

				２０１６年度後期 ネンド コウ キ				知の市場（シラバス）				　																						継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座JK454 キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		 環境基礎論 カンキョウ キソ ロン								副題 フクダイ		 市民の環境問題入門 シミン カンキョウ モンダイ ニュウモン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		 日本リスクマネジャネットワーク ニホン				レベル		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日１８：１５～２０：１５ ヒ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		大阪・千里山
(日本リスクマネジャネットワーク、
後援：関西大学化学生命工学部） オオサカ チサト ヤマ ニホン コウエン カンサイ ダイガク カガク セイメイ コウガク ブ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		２１世紀は環境の世紀といわれている。それは変わらないと思われてきた地球環境が大きく変化し、危機的ともいえる局面を迎え、人間と環境との係わりを根本から考え直す必要があるというメッセージである。人間は誕生以来、自然に働きかけ、生活に必要なものを手に入れてきた。産業革命以降、科学・技術の急速な発展により、生活は便利で快適になったが、他方で自然破壊や環境汚染が進み、人間を脅かすようになってきた。その象徴が地球温暖化問題である。これから環境問題について学ぼうとする市民や勤労者に、生活の土台となる地球、水、大気、土壌について、また生活を豊かにしてきた化学物質などについて、最新のトピックや身近な関心事も交え、広く環境問題について講義し、共に考える。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				地球と環境 チキュウ カンキョウ		1		環境問題の歴史		環境問題を考える糸口として、時代の変遷を振り返りながら環境問題の全容を俯瞰し、講義全体を概観する。 カンキョウ モンダイ カンガ イトグチ ジダイ ヘンセン フ カエ カンキョウ モンダイ ゼンヨウ フカン コウギ ゼンタイ ガイカン																9/27/16		関西大学
千里山キャンパス
第４学舎               ３号館            ３２０２教室 ゴウカン		宮崎　隆介 ミヤザキ タカスケ		石橋　博 イシバシ ヒロシ		日本リスクマネジャ　　　　　　ネットワーク ニホン

						2		宇宙船地球号（１）		環境問題を考える上で基礎になる地球について知るために大気圏、水圏のしくみを解説する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スイケン カイセツ																10/4/16						宮崎　隆介 ミヤザキ タカスケ

						3		宇宙船地球号（２）		環境問題を考える上で基礎になる地球のしくみのうち、陸圏のしくみについて解説する。また、「生物多様性」とは何か、その重要性と現状を森と木の役割や林野庁の進める「木づかい運動」、「美しい森づくり国民運動」の紹介を通じて解説する。																10/11/16						宇都　英二 ウト エイジ

				公害と環境 コウガイ カンキョウ		4		水質汚濁問題 スイシツ オダク モンダイ		水質汚染の歴史は産業革命にまで遡る。産業の発展と共に川や海が汚れ、人の生活に悪影響を与えてきた。水質汚濁対策の進展で現在では相当改善されてきたがまだ完全ではなく、新しい問題も起きている。水質汚濁問題を日本の状況を中心に、上水道への影響や下水道整備の話を交えて解説する。																10/18/16						刑部　忠彦 ケイ ブ タダヒコ

						5		土壌汚染問題		前半の基礎編では、「土壌汚染対策法」の目的を理解し、その施行状況を概観する。又、「用地及び組織の環境アセスメント：ＩＳＯ14015」を用いて、事業への影響を決定するプロセスを解説する。次に後半の実践編では、複雑な土壌汚染問題のリスクマネジメントの実践から、その考え方を事例を交えて解説する。																10/25/16						久保田　俊美
新田　恭司 クボタ トシミ ニッタ ヤスシ

						6		大気汚染問題 タイキ オセン モンダイ		４大公害裁判の一つ「四日市ぜんそく」から道路環境裁判までの概略と企業・行政の取り組みを述べ、大気汚染の歴史を振り返る。次に環境基準が未達成の「光化学オキシダント」の現状と要因の一つである「越境汚染への取り組み」を紹介する。最近話題の微小粒子状物質（PM2.5）や地球規模の大気汚染への取組みも紹介する。　																11/1/16						西村　庄司 ニシムラ ショウジ

						7		廃棄物処理問題		産業廃棄物と一般廃棄物、不法廃棄、焼却場、廃棄物処理場、ダイオキシン問題、住民運動、海外との関係など廃棄物処理問題の全般について行政の対応を踏まえながら歴史と現況について解説する。 ゼンパン ギョウセイ タイオウ フ																11/8/16						佐古　勇策 サコ ユウサク

				地球温暖化 チキュウ オンダンカ		8		地球温暖化（１）		地球温暖化のもたらす脅威は世界的な共通認識となり、その対策をめぐって国際的な交渉が続けられている。今年12月にはパリで新しい枠組みが決められる予定であり、日本政府も原発再稼働を前提に削減目標を提出する。これらの交渉の共通認識をもたらしたIPCCの報告（第５次評価報告書－AR5）について概説する。																11/15/16						石橋　博 イシバシ ヒロシ

						9		地球温暖化（２）		京都議定書を引き継ぐ新しいＣＯ２削減の枠組みが交渉されている。国別の削減量が交渉の焦点になっているが、削減の仕組みについてはすでに京都メカニズム等考えだされており、私たち市民一人一人の取り組みについてもアイデアはある。地球温暖化の現実が待ったなしの状況を迎えている中、地球市民として企業、個人のできることについて学ぶ。
																11/22/16						宮崎　隆介 ミヤザキ タカスケ

				化学物質と食 カガク ブッシツ ショク		10		化学物質のリスク管理 カンリ		化審法、PRTR制度、REACHなどの社会的な管理の仕組みを解説し、会員の仕事を通して化学物質の環境リスク管理について論じる。 ロン																11/29/16						奥村　勝 オクムラ マサル

						11		食の安全・安心 ショク アンゼン アンシン		食にまつわるリスクとは、生活に最も身近な環境リスクであり、生命に直結する問題でもある。農作物の栽培や家畜の飼育、或いは加工品の製造・開発の段階に始まり、輸送、防疫、保管、購入、更には調理及び摂取の過程に至るまで、極めて広範囲かつ多面的に発生するリスクについて概説し、対処の仕方についても紹介する。																12/6/16						辻本　晴美 ツジモト ハルミ

				社会の動き シャカイ ウゴ		12		最新の環境技術・環境ビジネスの紹介 サイシン カンキョウ ギジュツ カンキョウ ショウカイ		豊かな生活を求めて発生させてきた環境問題をクリアするため、環境ビジネスは有望なビジネスとして期待されている。しかし、東日本大震災に続く原発事故は、安全神話と地球温暖化解決の切り札を御旗に原子力発電へ依存を高めてきた日本の環境政策をぐらつかせている。環境技術の果たすべき役割について一緒に考える。
																12/13/16						宇野　健一 ウノ ケンイチ

						13		環境法の動き カンキョウ ホウ ウゴ		各講義で出てくる個別法の話をまとめる観点から、主要な環境法の歴史と概要を紹介する。また、日本の法律の歴史的変化と最新の体系、主な国際法規や海外法規の動向についても紹介する。																12/20/16						牧野　薫 マキノ カオル

						14		企業の社会的責任（CSR) キギョウ シャカイテキ セキニン		市民の側から企業社会との付き合いを考える視点から企業の社会的責任（CSR)について世界の歴史的背景に触れながら、CS・環境会計・ISO認証取得、CSR報告書など企業の社会的責任（CSR)の現状について解説する。 シミン ガワ キギョウ シャカイ ツ ア カンガ シテン キギョウ シャカイテキ セキニン セカイ レキ シ テキ ハイケイ フ カンキョウ カイケイ ニンショウ シュトク ホウコクショ キギョウ シャカイテキ セキニン ゲンジョウ カイセツ																1/10/17						古沢　啓一 フルサワ ケイイチ

				まとめ		15		持続可能な社会（循環型社会／低炭素社会）を目指して ジゾク カノウ シャカイ テイタンソ シャカイ		持続可能な社会を実現するためには現実の困難な課題が多くある。講義全体のまとめとして、社会で問題になっている話題を取り上げ、立場の違いをどう乗り越えればいいか、受講者、講師一緒に考える。 ジツゲン ゲンジツ コンナン カダイ オオ シャカイ モンダイ ワダイ ト ア タチバ チガ ノ コ ジュコウシャ コウシ イッショ カンガ																1/17/17						宇都　英二 ウト エイジ










































ZY222n動物臨床医学事例研究

				２０１６年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		共催講座ZY222n キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		動物臨床医学事例研究n ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ								副題 フクダイ		臨床現場に有用な症例検討のあり方２ リンショウ ゲンバ ユウヨウ ショウレイ ケントウ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		８０名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		日曜3講義　10:00ｰ11:30、13:00ｰ14:30、14:40ｰ16:10 ニチ コウギ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		鳥取・倉吉
（動物臨床医学研究所） トットリ クラヨシ ドウブツリンショウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き物的要素があり、急速な変化に対応不能な面もある。この科目では、後期に先がけて臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、獣医系大学学生、動物看護師に限る。 ドウブツ イリョウ ナカ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				消化器 ショウカキ		1		猫の黄疸の原因と鑑別		猫における黄疸の原因や病態は様々であり，その鑑別は治療法の検討や予後評価に極めて重要である。黄疸の鑑別にはCBC，血液化学検査，尿検査などの臨床病理学的検査，画像検査，さらには肝生検による細胞診や病理組織検査など多角的な検査がしばしば必要となる。																2016/9/18		伯耆しあわせの郷２Ｆ大会議室又は　　　動物臨床医学研究所３Ｆカンファレンスルーム ホウキ ゴウ ダイ カイギシツ マタ ドウブツリンショウ		山根　剛　		小出和欣 コイデ ワ キン		井笠動物医療センター・小出動物病院

				症例検討（１） ショウレイ ケントウ		2		外科的疾患の検討（１） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						髙島一昭　　　他複数名 タカシマ カズアキ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

						3		内科的疾患の検討（１） ナイカテキ シッカン ケントウ

				眼科 ガンカ		4		角膜潰瘍の治療		犬の角膜潰瘍では、感染の抑制と涙膜確保は重要である。シルマー検査、フルオレセイン染色、病原体のグラム染色でチェックする。難治性角膜びらん、点状表層性角膜炎は、治療法が異なる。猫はヘルペスゥイルスの感染が重視される。潰瘍の薬物治療、コンタクトレンズ、外科治療なども述べたい。																2016/10/30						山形静夫 ヤマガタ シズオ		山形動物病院 ヤマガタ ドウブツビョウイン

				症例検討（２） ショウレイ ケントウ		5		外科的疾患の検討（２） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						小笠原淳子　　他複数名 オガサワラ ジュンコ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

						6		内科的疾患の検討（２） ナイカテキ シッカン ケントウ

				動物愛護 ドウブツ アイゴ		7		動物愛護の現状と実践		当財団附属施設アミティエの実践報告と、日本における動物愛護の現状を解説する。																2017/1/15						髙島一昭 タカシマ カズアキ		動物臨床医学研究所

				症例検討（３） ショウレイ ケントウ		8		外科的疾患の検討（３） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						山根　剛　　　　他複数名 ヤマネ ツヨシ ホカ フクスウメイ

						9		内科的疾患の検討（３） ナイカテキ シッカン ケントウ

				循環器 ジュンカンキ		10		小動物の心疾患		犬および猫の心疾患に対する各種検査、診断、治療法などについて解説を行う。
臨床獣医師として最低限知っておきたい知識・技術をわかりやすく解説する。																2017/2/12						山根　剛　　　　 ヤマネ ツヨシ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

				症例検討（４） ショウレイ ケントウ		11		外科的疾患の検討（４） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						水谷雄一郎　他複数名 ミズタニ ユウイチロウ ホカ フクスウメイ

						12		内科的疾患の検討（４） ナイカテキ シッカン ケントウ

				歯科 シカ		13		獣医歯科学の基礎と診断		小動物における歯科治療のための基礎として、歯の発生から萌出、歯と歯周組織の構造、口腔内疾患を診断するための器具、各種検査方法について解説する。																2017/3/26						加藤　郁 カトウ カオル		加藤どうぶつ病院 カトウ ビョウイン

				症例検討（５） ショウレイ ケントウ		14		外科的疾患の検討（４） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						久野由博　他複数名 クノ ユウ ヒロシ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

						15		内科的疾患の検討（４） ナイカテキ シッカン ケントウ

















講師リスト様式

						2015年度講師リスト ネンド コウ シ



		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモクメイ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

		2015		1,2		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		山根　義久 ヤマネ ヨシヒサ		ﾔﾏﾈﾖｼﾋｻ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				理事長 リジチョウ		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		3,4		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		髙島　一昭 タカシマ カズアキ		ﾀｶｼﾏｶｽﾞｱｷ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				所長 ショチョウ		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		5,6		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		毛利　崇 モウリ タカシ		ﾓｳﾘﾀｶｼ		もうり動物病院 ドウブツビョウイン				院長 インチョウ		690-0823		島根県松江市西川津町4014　タイムストリーム1F シマネケン マツエシ ニシカワツチョウ		0852-25-9935

		2015		7,8		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		小笠原淳子 オガサワラ ジュンコ		ｵｶﾞｻﾜﾗｼﾞｭﾝｺ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		9,10		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		下田　哲也 シモダ テツヤ		ｼﾓﾀﾞﾃﾂﾔ		山陽動物医療センター サンヨウ ドウブツ イリョウ				院長 インチョウ		709-0821		岡山県赤磐市河本357-1		0869-55-1543

		2015		11,12		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		水谷雄一郎 ミズタニ ユウイチロウ		ﾐｽﾞﾀﾆﾕｳｲﾁﾛｳ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		13		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		櫻田　晃 サクラダ アキラ		ｻｸﾗﾀﾞｱｷﾗ		さくだら動物病院 ドウブツ ビョウイン				院長 インチョウ		732-0009		広島県広島市東区戸坂千足1-6-17-1		082-229-6629

		2015		14,15		動物臨床医学事例研究ｍ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		久野　由博 クノ ユウ ヒロシ		ｸﾉﾖｼﾋﾛ		くのペットクリニック				院長 インチョウ		680-0903		鳥取県鳥取市南隈464 トットリケン トットリシ ミナミ クマ		0857-32-2828

		2015		1		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		小出　和欣 コイデ カズ キン		ｺｲﾃﾞｶｽﾞﾖｼ		井笠動物医療センター・小出動物病院 イ カサ ドウブツ イリョウ コイデ ドウブツ ビョウイン				院長 インチョウ		714-1211		岡山県小田郡矢掛町東三成1236-7		0866-83-1323

		2015		2,3		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		髙島　一昭 タカシマ カズアキ		ﾀｶｼﾏｶｽﾞｱｷ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				所長 ショチョウ		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		4		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		山形　静夫 ヤマガタ シズオ		ﾔﾏｶﾞﾀｼｽﾞｵ		山形動物病院 ヤマガタ ドウブツビョウイン				院長 インチョウ		704-8182		岡山県岡山市東区広谷468-12 オカヤマケン オカヤマシ ヒガシク ヒロ タニ		086-943-8653

		2015		5,6		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		小笠原淳子 オガサワラ ジュンコ		ｵｶﾞｻﾜﾗｼﾞｭﾝｺ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		7		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		髙島　一昭 タカシマ カズアキ		ﾀｶｼﾏｶｽﾞｱｷ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				所長 ショチョウ		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		8,9		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		山根　剛 ヤマネ ツヨシ		ﾔﾏﾈﾂﾖｼ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		683-0804		鳥取県米子市米原5-6-17 トットリケン ヨナゴシ ヨネハラ		0859-32-8082				米子動物医療センター住所 ヨナゴ ドウブツ イリョウ ジュウショ

		2015		10		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		山根　剛 ヤマネ ツヨシ		ﾔﾏﾈﾂﾖｼ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		683-0804		鳥取県米子市米原5-6-17 トットリケン ヨナゴシ ヨネハラ		0859-32-8082				米子動物医療センター住所 ヨナゴ ドウブツ イリョウ ジュウショ

		2015		11,12		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		水谷雄一郎 ミズタニ ユウイチロウ		ﾐｽﾞﾀﾆﾕｳｲﾁﾛｳ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				研究員 ケンキュウイン		682-0025		鳥取県倉吉市八屋214-10 トットリケン クラヨシシ ヤツ ヤ		0858-26-0851

		2015		13		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		加藤　郁 カトウ カオル		ｶﾄｳｶｵﾙ		加藤どうぶつ病院 カトウ ビョウイン				院長 インチョウ		680-0902		鳥取市秋里1168		0857-38-2882

		2015		14,15		動物臨床医学事例研究ｎ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ		久野　由博 クノ ユウ ヒロシ		ｸﾉﾖｼﾋﾛ		くのペットクリニック				院長 インチョウ		680-0903		鳥取県鳥取市南隈464 トットリケン トットリシ ミナミ クマ		0857-32-2828












PT211d感染症総合管理1d

				２０１６年度後期 ネンド コウキ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		共催講座PT211d				科目名 カモクメイ		感染症総合管理1d カンセンショウ ソウゴウカンリ								副題 フクダイ		感染症対策-ワクチンを中心にー カンセンショウタイサク チュウシン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		国立感染症研究所 コクリツ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		35		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日18：30～20：30 カ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・戸山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立感染症研究所） トウキョウ トヤマ コクリツ カンセン ケンキュウショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		感染症との闘いの為のヒトの生体防御の働き、および感染を予防する為のワクチンの効能、またワクチンの安全がどのように確保されているのかを説明する。又、その中で感染症研究の専門機関、特に国立感染症研究所が果たしている機能についても解説する。 カンセンショウ タタカ タメ セイタイボウギョウ ボウギョ ハタラ カンセン ヨボウ タメ コウノウ アンゼン カクホ セツメイ マタ ナカ カンセンショウタイサク ケンキュウ センモンキカン トク コクリツ ハ キノウ カイセツ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				総論 ソウロン		1		感染と宿主免疫 カンセン シュクシュメンエキ		感染（宿主ー病原体関係）における宿主免疫応答とその医療応用に関して、病原体に遭遇した場合のヒトの免疫応答の基礎知識やワクチン等免疫介入治療・予防に関する応用面を概説する。 カンセン シュクシュ ビョウゲンタイ カンケイ シュクシュメンエキオウトウ イリョウオウヨウ カン ビョウゲンタイ ソウグウ バアイ メンエキオウトウ キソチシキ ナド メンエキカイザイ カイニュウチリョウ ヨボウ カン オウヨウメン ガイセツ																9/6/16		国立感染症
研究所　　　　　　戸山庁舎
会議室 コクリツ カンセン ショウ ケンキュウジョ トヤマチョウシャ カイギシツ		阿戸　学 アト マナ		阿戸　学 オモネ ト ガク		国立感染症研究所　　　　　免疫部部長 コクリツ カンセン ケンキュウショ メンエキブチョウ

						2		次世代ワクチンの開発 ジセダイ カイハツ		ワクチンが何故効くのかその原理と投与方法の総論と次世代ワクチンの候補として粘膜投与型ワクチン、DNAワクチン等の作用メカニズムと効果、開発状況について紹介する。 ナゼキ ゲンリ トウヨホウホウ ソウロン ジセイダイ セダイ コウホ ネンマク トウヨガタ ナド サヨウ コウカ カイハツジョウキョウ ショウカイ																9/13/16						長谷川　秀樹 ハセガワ ヒデキ		国立感染症研究所　　　　　感染病理部部長 コクリツ カンセン ケンキュウショ カンセンビョウリ メンエキブチョウ

						3		感染症の予防とワクチン接種 カンセンショウ ヨボウ セッシュ		ワクチンで予防可能疾患の国内及び国外の発生状況、我が国の現行ワクチン接種スケジュール、副反応等を概説し、感染症を予防する時のワクチンの重要性を解説する。 ヨボウカノウ シッカン コクナイオヨ コクガイ ハッセイジョウキョウ ワ クニ ゲンコウ セッシュ フクハンノウ ナド ガイセツ カンセンショウ ヨボウ トキ ジュウヨウセイ カイセツ																9/20/16						多屋　馨子 タヤ キョウコ		国立感染症研究所　　　　　感染症疫学センター室長 カンセンショウ カンセンショオウエキガク シツチョウ

						4		生物製剤の品質管理 セイブツセイザイ ヒンシツカンリ		ワクチンは健康な人を対象に予防目的で接種されるものである。であるがゆえに、有効性のみならず、安全性には特に注意しなければならない。一方、ワクチンは生き物を使って製造、試験しなければならないという特殊性についても紹介する。 ケンコウ ヒト タイショウ ヨボウモクテキ セッシュ ユウコウセイ アンゼンセイ トク チュウイ イッポウ イ モノ ツカ セイゾウ シケン トクシュセイ ショウカイ																9/27/16						加藤　篤 カトウ アツシ		国立感染症研究所　　　　　
品質保証・管理部長 ヒンシツ ホショウ カンリ ブチョウ

						5		薬剤耐性と院内感染		今日、日本の医療現場では院内感染の事例が報告され、大きな社会問題となっている。院内感染の原因となる微生物や院内感染の防止対策について概説する。 コンニチ ニホン イリョウゲンバ インナイカンセン ジレイ ホウコク オオ シャカイモンダイ インナイカンセン ゲンイン ビセイブツ インナイカンセン ボウシ タイサク ガイセツ																10/4/16						柴山　恵吾 シバヤマ ケイゴ		国立感染症研究所　　　　　　　細菌第二部部長 ブ

				各論 カクロン		6		インフルエンザワクチン		通常の季節性インフルエンザとパンデミック・インフルエンザに対するワクチンに求められる特性には違いがある。現在我が国および海外で認可されているワクチンと両ワクチンとの関係およびワクチン株選定の過程について紹介する。 ツウジョウ キセツセイ タイ モト トクセイ チガ ゲンザイ ワ クニ カイガイ ニンカ リョウ カンケイ カブ センテイ カテイ ショウカイ																10/11/16						板村　繁之 イタムラ シゲユキ		国立感染症研究所　　　　　インフルエンザウイルス　　研究センター室長 ケンキュウ

						7		血液・体液を介して感染する肝炎ウイルス		血液・体液を介して感染する肝炎ウイルスとしてB型、C型肝炎ウイルスが知られており、慢性肝炎から肝硬変、肝癌の原因となるため大きな問題となっている。これらのウイルスの感染リスクと治療、ワクチンについて概説する。																10/18/16						加藤　孝宣 カトウ タカノブ センゲン		国立感染症研究所　　　　　　　ウイルス第二部室長 ニ シツチョウ チョウ

						8		経口感染する肝炎ウイルス		経口感染する肝炎ウイルスとしてA型、E型肝炎ウイルスが知られており、発展途上国では現在も蔓延しているが、先進国でも時に流行が見られる。また、E型肝炎ウイルスはブタなどにも感染しており、生食等による感染の危険性もある。これらのウイルスの感染リスクと治療、ワクチンについて概説する。																10/25/16						石井　孝司 イシイコウジ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第二部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ

						9		DPTワクチン		DPT疾患（ジフテリア・破傷風・百日ぜき）の国内および国外の現状とそれら疾患を予防する為に果たしてきたDPTワクチンの役割について概説する。 シッカン ハショウフウ ヒャクニチ コクナイ コクガイ ゲンジョウ シッカン ヨボウ タメ ハ ヤクワリ ガイセツ																11/1/16						蒲池　一成 カマチ カズナリ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第三部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ

						10		麻疹排除と麻疹ワクチン マシン ハイジョ マシン		麻疹の日本、並びに世界の現状、原因となるウイルスの性状、並びに麻疹ワクチンの開発の歴史、効果等を概説する。また、WHOが進める麻疹排除計画についても説明する。 マシン ニホン ナラ セカイ ゲンジョウ ゲンイン セイジョウ ナラ マシン カイハツ レキシ コウカナド ガイセツ スス マシンハイジョ ケイカク セツメイ																11/8/16						駒瀬　勝啓 コマセ カツヒロ ケイ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第三部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ

						11		肺炎球菌感染症と肺炎球菌ワクチン ハイエンキュウキン カンセンショウ ハイエンキュウキン		肺炎球菌は、小児や高齢者に菌血症・髄膜炎などの侵襲性感染症や肺炎、中耳炎等をおこす。肺炎球菌ワクチンには小児用、成人用ワクチンがあるが、これらの特徴や臨床効果について概説する。 ハイエンキュウキン ショウニカ コウレイシャ キンケツショウ ズイマクエン シンシュウセイ カンセンショウ ハイエン チュウジエン ナド ハイエンキュウキン ショウニカ ヨウ セイジンヨウ トクチョウ リンショウコウカ ガイセツ																11/15/16						金城　雄樹 キンジョウ ユウキ ジュモク		国立感染症研究所　　　　　真菌部室長 シンキン ブ シツチョウ

						12		結核 ケッカク		結核とはどういう病気か、起因菌の結核菌の特徴およびBCG接種をはじめとする現在講じられている結核対策を含めて概説する。また、結核菌と近縁ならい菌によるハンセン病についても触れる。 ケッカク ビョウキ キインキン ケッカクキン トクチョウ セッシュ ゲンザイ コウ ケッカクタイサク フク ガイセツ ケッカクキン キンエン キン ビョウ フ																11/22/16						田村　敏生 タムラ トシキ		国立感染症研究所
ハンセン病研究センター室長 コクリ ビョウケンキュウ シツチョウ

						13		水痘等のヘルペスワクチン スイトウナド		水痘・サイトメガロウイルスなどのヘルペス科ウイルスによる各種感染症および我が国で開発された水痘ワクチンの現状とその効用について紹介する。 スイトウ カ カクシュ カンセンショウ ワ クニ カイハツ スイトウ ゲンジョウ コウヨウ ショウカイ																11/29/16						西條　政幸 サイジョウ マサユキ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第一部部長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ ブ ブチョウ

						14		世界ポリオ根絶計画とポリオワクチン セカイ コンゼツケイカク		WHOを中心にポリオ根絶計画が進められているが、その現状と問題点について、世界的な視点および日本の立場に基づいて解説する。とくに、ポリオ根絶最終段階における、ポリオワクチン戦略にかかわる諸課題について説明する。 チュウシン コンゼツケイカク スス ゲンジョウ モンダイテン セカイテキ シテン ニホン タチバ モト カイセツ コンゼツ サイシュウダンカイ センリャク ショ カダイ セツメイ																12/6/16						清水　博之		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第二部室長

						15		ヒトパピローマウイルス		ヒトパピローマウイルス(HPV)は、性行為を介して感染し、子宮頸がんの原因となるウイルスである。近年、欧米にてHPVに対する感染予防ワクチンが開発され、我が国を含む全世界で導入されている現状を紹介する。 セイカンセンショウ コウイ カイ カンセン シキュウケイガン ゲンイン キンネン オウベイ タイ カンセンヨボウ カイハツ ワ クニ フク ゼンセカイ ドウニュウ ゲンジョウ ショウカイ																12/13/16						柊元　巌 ヒイラギ モト イワオ		国立感染症研究所　　　　　病原体ゲノム解析研究センター室長 ビョウゲンタイ カイセキ カイセキケンキュウ



















講師リスト様式

						2016年度講師リスト ネンド コウ シ

		科目No. カモク		共催講座PT211d				科目名 カモクメイ		感染症総合管理1d												副題 フクダイ		感染症対策-ワクチンを中心にー

		連携機関名 レンケイ キカン メイ		国立感染症研究所				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		35		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日18：30～20：30				講義場所 コウギ バショ		東京・戸山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立感染症研究所）





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

								有・無 アリ ナシ																				連携機関 レンケイ キカン

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		阿戸　学 アト マナ		あと　まなぶ		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		免疫部 メンエキブ		部長 ブチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		ato@nih.go.jp		取りまとめ講師 ト コウシ

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		長谷川秀樹 ハセガワ ヒデキ		はせがわ　ひでき		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		感染病理部 カンセンビョウリ ブ		部長 ブチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		hasegawa@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		多屋　馨子 タヤ ケイコ		たや　けいこ		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		感染症疫学センター カンセンショウ カンセンショオウエキガク		室長 シツチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		ktaya@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		加藤　篤 カトウ アツシ		かとう　あつし		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		検定検査品質保証部 ケンテイケンサ ヒンシツホショウシツチョウ ブ		室長 シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		akato@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		柴山　恵吾		しばやま　けいご		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		細菌第二部 サイキン ダイニブシツチョウ		部長 ブ シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		keigo@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		板村　繁之 イタムラ シゲユキ		いたむら　しげゆき		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		インフルエンザウイルス研究センター ケンキュウ		室長 シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		sitamura@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		加藤　孝宣		かとう　たかのぶ		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		ウイルス第二部室 ダイニブシツチョウ		室長 シツチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		tkato@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		石井　孝司 イシイコウジ コウジ		いしい　こうじ		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		ウイルス第二部室 ダイニブシツチョウ		室長 シツチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		kishii@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		蒲池　一成 カマチ カズナリ		かまち　かずなり		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		細菌第二部 サイキン ダイニブシツチョウ		室長 シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		kamachi@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		駒瀬　勝啓 コマセ カツヒロ ケイ		こませ　かつひろ		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		ウイルス第三部 ダイニブシツチョウ		室長 シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		kkomase@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		金城　雄樹 キンジョウ		きんじょう　ゆうき		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		真菌部		室長 シツ チョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		yuki-ki@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		田村　敏生		たむら　としき		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		ハンセン病研究センター ビョウケンキュウ		室長 シツチョウ		189-0002		東村山市青葉町4-2-1 ヒガシ ムラヤマ シ アオバ マチ		042-391-8211		toshikit@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		西條　政幸 サイジョウ マサユキ		さいじょう　まさゆき		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		ウイルス第一部 ダイニブシツチョウ		部長 ブチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		msaijo@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		清水　博之 シミズ ヒロユキ		しみず　ひろゆき		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		ウイルス第二部 ダイニブシツチョウ		室長 シツチョウ		208-0011		武蔵村山市学園4-7-1 ムサシムラヤマシ ガクエン		042-561-0771		hshimizu@nih.go.jp

		2016		PT211b		感染症総合管理1b カンセンショウソウゴウ カンリ		有・無 アリ ナシ		柊元　巌 ヒイラギ モト イワオ		くきもと　いわお		国立感染症研究所 コクリツ カンセン ケンキュウショ		病原体ゲノム解析研究センター ビョウゲンタイ カイセキ カイセキケンキュウ		室長 シツチョウ		162-0052		新宿区戸山1-23-1 シンジュククトヤマ		03-5285-1111		ikuki@nih.go.jp

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ						bn

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ
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KT724韓国学の理解

				２０１６年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＫＴ７２４ コウザ				科目名 カモクメイ		韓国学a								副題 フクダイ		韓国の歴史と文化の理解

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		東京韓国学校				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日18：30～20：30 ミズ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・東京韓国学校
（東京韓国学校） トウキョウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		歴史を学ぶ真の目的とは、過去への理解を通じて現在を正しく 認識し、明るい未来を築くことにある。 歴史に対する正しい認識は、現在の私たちが抱えているさまざまな問題や、これから生起するであろう新たな問題を解決する能力を育み、現在の私たち個々人の生を主体的に歩むための道を明確にするであろう。
韓国の歴史を、古代国家形成と発展過程の特徴、各時代別の歴史的特性と文化芸術などを中心に追いながら、近隣諸国がお互いに影響を与え合いながら発展して来た道のりを確認し、その中で特に韓日両国の深い歴史文化的関係を中心に考察しようとする。 キズ カイケツ オ アタ i ミチ カクニン



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				古代韓国の             形成と発展および 　  文化芸術		1		古朝鮮の歴史と文化		本講座の意義と韓民族の歴史年表を紹介する。古朝鮮は広く人を利するというの「弘益人間」の精神をもとにしている。桓檀古記、三国史記などで明らかにした韓民族の移動経路に生じた様々な歴史と文化を論ずる。 ジ キニュウイチブインサツフカブンタイ																2016.10.19		東京韓国学校　		　金得永		金得永		東京韓国学校　校長
前京畿教育学会 会長

						2		三国時代の歴史		韓国の古代歴史を日本とのつながりの中で論じる。
特に、時代劇ドラマ（太王四神記、朱蒙、善德女大王、大王の夢等）を通じて古代社会の神話と社会を紹介する。      																2016.10.26						諸惠珍		東京韓国学校教師

						3		古代時代の詩文学の変化		制度疲労した朝鮮王朝の排他的支配体制の崩壊と共に、王朝の指導理念であった儒学を背景とする漢詩文学も衰退する。植民地支配の中で抵抗文学の性格を帯びて生み出された西洋近代自由詩を受容した新詩運動と、伝統定型詩である時調の復興運動という韓国の詩文学の新たな二つの潮流を紹介する。 ウ ダ アラ ショウカイ																2016.11.03						金一男		日韓詩人文学交流会理事
韓国「時調生活」同人
日本「時調の会」理事

						4		韓国音楽の遺産		上古時代から日韓併合時代までの音楽の流れを把握し、時代別の代表楽器と朝鮮時代における儒教思想をベースにした宮廷音楽と庶民音楽を紹介する。また日本の山形県の民謡、最上川舟唄（もがみがわふなうた）と韓国慶尙道の舟唄（ベッノレ）という二つの仕事歌の共通点を探り、比較しながら論じる。 カンコク ヘイゴウ ジダイ キュウテイ ケン フタ																2016.11.09						裵恩卿		東京韓国学校教師

						5		韓国教育制度の歴史		三国時代から近現代までの教育制度の形成と発展過程を、教育理念｢弘益人間｣の実現の観点から論じる。																2016.11.16						金得永		東京韓国学校　校長
前京畿教育学会 会長

				高麗と朝鮮の形成と移り変わり		6		高麗の建国と東アジアの情勢		王建は松岳の豪族出身で禮成江の豪族勢力と連合し成長を遂げ、後に高麗を建国した。彼は高句麗の後継者を自称し、民心をなだめ、豪族の勢力を懐柔しながら国を強くしていった。10世紀の韓半島の状況は、ある意味現代の東アジアと似通っているといえる。多角的な比較と推論を通して、総合的に中世の入り口を考察する。 ノチ カレジジ																2016.11.23						趙亨道		東京韓国学校教師

						7		高麗から朝鮮へ		1392年に高麗の武将李成桂太祖が恭譲王を廃して、翌1393年に中国の明から権知朝鮮国事に封ぜられた。朝鮮の歴史は、国内政治的には、建国から端宗までの王道政治の時代、世祖の王権簒奪から戚臣・勲臣が高官をしめる時代、士林派による朋党政治、外戚による勢道政治の区分に分けられるが、包括的に朝鮮近世史の流れを紀伝式に紹介する。 ジ																2016.11.30

						8		韓民族の科学技術		韓民族の悠久の歴史の中、様々な背景のもとで科学技術が発展した。それは建築、製紙、鋳物、陶器、印刷、武器、火薬などの技術に加え、地理、天文、宇宙、数学などの科学、さらに医学や文字など幅広い分野に渡る。李氏朝鮮までの時代区分に従い、代表的な科学技術を紹介し、歴史的背景や逸話、日本との関係にも触れる。 ワタブンタイトウイツ																2016.12.07						洪政國		前東京大學敎授
在日韓国科学技術者協会顧問

						9		朝鮮の美術		先人たちの暮らしや美意識を反映した石造、山水画、工芸などの朝鮮王朝時代の美術作品を通して、その持ち味と美しさの中に込められた歴史の意味を探る。朝鮮時代以前の美術、朝鮮前中期の美術、美術文化のルネサンスである朝鮮後期の美術を時代の流れに基づき考察する。 センジン ハンエイ サグ コウサツ																2016.12.14						尹ゴウン		東京韓国学校教師

						10		韓国伝統舞踊と実技		韓国舞踊とは、韓国の伝統文化のもとに作られたすべての舞の総称で、宮中、民俗、仮面、意識、創作舞踊に分類される。時代別に舞踊の特徴を考察するとともに、80年代半ばから起きた新舞踊の中から舞い手個人の物語を表現する創作舞踊の生成背景を紹介しつつメソッドを直接体験する。 カンコク マイ ソウショウ カメン ネンダ ダイ ナカ オ アタラ マ テ コジン モノガタリ ヒョウゲン																2016.12.21						朴景蘭

						11		「在日」の暮らしや意識の変化と日本の中の現代韓国文化 ニホン ナカ		戦前より日本に定住する朝鮮半島出身者とその子孫、いわゆる「在日韓国人・朝鮮人」の戦後から現在に至る暮らしと意識の変化を論じる。また「韓流ブーム」を契機とした「在日」や「韓国」に対する日本人の意識の変化を、「韓流ブーム」以前と以後を比較しながら検証し、日本の中の現代韓国文化について考察する。																2016.12.28						崔美貴

						12		近代国家の概念と歴史 ガイネン レキシ		排他的な民族主義を基にした歴史認識が人類の平和を脅かす要因になるとの視点から、韓国や日本などの近代民族国家について考える。一つの生産単位として専有権を持つ国家体制が最終的には世界大戦に巻き込まれた事実を考えながら、このような悲劇を繰り返さないためにはどのような視点が必要かを考える。 モト シテン カンコク																2017.01.11						宋錫鍾		千葉韓国教育院長

				近現代史の変化		13		日韓併合時代の朝鮮近代文学－植民地留学生、尹東柱と李光洙 ニッカンヘイゴウ ジダイ チョウセン キンダイブンガク ショクミンチ リュウガクセイ		日本留学を経験した文人たちの中でも韓国で最も愛されている詩人と小説家であり、韓国近代文学を語るときに欠かすことのできない尹東柱と李光洙について、日本での留学生活に焦点を当てながら代表作を紹介する。韓国の中高生たちが必ず学ぶ二人の代表作を通して、植民地留学生としての彼らの生活や心情に思いを馳せる。 キンダイブンガク カタ カ ニホン リュウガクセイカツ ショウテン ア ダイヒョウサク ショウカイ カンコク チュウガクセイ コウコウセイ セイ カナラ マナ フタリ ダイヒョウサク トオ ショクミンチ リュウガクセイ カレ セイカツ シンジョウ オモ ハブンタイトウイツメイカンジヘンコウヒョウゲンヘンコウ																2017.01.18						申玉先		東京韓国学校教師

						14		韓流と日韓関係の変化－その以前と以後－		時代によって目まぐるしく変わってきた日韓関係の動きを、韓流に焦点を合わせて、その前後の変化に着目しながらまとめる。政治・外交及び文化にまで大きな影響を及ぼしてきた韓流が、これから日韓関係にどのような影響を与えていくのか、近年の動向を探る。																2017.01.25						申景浩		国士舘大学21世紀アジア学部　教授,韓国日本近代学会会長

						15		韓日二つの祖国を生きる		在日同胞2世の美術コレクターとして、日本と韓国の美術館にコレクションを寄贈して日韓の架け橋となった浅川伯教と巧兄弟の精神を韓国と日本に伝えるために毎年開催されている清里銀河塾を紹介しながら、分ち合う心を伝える。 ビジュツ マイトシ カイサイヘンカンシュウセイヒョウゲンホソク																2017.02.01						河正雄		秀林文化財團理事長
朝鮮大學校名譽美術學博士























（「科目No」＋「科目名」）

				２０１５年度○期 ネンド キ				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。開講日は「2015/6/5」の様な形式で記載してください。 シヨウ ハバ タカ ヘンコウ カイコウ ビ ヨウ ケイシキ キサイ																						新規/継続 シンキ ケイゾク

				（※年度は全角表示してください）

				科目No. カモク		共催/関連講座○○○ カンレン				科目名 カモクメイ		フォントサイズ１４								副題 フクダイ		フォントサイズ１２

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		フォントサイズ１２				水準 スイジュン		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員 キョウシツ テイイン		フォント　　　サイズ１２		配信定員 ハイシン テイイン		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時 コウギ ニチジ		○曜日○：○～○：○ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		フォントサイズ１２

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		フォントサイズ１２



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字以内) コウギ ガイヨウ ジ イナイ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				韓国新舞踊（実技授業） ジツギ ジュギョウ		1		韓国舞踊の歴史 カンコク ブヨウ レキシ		70年代半ばまでは一部の上層階級の為の芸術という意識が強かった韓国舞踊は、若い舞踊家たちの努力により70年代末に理論的な学問として成立された。80年代半ばからは個人の人生の物語を率直に表現する踊りの傾向が強くなり、特に梨花女子大学舞踊学科の教授と学生たちが中心となった”創舞会（チャンムホェ）”を代表とする、個性的な舞踊芸術が形成されるようになった。韓国舞踊の時代別の特徴を簡単に勉強した上、実際に体を動かして”創舞会”の踊りの基本メソドを学ぶ。　　 ネンダイ ナカ イチブ タメ カンコク ブヨウ ワカ ブヨウカ ドリョク ネンダイ マツ リロンテキ ガクモン セイリツ ネンダイ ナカ コジン ジンセイ モノガタリ ソッチョク ヒョウゲン オド ケイコウ ツヨ トク ガッカ チャンムホェ ダイヒョウ カンコク ブヨウ ジダイ ベツ トクチョウ カンタン ベンキョウ ウエ ジッサイ カラダ ウゴ オド キホン マナ																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　 コウシ ト シャ ショゾク タダ ト シャ コウシ バアイ ショゾク ショウリャク		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				韓国新舞踊（実技授業） ジツギ ジュギョウ		2		「体本（モンボン）」ⅠⅡⅢ カラダ ホン		1)｢体本（モンボン）」Ⅰ：体の気運を運用する踊り、２）｢体本（モンボン）」Ⅱ：呼吸の変化を感知し、地の気運を天に昇化させる呼吸法、3)「体本（モンボン）」Ⅲ：韓国武芸を基本とした踊りを実際に体を動かして練習する。 モン ボン カラダ キウン ウンヨウ オド カラダ ホン コキュウ ヘンカ カンチ チ キウン テン ノボ カ コキュウ ホウ カンコク ブゲイ キホン オド ジッサイ カラダ ウゴ レンシュウ																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１																		フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		16		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１



								「在日」の暮らしや意識の変化と日本の中の現代韓国文化 ニホン ナカ		戦前より日本に定住する朝鮮半島出身者とその子孫、いわゆる「在日韓国人・朝鮮人」の、戦後から現在に至る暮らしと意識の変化を論じる。また「韓流ブーム」を契機とした「在日」「韓国」に対する日本人の意識の変化を、「韓流ブーム」以前と以後を比較しながら検証し、日本の中の現代韓国文化について考察する。																		崔美貴

								韓国伝統舞踊と実技		韓国舞踊とは、韓国の伝統文化のもとに作られたすべての舞の総称で、宮中、民俗、仮面、意識、創作舞踊に分類される。本講義では、時代別に舞踊の特徴を考察するとともに、80年代半ばから起きた新舞踊の中から舞い手個人の物語を表現する創作舞踊の生成背景を紹介し、メソッドを直接体験できるようにする。 カンコク マイ ソウショウ カメン コウギ ネンダ ダイ ナカ オ アタラ マ テ コジン モノガタリ ヒョウゲン













Guide3-1シラバス様式		





HT921実践競走馬学

				２０１６年度後期 ネンド ウシ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		関連講座 ＨＴ９２１  カンレン				科目名 カモクメイ		実践競走馬学 ジッセン キョウソウバ ガク								副題 フクダイ		馬はどのような生き物か、競馬とサラブレッドの魅力を語る ウマ イ モノ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		日本中央競馬会 ニホン				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		50		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		  木曜日 １８：１５～２０：１５
７・８回目は１２：３０～１６：３０ モク ヨウビ カイメ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・浅草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本中央競馬会） トウキョウ アサクサ ニホン チュウオウ ケイバ カイ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		世界中でスポーツとして、娯楽として楽しまれている競馬には、他のスポーツ競技にはない独特の要素が数多く存在する。それらによって醸しだされる馬の世界、競馬の魅力を様々な観点から紹介する。また、競馬の主役であるサラブレッドの生物としての特性を解説し、馬と競馬に対する新たな視点を紹介する。 セカイチュウ ゴラク タノ ケイバ ホカ キョウギ ドクトク ヨウソ カズオオ ソンザイ カモ ウマ セカイ ケイバ ミリョク サマザマ カンテン ショウカイ ケイバ シュヤク セイブツ トクセイ カイセツ アラ シテン ショウカイ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ヒ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				日本における馬と競馬の歴史と現況 ニホン ウマ ケイバ レキシ ゲンキョウ		1		競走馬を観察する カンサツ		競走馬(サラブレッド)の一生とその生活環境を紹介し、馬の見方や選び方についても解説する。 ウマ ミカタ エラ カタ カイセツ																10/6/16		浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ アサクサ		伊藤　幹 イトウ ミキ		石丸睦樹 イシマル		日本中央競馬会馬事部
生産育成対策室

						2		競馬の国際化と日本の現状 ケイバ コクサイカ ニホン ゲンジョウ		海外の競馬事情と日本の競馬の現状を国際的視野で解説する。 カイガイ ケイバ ジジョウ ニホン ケイバ ゲンジョウ コクサイテキ シヤ カイセツ																10/13/16						伊藤　裕 イトウ ヒロシ		日本中央競馬会国際部
国際企画室 ニホン チュウオウ ケイバ カイ コクサイ ブ コクサイ キカク シツ

						3		馬とのふれあいと馬術競技 ウマ バジュツ キョウギ		実際に馬とふれあい、馬の持つ温かみを知る。また、馬術競技と馬の操作法についても実馬を使い解説する。 ジッサイ ウマ ウマ モ アタタ シ バジュツ キョウギ ウマ ソウサホウ ジツ ウマ ツカ カイセツ																10/20/16		馬事公苑 バジ コウエン				松本　謙 マツモト		日本中央競馬会
馬事公苑 ニホン バジ コウエン

						4		施設面から見た競馬 シセツ メン ミ ケイバ		競馬の舞台である競馬場は、10万人を越えるファンを収容する巨大な競技場でもある。馬にも人にも快適な環境を提供するための取り組みと馬に対する施設面からの対応を解説する。 ウマ タイ シセツメン タイオウ																10/27/16		浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ アサクサ				高田順一 タカダ ジュンイチ		日本中央競馬会施設部 シセツ ブ

				科学的視点で捉える競走馬		5		競走馬の科学①
競走馬の診療 キョウソウバ シンリョウ		サラブレッドはアスリートに例えられ、日々厳しいトレーニングを行っている。競走馬は日常どのような健康管理をしているのか、競走馬に特有の病気やその治療についても解説する。 タト ヒビ キビ オコナ キョウソウバ ニチジョウ ケンコウ カンリ キョウソウバ トクユウ ビョウキ チリョウ カイセツ																11/10/16						桂嶋勇輔 カツラシマ		日本中央競馬会馬事部
獣医課 バジ ブ ジュウイ カ

						6		競走馬の科学②
競走馬の装蹄 キョウソウバ カガク キョウソウバ ソウテイ		「蹄なくして馬なし」と言われるように、競走馬にとって蹄は非常に重要な器官である。その蹄に打ち付ける蹄鉄にはどのような意味があるのか、装蹄師の仕事について解説する。 ヒヅメ ウマ イ キョウソウバ テイ ヒジョウ ジュウヨウ キカン テイ ウ ツ テイテツ イミ ソウテイシ シゴト カイセツ																11/17/16						川端勝人 カワバタ		日本中央競馬会
競馬学校 ケイバ ガッコウ

				実践編 ジッセン ヘン		7		馬と競馬の楽しみ方 ウマ ケイバ タノ カタ		馬の見方、競走データの捉え方、各種賭式について解説する。これまでの講義を通して得た知識を活用しつつ、競馬を楽しむ。 ウマ ミ カタ キョウソウ トラ カタ カクシュ ト シキ カイセツ コウギ トオ エ チシキ カツヨウ ケイバ タノ																11/26/16		東京競馬場 トウキョウ ケイバジョウ				伊藤　幹 イトウ ミキ		日本中央競馬会馬事部

						8




































AI233農業生物資源論1

				２０１６年度後期 ネンド ゴ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		関連講座AI233 カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		農業生物資源論　1 ノウギョウ セイブツ シゲン ロン								副題 フクダイ		バイオテクノロジーで拓く食料、医療などへの農業生物資源の利用と未来

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		農業・食品産業技術
総合研究機構				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		100		配信定員 ハイシン テイイン		－		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１８：００～１９：３０ スイ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		茨城・つくば　
（農業・食品産業技術総合研究機構） イバラキ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		日常食している農作物や畜産物は、多くの先人たちが、何万年もの時間をかけ野生植物や動物を選抜・改良し利用可能にしてきた。近年、イネゲノムの全塩基配列の解読や分子生物学的研究の著しい進展により、ゲノム情報や遺伝子組換え技術を利用した新たな農作物や家畜の開発や利用が進みつつある。また、カイコは絹生産のために長く利用されてきたが、最近では遺伝子組換え技術により有用物質生産など、新産業創出の可能性を示す新たな局面を迎えている。農業に利用されてきた生物資源の改良の歴史やこれまでの社会的役割を概説するとともに、世界的な食料問題等の展望や今後の食料戦略などの解説と、それらの解決を図るための最新の研究内容を紹介する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				総論 ソウロン		1		農業生物資源の利用と技術開発～遺伝資源と作物開発の歴史～		私たちは農業からたくさんの恩恵を受けている。イネをはじめとする植物、肉、乳、卵、毛、絹、蜜など動物や昆虫の生産物を食物や衣類として利用している。農業生物資源研究所で研究している様々な生物の概要とその利用の歴史、それを支えた技術開発の歩みについて解説する。																2016/9/7		つくば
サイエンス・
インフォメーション
センター
大会議室 ダイカイギシツ		広報室
都島　美行 コウホウシツ ト シマ ビ ギョウ		廣近　洋彦		農業・食品産業技術
総合研究機構 ノウギョウ ショクヒン サンギョウ ギジュツ ソウゴウ ケンキュウ キコウ

				植物ゲノムの研究 ショクブツ ケンキュウ		2		ｹﾞﾉﾑ情報を活用した作物育種研究		ゲノム研究が進んで、作物の品種改良の方法がさらに効率化されている。品種改良において重要な遺伝子をどのように見つけるのか、さらに、見いだした有用な遺伝子をどうやって組み合わせるのか等について、我が国の主要作物であるイネを例に紹介する。																2016/9/14						山本　敏央

				遺伝資源の研究 イデン シゲン ケンキュウ		3		植物の多様な遺伝資源の収集と保存		農業の近代化とともに少数の作物品種しか栽培されなくなるなど、長い年月をかけて地域で育まれた作物の遺伝的多様性は急速に失われている。しかし、新たな作物の開発や品種改良には多様性を有する遺伝資源が不可欠である。持続的に利用できるように遺伝資源源を探索し保存する努力を紹介する。																2016/9/21						根本　博

						4		突然変異研究へのいざない
-放射線による変異創出-		ガンマーフィールドなどでのガンマー線照射によって育成された、耐病性のナシ「ゴールド二十世紀」やリンゴ「放育印度」、腎臓病患者が利用可能な低蛋白イネ品種、いろいろな色と形のキクやバラ、緑度が維持されるシバ「ウィンターフィールド」などの品種や、最近のゲノム研究や海外の状況を紹介する。 セン																2016/9/28						土師　岳

				動物科学の研究 ドウブツ カガク ケンキュウ		5		動物性タンパク質の供給から医薬分野への貢献まで		現在の畜産業が抱える問題の解決、ならびに良質な動物性タンパク質の持続的生産に役立つ最新の研究成果を紹介する。更に、医薬分野へ貢献する動物研究も紹介する。																2016/10/5						竹中　昭雄

				遺伝子組換えの研究 イデンシ クミカ ケンキュウ		6		遺伝子組換え作物の開発		遺伝子組換え技術を利用した様々な作物開発研究を紹介する。																2016/10/12						髙野　誠 タカノ

						7		カイコの遺伝子組換え利用
-昆虫利用の新展開-		近年、カイコの遺伝子組換え技術が開発され、また、ゲノム解読も進んでいる。これらを受けて急速に進みつつあるカイコの遺伝子機能解析研究と、新産業創出に向けた利用研究を紹介する。																2016/10/19						瀬筒　秀樹 セヅツ




















シラバス様式(例)

				２０１4年度○期 ネンド キ				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。 シヨウ ハバ タカ ヘンコウ																						新規/継続 シンキ ケイゾク



				科目No. カモク		共催/関連講座○○○ カンレン				科目名 カモクメイ		フォントサイズ１４								副題 フクダイ		フォントサイズ１２

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		フォントサイズ１２				水準 スイジュン		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員 キョウシツ テイイン		フォント　　　サイズ１２		配信定員 ハイシン テイイン		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時 コウギ ニチジ		○曜日○：○～○：○ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		フォントサイズ１２

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		フォントサイズ１２



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				フォントサイズ１１		1		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。） ジ キニュウ イチブ インサツ フカ																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　 コウシ ト シャ ショゾク タダ ト シャ コウシ バアイ ショゾク ショウリャク		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		2		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

















継続科目については、変更点を赤字で記載してください



UT116a実践化学物質総合管理（演習）２

				２０１６年度後期 ネンド コウキ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		関連講座UT116a カンレン				科目名 カモクメイ		　実践化学物質総合管理（演習）２ ジッセン カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ エンシュウ								副題 フクダイ		　SDS作成とGHS分類の実務を学ぶ サクセイ ブンルイ ジツム マナ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		林　浩次 リン コウジ				水準 スイジュン		中級 チュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日14：10～17：15
（２講義集中） スイ ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京知の市場・放送大学（協賛）) トウキョウ ホウソウ ダイガク ブンキョウ ガクシュウ トウキョウ チ イチバ ホウソウ ダイガク キョウサン

				科目概要 カモク ガイヨウ		日本での歴史は四半世紀に満たないが、SDS（安全データシート)とGHS(化学品の分類及び表示に関する世界調和システム)の歴史を遡ると、それは長年にわたる世界の先達の努力の積み重ねの成果である。今日のSDSとGHSは、こうした蓄積の上に1992年に開催された国連環境開発会議(UNCED)のアジェンダ21第19章の合意を契機に国際的に統一されてきた規範として構築され、今日では世界標準として機能している。しかし、こうして今や必須の要件となったSDSの作成とGHSの分類を世界を視野に入れながら実際に行うことは、容易なことではない。SDSとGHSの歴史を振り返りつつ、これらの実務に携わってきた自らの経験を踏まえ、さまざまな課題について受講者と共に具体的な解決策を考える。 レキシ サカノボ ナガネン セカイ セイカ チクセキ ウエ ネン カイサイ コクレン カンキョウ カイハツ カイギ ダイ ショウ ゴウイ ケイキ コクサイテキ トウイツ キハン コウチク コンニチ セカイ ヒョウジュン キノウ イマ ヒッス ヨウケン サクセイ ブンルイ ジッサイ オコナ タヤス レキシ フ カエ ジツム タズサ ミズカ ケイケン フ カダイ トモ グタイテキ カイケツサク カンガ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字以内) コウギ ガイヨウ ジ イナイ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				総論編 ソウロンヘン		1		SDSとは		SDS（安全データシート）は、日本において、化学物質排出把握管理促進法（化管法）、労働安全衛生法（安衛法）、毒物劇物取締法（毒劇法）の3法により作成が義務付けられている。これら3法が要求している項目が微妙に異なっており注意する必要がある。SDSの歴史的変遷を踏まえつつSDSに記載する16項目について、記載内容や情報調査の要点を解説する。 アンゼン ニホン カガク ブッシツ ハイシュツ ハアク カンリ ソクシンホウ カ カン ホウ ロウドウ アンゼン エイセイホウ アン エイ ホウ ドクブツ ゲキブツ トリシマリホウ ドク ゲキ ホウ ホウ サクセイ ギム ヅ ビミョウ コト チュウイ ヒツヨウ レキシテキヘンセン フ キサイ コウモク キサイ ナイヨウ ジョウホウチョウサ ヨウテン カイセツ																10/5/16		放送大学　　　東京文教学習センター　　 ホウソウ ダイガク トウキョウ ブンキョウ ガクシュウ		林　浩次　　 ハヤシ コウジ		林　浩次 リン コウジ		知の市場有志　　　　　　　　　　　　（元 化学物質評価研究機構　　　 安全性評価技術研究所）　　　　　　　　　 チ イチバユウシ

						2		GHSとは		GHSとは「化学品の分類と表示に関する世界調和システム」のことである。GHS分類はGHS国連文章によって規定されているが、各国の実情に応じた対応をすることができる「ビルディングブロックアプローチ」が採用されており、国内対応では注意が必要となる。GHS分類項目の定義と分類基準について我が国独自の考え方を中心に解説する。併せて、我が国の化学物質関連法令における対応についても言及する。 カガクヒン ブンルイ ヒョウジ カン セカイチョウワ ブンルイ コクレンブンショウ キテイ カッコク ジツジョウ オウ タイオウ サイヨウ コクナイタイオウ チュウイ ヒツヨウ ブンルイコウモク テイギ ブンルイキジュンンイ ワ クニドクジ カンガ カタ チュウシン カイセツ アワ ワ クニ カガクブッシツ カンレン ホウレイ タイオウ ゲンキュウ

						3		GHS分類やSDS作成情報 ブンルイ サクセイ ジョウホウ		SDS作成やGHS分類は正確な情報に基づいて行うべきことは言うまでもないことであるが、簡単なことではない。どのような情報が正確なものなのかを判断しなければならない。分類基準について詳細に説明し、インターネットで簡単に入手することができる正確とされている情報源について解説する。 サクセイ ブンルイ セイカク ジョウホウ モト オコナ イ カンタンア ジョウホウ セイカク ハンダン ブンルイ ショウサイ セツメイ カンタン ニュウシュ セイカク ジョウホウゲン カイセツ																10/12/16

				実務編 ジツムヘン		4		SDS作成の実際 サクセイ ジッサイ		SDSは、必要事項を漏れなく簡潔に記載する必要がある。また、最新の情報に基づくことも求められている。長年にわたるSDS作成作業に携わってきた経験と昨年度の受講者の質問点、疑問点を踏まえつつ実際にSDSを作成する際の留意点について受講者と共に考える。 ヒツヨウジコウ モ カンケツ キサイ ヒツヨウ サイシン ジョウホウ モト モト ナガネン サクセイ サギョウ タズサ ケイケン サクネンド シツモン テン ギモンテン フ ジッサイ サクセイ サイ リュウイテン ジュコウシャ トモ カンガ

						5		GHS分類の実際 ブンルイ ジッサイ		GHS分類にあたっては、どの情報を採用すべきかの判断が必要になる。やっかいなことに分類基準は国・地域で微妙に異なっている項目がある。長年にわたるGHS分類作業に携わってきた経験と昨年度の受講者の質問点、疑問点を踏まえつつ実際にGHS分類を行う際の留意点について受講者と共に考える。 ブンルイキジュン クニ チイキ ビミョウ コト コウモク ナガネン ブンルイ サギョウ タズサ ケイケン シャ ジッサイ ブンルイ オコナ サイ リュウイテン ジュコウシャ トモ カンガ																10/19/16

						6		GHS分類やSDS作成に係る情報収集の実務 ブンルイ サクセイ カカワ ジョウホウ シュウシュウ ジツム		SDS作成やGHS分類は正確な情報に基づいて行うべきことは言うまでもないことであるが、限られた時間内に膨大な情報源から正確な情報を見つけ出すことは容易なことではない。長年の経験を踏まえ実践的な情報収集の方法を紹介する。また、昨年度の受講者の質問点、疑問点を踏まえつつ具体的な事例について、受講者と共に情報収集の実際を学ぶ。 サクセイ ブンルイ セイカク ジョウホウ モト オコナ イ カギ ジカン ナイ ボウダイ ジョウホウ ゲン セイカク ジョウホウ ミ ダ ヨウイ ナガネン ケイケン フ ジッセンテキ ジョウホウシュウシュウ ホウホウ ショウカイ シャ グタイテキ ジレイ シュウシュウ ジッサイ マナ

				総括 ソウカツ		7		SDS作成とGHS分類に関するQ&A サクセイ ブンルイ カン		第１講～第６講の講義で出されたSDSの作成方法、GHS分類方法、情報収集方法などに関する受講者からの様々な質問点、疑問点について受講者と共に総合的に考える。 ダイ コウ ダイ コウ コウギ ダ サクセイ ホウホウ ブンルイ ホウホウ ジョウホウ シュウシュウ ホウホウ カン ジュコウシャ サマザマ シツモン テン ギモンテン ジュコウシャ トモ ソウゴウ テキ カンガ																10/26/16

						8
























UT134a化学物質総合経営学１

				２０１6年度後期 ネンド コウキ				　　																										新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座UT134a カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		化学物質総合経営学１ ソウゴウ ケイエイ ガク								副題 フクダイ		健康・環境リスクを巡る国際的な論議を跡づけながら化学物質管理を付加価値の創造に繋げる道を探る カガク ブッシツ カンリ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		増田　優 マスダ マサル				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日１４：１０－１７：１５
(２講義集中） カ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　（東京知の市場・放送大学（協賛））　　　　　　　　　　　　　　　　 ホウソウ ダイガク ブンキョウ ガクシュウ トウキョウ チ イチバ ホウソウ ダイガク キョウサン

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		化学物質は生活や社会の隅々に浸透し、健康リスクや環境リスクに止まらず経営リスクや社会リスクをももたらす。そして化学物質のリスク管理は技術革新、制度改革、経営変革と深くかかわる分野であり、ものづくりはこうしたリスクを管理するための規範創りと不即不離の関係にある。開発・生産され社会で広く流通・使用されて排出・廃棄される全過程で化学物質がもたらすリスクを管理することを目指す化学物質総合管理学を巡る国際的な論議の系譜と基本的な枠組みを、生物や放射性化学物質などがもたらすリスクの管理とも対比しながら解説する。加えて具体的な事例を通して、化学物質総合管理のイノベーションとの関わりについて解説しながら付加価値の創造と持続可能な発展につなげるための化学物質総合経営学の視点を提起し、今後の課題を論じる。 （前半が化学物質総合経営学１で後半が化学物質総合経営学２である。参考書は、化学物質総合経営学－規制から管理そして価値創造へ－(化学物質総合経営研究会/丸善出版/￥5,000/ISBN=978-4-86345-287-9-C3340)　　　　　　　     　　           ケイエイ ヘンカク ゼン メザ メグ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ ガク シテン テイキ ゼンハン カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ ガク コウハン カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ ガク

						。

				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに		1		化学物質総合管理とは何か
社会的規範や科学的方法論とは何か
 シャカイテキ キハン カガクテキ ホウホウロン ナニ		科目の目指すところと講義の進め方について概説する。また、この科目の理解の基本となる社会的規範とは何か、科学的方法論とは何かについて概説しつつ、化学物質総合管理（Integrated Management of Chemicaｌｓ）の概念を紹介する。 シャカイテキ ガイセツ																11/29/16		放送大学　　　東京文京学習センター ホウソウ ダイガク トウキョウ ブンキョウ ガクシュウ		増田　優		増田　優		お茶の水女子大学名誉教授ライフワールド・ウオッチセンター客員教授　　 メイヨ キョウジュ キャクイン キョウジュ

						2		リスク原則と安全・安心 アンゼン アンシン		企業、労働者、消費者など社会で頻繁に語られ、かつ、政府や大学が政策課題や研究目標とする「安全」や「安心」とは何か、内外の違いも含めて検証する。また、ハザード（有害性）とエクスポージャー（曝露）により規定されるリスク（現実の危険性）と安全や安心の係わりを論じつつ、化学物質総合管理の基本であるリスク原則について概説する。 ロウドウシャ カタ ケンショウ ユウガイセイ バクロ キテイ ゲンジツ キケンセイ アンゼン アンシン カカ ロン カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ キホン ゲンソク ガイセツ

				健康・環境リスクの総合的な管理 ケンコウ カンキョウ ソウゴウテキ カンリ		3		健康リスクと環境リスク ケンコウ カンキョウ		身近な具体的な事例を通して化学物質の固有の特性であるハザードと用途・用法などで多様であるエクスポージャーについて検証しつつ、化学物質がもたらす健康へのリスクや環境へのリスクの管理の在り方について社会的規範や科学的方法論とのかかわりも含めて論じる。 ミジカ グタイ トオ カガク ブッシツ コユウ トクセイ ヨウト ヨウホウ タヨウ ケンショウ カガク カンリ ア カタ シャカイテキ フク																12/6/16

						4		リスク管理とイノベーション カンリ		化学物質の健康リスクや環境リスクが社会に大きな影響をもたらした具体的な事例として公害などを取り上げ、技術革新や制度改革を通して社会を変革しつつ危機を克服していった歴史を検証しながら、化学物質のリスク管理の多様な側面と総合的なリスク管理における日本の課題を明らかにする。 ケンコウ カンキョウ シャカイ オオ エイキョウ グタイテキ ジレイ コウガイ ト ア ギジュツ カクシン セイド カイカク トオ シャカイ ヘンカク キキ コクフク レキシ ケンショウ カガク ブッシツ カンリ タヨウ ソクメン ソウゴウテキ カンリ カダイ アキ

				経営・社会リスクの総合的な管理 ケイエイ シャカイ		5		社会の多様なリスクの
管理の水準と目標 シャカイ タヨウ カンリ スイジュン		生活や社会のあらゆる場面はリスクに満ち溢れている。化学物質がもたらすリスクを他の要因によってもたらされるリスクと対比しながら検証し、それぞれのリスクの持つ特徴と重みを明らかにしつつ、化学物質のリスク管理が目指す目標について論じる。 セイカツ シャカイ バメン ミ アフ カガク ケンショウ モ トクチョウ オモ アキ																12/13/16

						6		経営リスクと社会リスク		化学物質がもたらすリスクは健康リスクや環境リスクだけではない。時には、健康や環境への影響が生じていないにも拘わらず、膨大な負担が発生することがある。内外で起こった具体的な事例を検証しながら、化学物質のリスク管理の成否が、また、近年世界で急速に進む制度改革が、経営や社会にもたらすリスクの大きさと意味について論じる。 トキ ケンコウ カンキョウ エイキョウ ショウ カカ ボウダイ フタン ハッセイ ナイガイ オ グタイテキ ジレイ ケンショウ

				化学物質総合管理の
基本的枠組み キホンテキ		7		リスク原則と科学的枠組み カガクテキ ワクグ		ハザード（有害性）、エクスポージャー（曝露）、リスク（現実の危険性）の意味と特徴について詳述するとともに、化学物質総合管理の基本であるリスク原則から導き出される自主管理の重要性などについて論じる。また、発癌性を例に、規範科学（レギュラトリー・サイエンス）が持つ自然科学的側面と人文社会科学的側面を検証する。 ショウジュツ カガク ミチビ ダ ジシュ カンリ ジュウヨウ セイ ロン ハツガンセイ レイ キハン カガク モ シゼン カガクテキ ソクメン ジンブン シャカイ カガクテキ ソクメン ケンショウ																12/30/16

						8		社会的枠組みと情報の共有化		リスク原則に則り化学物質を総合管理してゆくために、社会を構成する人々が広く協働していくことが必須である。このために、20世紀の第4四半期以来世界が社会変革を目指して構築してきた社会的な枠組みについて解説するとともに、その根幹をなす情報の共有と公開のための諸々の仕組みについて紹介しつつその意味を論じる。 シャカイ コウセイ ヒトビト ヒロ キョウドウ ヒッス シャカイ ヘンカク メザ モロモロ シク ショウカイ

				自主管理と価値創造 ジシュ カンリ カチ ソウゾウ		9		自主管理の概念と経営への展開		リスク原則など化学物質総合管理の諸原則から導出される自主管理の企業経営上の意義を論じつつ、化学物質を総合管理するための社会制度の中で自主管理がはたす役割を論じる。加えて、化学産業界の自主管理活動であるレスポンシブル・ケアを解説しつつ、その中核をなすプロダクト・スチュワードシップの概念と意味を論じる。 イギ ロン カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ナカ ジシュ カンリ ヤクワリ																「化学物質総合経営学2」として2017年4-6月に開講。　具体的な日程は2017年1月に決定。 ネン ガツ カイコウ グタイテキ ニッテイ ネン ガツ ケッテイ

						10		自主管理の実績と価値創造の実際 ジッセキ カチ ソウゾウ ジッサイ		自主管理が社会制度の変革を先導した事例や付加価値の創造をもたらした事例を紹介しながら、自主管理の経営的な意味を明らかにし、化学物質総合管理の化学物質総合経営への進化を論じる。また、具体的な研究・開発や生産・販売の過程でのものづくりと規範創りの関係を明らかにし、規範創りの主役が民間であることを示す。 ジシュ カンリ セイド ヘンカク センドウ ジレイ フカ カチ ソウゾウ ジレイ ショウカイ ジシュ カンリ

				化学物質総合管理の
国際展開		11		化学物質総合管理を巡る国際的な論議の系譜（１）		20世紀第4四半期から始まった経済協力開発機構（OECD)の化学物質総合管理に関する論議の系譜を、第1期の科学的方法論の確立、第2期の情報の共有化・公開と企業機密の保護、第3期のリスクの評価と管理などの順に検証し、その意義を論じる。また、化学物質総合管理（Integrated Management of Chemicaｌｓ）の概念の確立の過程を紹介する。 ハジ ダイ キ カガクテキ ホウホウロン カクリツ ダイ キ ジョウホウ キョウユウカ コウカイ キギョウ キミツ ホゴ ダイ キ ヒョウカ カンリ ケンショウ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ガイネン カクリツ カテイ ショウカイ

						12		化学物質総合管理を巡る国際的な論議の系譜（２）		1992年の国連環境開発会議アジェンダ21第19章から発し、2002年の持続可能な発展に関する世界首脳会議の宣言や2006年の国際化学物質管理戦略を経て今日に至る国際論議の意義を論じる。また、今日世界に定着しているデータの相互受け入れ(MAD)に続く評価・届出の相互受け入れ（MAA・MANs）の重大性を論じる。 コンニチ セカイ テイチャク ソウゴ ウ イ ツヅ ヒョウカ トドケデ ソウゴ ウ イ ジュウダイセイ ロン

						13		欧米各国やアジア諸国の動向と国際競争力 オウベイ カッコク ショコク ドウコウ コクサイ キョウソウ リョク		国際的課題である2020年目標の達成のため、世界各国は科学的基盤、法律・制度的基盤、人材・組織的基盤を強化し化学物質総合管理能力の向上に邁進している。とりわけ、欧州の新しい化学物質総合管理法であるREACHの制定以来、アジア諸国をはじめ各国で急激に進展している化学物質総合管理法制の整備の状況とその意味を論じる。 モクヒョウ タッセイ ジンザイ オウシュウ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ホウ セイテイ イライ ショコク カッコク キュウゲキ シンテン カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ホウセイ セイビ ジョウキョウ イミ ロン

				日本の現状と課題		14		化学物質総合管理能力の実相と国際競争力　 コクサイ キョウソウリョク		日本の政府、企業、大学などの各セクターの化学物質総合管理能力の現状を検証しつつ、化学物質の総合管理が総合経営に進化する状況における課題について論じる。また、近年頻発する健康被害、輸入品の増大と国際競争力の減衰などの具体的な事例を検証しながらその誘因としてのリスク管理に係る日本国内の制度について論考する。 カガク ブッシツ ソウゴウ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ソウゴウ ケイエイ シンカ ジョウキョウ コクサイ キョウソウリョク ゲンスイ ユウイン カンリ カカワ ニホン コクナイ セイド ロンコウ

						15		法律体系や行政体制の特徴と今後の課題		リスク管理の向上と雇用の維持、また国際競争力に大きな影響を与えるMAA・MANs制度への参加のためにも、国際的潮流である化学物質総合管理に整合する法律体系と行政体制の構築が必須であることを解説しつつ、日本の化学物質管理に関する法律群や関係省庁の現状と特徴を明らかにし克服すべき課題について論じる。 イジ オオ セイゴウ カイセツ

				まとめ		16		総合討論 ソウゴウ トウロン		化学物質の総合管理は、健康リスクと環境リスクののみならず経営リスクや雇用リスクさらには国際競争力に影響を与える。化学物質の総合管理が総合経営に進化している状況を踏まえつつ、世界が目指す2020年目標の達成に向けた日本の課題とその解決のための道筋を、科学的側面、法律・制度的側面、人材・組織的側面から多角的に論ずる。 カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ケンコウ カンキョウ ケイエイ コヨウ コクサイ キョウソウリョク エイキョウ アタ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ソウゴウ ケイエイ シンカ ジョウキョウ フ セカイ メザ ネン モクヒョウ タッセイ ム ニホン カダイ カイケツ ミチスジ カガクテキ ソクメン ホウ リツ セイドテキ ソクメン ジンザイ ソシキ テキ ソクメン タカクテキ ロン

















講師リスト様式

						201○年度講師リスト ネンド コウ シ

		科目No. カモク		関連講座UT134a				科目名 カモクメイ		化学物質総合経営学１												副題 フクダイ		健康・環境リスクを巡る国際的な論議を跡づけながら化学物質管理を付加価値の創造に繋げる道を探る

		連携機関名 レンケイ キカン メイ		増田　優				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日１４：１０－１７：１５
(２講義集中）				講義場所 コウギ バショ		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　（東京知の市場・放送大学（協賛））　　　　　　　　　　　　　　　　





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

								有・無 アリ ナシ																				連携機関 レンケイ キカン

								有・無 アリ ナシ																				取りまとめ講師 ト コウシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ








YB612a（2016後期）

				２０１6年度後期 ネンド コウキ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		関連講座 YB612a カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		　狭山を学ぶ　ものづくり編a サヤマ マナ ヘン								副題 フクダイ		　世界に羽ばたくビリヤードのすべて セカイ ハ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		アダムジャパン　　　　　              　　狭山商工会議所
狭山市(元気大学）
 サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマシ ゲンキ ダイガク				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		25		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		 水曜日 16:30～18：30　  　土曜日14：00～16：00 スイ ヨウビ ドヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		埼玉・狭山元気プラザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アダムジャパン、狭山商工会議所、狭山市） サイタマ サヤマ ゲンキ サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマ シ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		ビリヤードの主要アイテムであるキュースティックとは何なのか。何故、世界中の選手が特定のブランドを選ぶのか。世界中の選手に選ばれるADAMブランドの特徴を紹介。ポケットビリヤード及びキャロムビリヤードについてプロ選手の指導のもとで、知識だけではなく実演実習を体験して、ビリヤードを基礎から学ぶとともに生涯スポーツとしてのビリヤードを知ることによって、その理由を解き明かす。 シュヨウ ナン ナゼ セカイ ジュウ センシュ トクテイ エラ セカイ ジュウ センシュ エラ トクチョウ ショウカイ オヨ センシュ シドウ チシキ ジツエン ジッシュウ タイケン キソ マナ ショウガイ シ リユウ ト ア



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 トリマト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		ビリヤードことはじめ		ビリヤードとは何か、競技種目はどのようなものがあるか、日本のビリヤードの歴史と日本ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会について解説するとともに、あわせて世界のビリヤード事情と今後の展望を論じる。 ナニ キョウギ シュモク ニホン レキシ カイセツ ノ ビリヤード ジジョウ コンゴ テンボウ ロン																9/14/16		講義：狭山市元気プラザ
一部実習：アダムジャパン社屋 コウギ サヤマシ ゲンキ イチブ ジッシュウ シャオク		関根　沙織　　　　　　　　（アダムジャパン） セキネ サオリ		西尾　学 ニシオ マナ		日本ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会 ニホン キョウカイ

				ポケットビリヤード		2		ビリヤードの基礎Ⅰ キソ		ビリヤード台と道具であるキュースティックを使用して、持ち方、構え方、手球・的球の狙い方を体験する。先ずは、白いドットボール（手球）を真っ直ぐ撞く事に挑戦する。 ダイ ドウグ シヨウ モ カタ カマ カタ テ タマ マト タマ ネラ カタ タイケン マ シロ テ タマ マ ス ツ コト チョウセン																9/21/16						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS

				ビリヤードの道具 ドウグ		3		ビリヤードのキュースティック		ビリヤードの道具であるキュースティックとは何か。40年以上ビリヤードキューを作り続けるものづくりのこだわりを説明する。またキュースティックの構造や仕組みについて説明しつつなぜ、木でないとだめなのかを解き明かす。 ドウグ ナニ ネン イジョウ ツク ツヅ セツメイ コウゾウ シク セツメイ キ ト ア																9/28/16						関根　沙織 セキネ サオリ		アダムジャパン

				ポケットビリヤード		4		ビリヤードの基礎Ⅱ キソ		「何が違う！？」ビリヤードの他とは違う面白さや「罹るのに資格が必要な不治の病」一旦のめり込んだら二度と忘れられなくなるビリヤードの不思議な面白さを解説する。また、「これさえ出来れば！」という本当の基礎を紹介する。 ナニ チガ ホカ チガ オモシロ カカ シカク ヒツヨウ フジ ヤマイ イッタン コ ニド ワス フシギ オモシロ カイセツ デキ ホントウ キソ ショウカイ																10/5/16						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS

						5		曲球Ⅰ キョク ダマ		ポケットビリヤードには「曲球」と呼ばれる特殊な技術を用いた競技があり、1回撞いただけで複数のボールが同時にポケットインする。その仕組みと面白さを解説する。 キョク ダマ ヨ トクシュ ギジュツ モチ キョウギ フクスウ ドウジ シク オモシロ カイセツ																10/12/16						長矢　賢治 ナガヤ ケンジ		日本プロポケットビリヤード連盟 ニホン レンメイ

						6		ビリヤードの基礎Ⅲ キソ		ビリヤードインストラクターのアドバイスを交えながらスリーチャンスで幾つ入れられるか、だれでも楽しめるベーシックゲームを紹介する。 マジ イク イ タノ ショウカイ																10/19/16						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS

						7		世界のポケットビリヤード セカイ		ポケットビリヤードのルール、世界のポケットビリヤード大会や裏話を紹介する。全日本ランキング上位のメキメキと頭角を現した新鋭プロがポケットビリヤードの面白さを解説する。 セカイ タイカイ ウラバナシ ショウカイ ゼンニホン ジョウイ トウカク アラワ シンエイ オモシロ カイセツ																10/26/16						野内　麻聖美 ノウチ アサ セイ ミ		日本プロポケットビリヤード連盟 ニホン レンメイ

				キャロムビリヤード		8		世界のキャロムビリヤード セカイ		キャロムビリヤードのルール、世界のキャロムビリヤード大会や裏話を紹介する。世界ランキングトップについたプロがキャロムビリヤードの面白さを解説する。 セカイ タイカイ ウラバナシ ショウカイ セカイ オモシロ カイセツ																11/2/16						小林　伸明 コバヤシ ノブアキ		日本プロビリヤード連盟

						9		キャロムビリヤードの基礎Ⅰ キソ		キャロムビリヤードに挑戦、ビリヤードテーブルの上を、まるで生き物のように動き回るボールを体験する。プロ指導の元、ビリヤードのルールと面白さを紹介する。 チョウセン ウエ イ モノ ウゴ マワ タイケン シドウ モト オモシロ ショウカイ																11/5/16						小林　英明 コバヤシ ヒデアキ

				ポケットビリヤード		10		曲球Ⅱ キョク ダマ		1回撞いただけで3個、4個が一辺にポケットインする。ボールがギューンと曲がったり、宙を飛んだり、ビリヤードの見る楽しみを解説する。 カイ ツ コ コ イッペン マ チュウ ト ミ タノ カイセツ																11/9/16						長矢　賢治 ナガ ヤ ケンジ		日本プロポケットビリヤード連盟

						11		根拠のある（E.B.T）練習方法Ⅰ コンキョ レンシュウ ホウホウ		一見もっともらしい話も、確かめてみると実は誤りだったということはよくあることである。ビリヤードの物理的な面と人間の生理的な体の動きとの関係について解説する。 イッケン ハナシ タシ ジツ アヤマ ブツリテキ メン ニンゲン セイリテキ カラダ ウゴ カンケイ カイセツ																11/16/16						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS

						12		試合中の見方と考え方 シアイチュウ ミカタ カンガ カタ		世界で活躍するプロ選手とはどのようなレベルなのか、実際にランキングトップのプロ選手が目の前で模範試合を行う。また、試合中はどのような事をイメージしプレーをしているのか、分かり易い実況中継を交えて紹介する。 セカイ カツヤク センシュ ジッサイ センシュ メ マエ モハン ジアイ オコナ シアイチュウ コト ワ ヤス ジッキョウ チュウケイ マジ ショウカイ																11/30/16						梶谷 景美　　　　　　　野内　麻聖美　　　　　　　　　　 カジタニ ケイ ミ ノウチ アサ セイ ミ		日本プロポケットビリヤード連盟/Office　BiTS

						13		ビリヤードの世界 セカイ		眼ではとらえることのできない1/1000秒の世界では何が起こっており、ポケットビリヤードのキュースティックで球（ボール）を撞いた場合の動きはどのように変化しているのか、実演と共にハイスピードカメラで撮られた映像を紹介する。 メ ビョウ セカイ ナニ オ タマ ツ バアイ ウゴ ヘンカ ジツエン トモ ト エイゾウ ショウカイ																12/7/16						李　佳
須藤　路久 リ カ スドウ ミチ ヒサ

				
総復習 ソウ フクシュウ		14		キャロムビリヤードの基礎Ⅱ キソ		キャロムビリヤードに挑戦。手玉を撞き、的玉に最低3回クッションに入れる。プロのアドバイスを交えながら、基本的な取り口を覚えさえすれば、非常に楽しめるゲームである。その奥の深さを紹介する。 チョウセン テダマ ツ マト ダマ サイテイ カイ イ マジ キホンテキ ト クチ オボ ヒジョウ タノ オク フカ ショウカイ																12/10/16						梅田　竜二 ウメダ リュウジ		日本プロビリヤード連盟

						15		根拠のある（E.B.T）練習方法Ⅱ コンキョ レンシュウ ホウホウ		何が正しいのかを探るのではなく、正しいと分かっていることを身につける練習法を紹介する。それをする為にE.B.T（エビデンス・ベイスド・シンキング＝根拠のある思考）練習方法を解説する。 ナニ タダ サグ タダ ワ ミ レンシュウ ホウ ショウカイ タメ コンキョ シコウ レンシュウ ホウホウ カイセツ																12/14/16						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS



















